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接続章　研究者、愛を語る







ヒューイ・ラフォレット直ちよく属ぞく研究機関『リズム』主しゆ任にん　サロメ・カーペンター氏の談だん話わ




　今回の結果は、実に残念だったと言わざるを得ない。

　ほんの些さ細さいなすれ違いから、我々は大事な研究素そ体たいを一つ失ったのだから。

　まだ観察開始から10年と経たっていないというのに……無む念ねんの極みだ。

　便べん宜ぎ上レイルと名付けられた研究素体、[image: なんばー]００３８。

　ナンバーが４桁けた設定されているという事は、ヒューイは最低でも千にのぼる実験体を生み出すつもりなのだろうかね。ただの人間である私としては、その結果を見るまで生きてはいないだろうが。……まあ、永遠の時を生きる彼にとっては４桁でも少ないのかもしれないが。

　話が逸それた、と言いたいが、実は逸れていない。

　そう、私が生涯のうちに携たずさわる事のできる研究素体など、一部、ほんの一部に過ぎない。

　だからこそ、だからこそだ。

　私は一体一体の成果をとても慎しん重ちように見守ってきたつもりだ。なのに、こうして[image: なんばー]００３８……レイルを失った事が悲しくて仕方がない。

　現在[image: なんばー]００６８まで作られた中で、存在が継続していたのは半分にも満たなかったというのに……我々がこの手で生みだし、処理を行ってきた物だけに、やはり辛つらいね。

　レイルは少し特殊な処理を施ほどこした存在だ。いや、半分は偶然の産物なのだがね。

　無む痛つう症しよう、というのを知っているかね。

　全身から痛つう覚かくが無くなる先せん天てん的てきな疾しつ患かんだ。レイルの皮ひ膚ふ感覚は、完全にそれではないが……割とそれに近い状態になっている。脳を下へ手たに弄いじくった素そ体たいは全てオシャカになってしまったからねえ。代わりに脳へと繋つながる体中の神経節せつを色々弄くった結果、半分は偶発的にそうなったのさ。

　……これは、少々飛ひ躍やくした私の推すい測そくなのだが……あるいはホムンクルスとして生成された彼の脳が、痛みを伝える事を拒否する為ために進化したのかもしれないね。過大な電圧をかけたヒューズが切れるように。

　そう……だから、最初は麻ま酔すいをかけずにレイルの体を切り刻んだ。

　少しずつ少しずつ、どこまでレイル達ホムンクルスが『痛み』に耐えられるのかを知る為ために。

　彼はおよそ人間が一生に味わうあらゆる肉体的苦く痛つうを、実に短い時間に濃のう密みつに味わった事になるのだろうか。ＮＹには鋏はさみを使う素晴らしい拷ごう問もん師しがいるらしいが、是ぜ非ひ一度意見を聞いてみたい所だ。それほどまでに、レイルの体は痛みに蝕むしばまれたのさ。

　だが、５年程ほど前まえか。レイルから痛覚が消え始めたのは、ヒューイと共に彼の体を切り刻んだ時がきっかけかもしれんね。ああ、そうだ、確かにそうだ。レイルが悲鳴を上げなくなったのはあの時からだ。面白い事に、レイルは痛みを感じなくなったと同時に自分が『物』であるという確信に至ったようだが。

　レイル自身は途中から麻酔を打たれたと勘かん違ちがいしていたと見える。感覚が戻らない自分の体を不ふ思し議ぎがっていたよ。

　まあ、その時は徐じよ々じよに感覚が戻っていったようだが……『処置』を繰り返す内に、とうとうレイルの体から痛覚そのものが薄れていった。

　ああ、そうさ。その通りだよ。何度も何度も、我々はレイルの体を切り刻んだ。彼の全身に走る縫ほう合ごう痕こんは、我らの研究の積み重ねの証あかしだったとも言っていい。

　だからこそ……痛みが無い、という事に喜びを感じて貰もらわねば困る。

　無む論ろん、不ふ便べんでもある。痛みは体の危険を知らせる重要なサインなのだからね。

　今後どのように成長するのか……そのあたりも含めて研究したかったのだが、こんな結果になって残念だ。

　同じようなケースを私は一つ知っている。

　もっとも、そちらは痛覚ではなく、俗に『感情』と呼ばれるものの損そん傷しようだがね。

　ヒューイの古い友人であるエルマー・Ｃ・アルバトロスという男。

　幼き頃、それこそ想像を絶する痛みを与えられ続けた結果として──感情の回路がおかしくなったのか、自らが幸福なのか不幸なのかすら解わからなくなってしまったそうだ。不ふ死し者となった彼は今、世界の全てを幸せにする為ために生き続けているという。

　それは常じよう人じんにとっての理想であり、狂人にとっての真実だろう。

　私はエルマーという男も観察に値する存在だと感じたのだが、ヒューイがそれを止めた。

　エルマーは自分の大事な友人だ、実験体として扱う事は認めない……ま、そこまで感情的ではなかったが、大まかに言うとそんな感じだったよ。この世の全てを、自分の娘達すらをも実験対たい象しようとして見ている男が何を言っているのやらと思ったが……どうやらヒューイにとって、そのエルマーという男は自分と世界を繋つなぎ止める鎖くさりのような役割をしているらしいねえ。

　……と、失礼。今度こそ本当に話が逸それたようだね。

　ともあれ、レイルはそのような男に通じる経けい歴れきを持ちながら、全く逆の生き方を選んだ。我々を含め、世界の殆ほとんどを憎むか……あるいは、蔑さげすもうとしていたよ。

　そんなレイルも、我々の白はく衣いに対して明らかな怯おびえの色を見せるんだ。

　こっちを蔑んでいる筈はずの子供が、我々を見て怯えているのは滑こつ稽けいですらあった。

　レイルにとって、我々は許容しがたいトラウマなんだろうねえ。理解しがたい痛みだったのだろうねえ。まあ、それも今となっては確かめようもないのだが。




　……ん？　何かね？

　何な故ぜ、当時年とし端はもいかなかった少年にそんな酷ひどい事ができたのか？

　ああ、そうだな、確かに酷い。

『あれ』を人間ではなく、ただのモルモットと同じ実験素そ材ざいとして見たとしても……

　許されない。あんな行為は許されてはいけないと思うよ、うん。

　レイルの悲鳴が鼓こ膜まくを震わせる度たびに、私達の心にはどうしようもない罪ざい悪あく感かんと後こう悔かい、自分が生きている事に対する疑問、疑ぎ念ねん……様々な物が湧わき上がって喉のどの奥を詰まらせた。

　だが、我々は、その苦しみと悲しみに耐える事ができたのだよ。

　何故か？

　決まっているだろう。

　愛しているからさ！

　愛があるからこそ、私達は罪悪感に耐えられる。

　レイル達にあのような酷むごたらしい事をしてしまったという、果てしない罪悪感。

　我々を縛しばり付ける罪の意識を乗り越えられたのは、実験体に対する愛があったからさ！

　愛する思いがあったからこそ、我々はどんなに酷い事だって行える！

　そう言えば……先代の技術者の記録にあったんだが。ある不死者が私と同じ事を言っていたそうだよ。愛しているからこそ、虐しいたげてしまう心の痛みに耐えられるのだと。

　あれは誰だったかな……もう喰われたと聞いたが。その愛の対象である少年の不ふ死し者にね。確か……フェルメート。少年の不死者の名前は、チェスワフ……そんな名前だった気がするよ。

　おっとすまない。また話が逸それたようだが……実際、私はレイルに喰われた、もしくは殺されたとしても全て受け入れた事だろう。それが愛というものだと私は推すい測そくする。

　私達は、彼にとっては創造主しゆだ。神にも等しき存在だ。

　私は無む神しん論ろん者でも理り神しん論ろん者でもない。神の存在を信じている。

　信じているからこそ、私は自分達が彼らホムンクルスにとっての神である事を認にん識しきできる。

　神の愛が無限であるように。私のレイルに対する愛もまた、無限だよ。

　だからこそ、我々は流れる涙を止められない。

　愛を注そそぎ続けた存在が、唐とう突とつに、あまりにも唐突にこの世界から失われてしまったのだから。




　……失った経緯いきさつを聞きたいのかね？

　私に全てを語らせ、思い出させ、再び悲しみの底へと誘いざなおうと言うのか？

　これだから情報屋という奴やつは！

　だが、いいだろう。語ろうではないか。

　我々なりに観察した結果と後から得られた情報を、語る事によって改めて統合することには何か意義があるかもしれんからな。

　シャムやヒルトンから与えられた情報を纏まとめると……どうやら元げん凶きようは、とある一組のカップルと……彼らを取り巻く有う象ぞう無む象ぞうの不良達たちであるらしい。

　もちろん、ネブラにいるあのイカれた女おんな科学者やクリストファー、そしてルッソ・ファミリーの残ざん党とうであるグラハムという男も十二分に関わってきている。厳げん密みつに言えば、事件と同時期に刑けい務む所しよにいたフィーロ・プロシェンツォという男もね。

　さて、どこから語るとしようか……そうだな、やはりレイルの話なのだから、レイルの事から語るとしよう。

　フランクという友を奪われたあの哀あわれな実験体は、狂気への道に少しずつ染まっていった。

　少しずつだが──確実にね。

　レイルはフランクを救うため……いや、正確にはフランクを奪った者達に対する復ふく讐しゆうのため、町の闇やみの中に向かった時には……もう、半分心こころが壊れていたのかもしれない。

　それほどまでに、レイルの行動は自じ暴ぼう自じ棄きだった。

　いや、自分を棄すてるどころか……まるで、世界の全てを棄てているかのようだったよ。
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エルトン・ヒル　郊こう外がい




　明るい。

　真まっ昼ぴる間まだというのに、『それ』は──とてもとても明るい光となって輝いた。




　エルトン・ヒル。

　それは、シカゴに隣りん接せつする小さな町の名前だ。

　詳しよう細さい地図にもポツリと名前が載っているだけで、大おお雑ざつ把ぱな地図にはそれすらも記されていない町。

　大都市の陰に隠かくれたこの地区は、ちょっとした理由で全米の中でも割と名前が知られていた。

　しかし、やはり地図での扱いはぞんざいであり──その理由は、この町の特殊な実体に求められる。

　広々とした平原に大だい小しよう様々な建築物が点てん在ざいしており、その間を広く作られた道路が縦じゆう横おう無む尽じんに走っている。そんな光景が広がる田舎いなかめいた町だった。

　一見すると閑かん散さんとした農村地ち域いきに思えるが、実のところ、平野の中に農地は殆ほとんど見られない。その僅わずかな農地らしき場所も、厳げん重じゆうな柵さくに囲まれる形で作られており、多くは内部が見えない状況となっている。

　唯ゆい一いつの例外として、一般的な住宅と思われる建物だけが町の一箇所に密みつ集しゆうしており、その他の建物は殆ど離されて建築されている状態だ。

　二、三の建物が隣となり合っているケースはあるが、基本的にそれらは同じ囲いの中に建てられている。まるで、学校が町に何個も何十個も点在しているようにも感じられる。

　そして、それらの『施設』には一つの共通点があった。

　建物に出入りするトラックや建物自じ体たい、どこかしらにある紋もん様ようが記されている事だ。

　──複ふく合ごう企業体『ネブラ』。

　全米でも名の知られた巨大グループの社章に使われているロゴマーク。

　ドイツ出身の芸術家、カルナルド・シュトラスブルクの作品をモチーフにしたと言われる独特なデザインであり、それが町の中のいたる所にばらまかれているような印いん象しようだ。

　複合企業『ネブラ』の研究施し設せつや倉庫が建ち並ぶこの町は、暮らしている住人の殆どが一つの企業グループ関係者という奇き妙みような体てい裁さいを取っている。

　一つ一つの関かん連れん施設同士で間かん隔かくが開けられているのも、それぞれが同グループ内で全く別の事業に関わる研究を行っているからという理由があり──子供達たちの間では、それぞれの施設が怪しい実験をしており、いつ爆発するか解わからないからという噂うわさも流れている状態だった。




　そんな町のとある一日。

　噂は、歪ゆがみきった形で現実となる。

　空から照りつける日光を追い返すように、町の中に眩まばゆく赤い光が立ち上った。

　一いつ瞬しゆんの閃せん光こうとして散る筈はずだったその光は、見た者の目に煌こう々こうとした残ざん像ぞうを残してゆっくりと消えていく。

　その余よ韻いんに浸ひたる間もなく、破は壊かい的な轟ごう音おんが周囲の空に響ひびき渡った。

　重く、重く、ズンと響くその音おん塊かいは、空をゆっくりと壊しているように感じられる。

　続いて周囲に届くのは、光が巻き起こした熱の塊かたまりだった。




　町の各所から同時に立ち上った、音と光と熱。

　全てが届く丘の上に、いくつもの人ひと影かげが蠢うごめいていた。

　その集団の先頭に立って町を眺ながめていた小こ柄がらな影が、他ひ人と事ごとのように言葉を漏らす。

「あーあ。始めちゃったぁ」

　体中に響ひびく爆発音と、同時に体を揺らす暖かい風を噛かみしめながら──

　顔や腕に派は手でな縫ほう合ごう痕こんを残した少年が、更さらなる独り言を呟つぶやいた。

「もう、後あと戻もどりはできないね」

　独り言の筈はずだった言葉。しかし、背後からは明確な返事が浴びせかけられる。

「それはどうでしょうね。レイル君」

「……シャムには聞いてないよ」

　背後に無数に控える人ひと影かげ。年とし格かつ好こうはバラバラで、時とき折おり子供まで交じっている男の集団。

　そのうちの一人が、レイルと呼んだ少年に対して軽く首を振って見せた。

「後戻りなんてものはいくらでもできます。やめればいいだけなのですから」

「……よく言うよ、止めもしなかった癖くせに」

「なに、貴方あなたの行動はヒューイ様の実験を阻そ害がいするものではありませんし、寧むしろネブラに対する破は壊かい活動は実験を促そく進しんすると言っても過か言ごんではありません」

「……」

　黙り込むレイルの背を、個性無き人影の群れは静かに見つめ続ける。

　そして、何かを思いついて再びその沈ちん黙もくを打ち破った。

「ああ、腹立たしいのですか？　自分がヒューイ様の手の平で踊っているような気がしているのでしょうか？」

「……」

「御安心下さい。ヒューイ様は現在トラブルを抱えておいででして、こちらの状況に関わる事ができなくなっています。こちらに回す手の平などない様よう子すですよ」

　どこか皮ひ肉にくのようにも聞こえるシャムの言葉を聞き流しながら、レイルは先せん刻こくの光に続いて、徐じよ々じよに広がりを見せつつある赤い光──町の各所に上がる火の手を眺ながめ続けた。

　胸きよう中ちゆうによぎる感情の正体がなんなのか解わからぬまま、レイルは静かに自分の行為を思い返す。




　まだほんの半日程ほど前まえ──

　自分は、大事な仲間であるフランクを目の前で攫さらわれた。

　攫われた、というよりも、傷つけられた──現在の状況によっては、考えたくはないが、殺されたという事になっているかもしれない。

　その瞬しゆん間かんの事を思い出し、レイルはあの忌いま々いましくも恐ろしい白はく衣いの集団と──何もできなかった自分自身に対して奥おく歯ばを強く噛みしめた。

　だからこそ、自分は今、こうしてここに立っている。

　復ふく讐しゆうの炎ほのおを眺めている。

　シカゴの町まち中なかで連絡の取れるシャムを捜し出し、できるだけの協力を申し出た。別に協力が得られずとも一人でなんとかする予定だったが、『彼ら』は意い外がいにも快く承しよう諾だくし──その結果として、現在こうしてエルトン・ヒルが火に包まれる結果となった。

　レイルがシカゴに運び込んでいた爆ばく薬やくの内うち半分近ちかくを使う結果となったが、爆薬の量りよう自体はそれ程ほどのものではなかった。

　何者が造り出したのかは知らないが、恐ろしく効率のよい爆薬の威い力りよくである。レイルは自分の扱う武器ながら、最初に見た時はその威力に思わず息を呑んだ事もある。

　そしてレイルは、あえてその力を行使した。

　恐怖してこその力だとばかりに、自分自身の迷いを断ち切る為ために、恐怖そのものを利用した。

　自分が狂う為に。今までの自分では辿たどり着けなかったどこかに行くために。

　ただそれだけの、純じゆん粋すいとも一いち途ずとも言い難い理由で──

　町は、明るい光に包まれた。




　だが、今、こうして町の各所を吹き飛ばす結果を見ても、レイルの心にはなんら大きな変化は湧わき起こらない。

　──足りない。

　心の中に湧き起こるのは、新たな不安とモヤモヤとした怒り。

　──こんなんじゃ、この程度じゃ──まだ、まだ吹っ切れない。

　燃え広がる事も無く、次第に消火されつつある火の手。恐らくは防災体たい勢せいが整っているのであろうその設備の被害経けい過かを見て、レイルはギリ、と歯を噛かみしめる。

「ねえ、今日爆ばく破はした施設に、フランクはいた？」

「いえ、確認する限りでは全く」

「ふうん……そう」

「居たら居たで、火災に巻き込まれて死んでいるかもしれませんでしたがね」

　無神経なシャムの言葉に、レイルはなおも歯を強く食いしばるが、反論は一切しなかった。

　彼の言う通り、これはフランクをも巻き込む可能性がある危険な行為と言える。それはレイルも理解していた。だが、それ以外にレイルには何も思いつかなかったのも事実だ。

　そんなレイルの心に、背後からの声は軽けい妙みような調子でのし掛かる。

「ま、本来なら情報を集めてその施設に狙いを絞しぼるっていう手がいいと思うんですけど、これも一つの手だとは思いますよ。これだけ一いつ斉せいに爆破工作を行えば、向こうも正直フランクどころじゃなくなるでしょうから」

　馬鹿げた『暴走』に一応の意味めいた事を持たせつつ──この破壊を止めようと思えばできた立場の存在は、意図を読ませぬ笑顔で前に一歩踏み出した。

「何をしたら良いのか、自分でもよく解わかっていないんでしょう？」

「……うるさいなぁ」

　苛いら立だたしげに呟つぶやくレイルに、『シャム』の一人は尚なおも言葉を止めようとしない。

「もし宜よろしければ、ヒューイ様にご意見を伺うかがいましょうか？　そのぐらいならできると思いますしねえ」

「黙れよ！」

　思わず叫んだレイルだが、すぐに呼吸を整え──現げん時点では唯ゆい一いつの相談相あい手てに問いかけた。

「ねえ、狂うってのは、逃げ道なのかなぁ……？」

「狂っている自分というものを認にん識しきしている間は、それは狂っているとは言えないのではないか……と、私に積み重ねられた数多あまたの知識は判断します。ヒューイ様やヒルトンなら、あえて別の答えを示すでしょうが」

　一いち々いちヒューイの名前を出すシャムに苛いら立だちを覚えながら、レイルは静かに問いの続きを投げかける。

「……クリスなら、何て言うかな」

「とうの昔に狂っている彼は、ニヤリと笑って『追いついてみなよ』と楽しげに言うでしょう」

「ハハ、解わかって無いねぇ、シャムは」

　苦く笑しようしながら呟つぶやいたレイルだったが──

「あるいは……」

　シャムが口にした言葉の続きに、グイ、と胸を締め付けられる結果となった。

「もしも彼がレイル君の事を大事に思っているならば、こう言うかもしれませんね。『自分には君を元に戻せない。狂う側に来るなら導き手になれるけど、君がいるのは境きよう界かい線せんだと思うから、自分には何もできない。だから、レイルが自分で考えて決めるんだ。狂う先に逃げ道を見出すのか、あるいは明確な未来を見る事ができるのか』……と、こんな感じでしょうか」

「……」

　クリストファーの口く調ちようを真ま似ねて綴つづられた言葉に、レイルは静かに黙り込む。

　彼の言葉そのままではないが、レイルは似たような事を言われた記き憶おくが確かにあった。

　自分が絶望と無む力りよく感かんにむせび泣いたあの夜。

　あの夜、といっても、ほんの半日前のこと。クリストファーからかけられた言葉が、まさに今のような言葉の羅ら列れつだった。

　軽い驚きと共に、目の前にいるただの『監かん視し役やく』そして『雑ざつ用よう係がかり』である男が、自分よりも深くクリストファーの事を理解している事を少し苛立たしくも感じ──レイルはムスリとした表情で背後の集団を睨にらみ付ける。

　だが、結局何なにも反論する事ができずに、どうしてくれようかと思っているレイルだが、ふと妙みような事に気が付いた。

　正確に言うならば、もっと前から違い和わ感かんには気付いていたのだが、感情に流されている間は特に気にしていなかった疑問点──背後に並ぶこの集団が、全ぜん員いん男だけであるという事に。

「？　あのさ、ここに来てるのってシャムだけ？　ヒルトンは？」

「それどころじゃないそうです。ヒルトンはヒルトンで、ちょっとしたトラブルが起こってますので。先せん刻こくお伝えしたように、ヒューイ様絡がらみの事ですが」

「なにかあったの」

「ヒューイ様が襲おそわれて、片眼を抉り抜かれて持ち去られたそうです」

「へぇ……」

　ヒューイ・ラフォレット。

　自らを歪いびつな人じん造ぞう生命体として生み出した、憎ぞう悪おの対たい象しようにしかならない存在だが、目を抉えぐられた、という点については『ざまあみろ』という思いよりも先に、『そんな事ができる者がいたのか』という驚きの方が上だった。

　ヒューイという男は全てにおいて完かん璧ぺきであるという印いん象しようがあり、常に誰かを手て玉だまに取る側に身を置く根源的な支配者だと思っており、それがレイルの憎しみと恐怖を倍ばい増ぞうさせていたのだ。

　複雑な表情をするレイルに、連絡係がかりの男は静かに笑う。

「ヒューイ様が痛い目にあって嬉うれしいですか？」

「別に。いい気味だとも思わないし、詳しい事情にも興味無ないよ。誰がなんの為ためにやったとしても、今の僕には関係無いからねぇ」

　自じ虐ぎやく的に呟つぶやき、そこでようやくシャムの顔を見返し、言った。

「シャムさぁ、今日はなんだか嬉しそうに見えるけど……気のせい？」

「そうですか？　気のせいでしょう。私は貴方あなたがたの仕事を手伝える喜びの傍かたわら、ヒューイ様が傷つけられたという事実にも直面しているのですから。連絡役と雑ざつ用よう係がかりに過ぎない私にできる事は限られていますしね」

「ふうん」

　そこでレイルは小さく俯うつむくと、上着のポケットから懐かい中ちゆう時計を取りだし、蓋ふたを開く。

「できることが少しでもあるってのは、少しうらやましいよ」

「……」

　シャムの耳に届く言葉からは、もう普段通りのレイルの態度に戻っているように感じられる。

　だが、シャムは気付いていた。

　確かにレイルはまだ狂ってはいないが──

　確実に、壊れつつあるという事を。

　レイルはカチカチと進む時計の針を眺ながめながら、誰に向けてでもない一言を青空に向かって叫び上げる。

「今の僕にできるのは、ただ、全部全部吹ふき飛ばすことだけだからさぁ！」

　そして──町の中を、再び眩まばゆい光が照らし出した。




　煌こう々こうと揺らめく炎ほのおと煙を背にし、レイルはシャム達へと向かって静かな口く調ちようで語り出す。

「だから、僕は行けるところまで行くよ。狂うんだったらそれもいいね」

　レイルの言葉からは感情が消え失せており、冷え切った言葉は煙と共に空へと吸い込まれていった。




「それで何処かに行けるんだったら……僕は、喜んで狂ってみるよ」













間章Ⅰ　カモッリスタは渋々語る







アルカトラズ刑けい務む所しよ　地下特別房ぼう







『地下牢ダンジヨン』──アルカトラズ島の地下に設置された、特殊な隔かく離り房ぼう。

　その『暗くら闇やみ』の更さらに地下。

　刑務所内の配はい置ち図面にも記き載さいされていない、刑務所のまさに奥の奥──

　その場所に、『彼ら』は存在した。

　元はたった一人の男のために造られた特殊独どく房ぼう。

　独房というには余りに広く、ちょっとしたホテルの一室並なみの広さがあった。

　しかし──現在その空間にいる人数から考えれば、寧むしろ圧あつ迫ぱく感かんを感じさせると言っていい。




「手前てめえら……」

　その広くも狭くもある空間に響ひびいたのは、怨えん嗟さの声。

　殺意だけが煮に詰つまったその声を聞いて、フィーロ・プロシェンツォは一人思う。

　呪のろいというもので人が殺せるのならば、恐らくはこんな感じなのだろうと。

　声を聞いただけで寿じゆ命みようが縮むような寒さむ気けに囚とらわれたフィーロは、その呪じゆ詛その主ぬし──ラッド・ルッソと、彼を取り囲む部屋の状況に目を向ける。

　同時に彼は、今、自分自身が置かれている立場を強制的に再さい確認させられた。




　一いち連れんの『流れ』においてのフィーロの立ち位置は、シンプルとも複雑とも言い難い、実に微び妙みようなものだった。

　とある事件をきっかけに『不ふ死し者』となったフィーロは、それが原因でとあるトラブルに巻き込まれ、捜査局の不死者であるヴィクター・タルボットに目をつけられた。

　そして、フィーロの想い人であるエニスの罪を不ふ問もんにするという条件を呑み、このアルカトラズにいる──やはり不死者であるヒューイ・ラフォレットの調査という仕事を請うけ負ってしまったのだが──ほんの30分ほど前から、事態は途と端たんにややこしくなる。

　自分を案内していた刑けい務む官かん。ヒューイがアルカトラズに潜せん入にゆうさせたスパイであり、同時に忠実な部下である筈はずのその男が、フィーロに一つの取引を持ちかけてきた。

「私……いや、私達と協力して……ヒューイの旦だん那なから、片眼を抉ってくれませんかね？」

　と、全く理解のできない一言を。

　不死者の目め玉だまを抉えぐるという行為に一体なんの意味があるのか？

　そんな疑問を問いただす暇ひまなど、フィーロには欠片かけらも与えられなかった。

　相手の口から、やはりエニスの名前が出て──彼女の安全を餌えさに持ち出してきたからだ。

　結果として、フィーロはヴィクターの命令に嫌いや々いや従ったのと同じように、『シャム』と名乗る人物に渋しぶ々しぶ協力する事となる。

　心の中に、無力な自分への苛いら立だちと、現在の状況に対するあからさまな嫌けん悪お感かんを抱えながら。




　そして現在。

　入口の辺りには、自分をここまで案内した看かん守しゆが一人。ラッドに殴なぐられて気き絶ぜつしていた筈はずだが、現在は何事もなかったかのように立ち上がっている。

　室内にはもう一人看守が存在しており、丁ちよう度どラッドを挟み込むようにして向かい合っている状態だ。

　更さらに、ラッドの周りには三人の囚しゆう人じん達も控えている。

　白人の小こ男おとこ。傷だらけの黒人。そして両腕に刺青いれずみをいれた東とう洋よう人じん。

　更に更に言うならば、部屋の中に倒れ伏したまま動かない人ひと影かげが二つ。

　一つは、フィーロの足下にある白い服を纏まとった男。

　もう一つは、この刑務所にもっともそぐわない存在である、まだ年とし端はのいかぬ黒くろ髪かみの少女の姿だった。

　フィーロは足下の男──うなじの下にナイフを突き立てられて意識を失っているだけの不ふ死し者、ヒューイ・ラフォレットに眼めを落とし、暫しばし思し考こうを巡らせる。己おのれの右手の中ではヒューイから抉えぐったばかりの目め玉だまが自らの体に環かえろうと蠢うごめいており、不ぶ気き味みな感かん触しよくを手の中に染みこませている。

　──さて、どうしたもんだろうな。この状況。

　現在ラッドを取り囲んでいるのは、元フェリックス・ウォーケンでもある、『シャム』と名乗る集団だ。

　だが、フィーロの記き憶おくの奥──自分のものではないその忌いま々いましい記憶を辿たどって判断するに、シャムというのは集団名ではなく──どうやら集団にして一つという存在らしかった。

「おい……」

　冷静に状況を分ぶん析せきしようとしているフィーロに、呪のろいの声が掛けられる。

　全身に冷気を感じながら顔を上げると、そこではラッドが幾いくばくかの焦しよう燥そうと、だが、尚なおも圧倒的な殺意を顔面に浮かべて『シャム』達を睨にらみ付けていた。

「フィーロよぉ。手前てめえはどうやら、こいつらとは別べつ口くちらしいじゃんよ？」

「……ああ、まあ、そうなるかな」

　ヒューイの目玉を抉る事に協力した以上、別口と言えるかどうかと思ったものの──フィーロは眼前の男達の不気味さから、敢あえて別口と思う事にした。

　同時に、シャムを不気味と思わせる一番の原因となる光景が目の前に繰り広げられる。

　五人で完全に同調させた声で、一つの生き物のように部屋に言葉を反はん響きようさせた。

「『【［｛　おやおや、酷ひどいじゃないですか　｝］】』」

「『【　別口、という言い方は無いと思いますよ　】』」

【［｛　一時的とは言え、こうして手を組んでいる間あいだ柄がらじゃないですか　｝］】

「【｛　フィーロさんとは、これからも仲良くしたいと思ってるんですよ？　｝】」

　最初は五人同時に喋しやべったと思ったら、次は三人ずつ声を同調させる。

　まるで部屋のあちこちに置かれたスピーカーからランダムに音が響ひびいているかのようで、フィーロの心をますます困こん惑わくさせていた。

　だが、そんな奇き妙みような光景に惑まどわされない男が一人。

　溢あふれんばかりの感情。怒りでも悲しみでもなく、ただ純じゆん粋すいな『殺意』に身を染めたラッドが、口く調ちようだけはいつものままで、フィーロに向かって問いかける。

「あぁ、まあ、俺が聞きたいのは簡単な事なわけよ」

「……」

「こいつらぁ……、一体、何だ？」

「それは……」

　単純極きわまりない問いかけに対し、フィーロは暫しばし言葉に詰まる。

　だが、そんなフィーロの背中を押すのは、当の五人組の方だった。

「『【［｛　いいんですよ、フィーロさん　｝］】』」

『【｛　教えてしまっても　｝】』

【［｛　簡単に説明できるでしょう？　あなたなら　｝］】

「『【［｛　セラードの記き憶おくを持ってる、あなたならねえ　｝］】』」

　そう声をハモらせながら、五人同どう時じに笑顔を浮かべる『シャム』。

　人種も年ねん齢れいも顔の作りもまるで違う五人の男が、まったく同じ表情で不ふ敵てきに笑う。

　その光景と彼らの言葉に得えも言われぬ嫌けん悪お感かんを覚えながら、フィーロはギリ、と歯を噛かみしめ──大きく息を吸い込み、深い深い溜ため息いきをついた。

「いいだろう。話してやるよ」

「手て短みじかに頼むよフィーロ。ついでに、こいつらを楽しくぶち殺せる方法があれば完かん璧ぺきだぞ？」

　やはりギリ、と歯を噛みしめながら、ラッドは口元だけで笑っている。

　手足を奇き妙みようにぶらつかせているが、何かきっかけがあればすぐにでも重い拳こぶしが五人のシャムに飛ぶ事になるだろう。本来ならば既すでに拳が飛び、反動で相手の脳のう漿しようが飛び出している所だが、シャム達の口から漏れた『ルーア』という人物名がラッドの狂気を臨りん界かい間ま際ぎわで止めていた。

「手短にってのは少し難しいかもしれないが……まあ、あんたは何な故ぜか『不ふ死し者』の存在を知ってたみたいだから、その辺は助かる」

　どう見てもこの状況で一番殺さつ気きに満ちているのはラッドだ。だが、フィーロは獣けもののような眼めをしたラッドよりも、寧むしろ落ち着き払った五人の方を忌いま々いましげに睨にらみつつ──

　ゆっくりと、彼らについての情報を語り出した。

「そいつらは、『不死の酒』の副ふく産さん物ぶつ……セラードって爺じいさんが研究を続けて完成させられずにいた『薬』の実験体でな……。その『薬』を飲んだ奴やつらは、意識と記憶を完全に乗っ取られるのさ」

「……誰によ？」

「誰でもない。まあ、強いて言うなら……」




「その……意識を持った『薬』そのものにだ」




　　　　⇔




　セラード・クェーツと、彼に連なる研究者達たち。

　彼らは『完全なるホムンクルス』と『不死』。

　その双方に辿たどり着く為ための研究を行っていた。

　マイザー・アヴァーロという男の記き憶おくにのみ存在する『不ふ死しの酒』の調ちよう合ごう法ほう。それを再現する過程で、セラードは『出来損そこない』と呼ばれる溶よう液えきを生み出した。

　それは不完全な不死──如い何かなる体の損そん傷しようも再生する代わりに、老ろう化かだけが止められないという中ちゆう途と半はん端ぱな代しろ物ものだった。

　だが、その『出来損ない』は、ただの失敗として終わる事にはならなかった。

　セラードはそこに、新たなホムンクルスのヒントを見出す。

　完成品、出来損ないを問わず、悪あく魔まの酒によってもたらされた不死とは──細さい胞ぼうに自分たちとは別の次元の『何か』を融ゆう合ごうさせる行為なのではないかと。

　魔ま術じゆつ的に言うならば、無限に再生を続ける群ぐん生せいのような何かを『憑ひよう依い』させる事によって不死と成している……その仕組みに気が付いたのだ。

　まるで鰯いわしの群が一つの生き物を形作るように、この世ならざる群ぐん体たいが人間の細胞やさらに小さい単位のものに取り憑つき、自らの肉として、壊されても壊されても再生するのではないかと。

　セラードはそこで逆の事を考えた。

　異なる位い相そうの世界の、生命体かどうかも解わからぬ『何か』を人間の肉体に憑依させる事ができるのならば──

　その存在を、こちら側で複数の肉体に憑依させる事は可能なのだろうかと。

　例えば、その理論に基づいて作った溶液を、複数の人間に同時に飲ませた場合、異なる位相の空間からこの世界に無む理り矢や理り定着させられた存在は──複数の人間を同時に『動かす』事ができるのではないかと。そして、その場合──異なる位相の世界を通じて同一の存在である『彼ら』は、時間をほぼ無視して、全ての感覚や経験を共有できるのではないかと。

　フィーロの中に眠るセラードの記憶では、その研究は未だ完成せず、セラードの子し孫そんに引き継がれている筈はずだった。

　まだ現実に見ていない筈の研究成せい果かだが、セラードが取り込んだ何人もの鍊れん金きん術じゆつ師しの『知識』が脳のう内ないでうねり、フィーロになんとなく確信させる。

　一つの意識で、複数の人間を操あやつる、神のような人形師を造り出すという──

　あの研究理論は、恐らく完成するであろうと。

　そして今、目の前にいるのが──その結果なのだろうと。




　　　　⇔




「するってえと……あれか？」

　大まかな話を聞かされたラッドは、相変わらず手をブラブラさせながらフィーロに向かって問いかけた。

「こいつらは、一匹の幽ゆう霊れいに同時に取り憑かれた操り人形みたいなもんって事か？」

「大体そんな感じだ」

「つまり……ルーアのそばにもこいつらの仲間……じゃなくて、こいつら自身が居て、俺がこいつらに手を出せば、それが同時に向こうに知られちまうって事か？」

　絞しぼるように紡つむぎ出されたラッドの言葉に、一人にして五人である男達たちは、静かな声こわ色いろで微笑ほほえみかけた。

「『【［｛　呑み込みが早くて助かります　｝］】』」

　四し方ほうから声を浴びせられたラッドは一いつ瞬しゆんだけ眼めを伏せ──やがて、ニヤリと笑いながら大おお仰ぎように腕を広げてみせた。鉄てつ色いろの義ぎ手しゆがぎこちなく持ち上がり、部屋の中で不ぶ気き味みに明かりを反射させている。

「おーおーおー。なるほどなるほど。理解したわ。海よりも深く理解して、空よりも高く理解した……と、言いたい所だけどよぉ。二つだけ、二つだけどうしても確認しときたい事がある」

「『【［｛　なんです？　｝］】』」

「一つ、つまりお前ら……いや、『お前』は、まず絶対に死なないって事か？」

「『【［｛　自殺しようと思うか、あるいは地球そのものが滅びない限りはね　｝］】』」

　余よ裕ゆうに満ちた笑えみでシャム達がそう答えた瞬しゆん間かん──

　──!?

　離れた場所で会話を聞いていたフィーロの全身を、どうしようもない寒気が襲おそう。

　──なん……だ？

　今のシャムの台詞せりふがおぞましかったわけではない。

　もっと根本的な変化を、フィーロはその全身で感じていた。

　それまでは単なる地下牢ろうに過ぎなかったこの部屋が、今ではまるで、飢うえた猛もう獣じゆうの檻おりの中にいるかのような、そんな危機感が全身を包み込んでいる。

　──ああ、そうだ。何が変わったのか解わかった。

　何か、自分の本能が凍り付くような変化が──今、自分の五ご感かんのいずれかが感じ取っている筈はずだ。フィーロは即そく座ざに感覚をとぎすませ、その寒気を伴う違い和わ感かんの正体を探り、すぐにその正体を突き止めた。

　──笑ってる……？

　──ラッドの奴やつが……笑ってやがる。

　それだけ、ただ、それだけの変化。

　溢あふれる殺さつ気きはそのままに、ラッドの口元が嬉うれしそうに嬉しそうに歪ゆがんでいる。

　フィーロは、その笑みを以前にも見た事がある。

　シャムの一人である黒人の巨きよ漢かんを、以前ラッドが食堂で殴なぐり倒した時、やはり彼は今と同じような笑みを浮かべていた。

　ただし、その時は殺気も怒りも上うわ乗のせされていなかったのだが──今見ると、同じ種類の笑みなのにまるで別物に感じられる。

　あの時が肉食獣じゆうの笑いだとすれば、今はなんとも形容しがたい空気に満ちている。シャムは全く危機感を持っていないようで、フィーロとの感覚の鋭さの違いがハッキリと表れていた。

　──多分、いや、なんつーか、多分だが……ギロチンとかライフルとか、そういう殺す為ために作られた道具が笑ったら、こんな感じになるかもな……。

　フィーロが引く程ほどの狂気を顔面に浮かべながら、ラッドは静かに問いを続けていった。

「二つ目だ。ルーアは元気か？」

「『【［｛　今の所はね。貴方あなた次第ですよ　｝］】』」

　──ああ、止めた方がいいと思うなあ。

　尚なおも挑ちよう発はつするように語るシャムを見て、フィーロは一人確かく信しんする。

　これ以上挑発すると、具体的な事は解わからないが、何かがヤバイ事になると。

　自分は他人として客観的に眺ながめるのが一番いいだろう。

　そう判断したフィーロの前で、舞台上の役者は尚も鬼き気き迫る空気を醸かもし出していた。

「なるほどねえ、つまり……あれか……俺にできる事はルーアを信じる事だけってわけだ」

「『【［｛　ええ、彼女の無事を祈りながら私達に協力してくださ──　｝］】』」




「なら、よし！　信じた！」




「『【［　えッ　］】』」

　その声は、四し重じゆう奏そうだった。

　五つの口から同時に紡つむがれる筈はずの言葉だったが、その内の一つ、最初にフィーロを連れてきた刑けい務む官かんの口には──ラッドの右拳こぶしが突き刺さっていた。

　杭くい打うち機のような勢いでめり込んだ拳を引き抜くと、返す勢いで裏側にいた東とう洋よう人じんのシャムに綺き麗れいな裏うら拳けんを叩たたき込む。

　顔面を潰つぶされた刑務官がズルリと床に落ちるのと、頭から吹き飛ばされた東洋人の体が壁に叩きつけられるのはほぼ同時の出来事だった。

「なに、大した事じゃあねえさ」

「『【　ちょッ、ちょっと待て　】』」

　黒人の腹を蹴けり登りながら、ラッドは勢いよく宙を舞い、身を翻ひるがえしながらもう一人の刑務官の顔面に靴の裏を叩き込む。

「優ゆう先せん順位が、ちぃとばかし入れ替わっただけだ」

「『　人ひと質じちがどうなってもいいのか!?　』」

　ようやく事態を判断したシャム達だが、ラッドはニヤリと笑ったまま──

　たった今いま腹を駆け上った大おお男おとこの喉のどに、渾こん身しんのストレートをめり込ませた。

　グプ、という空気が漏もれる音と、メキリと何かが潰つぶれたような音が混じり響ひびき、黒人の体がドミノ倒しのように背後へと落ちていく。

　残された白人の小こ男おとこ相手に、ラッドは実に爽さわやかな表情で向き直った。

「だから、信じたって言ったろ？」

「　ば、馬鹿な……　」

　目を丸くする小男を前に、ラッドは首を大きくグルリと回し、コキリとなった所で口を開く。

「ああ、この大空が落ちてこない事を確信するよりも深く！　今ここにいる俺が俺自じ身しんである事と同じぐらいに慎つつましく！　ジャック・デンプシーが強いってのと同じぐらいの夢を持って！　俺は確かに確実に信じたわけよ！　ルーアの事をな！」

「なッ……」

　もはや一人の男となったシャムは、目の前の生き物が理解できないといった感じで後あと退ずさるが、ラッドはそれと同じだけ一いつ歩ぽ相手に詰め寄り、叫ぶ。

「あぁ……駄だ目めだね、駄目駄目。全ぜんッッッッッッッッッッッッッッッ然ぜん駄目だ！　ったくよぉ、俺ももうオジサンと呼ばれても仕方のねえ年だと思って、それ相そう応おうに落ち着こうとしてたのに、何？　ルーアの名前聞きいたらよぉ、いてもたってもいられなくなっちまったじゃねえのよ。お前のせいだぞどうしてくれる？　ああ糞くそ。これでも模も範はん囚しゆうであろうとしたんだぜ俺ぁよぉ？　そこで寝ねっ転ころがってるヒューイって野や郎ろうを殺す為ための時間以外はなぁ！」
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「り、理り屈くつが解わからん!?」

「理屈が解らん？　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、俺にも世の中の理屈なんてさっぱり解っちゃいねえが、こうして今日の日もまた空に昇って海の彼方かなたに落ちていってるじゃねえか！　大事なのは、解るかい、大事なのは理屈を理解する事じゃあない！　その事実がどうしても目の前にあるって事を納なつ得とくし、受け入れるか抗あらがうか見なかった事にするかってぇ選択肢しを選ぶ事さ、そうだろ？　まあ違うっつっても俺が認めねえ！」

　この部屋に現れた時よりも更さらに高いテンションで、ラッドは小こ刻きざみにステップを踏み続ける。

　フィーロは怒ど濤とうの勢いで言葉をまくし立てるラッドを見ながら、どこか現実感の無さを感じていた。だが、手しゆ中ちゆうで蠢うごめくヒューイの眼球の感かん触しよくが、明らかにここが現実であると告げていた。

　──おいおい、なんだこいつ。アイザックやクレアよりテンションたけぇな。

　もはやそんな感かん慨がいしか湧わき起こせぬフィーロの前で、理解できない男と理解しきった男の滑こつ稽けいなやりとりは尚なおも続く。

「ま、待て、ルーアという女がどうなってもいいのか!?」

「うるせえなあ、だから信じたって言ったろうよ？　なんだ、あんた耳が悪いのか？　それとも俺の言葉を理解できないその頭が悪いのか？　安心しろ。叩たたけば直る。直らなくても死ねば頭の悪さなんざ気にする事はもうないからつまりアンタは自由だ。ＯＫ？」

「ちょっと待て！　話が通じていないぞ！」

「大丈夫さ、俺に通じてればそれでＯＫだ。俺とアンタの間には色々な壁があるっぽいが、大丈夫過ぎる程ほどに大丈夫だ。一つ一つ取り払っていけばいい、そうだろ？　グルリとギラリとゲラリとボヤっと取り払えばそれでいいのさ！　まずは、そう、まずは────」

　そして、会話は唐とう突とつに途と切ぎれる。

「あぁあぁあぁ、やぁっぱどうでもいいや。面めん倒どう臭くせぇ」

　ラッドはアッパーの要よう領りようで振り上げた腕を勢いよく突き上げ、そのまま半はん開びらきになっていた小こ男おとこの口の中に突っ込んだ。

「もごがッ」

　そのまま腕の勢いは止まらず、カタパルトで発射された砲ほう弾だんさながらに、弾だん道どう軌き道どうを描きながら宙を舞う。

　丁ちよう度どその先にはフィーロがいたのだが──

　──おいおい。客席に物を投げるな。

　そんな事を考えながら咄とつ嗟さに身を引いた。

　だが、敢あえてそのまま避けずに、勢いよく体を引き戻し、頭ず突つきをもってこちらに飛んでくる小男に叩たたきつけた。

「ガッ」

　脳のう天てんと脳天がぶつかった小男は、跳ね返るような勢いで地面に倒れ、そのままピクリとも動かなくなる。

「……っ痛てぇ」

　額ひたいをさするフィーロに向かい、やけにスッキリした顔のラッドが右手を挙げた。

「と、悪わりぃ悪ぃ」

「いや……俺も一発ぶん殴なぐりたかったとこだ。今のなら、不ふ可か抗こう力りよくだと言い張れるしな」

　軽く苦く笑しようするフィーロだったが、すぐに気を取り直して、ラッドに対して一つの疑問を問いかける。噛かみ合わない小こ男おとことの会話が、やはり彼なりにも気にはなっていたようだ。

「……で、そのルーアって奴やつの……何を信じたんだ？」

「ん？　ああ。なんだよ。俺の惚気のろけ話が聞きたいのか？　いいだろう。お前を仲間だと見込んで話してやろうじゃないか！　力強く、永遠に甘く、甘く、そして甘い時を紡つむいできた俺達たちのサクセスストーリーをじっくりと！　そしてねっとりと……」

「手て短みじかに頼むよ、ラッド」

　先せん刻こく自分が言われた事をそのまま言い返すフィーロ。

　ラッドはつまらなそうに肩を竦すくめたが──了りよう承しようしたように頷うなずき、淡たん々たんと自分とルーアの関係について語って見せた。

「ま、手短に言うとだ。あいつは、俺が殺すと約束したし、俺に殺されると約束してくれた。こんな最低の俺なんかに殺されてくれるって言ってくれたわけだ」

「手短すぎる」

　色々と省しよう略りやくされすぎた説明にフィーロは頭を抱えるが、ラッドはそんな事を気にした様よう子すもなく、テンション高く語り続る。

「まあ、その辺は話すと長くなるから脳のう内ない補ほ完かんしてくれって事よ。とにかくだ。あいつは、俺に、俺だけに殺されると約束してくれた！　イコール、こんな妙みようちきりんな野や郎ろう共どもなんぞにゃ絶対に殺されやしない！　俺はただ、そう『信じた』だけさ。理解してくれたか？」

「根こん拠きよは？」

「勘かん」

「手短すぎる……！」

　──あああ、駄だ目めだ。こいつ、やっぱりどこかおかしい。

　アイザック達と話す時とは別の意味で頭が痛くなってきたフィーロは、呆あきれたように溜ため息いきをつき、諭さとすように語りかけた。

「いや、いいか、考えてもみろよ、いくら彼女が殺されないように頑がん張ばったとしても、殺される時は殺されちまうだろうよ？　そうなったら責任取とれるのか？」

　フィーロの言葉に、ラッドは暫しばし顎あごに手をやって考え込む。

「ほう……。その時は、間接的に俺が殺した事になるわけか……どうだろうな？」

「俺に聞かれても困る」

　うんざりしながら答えるが、ラッドは欠片かけらも聞いてはいない。

「その疑問に俺はイエスと答えたいが、その場合恐おそらく喜ぶのはルーアだけで俺はちっとも楽しくないわけだが俺はそのぶんこいつらをぶち殺して楽しむとしても……アアアアアァァアァ！　駄だ目めだよ駄目駄目！　駄目のディンプシーロールが俺の心をバシバシと打ちのめしてきやがったよ今この瞬しゆん間かん！　やっぱりルーアをこの手でじっくりといたぶり殺さないなんて考えられねえし、ルーアも多た分ぶん人生のラストは俺にゆっくりと首の骨を折られて殺されたがってる……と、思ってるんだが。フィーロはどう思う？」

　再び問いかけられたフィーロは、更さらに疲れた表情で相手の言葉を噛かみしめ──ようやく脳のう内ないで解かい読どくできた所で、ゆっくりと別の疑問を無げ返した。

「……当然の疑問として、『お互い殺したり殺されたりしないで、二人で末すえ永く幸せに暮らす』って選択肢しはないのか？」

「無いな。……いや、ちょっと待て……。……。うん、やっぱり無いな」

「待て待て待て、そのルーアってのとあんたの関係を確認しておきたい」

「友達兼けん恋人兼けん婚約者」

　あっさりと言い切るラッドの言葉に、フィーロはますます頭を抱えたくなった。

「さて……言われてみたらルーアの事がすげえ心配になってきたな……。とりあえず俺は誰を殺してルーアの無事を確認すべきか……ハッ！　なんか楽しくなってきたな！　そう思うだろ？　フィーロよぉ！」

「思わない」

「そうか！　だが、俺は楽しい！　さてさてさて……殺すか殺されるかの状況の中に……ルーアが殺されるかどうかっていう選択肢も入ってきたわけだ！　いや、やっぱりそれは楽しくねえな……。これは新しい疑問だ。俺は『自分が殺されないと思ってる』奴やつが嫌いで嫌いでしょうがないが、『自分の恋人が殺される事はないと思ってる』って思う事は罪なのかどうか……どう思うよ？」

「……少し……考えさせてくれ」

　周囲に倒れる大おお人数の中、立っているのは自分と頭のおかしい殺人鬼だけ。

　──だから……だからよ……

　──どうすりゃいいんだよ、この状況……！




　泣きたくなったフィーロの手の中で、不ふ死し者の眼球は尚なおも蠢うごめき続ける。

　グルリラグルリラと蠢くその眼球は、まるでフィーロを嘲あざ笑わらっているかのようだった。







[image: 第二章　泣き虫、泣く]






















シカゴユニオン駅　構こう内ない




　大陸横おう断だん鉄道の主要ターミナルとして、シカゴの中に悠ゆう然ぜんと立つシカゴ・ユニオン駅。

　１９２５年に完成したばかりの駅えき舎しやはやけに目新しく感じられ、まるで新築のオペラハウスに来たような印いん象しようを初しよ見けんの者に与えている。

　ギリシャの神しん殿でんを思わせるような荘そう厳ごんな柱を始めとして、建物それ自体が調和の取れた美しさを持つ美術館といった雰ふん囲い気きを持って、駅を行き交う人々の周囲に、今日も変わらず荘そう重ちような空気を醸かもし出している。

　この駅舎は、後に映画『アンタッチャブル』の銃じゆう撃げき戦せんのシーンなどに使われる事で、全ぜん米べいは元より世界中にその存在を知らしめる事になる駅だが──。

　現在は銃撃戦の予よ兆ちようは感じられず、ただ、情なさけない調子の泣き言が響ひびき渡るのみだった。




「うう、どうしよう。見失っちゃったよ……」

　いつもよりも人が少ない駅の中、トボトボと歩く青年が一人。

　顔面に大きな剣の刺青いれずみを入れているが、その表情には世界の絶望を全て背負ったという色が浮かんでおり、すれ違う者達たちになんとも言えない印いん象しようを与えていた。

　そんな彼の向かう先には、二十人以上はいるかと思われる不ふ良りよう達たちの大集団。

　如い何かにも人を殺してそうな顔つきの男や、中には白はく昼ちゆう堂々ナイフを弄いじっている輩やからもいる。メキシコ人と思おぼしき大おお男おとこが嫌でも存在感を放ち、周囲の人々に無言の威い圧あつ感かんを与えていた。

　彼らを見て人々は『もしかしてあの刺青の子は、あの不良達に殺されに行く所なのだろうか』という不安に煽あおられたが、その心配は杞き憂ゆうで終わる事になる。

「ジャグジー、大丈夫だった？」

　眼がん帯たいの上に眼鏡めがねを掛けた傷だらけの娘が、刺青の青年を案じた様よう子すで駆け寄った。

「うう……あ、あいつ、どこかに消えちゃって……どこに行ったんだろう」

「いいから落ち着いて、ジャグジー。大丈夫よ、大丈夫だから」

　呆あきれた顔で言う娘──ニースに対し、刺青の青年にして不良集団のリーダー、ジャグジー・スプロットは一ひと際きわ顔をクシャクシャにして訴えかける。

「どうしようニース、隠かくれたって事は僕達の事に気付いたのかもしれないよ……！　は、はは、早くアイザックさんとグラハムさんを見つけて逃げよう！」

「だから、アイザックさんが来るのは明日だってば」

　子供をあやすようにジャグジーの手を握るニースの背後から、空気の読めない不良達が数人、半泣きのジャグジーの顔を覗のぞき込んできた。

「よう、どうしたんだよ。急に列車の中に駆け出しやがって」

「一いつ瞬しゆん、マジで逃げるのかと思ったぜ」「俺は半分確かく信しんしてたぜ！」「俺は１００％そうだと思ってたのに、なに戻ってきてんだよ。金返せ！」

「えええ!?　金って何!?」

「解わかった解った、覚えがないなら今貸してやる」「俺も」「俺も」「10日でト五倍返ゴしでな」

「ええええええ!?　ちょッ、う、受け取れないよぉ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやな事を言い出す仲間達の声に、ジャグジーはますます慌あわてふためき、異常な勢いで視線を宙に泳がせる。

「まあ、冗じよう談だんはさておき。あいつって誰よ？」

「だ、誰って……ルッソ・ファミリーの幹かん部ぶだよ！」

　暢のん気きな声で尋たずねる不良の一人に、刺青の青年は涙なみだ目めになりながら、自分達の身に迫った危険を仲間達に訴えた。

「ぼ、僕もニースに言われるまでは気付かなかったけど……い、言われてみれば、確かにあの顔の傷は……ルッソの部下の人だったような気がする」

　ルッソ・ファミリー。

　シカゴの一部を根ね城じろとするマフィア組織の一つであり、ジャグジー達の一味とは因いん縁ねんのある間あいだ柄がらだ。腐くされ縁えんなどというレベルは当の昔に通り越しており、互いに死者が出ている状態で、和わ解かいや共きよう闘とうなどはまずあり得ないどころか、引き続き死体が出ても全くおかしくない関係だ。

　だからこそ、ジャグジーは最後までシカゴ行きに反対しており、自分と仲間達たちの身に危険が及ぶ事を畏おそれていたのだが──

　当の仲間達は、驚く程ほどに危機感の無い声で思い思いの言葉を口にする。

「なに？　ルッソ？」

「ラッキーじゃん」「やっちまおうぜ」「ヒャハハハハハハハハハ」

「ていうか、そんなの一人で追っかけてどうするつもりだったんだよ」

「お前、喧けん嘩か弱いんだから無む茶ちやすんなよ！」

「ジャグジーが確認すべきは相手の顔じゃねえ。お前自じ身しんの器だろ」

　非常に好戦的な意見と自分を責める意見しか出てこない状況に、ジャグジーはどうしていいのか解わからなくなり、そのまま地面にしゃがみ込む。

「うう、みんな酷ひどいよぉ」

「なに言ってんだ。お前の器を見直せって言ってんだよ」

「お前は喧嘩する器じゃなくて、俺らの上に立つ器だろうがよ？」

「汚れ役は俺らに任せておけって」「ジャグジーはバカだけど俺らよりは頭良いんだからよ！」

「ひゃっはぁ！」「泣き虫でもいいじゃんよ。喧嘩弱いんだから」

　割と褒ほめている言葉が多くなったのだが、耳を塞ふさぐように頭を抱えているジャグジーの耳には入っていなかった。

　そんな状況の中、ジャグジーは改めて現在の状況を顧かえりみる。




　──あああ、なんでこんな事に。

　──昨日きのうのお昼までは、まだＮＹにいた筈はずなのに……。

　一日前の正しよう午ご。

　ミリオネア・ロウにあるジャグジー達の根城にて、一つのニュースが飛び込んできた。

　ラジオから流れるニュースは、シカゴで三百箇か所しよに及ぶ爆発事じ故こがあった事を伝えていた。警察は人じん為い的な犯罪と見ているとしており、経緯いきさつは不明だが、その容よう疑ぎ者としてルッソ・ファミリーのボスであるプラチド・ルッソの名前があげられているという。

　また、同日に累るい計けい二百人に及ぶ失しつ踪そう事件が起こったという事で、シカゴの町は現在不ふ穏おんな空気に包まれているとの事だった。

　その時点では、シカゴにいる知人、グラハム・スペクターの心配をするだけで済んでいたのだが──ニュースの流れた直後に、二人の客人が訪れた。

　──そうだ、ティムとアデルに、グラハムさんがなんだか危ない事に巻き込まれてるって聞いて……それで、ますます心配になって……

　ぐらつくジャグジー達の心にとどめを刺したのは、別荘あてに掛かってきた、遙はるか遠方──大陸の反対側からの電話だった。

　窃せつ盗とうの罪で捕まっていた友人、アイザック・ディアン。

　その電話は、彼が刑けい期きを終えて無事に出しゆつ所しよしたという連絡であり、ジャグジー達は先せん刻こくまでの不安を一いつ瞬しゆん忘れる程ほどの歓かん喜きに包まれた。

　だが。電話越ごしに会話を続けていたアイザックの恋人──ミリア・ハーヴェントを微笑ほほえましく眺ながめていた時点で、何やら妙みような流れに移行する。

『うん、うん、解わかったよアイザック！　私、いまからシカゴに行って待ってるからね！』

　──そうだ、そうだよ……あの時は、ミリアが何を言ってるのかさっぱり解らなかった。

　なんとアイザックはＮＹまで来る汽車賃ちんを持ち合わせていないとの事で、ぎりぎりシカゴまでの切きつ符ぷは買えるという事から──

　ミリアが財さい布ふを持って、シカゴまで迎えに来て欲しいとの事だった。

　最初はミリアを必死に止めたジャグジーだったが、ミリアの目には既すでにアイザックしか見えておらず、止めても無む駄だだという事は即そく座ざに確信する事ができた。

　更さらに間まの悪い事に、生せい来らいの爆ばく弾だん魔まであるニースが『爆ばく破は事件』に興味を持ってしまったようで、あとはノリのいい仲間達がいつもの調子で騒ぎ出し──




　──気付いたら、列車に乗っちゃってたんだよね……。

　自分自身の流されっぷりに自己嫌けん悪おしつつ、ジャグジーは暫しばし現在の状況を見つめ直し──ハタと手をうち、バネ人形を思わせる動きで勢いよく立ち上がった。

「そ、そうだ！　も、もうサンフランシスコまで迎えにいこうよアイザックさんを！　い、今はとにかく、一刻も早くシカゴを離れないと……」

　天才的な思いつきだと顔を輝かせたジャグジーだが、ニースは不ふ思し議ぎそうな顔をしてジャグジーの顔を覗のぞき込む。

「今からサンフランシスコに行っても、思いっ切りすれ違いになるんじゃない？」

「あッ」

「それに……今あの列車に乗ったら、そのままルッソの幹かん部ぶと居合わせるって事になるわよ？」

「あああッ!?」

　子供でも解る正論に、ジャグジーは涙と言葉を同時に喉のどに詰まらせた。

「それに、グラハムさんはどうするの？」

「ああああああ、どうしよう。な、なんとか５分ぐらいで見つからないかなあ、グラハムさん。ぐ、グラハムさんがいればルッソ・ファミリーの幹部も怖くない……かもしれない……けど駄だ目めだよこれは僕達たちの問題なんだからグラハムさんを巻き込むわけには」

　泣き言を言うジャグジーの耳に、彼を取り囲んだ不ふ良りよう集団の罵ば声せいがのし掛かった。

「とうとう他人任まかせかこの馬鹿、って言おうとしたら思い留まりやがったか。上出来だ」

「つーか、もう泣くなよ！」「５分で捜せとか、無む茶ちや言うな」「ヒャッハァ」

「お前……５分って、お前にとってグラハムはその程度の存在なのかよ……！」

「思い出せ……グラハムが俺達にしてくれたことを！　夕陽の照らす丘で殴なぐり合った朝を！」

「ムガ、お前ら、グラハム会ったこと無い、さっき言ってた」

「そこは思い出すなよ！」「ジャグジーをからかう作戦大だい失敗じゃねえか！」「ドニーの馬鹿！」

「ぬが、すまん」

「ていうか、５分で会って無む理り矢や理りシカゴから連れ出す気か……？」「説得の時間を考えてねえよな」「ていうか、ジャグジーの泣き落としなら結けつ構こう短くいけそうな気もするぞ？」

「ていうか、誰か俺の妹を捜してくれよ」

「ていうか、お前妹いねえだろうが」

「ていうか、寧むしろ新しく妹になってくれる子を……」

「ていうか、黙れ」「黙れ」「黙れ」「ヒャァッハァー」

「それよりも俺は取り込み忘れた洗せん濯たく物が心配……ああッ！」

「どうした!?」

「さっきお前が言った言葉よぉ……『夕陽の照らす』丘なのに『朝』っておかしくね!?」

「遅ぇよ！」「黙れ！」「帰れ！」「散れ！」「散さんッ！」「散!?」




「まったくもう、みんな子供みたいにはしゃいじゃってるんだから……」

　混こん沌とんと騒ぎ続ける青年達をよそに、ニースは冷静にジャグジーに語りかける。

　眼鏡めがねはともかくとして、眼がん帯たいに傷きず痕あとといった、どうにも堅かた気ぎには見られがたい格かつ好こうをしているニースだったが、柔にゆう和わな表情と態度はそうした外見との対たい比ひ効果となり、現実以上の優しさを感じさせる。

「ねえジャグジー。大丈夫だってば。あいつ、全然私達の事に気付いてなかったから！」

「本当に？」

「そうよ。まるで、何かから逃げてるみたいな……そんな慌あわてっぷりだったし……」

　先せん刻こくの事を思い出しながら言葉を紡つむぐニース。

　そんな彼女の言葉に、ジャグジーは一いつ瞬しゆん安心しかけたが──

　ふと気付き、再び顔面を不安の色に染め上げる。

「逃げるって……何から？」

「えッ？」

　ジャグジーの問いに対して言葉を詰まらせたニースは、困ったように笑いながら答えを探し始めた。

「なんだろうね……。やっぱり、警察じゃないかしら？　ほら、追われてるって言ってたじゃない、ルッソ・ファミリー」

「じゃ、じゃあ、警察が捜してるのって、ボスのプラチドだけじゃないって事？」

「そういう事になるかしらね」

　ニースとしては当たり前の答えを返したつもりだった。

　だが、そこで彼女の予想外がいの事が起こる。

　ジャグジーはただでさえ青かった顔から更さらに血の気を引かせ、蒼そう白はくとなった顔の中で刺青いれずみの色が映はえ渡った。

「た、大変だ！　じゃあ、なおさらグラハムさんを早く捜さないと！」

「？　どうして……？」

　ニースが疑問を投げかけるが──ジャグジーはキョトンとした目をして、ニースの問いに答えを返す。

「え？　だって……グラハムさん、ルッソ・ファミリーを手伝いに行ったんでしょう？」

「……!?」

「だから、もしかしたらグラハムさんも警察に追われてるかもしれないから……だから、早く見つけて一緒に逃げないと……」

「……知ってたの？　グラハムさんがルッソ・ファミリーの関係者だって」

　ニースにとって、ジャグジーの答えは意い外がいなものだった。

　彼女はＮＹに来たばかりの頃、独自にグラハムやその他の勢力図の事を調べており、彼がルッソ・ファミリーの関係者である事も知っていた。最初は警けい戒かいしていたが、相手が悪人ではないと判断した時に実際に確認も取っていたので間違いはない。

　彼はジャグジーの手配書しよが出ているのにも拘かかわらずにこちらに協力していたらしい。それで取りあえずニースはグラハムを信頼することにして、敢あえてジャグジーを不安にさせる事もあるまいと、この話に関しては黙っていたのだ。

　なのに、どうしてジャグジーがそれを知っているのか？

　彼女の純じゆん粋すいな疑問に、ジャグジーはますます首を傾かしげながら言葉を返す。

「えッ……そりゃ知ってるよ。……ああ、そう言えばみんなその話に触れなかったけど、ニースが口止めしてたの？」

「……」

　ニースが不ふ思し議ぎそうな顔をして沈ちん黙もくするのを見て、ジャグジーは彼女が何が言いたいのかを察し、困ったように笑って見せた。

「やだなあ。確かにルッソの連れん中ちゆうは敵だけど、グラハムさんはいい人だって知ってるじゃない」

「……そういう問題なの？」

「えッ、ぼ、僕なんか間違えたかな……？」

　再び不安の色を浮かべるジャグジーに、ニースは呆あきれたように口を開け──そのまま、微笑ほほえむ形に唇くちびるを歪ゆがませる。

「……ジャグジーって、本当にそのへん、凄すごいって思うわ……」

「そ、そうかな……」

　ジャグジーは褒ほめられたと思ったのか、照れたように顔を俯うつむかせたが──二人がそんな雰ふん囲い気きで語り合っている中でも、周囲の状況は全く変わらなかった。

　俯いて叩たたきやすくなったジャグジーの頭が、仲間達たちの手によってポコスカと打ち鳴らされる。

「おうおう、見せつけてくれるじゃねえかよジャグジー」

「なんだかよく解わからんが、お前には罪をくれてやる」

「俺は罰ばつをくれてやる」「代わりに財さい布ふを受け取ろう」

「つまり、死ねこのモテ助すけ野や郎ろう！」「ヒャッハァ」「畜ちく生しよう！　羨うらやましい……！」「ジャグジーの涙ってなんか女を引きつける秘ひ薬やくかなんかなんじゃねえの!?」「くそう！　その涙をオイラにも少し分けておくれよ……ッ！」

「そんな無む茶ちやな!?　ヒイイイイ!?」

　地じ味みに痛い膝ひざ蹴げりが入り始めた所で、ジャグジーの悲鳴が駅の構内に響ひびき渡った。

「ああッ、本当に泣く奴やつがあるか」「ちょッ、誰だよ、今いま強く蹴ったの!?」「空気を読めよ！」

「誰だ！」「お前だ！」「俺か？」「そうだ！」「ありゃりゃ」「ひゃっはぁ！」

　地味に骨こつ盤ばんに蹴りを入れていた少年が周囲から突き出され、ジャグジーに対しておずおずと謝って見せる。

「わ、悪かったよジャグジー。お返しに俺らの事をちょっと蹴ってもいいから」

「ちょっ、なんで俺らまで」

「うるせえ、連れん帯たい責任だ！」

　小こ声ごえで揉もめる不ふ良りよう達を余よ所そに、ジャグジーは目に涙を溜ためたまま口を開いた。

「うう。ううう。……本当に？」

「軽くだぞ、軽く」

「じゃあ、僕はちょっと悲しくて動けないから、ドニー、代わりに蹴っておいて」

　ジャグジーが涙ぐみながら放った一言に、周囲の不良達たちは一いつ斉せいに固まった。

「ちょっとちょっとジャグジー!?　いやジャグジーさん!?　いや、ジャグジー大だい統とう領りよう!?」

　一方、唐とう突とつに声をかけられた巨きよ漢かんの仲間は、話の前後を解らぬままに返事をする。

「ぬが。よく解らんが解った。軽く蹴る。いいか」

「どぉぉおぉっ!?」

　ドスドスと歩み始めたドニーを見て、不良集団は小学生のようなノリで一いつ斉せいに逃げ出した。

「て、てめえジャグジー！　こんな時だけリーダー面づらして命令を!?」

「意い外がいと強したたかな奴やつめ！」「うわー！」「ヒャハアアアァァァァァー！」「ひゃっはぁ！」




　そんなてんやわんやな状況を背景に、彼らから少し離れた所で、一人の娘が空を見上げる。

　今回の旅の原因である娘、ミリア・ハーヴェント。

　まだ少女と言ってもおかしくない顔立ちの娘は、青空からの爽さわやかな光に照らされて、全身を強い希望に輝かせている。

　愛いとしい恋人を迎える為ために、このシカゴまでやってきたミリアは、青空に想い人の顔を浮かべながら、朗ほがらかな声で願いの言葉を歌い上げた。

　彼女の愛してやまない、その人物の名前を添えて。




「早くアイザックと会えますように！」




【神の子らよ。その願いは拒否します】




　しかし、青空は笑顔でそんな言葉を告げるかように──

　シカゴの空は、ミリア達の鼓こ膜まくに、重く鋭い爆ばく音おんの振しん動どうを浴びせかけた。




「!?　な、何!?」

　騒そう然ぜんとするホームの中で、ジャグジーは一ひと際きわ大きく体を震わせ、爆音の正しよう体たいを気に掛ける。

「……爆発ですね」

　冷静に呟つぶやくニースに対し、仲間達たちは一いつ斉せいに周りを見渡すが──構こう内ないの人々も同じような反応か、伏せていたり立ちすくんでいたりといった状況で、特に周囲には爆ばく炎えんや煙といったものは見られない。

　とうとう爆ばく破は事件が市内にまで波は及きゆうしたのかと、軽いパニックが起きかけていた。実際に煙でも上がろうものなら、即そく座ざに暴ぼう動どう紛まがいの事態に陥おちいっていたかもしれない。

「ああああああ、ど、どうしよう、み、みんな落ち着いて！　駄だ目めだよまず逃げて落ち着いてグラハムさんを捜して落ち着くように言わないとみんな死んじゃうからああああああどうしようあああああああああどうすればいいの落ち着いてぇええ！」

『お前が落ち着け！』

　仲間であるジャック＆ニックに前後から蹴けりを入れられ、ジャグジーは肺の中の空気を残さず漏らして呻うめき声をあげる。

　だが、そんな不ふ良りよう仲間達も流石さすがに普段通どおりというわけにはいかなかった。仲間の多くはやはり爆発音に焦しよう燥そうを浮かべ、落ち着いて見える者達は事態をよく理解していないだけだった。

　ただ一人──眼がん帯たいの奥に熱く渦うず巻まくものを感じていた、生きつ粋すいの爆ばく弾だん魔まを除いては。

「……半はん径けいは……10メートルぐらい」

　静かに五ご感かんをとぎすませ、体の全ての感覚で遠くの『爆ばく発はつ』を感じ取っていたニースは、周囲の状況の過去の経験から大だい爆発の規模を推すい測そくしていく。

「……西に５００メートル……。……？」

　推測の言葉がピタリと止まったのは、風に乗って、爆発に関係していると思おぼしき焦こげた匂においが漂って来た時だった。

　そして、それが嗅ぎ慣れた火か薬やくの匂いだという事に気付き──

　ニースは手の平に冷たい汗を感じながら、残された左目を大きく大きく見開いた。




「この火薬……どうして……？」




　　　　⇔




数分前　シカゴ市内




　──結局、僕は一人なんだね。




　シカゴユニオン駅の傍そばを歩きながら、レイルは静かに空を見上げていた。

　顔には深くフードを被かぶっており、レイルの特とく徴ちようである縫ほう合ごう痕こんを影の中に隠かくしている。

　いつもならば見せる事になんの躊躇ためらいもないが、今は自分と示す目め印じるしを周囲に晒さらすわけにはいかない状況だった。

　一日前の同どう時じ爆破を行った後も、依い然ぜんとしてフランクの行方ゆくえは掴つかめない。

　いや、フランクだけではない。昨日きのうの時点では協力を受け入れたシャムの姿も、エルトン・ヒル爆破の直後からとんと見かけなくなってしまった。

　おかげで、独自に動く事を余よ儀ぎなくされたのだが──ヒューイの直ちよく属ぞく組織『吸ラ血ミ鬼ア』の一員とはいえ、現在のレイルは『爆破』以外に関しては全くの無力だった。

　だが、その事を特に気にした様よう子すもなく──既すでにレイルの中からは『逃げる』という選択肢しは無くなっている。

　そこには『フランクを助ける為ため』という大たい儀ぎなど既になく、自分でもどうしていいのか解わからなくなっている状態であり──他者から見れば『自や棄けになっている』と言っても差し支つかえない状態だった。

　だが、ただの自じ暴ぼう自じ棄き状態などではなく、自分で自分に歯止めがきかなくなっている危険な有あり様さまである。誰も止める人間がいない『爆ばく弾だん魔ま』は、今や自身が一つの危険な爆弾となって、町の中を彷徨さまよい歩いている。

　レイルの胸きよう中ちゆうに響ひびくのは、一昨日おとといの夜中にクリストファーからかけられた言葉。

『なんていうのかなあ。僕はもう壊れてるから、君を元には戻せない。壊れる側に来るんだったら、いくらでも腕を引いてあげられるけど。でもね、今、レイルがいるのは分ぶん岐き点てんだと思うからさ……こういうのは、レイル自身が決めるべきだと思うんだ』

　──決める？　決めるって何をさ。

　──自分の生き方なんて、僕らには決める権利すら無かったじゃないか。

『ただ……誰かまだ壊れてない人が、レイルの事を引き戻してくれればって思う』

　──壊れてない人って何さ。そんな……そんな見たことも無い奴やつの助けなんて……。

　──そんなことを言うんだったら……壊れてもいい。元に戻るもなにも、僕には戻るべき『元』なんて無い。

『そうすればきっと──レイルは人間として生きていけると思うから』

　──うるさいうるさい！

　──クリスはどうしてあんな事を言ったんだろう。

　──僕は、人間になんかに興味はない。

　──世界中から狂ってるって言われても構わない。

　──僕はただ……クリスに、手を引いて欲しかっただけなのに。

　そんな思いが浮かんでは消えていくが──レイルはそんな自分の思いを、全て遠くの風景のように、一歩離れた感覚で見つめていた。

　──僕は多分……ずっとずっとそう思ってるんだろうね。

　──でも、どうしてだろう。なんの感情も湧わかないや。

　──一昨日の夜に、泣いたり笑ったりしすぎたのかな。

　今のレイルは、悲しみも笑顔も全て曖あい昧まいに感じ取っていた。

　ただ、鬱うつ屈くつとした苛いら立だちだけが明確な輪りん郭かくをもって心の中に湧き立ちながら、ただその苛立ちや憤いきどおりに身を任せる形で動き続けている。

　それが自分でも理解できるからこそ、レイルはますます苛立った。

　──なんだこれ。僕は一体どうなってるんだろう？

　──こんな変な僕のまま、誰かに会ったところで……どうしろっていうんだ。

　──誰も幸せにならないじゃないか。

　──……フランクやクリスと再会できても……僕は、この嫌な僕のままなのかなぁ。

　──だったら、だったら……僕は、ずっとずっとずっと一人で構わない。

　だが、レイルにとっての神はやはり残ざん酷こくな存在だったようで、そう思ってから一分としない内に、彼の肩に手が掛かる。

「レイル君」

「！」

　思わず飛び退のきながら、懐ふところに手を伸ばす。

　振り返った先にあったのは、見たことのない顔。あの女おんな研究者の取り巻きのような白はく衣いは着ていないが、決して油ゆ断だんはできない。そもそも、白衣で町まち中なかを歩いていると考える方が不ふ自然なのだから。

　そんなことを考えながら警けい戒かいしていると、男は疲れたように笑って両手をヒラヒラと振って見せた。

「シャムですよ。良かった、無事だったんですね」

「シャム！　……なにさ。今いま更さらなんのつもりぃ？」

　初はつ顔がおだが、どうやら知人であるらしい。すかさず口く調ちようをいつも通りのものに戻すレイル。

　だが、その目も声色も全くの無感情で、どぅらりどぅらりとゆっくり揺られるレイルの狂気の片へん鱗りんを表しているかのようだった。

　不ぶ気き味みな様よう相そうを見せているレイルに気付いているのかいないのか、シャムらしき男は路ろ地じ裏うらにまでレイルを引っ張っていって、困ったような口調で言葉を紡つむぎ出す。

「いやあ、ちょっとまずい事になりましてね……」

「何がぁ？」

「ちょっと私とヒルトンの置かれた状況がまずくなりましてね……あ、ヒューイ様の伝でん言ごんもありますけど、先に聞きますか？」

「聞かないけど、また『死ね』って言っておいてよぉ」

　即そく座ざに答えを返すレイルに、シャムは苦く笑しようしながら首を振る。

「そこまで明確に叛はん意いを示したのは久ひさ々びさですね。まあいいです。一方的に伝えておきますよ……少々古ふるい伝言ですが『近い内に直接指し示じを出しに行くから。会えるのを楽しみにしていますよ、レイル君』……だ、そうです」

「……はぁ？　刑けい務む所しよの奥深くにいる奴やつが何なに言ってるのぉ？」

　レイル達の主あるじである不ふ死し者、ヒューイ・ラフォレットは、現在アルカトラズ刑務所の中に収しゆう監かんされており、文字通り手も足も出ない状態の筈はずだった。

　だからこそ、こうして『シャム』か『ヒルトン』、あるいは『リーザ』が情報伝でん達たつ役やくとなり、自分達たちに指示を出しているのだ。

　それにも関わらず、直接指示を出しに来るという事は──

「もしかして、あの馬鹿、脱だつ獄ごくするつもりなの？」

「そうそう、しばらく前に伝えた『死ね』という言葉に対しては『不死者なので死ねません』……と言ってました。そして、脱獄に関しては私の口からはなんとも」

「……僕からの『死ね』って言葉はストレートに伝えておいて……。随ぶい分ぶん良い度ど胸きようだねぇ？」

　口ではいつも通りの皮ひ肉にくを言っているレイルだったが、内ない心しんではヒューイに対する様々な感情が渦うず巻まいていた。長年抱いだいてきた怨うらみと憎しみ、そして、恐怖。

　それらが入り混じった感情も、今では全て揺らめく苛いら立だちの中に取り込まれていた。

　──ああ、僕は何を考えてるんだろう。ヒューイをどう感じているんだろう。

　──面めん倒どう臭くさいや……

　苛立ちが募つのる。

　──ああもう。なんだか全部全部どうでもよくなってきた。

　苛立ちが募る。

　──とりあえず……吹き飛ばさなきゃ……。

「ちょっと、レイル君？　何な故ぜ爆ばく弾だんを取りだしているんですか？」

　焦ったようなシャムの言葉に、レイルはハッと我に返る。

　そして、自分の右手に握られた卵形の凶きよう器きを見て、自分が一体何なにをしようとしていたのかに気が付いた。

「あの、私の行為がそこまで苛立ったというのならば謝りますが」

「……あ、いや、ごめん。冗じよう談だんだよ」

　慌あわてて爆弾を懐ふところの中に仕舞い込むレイル。気付けば、体中に嫌な汗を感じている。

　体を切り刻まれ、痛つう覚かくが薄らいでからというもの、汗もあまり掻かかなくなった。体温調ちよう節せつがどうこう研究者達は言っていたが、まだそれほど酷ひどい症状にはなっていないらしい。

　だが、冷ひや汗あせだけは別だ。

　過去に受けた様々な『実験』を思い出す度たびに、手の平と首くび筋すじにいつも嫌な汗を掻く。

　そして、今こうして自分が信じられない行動を取った事と、それに対して冷や汗を流したという事に対し、レイルが感じたものは──やはり、ゆっくりと蠢うごめく苛立ちのみ。

　レイルは自分がどうにかなってしまっているのだろうかという考えに更さらなるわだかまりを覚えながら、気を紛まぎらわす為ためにシャムへと言葉を切り出した。

「……ごめん。で、なんだっけ？　シャムはどうして急に連絡が取れなくなったの？」

「ええ、それが……」

　シャムの方も、ようやく本題を切り出せるといった表情で頷うなずいたのだが──

　その男の口から、言葉の続きは紡つむがれずに終わる。

「おっ、いたいた」

「えっ？」

　唐とう突とつな第三者の言葉に、シャムが思わず振り返ると──

　黒くろ服ふくを着た二人組の男達たちが立っており、狭い路ろ地じの中、二人でシャムの体を挟み込んだ。

「しまった！」

　シャムはどうやら黒服の男達に見覚えがあるようで、驚きよう愕がくの表情を顔面に貼はり付け、体を捻ひねろうとしたのだが──

　それよりも早く、黒服の一人が右手に持っていた注射器きを取りだし、シャムの首くび筋すじに勢いよく突き立てる。

「ぐっ……!?」

　もう一方の黒くろ服ふくに押さえ込まれたシャムは、しばらく抵抗を続けているが、やがて薬が効いてきたのか、徐じよ々じよにその動きが鈍くなっていく。

「え？」

　ほんの数秒の出来事に、レイルは暫しばし呆ぼう然ぜんとしていたが──

　注射器きをシャムから抜いた黒服が、レイルの方に目を向け、訝いぶかしげな顔で呟つぶやいた。

「……ん？　で、こいつが一昨日おとといの爆ばく弾だんのガキか？」

　その言葉に対して、藻も掻がき続けるシャムを押さえている黒服が答えを返す。

「ああ、フードを取って確認してみろ、疵きず痕あとがあれば確実だ」

「そうだな」

　注射器の黒服は力強く頷うなずくと、ゆっくりとレイルへと手を伸ばしていく。

　それも、時間にしてほんの数秒の出来事だった。

　だが、その間にレイルは、様々な思いを頭の中に交こう錯さくさせる。


　──誰？　──なんでシャムを　──注射器？　──黒服　──マフィア？　──違う




　　　──僕の事を知ってる？　──疵痕を　──一昨日？　──一昨日何が　──何が




　──何が　──何が何が何が何が何が　　──爆弾　──爆発　──粉こな々ごな




　　　　──筈はずなのに　──吹き飛ばした　──二度も　──ルッソ　──フランクを




　　　　　　　　　──フランク……を……？　──……？　──？　──……






　──────ッ！




　思し考こうがスパークした結果、レイルの脳のう裏りには白はく衣いの集団と──その中心にいた眼鏡めがねの女の姿がハジけて消えた。

　そして次の瞬しゆん間かんには──先せん刻こくしまいかけた爆弾を懐ふところから抜き、ピンへと指を持って行く。

「あッ！　こいつ！」

「待ちな！　ここで爆ばく破はしたら、こいつどころかお前も──」

　狭い路ろ地じの中、距離的には以前に白衣の女達たちを吹き飛ばした時よりも遙かに近い位い置ち関係。

　誰が見ても、ここで爆弾を使えば互いにただでは済まない状況だった。

　だが──

　──ああ、こいつらは何を言っているんだろう。

　──駄だ目めだ、頭に入ってこない。

　──イライラする。　──イライラする。　──イライラする。

　──ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ

　脳のう内ないで激しい叫び声を上げるが、フードの中には冷めた無表情が浮かぶのみ。

　そして、なんの迷いも躊躇ためらいも、距離を開けようとすらせずに爆ばく弾だんのピンを引き抜いた。

　薬により意識が朦もう朧ろうとしていたシャムと、それを押さえ込む黒くろ服ふく達たちは同時にその光景を目にしている。

　ゆっくりと投げられた卵状の『それ』を見て、シャムも黒服も同時に息を呑む。

　結果として『それ』が爆発する直前──シャムは一つの事に気が付いた。




　レイルの意識は、既すでに周りなど見ていない。

　仲間である筈はずのシャムの命も。

　あるいは、敵である黒服すらも。

　そして、レイル自身の命さえも。




　爆音と熱と光に視し界かいを奪われながら──別の体の中で意識を保ち続けていたシャムは、一つの結果を確信する。

　つまりは──




　レイルが既に、狂い始めているという事に。




　　　　⇔




数分後




　煙と喧けん噪そうの中、いつもと寸すん分ぶん違たがわぬ泣き言がシカゴの町に木霊こだまする。

「うわ、す、凄すごい煙だよぉ。これ、煙吸すっただけで死んじゃうかもしれないから、早く逃げた方がいいよ！　ね、ねえ、やっぱり危ないってばニースぅ、近づかない方が……」

「ごめん、ジャグジー。どうしても確認しておきたい事があるの！」

　ジャグジー達が到着したとき、現場には煙が充満しており、遠巻きに野や次じ馬うま達たちが爆ばく心しん地ちと思おぼしき路ろ地じ裏うらを眺ながめている状態だった。

　警察や消防はまだ駆けつけておらず、二次爆発があるかもしれない状況の中で、煙の渦うず巻まく路地に足を踏み入れる者はいない。

　そんな状況の中──ニースは野次馬をかき分け、躊躇ためらいなく路地裏へと突き進んだ。

　続いて、危ない危ないとわめきながらジャグジーが。更さらに続いて、近寄りがたい空気を持った不ふ良りようの集団が路ろ地じ裏うらへと入っていく。

　野や次じ馬うま達たちはそんな彼らを訝いぶかしげに見守っていたが、後を追おうと考える者はおらず、結果として、最初に爆ばく発はつ現場に足を踏み入れたのは、街に帰ってきたばかりの不良集団という結果となり──結果として、これが事件に更さらなる混乱を招く事となった。




「やっぱり……この煙と匂におい……間違いない……」

「そ、そうだよニース、ここが危ない事は間違い無いよ！　だから早く戻ろう！」

　路地裏を進みながら呟つぶやくニースに、ジャグジーは全く噛かみ合わない答えを返す。

　残ざん留りゆうする煙で視し界かいが悪い状況の中、隻せき眼がんの少女は神経を目に集中させた。

　──何か……何か手がかりは……爆ばく弾だんの欠片かけらでもいいから……。

　まずは爆発点を特定しようと、周囲の状況を見ていたニースだったが──

　ふと、路地の奥に、小さな人ひと影かげが蠢うごめいている事に気が付いた。

「あ、あれ？　あっちから……誰か歩いてくるよ？」

　ジャグジーもほぼ同時に気が付いたようで、不安げな瞳ひとみのまま、奥から近づいてくる人影に意識を集中させる。

　その人影は明らかにふらついた動きで、今にも倒れてしまいそうな歩き方をしていた。

「子供？」

　ニースが思わず呟いた通り、煙の中から現れたのは、灰色の服を着た年とし端はのいかぬ少年の姿。

　顔面になにか大きな疵きず痕あとがあるように感じられたが──それよりも目を引いたのは、顔面を赤い色が覆おおっている点だ。

「大変だ！　け、ケガしてる！」

　真っ先に駆け出したのは、それまで怯おびえていたジャグジーの方だった。

　彼は煙に咳せき込みながら少年に近づくと、肩を抱きかかえて『だ、大丈夫!?』と震えた声で問いかける。

　一方の少年は無言のままで、血に染まった顔面の中に浮かぶ人形のような瞳を虚うつろに輝かせていた。

　ジャグジーの声が届いているのかいないのか、感情の無い瞳でジャグジーやニース、そして後から追いついてきた不良集団を眺ながめていたが──

「……いか……なきゃ」

「だ、大丈夫だよ、すぐに病院に連れて行ってあげるから！」

　できるだけ相手を安心させようと、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべるジャグジー。だが、表情の端はし々ばしが小こ刻きざみに震えていて、見ている不良達たちはハラハラしながらそれを見守り続けた。

「吹き飛ばしに……いかなきゃ」

「え？　な、なに？　どうしたの？」

　少年の呟つぶやきが上う手まく聞き取れず、ジャグジーは少年の肩を抱きながら思わず聞き返す。

　そして、まずは医者だと考えて少年を運ぼうとした所で、少年が初めてジャグジー達の姿に意識を向けた。

「お兄にいちゃん達……誰？」

「あ、え、ええと。安心して！　安心だから安心して！」

　混乱して意味の解わからない事を呟くジャグジーを余よ所そに、不良達は出口までの道を確認したり、他に怪け我が人にんがいないか等を確認している所だった。

　やがて路ろ地じの奥から警官と消防士らしき人ひと影かげが近づいてくるのを見て、ジャグジーとニースはホっと息をつく。

　だが、その瞬しゆん間かん。

　虚うつろな目で警官達が近づくのを見ていた少年が、妙みような事を呟いた。

「邪じや魔ま……しないで」

「えッ？」

「邪魔……しないでよぉ」

　ジャグジーや他の不良達は、少年の呟きが単なる混乱によるものと思っていたが──

　ニースだけは、それに気が付いた。

　少年がいつの間にか右手を懐ふところに忍しのばせており、そこから何か小さな球体を取り出すのを。

　そして──それにつけられた銀色のピンに躊躇ためらいもなく指をかける光景を。

「……ッ!?」

　気付いたのがニースであるというのは、運命なのか、あるいは爆ばく発はつ現場で研とぎ澄すまされたニースだからこそなせる必然だったのか。それは判断しようがない。

　だが、確実なのは──気付いたのがニースでなければ、恐らくその後の光景には死者が出ていただろうという事だった。

　長い経けい験けんに裏打ちされた本能が、ニースの全身の血圧を一気に限界まで引き上げた。

　──まずい。

　少年の動作が、その形状が、色が、周囲の空気が、勘かんが、その全てがニースに危険を告げていた。そして、その警けい戒かい音おんはニースに一つの事実を確信させる。

　傷だらけの少年こそが、この爆発を引き起こした張ちよう本ほん人にんであると。

　そして──彼が手にしているものこそが、その爆ばく弾だんであると。

　しかし、ニースがそれに気付いたのは、傷だらけの少年がその『卵』につけられたピンを引き抜いた瞬間だった。




　刹せつ那な、ニースは少年に駆け寄り、その卵を奪い取っていた。

「ちょッ!?　に、ニース!?」

　ジャグジーの言葉を無視し、ニースは即そく座ざに周囲を見渡し──その『卵』を、人ひと気けの無い路ろ地じの奥へと思い切り投げ放つ。

　──誰もいませんように……！

　心の中でそう祈ると、間かん髪はつ入いれずに仲間達に叫びあげた。

「伏せて！」

　と、ただ一言。

[image: ]

　その叫びに、路地の入口から向かってきていた警官達は何事かと立ち止まったが──即座に伏せる事はしなかった。

　ただ、警官の一人が、特とく徴ちようのありすぎるニースの外見を見て──

「お、お前、もしかして──ニースか？」

　と呟つぶやくのが聞こえてきた。

　──あちゃ。

　ニースは自らも伏せ始めながら、心の中で舌したを打つ。

　まだ子供の頃、ニースはよくこの町の周辺で爆ばく弾だん騒ぎを起こして警察の厄やつ介かいになっていた。子供だからという理由と、怪け我が人にんや具体的な物ぶつ的てき被害が出ていないという事で見逃されていたが、当然その過程でニースの特徴はある程度署しよ内ないで知られるようになっている。

　よりにもよって、いまこの現場でその『ある程度』の一人にあたってしまうとは。

「あっ、もしかして、昨日きのうの事件もまたお前の──」

　予想通り過ぎる反応に、ニースは唇をかみしめて一言だけ否定する。

「違います！　いいから伏せて下さい……っ！」

　それ以上説せつ明めいする時間も無いというように、既すでにニースは体を地面に倒していた。




　一方の不ふ良りよう集団達は、脳のう裏りに一つの条件反はん射しやが作用していた。

　反射の条件は単純明めい快かい。

　ニースが伏せろと言っている。

　生きつ粋すいの爆弾魔であるニースが、『伏せて！』と分かり易い一言を。

　意味する事は一つ。

　過去に何度も繰り返された経けい験けん。

　そして学習。

　彼女の言葉が何を意味するのか、記き憶おくではなく体で覚えていた不良達は──全ぜん員いん反射的に地面に伏せ、直後に起こるであろう事態を覚かく悟ごした。

「えええええッ!?」

　やや遅れてジャグジーが、悲鳴を上げながら少年の体に覆おおい被かぶさった瞬しゆん間かん──







　本ほん日じつ二度目の爆発が、路ろ地じの中を容よう赦しやなく駆けめぐった。




　　　　⇔




　時間は、僅わずかに遡さかのぼる。

　ジャグジー達よりも遅れて現場に到着したミリアは、野や次じ馬うまに混じって不安げな瞳ひとみで路地を眺ながめていた。

「みんな、大丈夫かなあ……」

　後を追って路地に向かおうとした所で警官達たちが到着し、野次馬が現場に入れない状況となってしまった。恐らくはジャグジー達もすぐに警官達に追い出されるだろうと思っていたミリアだったが──




　その直後、激しい爆発音が路地の奥から響ひびき渡る。




　野次馬達は悲鳴をあげ、蜘く蛛もの子を散らすように路地から勢いよく離れ出した。

　しばし呆ぼう然ぜんとしてその場に立ちすくんでいたミリアは、やがて我に返り、ジャグジー達が路地の中から出てきていない事を思い出す。

「大変……！」

　そして、散りゆく野や次じ馬うまとは逆に、爆音の聞こえた路ろ地じへと向かって走り出した。

　同時に、路地からものすごい量の煙が湧わき上がり、駆けつけたばかりの警官や消防士達も混乱を起こしている様よう子すだった。

　ミリアはその隙すきを縫ぬって路地に向かおうとしたのだが──

　異常な量の煙の中から、見覚えのある巨体がこちらに向かってかけてくるのが見えた。

「ドニー！」

　巨きよ漢かんのメキシコ人の名前を呼ぶと同時に、ミリアはその男の肩に二人の人間が担がれている事に気が付いた。一人は服装からみてジャグジーだと思われ、もう一人は完全に子供の体格だった。

　不ふ良りよう集団の中にも何人か子供がいるので、もしかしたらその子とジャグジーがケガでもしたのかと不安になる。

　だが、そんなミリアをドニーの横を駆けていたニースが見つけ、説明するよりも先にその手を取って駆け出した。

「えッ!?」

　事態の展開を全く理解できていないミリアの手を引きながら、ニースは息を切らしながら煙の中をかけ続ける。

「良かった……！　はぐれるかと思いましたけど……後で説明しますから、今はとにかくこの場から逃げます！」

　緊きん迫ぱくしたニースの表情に気け圧おされ、ミリアは大人おとなしく従う事にした。

　そんなミリアの目の前で、ニースは腰のポーチから一本の筒つつを取りだした。その先せん端たんから伸びている紐ひも状じようの何かを歯で引き抜き、振り返らぬまま背後に向かって放り投げる。

　一いつ瞬しゆんの後、軽い破は裂れつ音おんと何か空気が抜けるような音がしたと思って振り返ると──そこには、ものすごい勢いで広がる煙の壁が広がっていた。

　見ると、他の不ふ良りよう達も煙に紛まぎれて散り散りに逃げており、野次馬と入り混じってちょっとした混こん沌とん状態を生み出している。

　それはミリアが一年ほど前に、ミリオネア・ロウの別荘で見たものと全く同じ光景だったのだが──当の発はつ煙えん弾だんを投げたニースは、バツの悪そうな顔をして謝しや罪ざいの言葉を口にした。

「ごめんなさい、ミリアさん。こんな事になってしまって……」

　背後に追手が無い事を確認して、ニースは走る速度を緩めてミリアから手を離す。

　一方のミリアは、やはり皆が何かから逃げているのだと確信し、敢あえてストレートに尋たずねる事にした。

「なにがあったの？　みんな、何から逃げてるの？」

　こわごわと尋たずねたミリアの言葉に、ニースは苦く笑しようを漏もらし、照れたように答えを返す。

「ええと、その……警察からです」

「えッ？」

　首を傾かしげるミリアに、ニースは苦笑を更さらに自じ虐ぎやく的なものに変え、疲れた言葉を吐き出した。

「ちょっと色々あって……」




「このままだと、私が爆ばく破は事件の犯人って事になっちゃうみたいです」













間章Ⅱ　魂の異形、余裕をみせる







アルカトラズ刑けい務む所しよ　地下特別房ぼう




　ラッドがシャム達を残らず叩たたき伏せてから一分程ほどが経過した。

　フィーロは現在の状況に溜ため息いきをつき、ラッドはコメカミに指を当てて何か考えごとをしているようだったが──不意に手を打ち、フィーロに向かって爽さわやか極まりない笑顔を向けた。

「よし。じゃ、フィーロはゆっくりと考えててくれ。俺はこいつらにトドメを刺しとくから」

「なんでそうなる？」

　目を細めて訴えるフィーロに、ラッドは不ふ思し議ぎそうな顔をして言葉を返す。

「なんでそうなるかって？　なんでもそうなるさ。俺は一いち応おう殺人鬼だからな、とりあえず理由も無くこいつらを殺してみてもいいか悪いかと聞かれればまあいいんじゃないか？　と俺は俺自身に問いかけるわけよ。無む論ろん答えはＹＥＳ！　即そく答とうだ！　つまりは俺の全てが俺を肯こう定ていしてるって事だ……これはつまり、ＹＥＳだろ？　そうだろ？」

「殺人の時点で悪いに決まってるだろ！　もはや正当防ぼう衛えいでもなんでもない状況だぞ？　ここでこいつらをやっちまったら、刑期が増えるどころか速そつ攻こうで絞こう首しゆ台だい行きだ」

「絞首台か……なあ、昔の処しよ刑けい役人ってのはよ、『俺は殺す側だから絶対に殺される事はない』って思ってたのかね？　それとも『ああ、明日は俺がこうなるかもしれない』ってビクビクしながら生きてたのかね？　どっちだと思うよ？　なあ、どっちだと思う？」

「どっちでもいい」

　相変わらず状況と無関係な事を言ってくるラッドに頭を抱えながら、フィーロは右手で蠢うごめく目玉をどうしたものかと考えていたのだが──

「いやいや、フィーロよぉ。こいつは重要な事だぜ？　ひいては、今の俺自身に関わる問題だ。俺は今、こいつらを一方的に殺す権利を有してるわけだ。だが、ここで神かみ気き取どりで寝てる奴やつ相手に虐ぎやく殺さつをしでかしたとして、俺の心に芽め生ばえる感情はなんだろうな？」

「俺に聞かれても困る」

「まあなあ、俺は寝てる奴をいきなり殺すってマネはした事が無いもんでよ。ちょっとした冒険だぜこれは。もしも俺がそんな『自分が死ぬ筈はず無い』なんて神気取りな事を考えちまったら、それは俺自身に申し訳がたたなくなっちまう」

　淡たん々たんとした答えを返すフィーロに対し、過度にテンションの高い調子で狂クル々クルと回り蠢うごめくラッドの口は止まらない。異常なテンションを見せながら、

「どうよ？　フィーロはどうなのよ？　寝てる奴を叩たたき殺した事はあるかい？　圧倒的に格かく段だんに桁けた外はずれで飛び切り断だん然ぜん格別に優ゆう位いな状況から、『殺すからには自分が殺されるかもしれない』なんて」

「あるわけ──」

　ないだろ、とは言えなかった。

　無む論ろん、フィーロ自身にはそんな経けい験けんはない。

　だが、記き憶おくにはあるのだ。

　セラード・クェーツの記憶の中にあるのは、今から２００年以上前の、とある船上での記憶。

　思い出したくもない記憶だが、記憶は記憶なのでふとしたきっかけで否いや応おうにも頭の中に浮かび上がる。

　夜中に、あるベッドの前に立ち、そこから覗のぞいている頭に右手を伸ばし──

　あとは、思い出したくもない感覚だった。

　その直後に右手の中に吸い込まれていったのは──

　──マイザーさんの……弟だ。

　吸い込んだ直後に、今度はまた他者の人生の記憶がフラッシュバックする。

　マイザーの弟の記憶が流入するセラードの記憶というややこしい記憶を思い出しながら、フィーロは自分が右手を思い切り握り締めている事に気が付いた。

「おっと、やべえ」

　手にしているものが眼球だという事を思い出し、不ぶ気き味みさから思わず一いつ瞬しゆん手放しそうになってしまう。だが、一いつ旦たん手を離れれば、即そく座ざに足下に倒れているヒューイの右目へと吸い込まれていく事になるだろう。

「おいおい、握りつぶすなよ？　って言うか、お前さ、そいつをどうやって持って帰る気よ？　ヘアピン一本すら厳きびしくチェックされるこの厳げん重じゆうな牢ろう獄ごく国家から、どうやってその目め玉だまを誤ご魔ま化かすのかが気になって仕方ねえよ。もしかして飲み込んだりしちまうのかい？　人間の目玉ってのは美う味まいって誰かが言ってた気もするが、グズリとグブリと舐なめてみるかい？　それともグシャリギチュリと噛かみ潰つぶして中の味を感じてみるのかい？」

「気き色しよく悪い事を言うな！　誰が目玉なんて喰う……」

　──人間は、喰った事がある。

　反論しようとした刹せつ那な、セラードが自分の右手に吸い込まれる感覚と、その瞬しゆん間かんに様々な記き憶おくが流れ込んできた事を思い出し、フィーロは反射的に言葉を止めた。

「……？　なんだよ、さっきからおかしいぞ？」

「なんでもないさ」

　フィーロはわざと大きな溜ため息いきをつき、ラッドの言葉を誤魔化しにかかる。

　ラッドは先せん刻こく、『ヒューイを殺しにやってきた』と言っていた。

『不ふ死し者が死ぬ方法もあるってことだ』と、フィーロの様よう子すから気付きもした。

　そんな彼に『共とも喰ぐい』の方法を教えたりした日には、『じゃあ、お前を極きよく限げんまで飢うえさせた所で、その右手をヒューイの頭にくくりつければいいわけだ！』とでも言いだしかねない。そして、言い出すだけではなく実行もしかねない。

　更さらに更に言うなら──他の不死者も殺すと言いだしかねない。

　何としても、この殺人狂きように不死者の秘密を知られてはならない。

　エニスやマイザー達の顔を思い出しながら、フィーロは腹に覚かく悟ごを溜ため込んだ。

　と、その刹せつ那な──その覚悟を読んだかのように。ラッドが動きをピタリと止めて、足あし下もとの刑けい務む官かんを足あし蹴げにしながら呟つぶやいた。

「で、本題に入るけどよ。あんたの足下にいるその不死者や、まあ、俺は殺さないが、例えばあんたみたいな不死者ってよ……」

「……」

「どうやったら殺せるんだ？」

　予想通りの問いかけに、フィーロは寧むしろ薄く笑って答えを返す。

「自分の殺し方を殺人鬼に教えるバカがいると思うか？」

　単純明めい快かいな答えに、ラッドはフム、と一つ頷うなずき、口元を思い切り歪ゆがませて凶きよう悪あくな笑えみを造り出した。

「確かにそうだ！　正論だ！　自分が吸きゆう血けつ鬼きだとしたら、何も知らない相手に『俺は心しん臓ぞうに杭くいをさせば殺せますよ』なんて言ったりはしないだろうよ！　っていうか、そんなマネするのは余よ程ほど自分に余よ裕ゆうのある奴やつで、絶対に自分が無む敵てきだと思って……ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ畜ちく生しよう畜生ド畜生がぁっ！」

「!?」

　それは、唐とう突とつすぎる変化だった。

　ラッドが途と端たんに激げつ昂こうし、跳ちよう躍やくしながら部屋の壁を思い切り殴なぐりつける。

　鉄てつ塊かい同然である、無ぶ骨こつにして精せい巧こうな義ぎ手しゆをもって。

　肩や腰、全身の動きでただの鉄である義手をコントロールしているようだが、その動きはまるで普通に対たい象しようを横よこ殴なぐりしているように見えた。

　そして、轟ごう音おんが響ひびき──

　壁に亀き裂れつが走ったかと思うと、鉄の腕が思い切り石壁にめり込んでいる姿が確認できた。

「……！」

　もしもあそこに人間の頭があったら、恐らく牛に踏み潰つぶされたトマトよりも酷ひどい有あり様さまになる事だろう。自分が不ふ死しだという事を一いつ瞬しゆん忘れ、フィーロはその威い力りよくに軽い恐怖を覚えてしまう。

『殴る』という単純極きわまり無い行為。

　銃で撃うたれたりナイフで斬きられる痛みというのは、一般人であればあるほど想像し辛づらい。フィーロも不死者になってから何度か蜂はちの巣にされたり喉のどを切られたりといった致ち命めい傷しようを体験した事があるが、その痛みは体験したからこそ『怖い』と感じられる痛みだ。

　しかし、目の前の光景は、そんなものよりも遙かに分かり易やすい。

　殴られたら死ぬ。という恐ろしいまでにストレートな現実は、銃や弾だん丸がんよりも遙かに分かり易く脳のう内ないに警けい報ほうを鳴り響ひびかせた。

　だが、その警報は即そく座ざに鳴りやむ事となる。

「うっひょおおおおおお！　痛いてぇ！　痛ぇ痛ぇマッジで痛ぇ！」

　壁から腕を抜いたラッドが、生なま身みの右手で肩と首を押さえてその場に転がり始めたからだ。

　三回転ほどした所でぐるりと立ち上がり、フィーロに爽さわやかな笑顔を見せながら呟つぶやいた。

「超ちよう痛ぇ……鎖さ骨こつとか折れてるんじゃね？　くそ、ここを出たら、このパンチ打つ前にモルヒネでも用意しとかなきゃいけねえなあ！　ハハ！　ハハハハハハ！」

「え、いや。なにやってんだ？」

　ラッドの行動の意味が全く理解できなかったフィーロは、呆あきれた表情でラッドの様よう子すを窺うかがった。僅わずかに揺れ続ける電灯が、倒れた人間達と二人の男を奇き妙みような感じに照らし出しており、フィーロは少し不ぶ気き味みな寒気を感じていた。

　どう考えても普通ではない状況。

　一いつ刻こくも早くこの場から立ち去りたいぐらいだが、ラッドは至って暢のん気きに謝しや罪ざいの言葉をささめいた。

「ああ、悪わりい悪い。超ちよう悪わるかった。反省してるよ、驚かせちまったねえ！　いやいや、なに。俺の知ってる超っていうか物もの凄すごくパーフェクトに狂おしい程ほどムカツク糞くそ蟲むし野や郎ろう様を思い出しちゃったもんでよぉ！」

「そいつも、殺したのか？」

「いいや、殺せなかった。逆に殺されかけた。だからこうしてムカツキ具合も倍ばい増ぞうでねえ」

「……？」

　──そんな奴やつがいるのか。

　目の前にいる男は確かに頭がおかしい。だが、実力は本物だ。自分がナイフやマシンガンを持っていたとしても、この男を普通に相あい対たいして殺せと言われれば難しい事だろう。

　フィーロは一いつ瞬しゆん、世界は広いと思いかけたのだが──

「ああ……あの糞車しや掌しよう野郎……今度会ったら、その時はただじゃおかねえさ。百万ドル分の痛みと後こう悔かいと苦しみと悲しみとあと得え体たいの知れない何かを与えて磨すり潰つぶしてやるさ！」

「ん？」

　車掌、という単語に、フィーロは僅わずかなひっかかりを覚えた。

「殺人鬼の俺が言うのもなんだが、とにかく髪かみの毛の先から狂った野郎でよ……なんだかしらねえが、『この世界は全ぜん部ぶ自分が見てる夢みたいなものだから、俺は絶対に死なない』と抜かしやがった！」

「……」

　──やばい。

　フィーロは沈ちん黙もくしたが、背中には冷たい汗が滝たきのように流れ落ちている。

　車掌。

　ラッドよりも強い。

　世界は俺の見てる夢。

　俺は絶対に死なない。

　僅かそれだけの情報だったが、フィーロは今までに感じたことの無い確信を持って、その人物を特定した。

　これが『確信』か！　と思わず叫びたくなるような、それ程ほどまでに強い閃ひらめきだった。自分の記き憶おく、経けい験けん、本能、そうしたものの全てが、その車掌が何者であるかを確信させる。

「結局名な前まえすらわからねえが、なあに、あの列車に乗ってた車掌って事で調べりゃすぐに身元は割れるだろ。なあ、フィーロはなんか心当たりはねえか？　フライング・プッシーフットっつー列車なんだけどよ」

「……」

「なんだよ、さっきから黙ってばっかだな？」

　──こいつ……

　そしてフィーロは、様々な情報を頭の中に過よぎらせる。

　１９３１年。

　アイザックとミリアが帰ってきた時の列車。

　フィーロにとって弟のような存在となる、チェスワフ・メイエルがやってきた日。

　そして──一つの列車が社会から抹まつ消しようされた日。

　──あの列車の関係者か……！




　フライング・プッシーフット号。

　１９３１年の年末を最後に廃はい車しやとなったその列車は、様々な事件の匂においを予感させた。

　アイザック達は化ばけ物ものが出ただの強ごう盗とうが出ただのテロリストが出ただのと言っていたが、フィーロはいつも通り話はなし半分にしか聞いていなかった。

　だが、その後の列車の扱いや到着時じの異常などを鑑かんがみるに、どうやら何かがあったという事だけは事実らしい。

　チェスに聞いてみようと思った事もあるのだが、顔を青くして泣きそうな顔をするので、どうしてもそれ以上追つい及きゆうする事ができなかった。

　どうやら触れない方が良いことらしいと判断し、それからしばらく列車の事は忘れていたのだが──

　──まさか、こんな所で繋つながるとはな。

　フィーロはその偶然に不ぶ気き味みなものを感じながら、答えを選んで慎しん重ちように口を開く。

「さあな……車しや掌しようの知り合いなら何人かいるが、一々どの列車に乗ってるかなんて聞かないさ」

「ああ。そりゃそうだ。そりゃそうだろうねえ」

　ラッドは別べつ段だんガッカリした様よう子すもなく、フンフンとした頷うなずきを鼻はな歌うたに変え、足あし下もとにあったライフルを軽やかに拾い上げる。

「まあ、そうだろうねえって事で、そろそろこいつらにトドメを……」

「だからなんでそうなる!?」

「安心しろよ。色々考えた結果、起こしてからじっくりと殺す事にした」

　フィーロは呆あきれたように首を振りながら、つかつかと歩み寄って左手でラッドから銃を奪い取る。先せん刻こくまでは近づく事にすら警けい戒かいしていたが、会話を続ける内に、どうやら本当に自分への敵意が無い事を確信したようだ。

　ラッドは抵抗する事なく銃を取り上げられ、苦く笑しようしながら抗こう議ぎの声を口にする。

「おいおい、得え物ものの横よこ取どりか？　そいつはクールじゃねえぞ？　まあ、俺は素す手ででもなんとか人を殴なぐり殺せるけどさぁ？　フィーロはなんだ？　自分の手に直接感かん覚かくが残るのは嫌いなタイプ……じゃあねえよな」

　フィーロの背後に転がるヒューイの体を見ながら、ラッドは今度は楽しそうに笑って見せた。

「アンタは俺とは違う人種だが、やっぱり同じ側の人間さ。そうだろ？」

　対するフィーロは、ライフルを椅い子すの上に置いて改めてラッドと向き直る。

「知るか。くそ、アイザック以上に会話をしてる実感が得られない奴やつだな。ていうか、いいのかよ……その、ええと……お前の大事な人の」

「ルーア」

「そう、ルーアだ。こいつらに人ひと質じちに取られてるんだろう？　無事を確認しなくていいのか？」

　フィーロの言葉に、ラッドの笑いがピタリと止まった。

　数秒間の沈ちん黙もくが続いたかと思うと、ラッドは真ま面じ目めな顔になって自らの推すい測そくを語り始める。

「まあ、さっきはノリでこいつらをぶちのめしたが……。ルーアが無事だっつう、不確定な根こん拠きよがあるっちゃある」

「どんな？」

「あれだ、さっき『ルーアは元気か？』って質問した時に、今はとか答えやがっただろ、この腐くされた変へん態たいども」

「ああ……そうだが」

　相手の根拠が全く解わからず、フィーロは静かに相手の答えを待ち続けた。

「ルーアを見て『元気』だって思う奴やつなんざ、いるわけねえだろ？」

「……そう言われても。俺はそのルーアって人の事は知らないしな……」

「今度、ここを出たら紹介してやるよ」

　──とりあえず、落ち着いたか。

　フィーロはようやく今後の動き方を考える事ができるようになったと安あん堵どし、ラッドに対して改めて本題を切り出していく。

「で、どうしたもんかな、この状況はよ」

「ん？　ああ、とりあえず、殺せる奴から殺してくのが俺に課せられた使命だと俺が言ったからとりあえず殺しておくのがいいんじゃねえの？」

　──やっぱ駄だ目めだこいつ。

　フィーロは露ろ骨こつに肩を落として見せるが、ラッドは気にした様よう子すもなく部屋の中を見渡した。

　そして、足あし下もとでピクピクと体を痙けい攣れんさせているシャム達を見下ろし、そちらに一歩足を踏み出すラッド。だが、そんな殺人鬼に対し、フィーロが静かに首を振った。

「何度も言うが、やめとけ。一応こいつらは囚しゆう人じんと看かん守しゆだ。一生出でられなくなるぞ」

「ああ、解ってるさ。だから……こいつらじゃない」

「？」

「アンタが目め玉だまを抉えぐった奴はじっくりと時間を掛けて殺すとしてだ」

　そのまま、東とう洋よう人じんの体をまたいで一歩進み──

　部屋の隅すみで気き絶ぜつしている、小こ柄がらな影へと一歩足を踏み出した。

「とりあえず……この刑けい務む所しよの記録になさそうな奴やつらから殺しとくか……」

「!?」

　人ひと影かげはどう見ても年とし端はもいかぬ少女で、ラッドが抱えて部屋に運んできた存在である。フィーロにはまるで覚えの無い少女ではあったが──

「おい、待て待て待て！」

　思わず声を荒げてラッドの肩を掴つかみ止める。

　あの少女が何者なのかは解わからない。どうやらアイザックが先日声を聞いたという『妖よう精せいさん』という存在なのだろうが、どちらにしろ相手は子供だ。不ふ死し者やホムンクルスの可能性も無くはないが、今はそれを確認できる状況ではない。

「ああ？　なんだ？　ガキは殺せないタイプか？」

　当たり前だと叫びたかったが、冷静たれと自分に言い聞かせ続け、なんとか叫びを喉のどの奥に仕舞い込む。そして、そのまま皮ひ肉にくの言葉に変換して自分の思いを紡つむぎ出した。

「……さあな。戦場でガキが銃持もって向かってきたら殺すかもしれねえが。とりあえず無む抵抗のガキは殺せないし、殺させないタイプだ」

「あんた、マフィアだろ？　ボスの命令だとしたら？」

「マフィアじゃない。カモッラだ。それと、そんな命令を出すようなボスなら忠ちゆう誠せいを誓ったりなんざしねえ」

「甘いねえ。甘い甘い。実に甘い」

　押し殺した声で語られるフィーロの言葉に、ラッドは「ハッ」と短い笑いを漏らし、小馬鹿にしたものとは別種の、逆に相手を認めるような目で呟つぶやいた。

「それでいいのさ。殺さない代わりに、それが元で例えばそのガキどもに殺される可能性をお前は考えてる。考えた上で、自らの死を覚かく悟ごしてるタイプだ」

「……」

「俺はそういう奴は好きだ。例えお前が不死者だろうがな。だがな、さっき言った車しや掌しよう野や郎ろうは、俺に向かってこう抜かしやがった！　『俺はガキが銃を持って向かってきても余よ裕ゆうで助ける。何な故ぜなら、それで後ろから撃うたれても、俺は強いから余裕でかわせるから』だとよ！」

　拳こぶしと歯を硬く絞しぼるラッドを見て、フィーロは気まずそうに視線を逸そらす。

　──まあ、あいつならそう言うだろうな。

　フィーロがそう考える一方で、ラッドはかつて自分を圧倒し、ルーアを死の危険に晒さらした車掌の顔を思い出していた。真まっ赤かな返り血を浴びていた上に残ざん夜やの薄明かりの中に浮かび上がった顔だったが、ラッドの記き憶おくにはその声も表情も凶きよう悪あくな殺意も、全て全て記憶に残っている。

　ラッドの口元が凶悪に歪ゆがんだのを見て、フィーロは困り果てて眉まゆを顰ひそめた。




　刹せつ那な──フィーロの右手に軽い衝しよう撃げきが走る。

　──あ？

　見ると、いつの間にか起きあがっていた刑けい務む官かんの一人がフィーロの右腕を握り、手の中からヒューイの目め玉だまを奪い取っていた。

　──なッ。

　右手は強く握り締めていた筈はずだが、刑務官が力強く指を突き立てている部分から電気が走ったような感覚が響ひびき、指に力が上う手まく入らなくなっている。

「御ご苦く労ろう様でした。とりあえず、貴方あなたの仕事はここまでです」

　鼻血を出しながら余よ裕ゆうのある笑顔で微笑ほほえみ、何ど処こからか出した瓶びんの中にヒューイの片かた眼めを落とし込む。瓶の中に落とされた目玉は、血管をナメクジのように蠢うごめかせながらガラスの壁面を登ろうとするが、ガッチリと蓋ふたを閉められ、隙すき間まから染み出す事も許されない。

「てめえ……」

　相手が立ち上がった事を確認したラッドは、もう一度殴なぐろうと歩み寄るが──急に足を止め、フィーロの肩の辺りを睨にらみ付ける。

「？」

　一いつ体たい何事かとフィーロが振り返ると──そこには、ライフルを構えた小こ男おとこが斜め下からフィーロの後こう頭とう部ぶに銃じゆう口こうを突きつけていた。

「……おい……」

　抗こう議ぎの視線が籠こもったフィーロの呟つぶやきを余よ所そに、白人の小男はゆっくりと後ずさる。

　それでも決してフィーロから銃口は離さず、ラッドに対して皮ひ肉にくとも賞しよう賛さんとも取れる声を吐き出した。

「いやあ、参りましたよ。想そう像ぞう以上の人ですね貴方は」

　黒人や東とう洋よう人じんも起きあがり始めているが、先せん刻こくと違い、声を出すのは刑務官一人のみ。

「さて、困りましたね。我々が人ひと質じちを取っているのが本気だという事を、どうしたら理解していただけるんでしょうか」

「じゃあ、とりあえずルーアに好きな花を聞いて俺に言ってみな」

「無理です」

「……なんだそりゃ？」

　声のトーンを低くしたラッドに対し、シャムは静かに首を振る。

「現在、監かん禁きん場所でちょっとしたトラブルが起きてましてね。そんな事を聞きにいける状況ではないものでして。彼女の口がきけない状態になっているわけではないので御安心を」

「……」

「ま、そうですな……トラブルが終わった後に、ちゃんと尋たずねる事にしましょうか。今はとりあえず、この場を抜けさせていただきます。いまのところ、貴方がたを始し末まつするわけにも参りませんのでね」

「ほおー。俺らなんか簡単に始し末まつできる、みたいな言い草だな？　鼻血タラしながら言っても大だい爆ばく笑しようするだけだぜ。だが全然笑わらえねえなぁ？　どういう事だ？　ああ？　笑える話だってのに笑えないとは許せないよなぁ？」

　理り不ふ尽じんなラッドの物言いを聞いて、シャムは苦く笑しよう混まじりの溜ため息いきを吐き出した。

　フィーロは緊きん張ちようしながらその様よう相そうを眺ながめており、心しん中ちゆうでは迷っていた。白人の小こ男おとこからライフルを奪う事は容た易やすい。だが、そうなったらまた先せん刻こくの繰り返しになるのではないかと。となれば、ここは一つ様よう子すを窺うかがってラッドを大人おとなしくさせる方が先だと踏んだのだ。

「貴方あなたのその喋しやべり方、兄弟分ぶんだけあってグラハムさんに少し似てますね」

「……」

　やはり唐とう突とつに出てきた弟分の名前を前に、ラッドは再び歯をギチリと噛かみしめる。

　そんな彼を尻しり目めに、シャム達はゆっくりと部屋の入口に向かって移動し始めた。最大限の警けい戒かいを持って、地じ雷らい原げんを歩くように。ただ、神経を全てラッドとフィーロに注そそぎ込みながら。

「　ああ、ちなみにこの事はヒューイさんにはご内ない密みつに　」

「『　まだ、バレると困るのでね　』」

「『【　人ひと質じちは常にこちらの手にあるという事です　】』」

「『【［　ラッドさんはともかく、フィーロさんは困りますよねえ？　］】』」

　最後に嫌な捨て台詞ぜりふを残し──意識を取り戻していたシャムの四人は、やはり全く同じ微笑ほほえみをそれぞれの顔に貼はり付けた。




　入口で倒れ続ける刑けい務む官かんを除き、残る四人のシャム達が去った後──フィーロは、不ふ思し議ぎそうにラッドへと問いかける。

「おい……俺が死なないってのを忘れてたわけじゃないだろ。どうして殴なぐるのを止めた？」

「撃うたれたかったのか？」

「……いや」

「なら、それでいいじゃねえか。痛みを嫌がるのは死ぬのを拒否するのと同じぐらい重要な感覚だぜ？　痛みは覚かく悟ご次第である程度耐たえられるが、死んだら覚悟じゃどうにもならねえって違いはあるがな」

　──なるほど。……いや待て。

　一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけたフィーロだが、先刻の暴ぼう虐ぎやく的な光景を思い出して眉まゆを顰ひそめた。

「ルーアって女が人質って時は平気で殴り飛ばしてたじゃないか」

「言ったろ？　俺はルーアを信じてるってよ。ま、フィーロの事を信じてないわけじゃあねえが、会ったばかりだしな」

　クックと笑い、ラッドはシャム達に対する苛いら立だちを楽しみに変えるように、フィーロをからかう調子で一つの事を問いかける。

「それに……お前も奴やつらに人ひと質じちを取られてるんだとすれば、もしかしたら奴ら、お前にこう言い出すかもしれねえ。『そこの男を殺せ』ってな。そうなった時、人質を取られてるフィーロはどうするよ？」

「……」

　即そく答とうは、できなかった。

　考えもしなかった。だが、普通に考えればあり得る事だ。

　一いち度ど利用できると感じたら、何度でも利用できる。落ちた相手は踏み台にする。

　自分が身を置く裏うら社会では当然の事であり、普通の生活でも多た々たある事だ。

　──俺がシャムの立場でも、ヤバくなったら……いや、俺ならヤバくなくてもそうする。

　人質を使うなどというやり方は好きではないが、そこまで綺き麗れい事を言える職業に自分はついていない。それが解わかっているだけに、フィーロはそれに思い当たらなかった自分の愚おろかさに腹が立つ。

　フィーロは既すでに、さして怨うらみの無い人間の目め玉だまをえぐり出している。これで再びエニスやＮＹの人々を人質に取られたら自分はどうしていたのだろうか？

　この刑けい務む所しよの中では、自分に外のことを確認する術すべなどない。

　ただ、シャムという存在がエニスや町の人々を『どうにかできる』という事は事実であろうと、フィーロの持つ知識が必ひつ要よう以上に確信させた。

　──俺は、この刑務所の中で……あいつの手て駒ごまに過ぎないってわけか？

　──カモッリスタであるこの俺が？

　──畜ちく生しよう……マイザーさんや首領おじきに、なんて言やいいんだ。

　迷うフィーロを見て、ラッドは首をグルリと回す。同時に、彼は床に倒れ続けるヒューイへと目を向けた。

「運が良かったな、遅おそ咲ざきのピーターパン。ぶち殺す優ゆう先せん順位が少し変わったぜ」

　ラッドは楽しそうに楽しそうに笑いながら、同時に湧わき上がる殺意を己おのれの内に閉じこめる。

「ネバーランドはまだまだ崩ほう壊かいしないらしい」

　心を抑えるのではなく、ただ、純じゆん粋すいに純粋に殺意を煮に詰つめていくラッド。彼は呼吸を落ち着かせると、フィーロに向かって肩を竦すくめながら呟つぶやいた。

「しかし、嫌な時代になったもんだよ全くさぁ。なあ？」

「何がだ？」

「目の前にいる奴をぶち殺すのにも、下した見みや作戦が必要な時代になっちまうんだからな」

　その答えを聞いたフィーロは一いつ瞬しゆんその意味を考え、やがて大きな溜ため息いきをつく。

　──本気でわけの解らない奴だな。

　会ってからさほど時の経たつわけではないが、フィーロはラッド・ルッソがどういう男なのか──理解できないし理解してはならないという事を理解した。

　本来なら近づいてはならない相手なのだろうが、現在の状況ではそうも言っていられない。

　実はこの時点でアイザックは既すでに出しゆつ所しよしかけているのだが、フィーロは元々アイザックを数に入れてはいない。使いようがないというのよりも、巻き込みたくない、という思いの方が強いのだが。

　──もう、ミリアのワンワン泣く声を聞きたくはねえからなあ。

　そんなフィーロの思いを余よ所そに、囚しゆう人じん側がわで彼の唯ゆい一いつの協力者となっている殺人鬼は、鉄の左手を強く強く握り締めながら、煮に詰つめ続ける『殺意』の結末に思いを馳はせる。

「面白くなって来やがった。これって超ちよう面白いよな？」

「知るか」

　無ぶ愛想あいそなフィーロの返事を無視し、ラッドはただひたすらにひたすらに己おのれの内のテンションを上げ続けていった。

「だったらさぁ。折せつ角かくブーストがかかり始めてるんだ。俺の手でもっともっともっともっともっともっともっともっともっともっと楽しくしてやらなきゃなあ！」

「勝かつ手てにしてくれ」

「ああ！　勝手にやるさ！　それが俺の俺による俺に対する義務！　そして運命だろ、そうだろ？　ハハッ……ヒャハハハハハハハハハハハハハ！」

　ラッドの高らかな哄こう笑しようが、アルカトラズの地下に鳴り響ひびく。

　だが、それを聞くのはフィーロ一人であり、彼はその狂ったような笑いを聞きながら、改めて自分の置かれた立場を理解した。

　今までは漠ばく然ぜんとそう思っていただけだが、今、確実にそれは形となって現れ──改めて心の中で理解した事を口にする。




　──厄やつ介かいな事に巻き込まれた。
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シカゴ市内　酒場『ドルチェ』




　高こう層そう建築がひしめくシカゴの中で、他と比べて幾いく分ぶん人ひと気けの少ない区画の一つ。

　広さの割に幾分寂さびれた空気を放つ酒場の奥で、オーナーである老ろう夫婦が開店前の一いつ時ときを過ごしていた。

「ねえ、貴方あなた……昼に、また爆発があったらしいわ」

「ああ、さっき配達屋の兄にいちゃんが言ってたな。なんでも今度は市内だとか……」

「今日は、お店開くのはやめておいた方がいいわ」

「おいおい、そいつはちょっと臆おく病びようになりすぎだろ」

　深しん刻こくな表情で語る妻を笑い飛ばす夫。

　だが、老婦人の顔から不安が消える様よう子すは全く無い。

「嫌な予感がするの」

「またそれか……お前は大事な時に限ってそうだな。何年か前に、ＮＹに旅行にいくって時も……ほら、あの列車……フライング・プッシーフットだったかな。あれに乗る直前になって、お前が突然そんな事を言い出すから旅行がパーになっただろう」

「ええ、あれは今でも予感が当たったと思ってるわ」

「何を言ってる。新聞を見てもあの列車が事故にあっただのなんだの、何も書いてなかったろ」

「でも……あの列車、あれからすぐに廃はい車しやになったらしいじゃない」

　力のこもった妻の言葉に、店てん主しゆである夫はやれやれと首を振る。

　確かに女によう房ぼうの勘かんは良く当たる。だが、あんな爆ばく破は事件があったばかりでは必ひつ要よう以上に不安になるというものだろう。

　何しろ今日は、この店を始めて丁ちよう度ど30年になる記念すべき日なのだ。

　特に記念パーティーやイベントをやるわけでもなく、広告なども打ってはいない。自分達だけがただ小さな誇りを持って小さな達たつ成せい感かんを味わう……それでも、自分達にとっては充分に記念すべき日だ。

　何日も前からそうしてこの日を楽しみにしてきた店主は、なんとか渋しぶる妻をなだめようと、根気よく説得を続けていく。

「なあ、昨日きのうの爆破事件だって、きっとネブラの連れん中ちゆうが起こした事故かなにかさ。ほら、10年ぐらい前にもあったろう。あの猫を被かぶったじゃじゃ馬のニースが、しょっちゅう爆ばく弾だん騒さわぎを起こしてたろ。きっと今回もあんな感じさ」

「……そう言えば、あの子達の事、ここ数年見ませんね」

「おお、そういや２、３年前から見あたらんな。まあ、あの不良どもだってそろそろ大人おとなって年とし頃ごろだ。それなりに身を落ち着けて何ど処こかの街に移り住んでるのかもなあ」

　言いながら、店主はそれが上う手まく説得に繋つなげられないかと思いつき、間かん髪はつ入いれずに説得を再開する事にした。

「な？　そういう連中が何年かして安心して帰ってくる為ために、この程度の事で店を閉じるわけにはいかない。そうだろ？」

「それは話のすり替えよ」

　ピシャリと言い切られ、店主はバツの悪そうな顔になって体を竦すくめ──。

「ま、まあいいじゃないか。とにかく、怪あやしい奴やつや荷物を持った奴が来たら店に入れないようにするから、それでいいだろう？」

「……本当に、気を付けて下さいね？」

　最終的には折れる形になった妻が、食事の下ごしらえをしに奥へと引っ込むのを見送ってから──店主は大きく息を吐き、店の入口を開放せんと外に出る。

　とはいえ、表の看かん板ばんを『ＣＬＯＳＥ』から『ＯＰＥＮ』に掛け替えるだけの単純極きわまりない作業であり、30年目の今日もいつもと変わらぬ始まり方をする筈はずだった。

　ところが。

　いざ扉とびらを開けて外に出ると、そこには既すでに開店を待つ客が二人も並んでいた。

「あ、すみません！　今いま開けますんで！」

　日が傾き始めてから開く店に、もう客が並んでいるとは珍しい。

　一人は帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶったヒゲの男で、もう一人は雅みやびなドレスを身に纏まとう、美しく若い女性の客だった。恋人同士という関係には見えないので、もしかしたら親子や兄弟、単なる仕事相あい手てといった関係かもしれない。

　そして──そんなインパクトのある二人に、店主はどことなく見覚えがあった。

「おや、お客さんがた……昨日きのうもいらしてましたね。や、どうぞどうぞ！　お得意様は大だい歓かん迎げいですからな！」

「……」

「おお……人の脳のう髄ずいの中に刻み込まれる喜びを私は如い何かにして表現すべきなのでしょうや。永遠とは刹せつ那なの連続であり、全ては運命の輪の中に閉じこめられる群ぐん像ぞうなのです……時計の文字盤ばんが時を閉じこめる永遠の輪だとすれば、運命を閉じこめる輪こそが眼球に映り込む世界そのものなのやも知れませぬ」

　軽いノリで店内に迎え入れる初しよ老ろうの男に対し、女は無言のまま店の中へ。帽子の男は、なにやら奇き妙みような事を口走りながらその後に続いていく。
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　尚なおもブツブツと呟つぶやき続ける男を見送りながら──

　店主はさして気にせず、青空を眺ながめて堂どう々どうと店を開店させた。




　結果として、それが店主と店の運命を分ける行動となった。




　　　　⇔




シカゴ市内　路上




　どこも同じ青空の下──グラハム・スペクターは今日もいつも通りだった。

「悲しい……悲しいと見せかけて実は不ふ思し議ぎなミステリーと見せかけて実はまあやっぱりただの悲しい話をしよう……」

「長いです。短く切ってください」

「悲しい……悲しい話をしよう……」

「なんだか人ひと様さまに必ず話が聞いて貰もらえるってのを前ぜん提ていに考えてませんか？　仮にも限りある人生の時間の一部を割いて聞いて貰うわけですからね。その辺の誠せい意いが見えないんすよグラハムさんの言葉には。誠意って単語の意味解わかります？　解らなきゃそれが一番悲かなしい話ですよ。主にグラハムさんの頭が」

　背後には数名の仲間を従え、横ではもはや相あい棒ぼうとでも言うべき地位にまでなった舎しや弟ていのシャフトが命知しらずなツッコミを入れている。

　だが、ネガティブにハイテンションであるグラハムは、手にした巨大レンチをパシリと一回転させ、シャフトの指し摘てきを素直に素直に受け入れた。

「聞け……俺の悲しい話を聞け……」

「なんだか寧むしろ誠意が減ったような気がするんすけど。……ひょっとして、怒ってます？」

「怒りなど無い。ただ、俺の中に湧わき上がるのは悲しさと悲しさと悲しさと怒りのみ……。む。怒り、あるな。なんて悲しい話だ！　どうやら俺は自分の感情すらも瞬しゆん時じに判断する事ができなくなったらしい……！　この悲しみを乗り越える為ためにはどうすればいい？　どうすれば俺は自分の感情を確かめる事ができる？　行動だろう。そうだろう？　つまり悲しみ三つに怒り一つ分の行動をもってして世の中と自分自身に己おのれの気持ちを伝えるのが俺の使命……具体的に言うと、悲しいと三回言いながらシャフトに怒りの一いち撃げきを加えようと思う。悲しい！　ああ、人生は悲しい！」

「えッ……ちょっと待っ……怒りと悲しみのバランスが取れてな……ウゴッ！　　……！」

　悲しいと叫びながら繰り出されたレンチ式ボディブローを受け、シャフトは歩きながら腹を抱えて黙り込む。

　そんな相あい方かたの呻うめきを余よ所そに、グラハムはスッキリとした表情になって喜びと悲しみを逆転させた。

「さて！　邪じや魔ま者が黙った所で悲しくも不ふ思し議ぎな話は後回しにするとしよう！　まずは楽しい話だ！　今日はシャフトが小こ腹ばらを埋めるのに最適な穴あな場ばの店を紹介してくれるらしい！　紹介というからには無む論ろん全ての責任はシャフトが持ち、万まんが一いちまずかった場合には全てシャフトが責任を取ってくれるらしい！　つまり、全額奢おごりって事だ！」

　理り不ふ尽じん極まりない物言いに、背後の仲間達たちから軽い喝かつ采さいの声があがる。

　ただ一人、腹を押さえて脂あぶら汗あせを掻かいているシャフトを除いて。

「……！　かはっ……！　ちょっ、そんなこと誰も……！」

「おやおや、もう復活したか。ボディが浅かったようなので俺は再び怒りを行動に変えようと思いたいがあまり暴力に訴えるのは好きじゃないので止めておくとしよう。そう、正直に言えばさっきのボディは俺の頭が悲しいと言った事に対する復ふく讐しゆう劇げきであり、ああ、今俺は青空に誓って正直になろう！　すまないシャフト！　俺はやはりさっき物もの凄すごくムカついてた！」

「……もういいですから、せめて言葉には言葉で仕し返かえしして下さい……」

「努力しよう。というわけで、その店はどこら辺なんだ？」

　反省の欠片かけらも見えないグラハムをジト目で睨にらみ付けるシャフトだが、やがて諦あきらめたように深い溜ため息いきをつくと、顎あごをしゃくって先の道を示して見せた。

「ええと、この先っすよ」




「今ぐらいから開く酒場なんですけど、飯がかなり美う味まくて……『ドルチェ』って店なんですけど、聞いたことあります？」




　　　　⇔




シカゴ某ぼう所しよ　自家用車内ない




「その先の道を右だよ。あとはしばらくまっすぐ」

「はいはいっと」

　助手席からの無ぶ愛想あいそな案内に、赤い眼球の男が愛想良よく答える。

　運転手であるその男は、暫しばし鼻はな歌うた交まじりで運転を続けていたが──助手席に座る子供が難しい顔をしているのを見て、ニヤリと口元を歪ゆがませる。

　その唇くちびるの間からは綺き麗れいに生はえそろった歯が見えていたが、不ぶ気き味みな事に、その歯は全て犬けん歯しで構成されていた。

「どうしたのさ、リカルド。今け朝さからずっと難しい顔しちゃって」

「昨日きのうの爆ばく発はつ事件って……クリストファーはどう思う？」

「１００％レイルの仕し業わざだね。面白くなってきた」

「面白くなんかないよ」

　溜ため息いきをつくと同時に、リカルド・ルッソは、運転手兼けんボディーガード兼、一いち応おう友達である奇き人じん、クリストファー・シャルドレードに声を掛ける。

「クリストファーはなんとも思わないの？　レイルがあんな事件を起こして」

「いや、だから面白くなってきたと思ってるってば。あと、強いて言うなら『やるねえ』ってところかな」

「止めないの？」

「あれがレイルの選んだ答えならね。それに、フランクを助ける為ための手ではあると思うし」

　淡たん々たんと語るクリストファーの言葉に、リカルドは呆あきれたように沈ちん黙もくする。

　彼らは、昨日の騒ぎで家を抜けだした後、特に当てもなく彷徨さまよっていた。

　ラジオや新聞では、どうやらリカルドの祖そ父ふであるプラチド・ルッソが爆ばく破は事件と失しつ踪そう事件の容よう疑ぎ者として報道されている。

　プラチドは現げん在ざい失踪しており、幹部達は捕まったり何人かは行方ゆくえ不明となっている状態だったが、当のプラチドの屋や敷しきでも銃じゆう撃げき戦せんや爆発の跡あとが残されており、全ては失踪したプラチドの身み柄がらを確保しない事には進展しない状況らしい。

「そう言えば、あの白服の連れん中ちゆうの事は全然ニュースになってないね」

「よっぽど権けん力りよくのある連中なのかもね。大だい統とう領りよう直ちよく属ぞくの部隊みたいな感じの」

「大統領があんな変な連中を使うと思う程ほど、オレはこの国を悪くは見てないよ」

　それからしばらく車内に沈ちん黙もくが続いたが、今度はクリストファーから空気を読まない質問を繰り出した。

「で、嫌いでしょうがなかった日常が壊れた感想は？」

「……まだ、気持ちに整理がついてないかな」

　無神経な質問だったが、リカルドは特に怒った様よう子すを見せなかった。

　クリストファーがそういう人間だという事を理解しているし、一年共ともに過ごす中で完全に慣れてしまっていたという感覚もリカルドにはある。

　その上で、正式な答えとして『整理がついていない』と口にするリカルドだったが、その実はかなりドライに現状を受け止めていた。

「なんとなくだけど、爺じいちゃんはもう死んでるって気がしないでもない。これでルッソ・ファミリーは終わりだよ。クリストファーも、無理してオレについてくる理由はなくなったね」

「おやおや。友達でいる事には理由なんていらないだろう？」

「そうやって恥ずかしい事を堂どう々どうと口にできる感覚は本当に凄すごいと思う」

　無ぶ愛想あいそに答えながら、リカルドは再びレイルの話を切り出した。

「でも、あのレイルって子とも友達なんだよね？」

「寧むしろ、家族って感じかな」

「もっと大事にしてあげたら？　止めなくても、助けにいくとかさ」

「んー、一応、一緒に来たいなら止めないとは言ったんだけどね。それに、僕が今レイルを手助けしたら、逆にレイルの為ためにはならないような気がしてね」

「家族や友達だったら、そんな打だ算さんが無くても動くんじゃないの？」

「君のお爺じいさんはそういうタイプの人間だったかい？」

　やはり無神経な言葉に、リカルドは暫しばし黙り込む。だが、決して心ここ地ち悪いわけではなかった。クリストファーがこうしてズカズカと人の中に踏み込んでくる人間だからこそ、自分自身を上う手まく見つめ直せるのかもしれない。と、大人おとなびた事を考えながらリカルドは話の切り口を少し変えた。

「オレが言うのもなんだけど、あの子、少し変わってるから誰かが見ててあげないと駄だ目めだよ」

「そう思うなら、リカルドもレイルに無ぶ愛想あいそな態度を取るのはやめてあげなって」

「……別に。いつも通りだよ。寧むしろ向こうがオレを嫌ってる感じじゃないか」

　愛想の無い顔で答えるリカルドに、クリストファーは愉ゆ悦えつをかみ殺しながら静かに告げる。

「いやあ、絶対気きが合うと思うよ。喧けん嘩かするとしたらそれは同どう属ぞく嫌けん悪おさ」

「やめてよ。一体あいつとオレの何ど処こが似てるっていうのさ」

「色々。まずは二人ともお互いに『クリストファーが取られる！』と思って嫉しつ妬としあってる所とか？」

「うん、確実にうぬぼれ過ぎ」

　即そく答とうするリカルドの言葉を無視して、クリストファーは淡たん々たんと言葉を続けていく。

「あとは、世界を嫌きらってる所とか。それでいて世界を否定しきれない所とか」

「別に否定はしないよ。オレはね」

「少しは顔を真まっ赤かにして『そんな事はない！』とか言ってくれると面白いんだけど」

「無む駄だに怒るとお腹なかが減るだけだからね。そもそも、とりあえず腹ごしらえでもしながら今後の事を考えようって言ったのはクリストファーだよ」

　リカルドが言った途と端たんに、タイミングを合わせたように彼女の腹が鳴り響ひびく。

「おやおや」

「……」

「お、今ひょっとして一いつ瞬しゆん恥ずかしそうな顔した？」

　──その辺は女の子だねえ。

　彼にしては珍しく、その言葉は空気を読んで口にしない事にした。

　リカルドは一見すると少年のようだし、自分でもそういう事にして生活しているようだ。理由は明かしていないが、彼の周囲でも数人しかその事実を知る物がいない事から、恐らくはプラチドが何らかの圧力をかけていた可能性もある。

　だが、クリストファーは特に何も言ったりはしなかった。

　リカルドもまた、クリストファーが何も言ってこない事について特に追及する事もなく──二人にとって、それは『割とどうでもいいこと』としてこれまでの時間を過ごしてきた。

　腹の音を鳴らしたリカルドは、沈ちん黙もくを一いつ瞬しゆんに留めて、再び運転席に道を告げる。

「あ、そこを左」

「はいはいっと」

「そしたら、もうすぐだから」

「ふーん。しかし、こっちの方まで御ご飯はんを食べに来るのは初めてだけど、そんなに美お味いしいお店なの？」

　クリストファーは変へん人じんではあるが、味み覚かくに関しては割とうるさい方だ。

　特に菓か子しやデザート類に目が無く、マドレーヌは市販の味に納なつ得とくできぬと自分で焼いて食する程ほどであり、その味はリカルドやレイル、古くはチーやヒューイまでもが認めている。

　そのマドレーヌの味を知っているリカルドが『美味しい穴あな場ばがある』と言っているのだ。クリストファーはほんの少しの期待を込めながら、リカルドに行き先の事を尋たずねかけた。

　リカルドはその問いかけに対し、珍しく表情を柔らかくしながら答えを返す。

「ああ、美味しいよ。もう30年ぐらい前から夫婦だけでやってるお店なんだけどさ。そこのデザートのアップルパイは絶ぜつ品ぴんなんだ。だから、今日、食べておこうと思って」

「へえ、そいつは楽しみだねえ。で、なんだって今日？」

「だって、これから何が起こるか解わからないし……」




「もしかしたら、これがシカゴでの食べ納めになるかもしれないからね」




　　　　⇔




酒場『ドルチェ』




「味覚とは、舌に備え付けられた眼球であり脳であり耳であり心でもあるのです。舌の上に転がる甘かん露ろに作り手の夢を見、顎あぎとに閉ざされし闇やみの中に広がる鹹かん味みに作り手の過去から未来にいたる畢ひつ生せいを感じ取り、噛かみ合わされた歯し牙がの暴力により滲にじみ出た滋じ味みを喰らいて作り手の心の内に溢あふるる呻しん吟ぎんを聞き、そして全てを私の喉のどに閉じこめ思うのです。美び味みなるかな、美味なるかな、この瞬しゆん間かんを享きよう受じゆできるならば私は幾いく万まんの罪に貫つらぬかれても構わないと。そして同時に口こう唇しんはこう告げるのです。『美う味まい』とただ一言」

「黙って待て」

　酒場のカウンターに座った一組の男女──は、そんな奇き妙みような会話で店内を微び妙みような空気に包み込む。

　通常のバー風ふうのカウンターの他に、木もく目め調ちようの店内に広がるテーブルが六台ほど。

　配置や広さだけを見れば、西部劇げきに出てくるような酒場を少しだけ狭くした感じだが、落ち着いたフローリングを始めとして、全体的な雰ふん囲い気きは近代的な基き調ちようの店内となっている。

　それ程ほど流は行やっているようには感じられず、客もいまの所は二人だけで、この広さでは些いささか持て余し気味のように見受けられた。

　そんな中で、客の妙みような独り言が延えん々えんと店内に響ひびき続けるという奇妙な状況だったのだが──店てん主しゆである初しよ老ろうの男はニコニコと笑ったままグラスを磨みがき続けている。

「いえいえ、私は学がないので言葉の意味はよく解わかりませんが、そんなに褒ほめていただいて逆に申し訳ないぐらいですよ」

　──別に、褒めているわけではないと思うのだが……。

　店主の言葉に溜ため息いきをつきながら、女の方はメニューを閉じて店主に向かって口を開く。

「何か腹の膨ふくれるものを適当に二つ頼む」

「それではバーベキュー・リブなどは如何いかがでしょう？」

　バーベキュー・リブ。アメリカの代表的な料理の一つと言われ、同時にシカゴを代表する料理の一つでもある。

　本当の意味での『詩し人じん』である歴史上の人物、カール・サンドバーグ。詩人であると同時に記録作さつ家か、シンガーなど多た才さいにして多た彩さいな顔を持ち、後にピュリッツァー賞をも受賞するその人物は──過去に出版した詩集の中で、シカゴにいくつかの渾名あだなを付けた。

　その内の一つがHOG BUTCHER FOR 豚肉屋THE WORLDチエーン地球店であり、それはこのシカゴが畜ちく産さん業においても著いちじるしい発展を遂とげた事を示している。

　豚肉のリブなどをニンニクやケチャップ、ビネガーを原料としたソースを用いて調理する、独特の味わいを持った肉にく料理は──香こうばしい肉の匂においと共に、そうした町の背景をより一いつ層そう際だたせていた。

　同じ味付け、材料でも料理の手順や炙あぶる際の温おん度ど管理によって全く異なる味わいとなり、各店てん舗ぽの腕を見る良い材料とも言われている。

「ああ……じゃあ、カンザスシティ・スタイルで二人前頼たのむ」

「はい、ただいま！」

　男さながらの口く調ちようで答えるドレスの女に対し、店主は何ら違い和わ感かんを持たずに笑顔を向けた。

　そんな店主が厨ちゆう房ぼうの奥にいる妻へと指示を出しに行ったのを確認してから、女は隣となりにいる帽ぼう子しの男に声をかけた。

「で、どうするつもりだ『詩人』？　結局一いち夜や明けたがシャムからもヒルトンからも連絡が来ない。これから先、我々は如い何かに動く？」

「一歩先の闇やみには黄こ金がね色の蛇へびが赤しやく銅どうの逆げき鱗りんを煌こう々こうと輝かせているのです。ＲＡＴ-ＴＡＴ-ＴＡＴと軽快にその逆鱗をノックせしめれば人生とは即すなわち秀しゆう絶ぜつなる蛞蝓なめくじの如ごとき残ざん響きようであり、這はいずりし跡には敬けい虔けんなる苺いちごの落とした金貨が……」

「もういい。何をするべきか解わからないという事はよく解った」

　呆あきれながら呟つぶやく女に対し、『詩し人じん』と呼ばれた男は大おお仰ぎような調子で首を振る。

「解らない、と言うべき言葉は一種の諦あきらめであると黄昏たそがれに浮かぶ白き藻もが呟つぶやいた。だが、所しよ詮せんはすぐに消え去る幻まぼろしの戯たわ言ごと。我らの進むべき道は己おのれが暗くら闇やみの中から掴つかみ取るしかあるまいと夕暮れに舞う烏が鳴いた。違うか？　シックル」

「考えるまでもない。私のやるべき事は、レイルとフランクを捜す事だ」

　シックルと呼ばれた女は、そう言ってカウンター上に置かれたグラスを強く握り締めた。

　ヒューイ・ラフォレット直ちよく属ぞくの実じつ働どう部隊である『妖怪ラルウア』の面めん々めん。その中でも曲くせ者ものだけが集められた『吸ラ血ミ鬼ア』の一員である彼女は、ここ数日に起こった状況に頭を悩ませていた。

　シャムから伝えられた指し示じ通りにシカゴに集合したのは良いものの、それからは完全に想そう定てい外がいのトラブルが続いている。

　ケチのつき始めは、マフィアらしき集団が自分達たちの手配書しよを持って捜しているという事実だった。そのマフィアの仲間と思おぼしき作業着の男とトラブルを起こし──一度敗はい走そうするハメになってしまった。

　更さらに、そこでレイルとはぐれてしまい、更には自分達の手配書を配っていたらしいルッソ・ファミリーへと乗り込んだ所で、謎なぞの白はく衣いの集団の反はん撃げきに遭あい──そのトラブルの際にフランクの姿までが消えてしまった。

　翌よく日じつルッソ・ファミリーの様よう子すを見に行ったものの、ボスのルッソが行方ゆくえ不明という事と、夜や半はんに起きた銃じゆう撃げきと爆発のせいで警察が大おお勢ぜい取り巻いている状況だった。

　──あの爆発は、恐らくレイルの爆ばく弾だんによるものなのだが……。

　シックルはそんな推すい測そくをするが、結局翌日にさらに大きな爆発事件が発生し、レイルの影は感じられるが、結局それ以上はどうすることもできない時間が続いている。

　こうして彼女達たちは、ヒューイの言う『実験』を開始したくともできない状態に陥おちいってしまったのだが──そもそも、シックル達は具体的な『実験』の内容とやらも聞いていなかった。

　それはシャムかヒルトン、あるいはリーザから伝えられる筈はずだった。それにも関わらず、現在はそのいずれとも連絡が取れないのだ。

　苛いら立だつシックルは、グラスに入った水を勢いよく煽あおると、思ったよりも軽やかなリズムで椅い子すを引きつつ立ち上がる。

「厠かわやに行ってくる」

　男らしい事を言いながら席を立つドレスの女。

『詩人』はそんな相あい方かたを無言で見送り、一人沈ちん黙もくの中で注文した料理を待つ事にした。

　そして、店の奥にある女性用トイレのドアが閉められたとき──

　入れ替わりに、数名の男達が酒場の中に入ってきた。

　今後の事に思いを巡らせていた『詩し人じん』は、特にそちらを気にする事は無かったのだが──ある意味、それも、彼らと──そして、この店の明めい暗あんを分けたと言える。




　　　　⇔




１分前　路上




「あそこっすよ、グラハムさん」

　シャフトの指さした先にある古めかしい酒場を見て、グラハムは楽しそうにレンチをパシリと回転させた。

「ほほう……中々に古めかしい印いん象しようだが、それが逆にいいな……壊しがいがありそうだ。……待て……俺は今、何を言った!?　これから飯を食う場所を壊すだと!?　なんて事だ、俺の破壊衝しよう動どうは俺に飯を食わせないつもりらしい！　俺が一いつ体たい何をした!?　俺の破は壊かい衝動も俺の命が無くなればその存在を無に帰すと言うのに！　理り不ふ尽じんだ……何な故ぜ俺はそんな緩やかな自殺に付き合わなくてはならない!?　こんな憎い話があるか!?　俺は何故、俺自身の心の内から湧わき上がる衝動を憎む必要がある!?」

「憎いんならとっとと排はい除じよして下さいよ」

「それが可能ならば、とっくに実行している……。いや、待てよ？　考えてみれば試してみた事は無かった。なんて事だ。俺は憎しみのあまり冷静さを欠いていたらしい！　自分で自分にチャレンジする事を忘れた俺に待っているのはなんだ？　忘ぼう却きやく!?　明日を夢見る俺に過去は似に合あわない……そうだ、今こそ殺せ！　何を？　俺の中にある憎しみを！　ああ、ああ、何て悲しい話なんだ！　俺と俺との闘いはどこに行ったら決着が付く？　とりあえず俺に今言える事は壊しがいがありそうだなんて言っちゃってごめんなさいお店の人、だ……」

　常じよう人じんが聞いたら逃げ出したくなるような言葉を脈々と繋つなぐグラハムだが、周囲の仲間達たちは既すでに慣れてしまっているのか、ただただ疲れた顔で苦く笑しようを続ける。

「もう着くんで、店内では黙ってて下さい」

　溜ため息いき混まじりで呟つぶやかれたシャフトの頼みを聞き、グラハムはレンチの先を唇くちびるに添えて息を潜ひそめる事にした。

　そんな可愛かわいらしいのか不ぶ気き味みなのか解わからない仕し草ぐさを見て、シャフトは再び大きな溜息をつき、『ドルチェ』という看かん板ばんの掲げられた店の扉とびらを開け広げた。




　店内はまだ閑かん散さんとしており、カウンターの席には帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった男が一人座っているだけだった。

「こんちは。飯ぃ食えます？」

「はい、いらっしゃいませ！　やあ、丁ちよう度どさっき店を開けたばかりでして、少々お時間を頂いてしまいますが……」

「ああ、構いませんよ」

「ではこちらへ！」

　やけに機き嫌げんのよい店主が厨ちゆう房ぼうの奥から顔を出し、奥のテーブルへとグラハム達を案内する。

　グラハムは仲間に言われた通りずっと沈ちん黙もくを続けていたが、椅い子すについて暫しばらくメニューを眺ながめた所で僅わずかに唇くちびるを動かした。

「……バーベキュー・リブをキャロライナ・スタイルで」

「あ、じゃあ俺もそれで。……取りあえず、みんなもそれでいい？」

　周囲が頷うなずくのを確認したシャフトは、店主を呼んで一通りの注文を開始する。

　店てん主しゆがニコニコと厨房の奥に去ったのを確認して、グラハムは傍そばの壁にレンチを立てかけながら店内の様よう子すを見み廻まわした。

「本当に、酒場っつーかレストランだな」

　その時──視線をキョロキョロと動かすグラハムの耳に、奇き妙みような独り言が聞こえてきた。

「空くう腹ふくとは……胃の中に満ちた静せい寂じやくを食らいつくす悲しみなのです……」




　　　　⇔




　シックルが席を立ち、一人になった詩し人じんは──『これからどうすべきか』を考える為ために、とりあえず自分自身の事を考える事にした。

　シャムやヒルトンに指示を与えられなくなった今、何をすべきかを知るにはまず自分達の事を理解し直す必要があると考えたからだ。

　ここ数日、そんな思し案あんを纏まとめていたが──その中でいくつかまとまりを見せた考えを頭の中に繰り返す。

　ヒューイの持つ研究機き関かん『リズム』によって与えられた、光を特殊な形で反射させる眼球。

　視線を合わせる事で、人の心を不安定にする。

　そして、そこに催さい眠みん術じゆつのような物を施ほどこして、ある程てい度ど人間の心を操あやつるというのが、自らに与えられた能力だ。もう一つホムンクルスとして『不ふ老ろう』という能力も備わっているが、こちらは特に長生き以外に役立つ事はないので除外する。

『詩人』にその目が与えられたのがいつの事なのか、それは彼自身にも解わからない。

　物もの心ごころついた時から、既すでにその瞳ひとみは自分の物だったし、『リズム』にもヒューイにも特に尋たずねるような事はしなかった。

　周囲の光を青白く反射させ、細かい眼がん球きゆう運動の痙けい攣れんによって、目を合わせた者に強い催さい眠みん作用の『きっかけ』を強制的に作り出す。

　半分寝ぼけた状態に相手を追いやり、そこに暗あん示じをかけていくやり方だ。

　要するに、目の前にぶら下げる水すい晶しようの振り子や蝋ろう燭そくの炎ほのおの持つ効果を、数十倍に圧あつ縮しゆくしてより強力にしたものこそが、『詩し人じん』の瞳ひとみに備そなえられた力だった。

　しかし、彼自身は具体的にその作用を理解できてはいないし、理解しようともしなかった。

　何な故ぜ人間の瞳に物が映るのかを、普通に生きている人間が特に理解しないのと同じように。

　ただ、普通の人間と違う事は──彼は、自分でもその『目』を操あやつる事ができなかった。

　目をつむり続ければ当然力ちからは制せい御ぎよされるのだが、それでは日常生活に支し障しようが出る。日常の大たい半はんを盲もう目もくで生きていく覚かく悟ごなど、自分にはできないと判断したためだ。

　自分と目を合わせた者は、瞬しゆん間かん的に周囲の言葉や状況を受け入れやすくなってしまい──もしも誰かが『死ね』と叫べば、例えその時には死なずとも、『死ね』という言葉は心理の奥底に刻み込まれ──ある日、何かをきっかけに暴走する事も考えられる。

　その事を自覚した彼は、奇き妙みような言動と大げさな身振りで、自分自身を奇き異いな存在へと貶おとしめた。

　クリストファーのように目立ち過ぎるのではなく、敢あえて外がい見けん以外の事──言葉という物に奇異を見出させ、仲間や道行く人々が、自分の事をこう思うように。

『目を合わせないようにしよう』──

　と、ただそう単純に、自おのずと目を反らしてくれる事を祈って。

　──滑こつ稽けいだな。この力を際さい限げんなく使えば、もっと傲ごう慢まんに生きられるものを。

　そして更さらに、『詩人』は思う。

　──そこまで思い切れないのは、やはり私が臆おく病びようだからか──

　──それとも、自分が人間ではないという事実が、何かのブレーキをかけるのか。

　自分達『吸ラ血ミ鬼ア』は、『ホムンクルス』という異い端たん者しやの集まりだ。

　特とく異いな能力を持った者が集まるわけではない。特殊な身体からだの者が集まるわけではない。

　ただ、たまたま何かの意志──神がいないのならば『偶然』というものが持つ意志によって選ばれ、造り落とされた身だ。

　クリストファーも、チーも、そして自分も。

　リーザだけは少し特殊な気もするが、恐らく根っこの所では同じだろう。彼女自身からは、『私は選ばれた存在なんだ』というプライドのような物が滲にじみ出ている。それはレイルが抱くような『僕達ホムンクルスは、人間よりも凄すごいんだ』というものとは更に異い質しつな、自分一人だけに向けられた個人的な事情によるものと感じ取れた。

　そして──身内の『ホムンクルス』達は、自分のように『壊れたフリをする』者が多い。

　恐らく意図的に自分と世界に隔へだたりを作る事で、敢えて自分達が普通ではないと諦あきらめようとしているかのようにも感じられる。シックルの言動やチーの服装はその顕けん著ちよな例だろう。

　かつて双ふた子ごから、エニスという名のホムンクルスの話を聞いた時、普通に暮らしているという彼女に少なからず嫉しつ妬とした事もあった。

　──我々は、なんと滑こつ稽けいな存在だろう。

　そして、姿を消したフランクとレイルの姿を脳のう裏りに浮かべ、ただ、思う。

　──彼らは、まだ若い。

　──完全に狂ってしまったクリストファーとも、完全に割り切ってしまった私とも違う。

　──なんとか、幸せな道を歩んで欲しいものだ。

　──もしも、そんな道があるならばの話だが。

　結局自じ分ぶんでもその道を探す事ができず、こうして狂ったフリをして人生を誤ご魔ま化かし続ける日々が続いている。

　ただ、ヒューイの指示に従っていれば安全だと。

　それこそが一番平へい穏おんな道なのだと自分に嘘うそをつきながら。

　──そんな我々に、この状況で一いつ体たい何ができるというのか……。




　そうした思し案あんを一いち段だん落らくさせると、『詩し人じん』は自らの腹がグウとなりそうになっているのを感じ、ただツラツラと狂う為ための言葉を口にする。

「空くう腹ふくとは……胃の中に満ちた静せい寂じやくを食らいつくす悲しみなのです……」

　長年続つづけている内に、この喋しやべり方は自らの中で大だい分ぶ自然なものと化していた。

　ただ、まともに喋ろうとすれば喋れる以上、やはり演技に過ぎないのかもしれないと『詩人』の心は理解し、ただ『言葉』だけを止めどなく止めどなく流し続ける。

「其そは涙を呑み込み、本能と情じよう動どうのささめき合う饑き餓がを卑いやしくも残ざん響きようだけで問いかけるのです。欲求こそが人間存在を司つかさどる現実的な神だとするならば、我々はただ、その神に抗あらがう事すら叶かなわずに、疑う事すら知らずにただひたすらに頭を垂れ続けるのです……グルーム！　グルーム！　命を持って閉ざされし肉の壁に、ただ訥とつ々とつと問いかけるのです！　『キリキリ蜂ばちが墜おちていくよ。蜜みつに溺おぼれて薔バ薇ラのトゲの海に墜ちていくよ』と、哀あわれむように、嘆なげくように。キリキリ蜂が私だと気付いたのは、全てを己おのが口こう中ちゆうで噛かみ砕きし後だったのです……」

　ツッコミを入れるシックルがトイレに行っているのを良いことに、『詩人』はただつらつらと自分の脳のう裏りに『空くう腹ふく』と関連して思い浮かぶ言葉を語り続けていた。

　背後に新しい客がいるにはいるが、どうせ誰も聞いていまい、聞いていても不ぶ気き味みがって近づいては来るまい。寧むしろそれが狙いなのだから……と、『詩人』の中のまともな部分は考えていたのだが──

　右隣どなりに突然青い影が差したかと思うと、その影から伸びた腕が、カウンターに硬こう貨かを数枚押しつけた。

「マスター、この芸術家にテキーラを一いつ杯ぱい」

「……？」

　何事かと眉まゆを顰ひそめながら、『詩し人じん』は視線をそちらに向け──

　次の瞬しゆん間かん、彼の背骨から頭とう髪はつにかけてがまっすぐに凍り付く。

「……!?」

「感動した話をしよう……。感動だ。まさかこんな町まち中なかで、今みたいな素晴らしい詩しい歌かを耳にする事ができるとは！　言葉とはなんだ？　そう、言葉とは美しさだ！　言葉自体が研とぎ澄すまされていれば、俺達は単純にそれを耳にするだけで感動を覚える事ができる……。そう、感動だ！　あんたの言葉の羅ら列れつは、今！　確かに俺を感動の渦うずに巻き込んだ！」

　そう叫びながら自分の手を握ってブンブンと上下に振る男を見て、『詩人』は無言のまま冷や汗を垂らす。

　この真まっ青さおな作業着。

　この鮮やかなブロンドの髪かみ。

　この前まえ髪がみで目を隠かくした奇き妙みようなヘアスタイル。

　そして、このどうしようもないまでのハイテンションな語り口。

『詩人』は、ただ見ていただけだった。

　人ひと混ごみの背後から、ただ、この男と──

　レイルやシックル、チーが死し闘とうを繰り広げていた光景を。

　──……まずいな。

　自分達の事がバレたのだろうか？　手配書しよには自分の人にん相そうなどは詳しく書かれていなかったが、『大おお仰ぎような喋しやべり方の男』として記されている。もしかしてそれで気付かれてしまったのだろうか？

　──いや、そもそも、この店にいる事がバレていたのか？　それともただの偶然か？

　偶然だとすれば、あり得ないような確かく率りつだ。

　確かに昨日きのうの爆ばく破は事件と失しつ踪そう事件の煽あおりで何件か店を閉めているとは言え、このシカゴにはまだ何千件という数の酒場や飲食店が存在する。

　その中からたまたま巡り会ってしまったなど、果たしてありえる事なのだろうか？

「いやー、今日は素晴らしい日だ。たまたま仲間に連れられてきた店で、あんたみたいなアーティストと出会えるとは！　俺は今日、この日という日に感謝しよう！」

「なんだか知りませんが、おめでとうございます」

「……」

　ニコニコとしながら店てん主しゆが運んできたテキーラを受け取りながら、隣となりにいる男の真意を測ろうとする『詩人』。

　だが、相手の表情を読む以前に、相手も自分と同じように目線を殆ほとんど隠しているようなもので、結局何なに一ひとつ解わからないまま時だけが過ぎていった。

「おいおい、急に黙っちまったね？」

「……いや」

「照れてるのか？　だとしたら悪い事をした……芸術を邪じや魔まする事は大変な失礼にあたる。意い図と的にやったとしたら侮ぶ辱じよくであるとも言える！　ああ、悲しい……なんて悲しいんだ！　俺はこの罪をどうやって償つぐなえばいい？　そうだ、もう一いつ杯ぱい奢おごらせてくれ。な？」

「いや……気にしてはいません。降りかかる火ひの粉こをその身に受ければ、それを火ひ種だねとして燃え上がる自分自身の美しさに酔いしれる事ができる……グラスに浮かぶ人マネ蟲むしがそのように蠢うごめき私に人生の深さを知らしめるのですから」

「そうか！　なんだかよく解わからないが……あんたの魂たましいに惚ほれたよ。ま、飲んでくれや」

　仮に相手が自分の事に気付いていないにせよ、シックルが戻ってくれば一発でバレるし、そもそもシックルが黙っていないだろう。

　彼女は先日、この作業着の男のレンチによって右足首と腕の骨を『ズラされて』いる。

　通常の人間なら痛みに耐えかねて歩けない筈はずだが、シックルとチーはあの後即そく座ざに骨をはめ直し、痛みには根こん性じようで耐えているといった様よう子すだった。

　無む論ろん現在も痛みは続いている筈なのだが、それを微み塵じんも感じさせないシックルの剛ごう胆たんには感心するばかりだ。

　──だが、作業着の男に対する怒りはあるだろうな……。

　詩し人じんがそんな感じで緊きん張ちようを続けていると、横にいた男がせわしなく立ち上がった。

「……っと、まあ、ゆっくり自分の芸術に磨みがきを掛けて欲しいと思う……俺は今日のこの素晴らしい出会いを誰かに届けようと思う……これが、自分自身の憎しみを散らす方法だと信じて俺は今日も明日も明後日あさつても明々後日しあさつても生きていくのだろう！　これはなんとワクワクする話だろう！」

　その後は鼻はな歌うたを歌いながらクルクルクラリといった調子で歩き、鼻歌交まじりで男子用便べん所じよの方へと姿を消していった。

　男女別で向かい合っているトイレの扉とびら。

　作業着の男が入っていた男性用の扉がパタンと閉められたのとほぼ同じタイミングで、女性用の扉がパタリと開き、中から相変わらず無ぶ愛想あいそなシックルの顔が現れた。

　──危ない所だった。

　そう思って『詩人』がホッとしたのも束つかの間ま──

「あれ？」

「あん？」

「おい、あれ……」

「えッ……」

「マジかよ!?」

　店の隅すみに座った、作業着の男の仲間達と思おぼしき集団が、シックルの姿を見て何やらざわめき始めていた。

　──しまった。

　恐らく彼らは、シックル達と作業着の男が揉もめた時に、自分と同じように離れた場所から観察していたのだろう。

　だから、自分には反応を示さずとも、シックルの格かつ好こうはしっかりと覚えていておかしくない。

　──とすると、やはり彼らがここに来たのは偶然なのか？

　頭の中にそんな疑問が過よぎるが、今はそんなことを考えている暇ひまはない。

「いくぞ」

「？　行くって……何ど処こにだ？」

　自分を見てざわついている男達に気付いたのか、シックルはそちらの方を横よこ目めで見ながら不ふ思し議ぎそうに眉まゆを顰ひそめた。

　だが、『詩し人じん』は詳しい事を説明する暇もないとばかりに、懐ふところから財さい布ふを出して何枚かの札をカウンターの上に押しつける。

「すまない、店てん主しゆ。我々は急用ができてしまった。金はこれで足りるかな」

　突然の言葉に、店主は目を丸くしたが、その金を押し返しながら首を振った。

「ええッ、お客さん、そんな……。いや、確かにもう焼き始めてますけど、食べてないならお代は受け取れませんや」

「む……な、ならば、彼らに酒の礼だと言って奢おごっておいてくれると助かる」

「そんな……いいんですかい？　本当に」

「ああ、構わん」

『詩人』の緊きん迫ぱくした様よう子すを感じ取ったのか、店主もそれ以上は何も言わずにレジの中から釣つり銭せんを渡して寄よ越こした。

「おい、どういう事だ？」

　不ふ機き嫌げんそうな声を出すシックルの手を引き、『詩人』は無言で店の外へと足を向けたのだが──

　そこへ、一つの形かたち無ない物が重なるのを『詩人』は確かに見た。

　見事なまでに『タイミング』という物が重なる光景を──




「あれ？」




　それは──懐なつかしい声だった。

　同時に、馴な染じみの在りすぎる声。

「あれれれ？　あれあれあれぇ？」

　酒場の入口の扉とびらが開かれると同時に飛び込んできた声は、どこか子供っぽさを感じさせる口く調ちようだった。

　調子だけはレイルと似ているが、声せい質しつ自体はそれよりもずっと大人おとなびている。

『詩し人じん』は余りに唐とう突とつな出会いに帽ぼう子しの陰で目を丸くし、隣となりに立つシックルも、同様に口をパクパクさせている。

　眩まぶしい外の世界から薄うす暗ぐらい店内に現れたのは、それこそ『吸きゆう血けつ鬼き』を思わせる一人の男。

　赤い眼がん球きゆうの下で、鋭い牙きばの並んだ口が大きく歪ゆがむ。

　それを見て、男と初対面である店主も思わずシックル達と同じような表情になった。

　だが、当の化ばけ物もの風ふうの男は──

「なんてこった！」

　驚きよりも喜びを満面に浮かべ、両手を大きく広げながら歓かん喜きの声を口にする。

「凄すごい！　凄いよ！　『詩人』の旦だん那なにシックルじゃん！　いやあ、この町に来てるってのはレイルから聞いてたけど、ここで会うなんてどういう偶然さ！　これが家族の絆きずなって奴やつ？」

『クリストファー！』

　シックルと『詩人』がその名を呼ぶと、当の男はニコヤカに笑いながら、二人の顔を交互に見つめて口を開く。

「いやー。良かった！　まさかこんな所で偶然会えるなんて！　これは神様に感謝すべきなのかなあ。いや、僕ぼく風に言うと大自然の導きに感謝って所かな」

「あ……あ……」

「何しろお腹なかが空すいたら君達に会えたんだから、空くう腹ふくというシステムを作り物である僕らにも与えてくれた自然に感謝しよう！　そういえば昔チーに聞いたんだけど、日本って国では八や百お万よろず信仰って言って、葉っぱの一枚一枚、道に転がる石の一つ一つにもそれぞれ神様が宿っているっていう考え方なんだってさ！　凄いね、正まさに自然を愛する僕にぴったりだ。でも、どうなんだろうね。僕達みたいなホムンクルスにも神様っているのかな？　八百万もいるなら、一人ぐらい居てくれたっていいよねえ？　なんだったら人形の神様が兼けん任にんしてくれたって──」

「黙れ、いいから少し落ち着け！」

　明らかに自分の方が焦っているのだが、シックルは異常な早口で喋しやべるクリストファーの声を抑え込み、自分の中から湧わき上がる最大の疑問を口にする。

「色々と……本当に色々聞きたい事があるが……クリストファー。今、お前……『レイルに聞いた』と言ったな？」

「言ったよ？」

「何ど処こで会った!?　今は何処にいる！」

　声を荒げるシックルの調子に、クリストファーは「相変わらずだなあ」と肩を竦すくめ、笑いながら淡たん々たんとした答えを口にした。

「いや、一昨日おととい。昼間、なんか爆ばく弾だん騒ぎの後に倒れてたのを助けてさ。今は、多分フランクを助けようとして色々爆ばく破はしようとしてるんじゃない？」

「……!?　どういう事だ！　何な故ぜ一緒にいない！　フランクを助けにだと!?　あいつは一緒じゃないのか！　どこにいるのか解わかっているのか!?」

「そんないっぺんに言われても。順番に話すからさ、とりあえず落ち着い──」

　ものすごい剣けん幕まくのシックルをなんとか抑えようとしたクリストファーだったが──

　その視し界かいの奥に、銀色に煌きらめく物が見えた。

　彼が培つちかってきた長年の経験が、即そく座ざに「それはヤバイものだ」と警けい告こくする。

　瞬しゆん間かん的に視線を移す。

　一いつ瞬しゆん、リーザの投げるチャクラムかと誤ご解かいしたが──銀色の円えん盤ばんに見えたそれは──激しく回転する、一本の工業用レンチだった。

　鍛きたえられたクリストファーの動どう体たい視力がそれを捉とらえると同時に、自然と動いた右手がシックルの肩の上を通過する。

「!?」

　一瞬自分が殴なぐられるのかと思って体を横に反らせたシックルの耳に、『バシリ』という乾いた音が木霊こだました。

　反射的にその音の方に目を向けると──

　そこには、クリストファーの手に握られた、一本のモンキーレンチがあった。

　レンチという存在に嫌と言うほど覚えがあったシックルは、瞬しゆん時じに体中の細さい胞ぼうを色めき立たせ、勢いよく『それ』が飛んできた方角を振り返る。

　そして──彼女は見た。

　真まっ青さおな作業着を着た男が、幽ゆう鬼きのような足取りで蠢うごめきながら──

　テーブルの傍そばに置かれた、一本の巨大なレンチに手を掛ける姿を。




「嬉うれしい……嬉しい話をしよう」




　青い鬼は、銀の金こん棒ぼうを輝かせ──嗤わらう。

　嬉しそうに、狂おしそうに。




「俺の前から消えた敵が、俺の前に再び現れた。しかも、二人もだ！　緑みどり色いろの女と偶然出会ってしまった運命は、やはりこれは赤い糸と言っていいのだろうか……？　だとすれば俺は再び彼女の事を好きになっていいのだろうか？　どう思う、マスター」

「えッ」

　突とつ然ぜん話を振られた店てん主しゆは、状況を脳のう内ないで必死に整理して──

　おずおずと、質問とは違う答えを口にした。

「あの……レンチを投げると危ないと思いますよ、お客さん」

「正論だ……！　しまった……質問とは全く関係ない答えが返ってきたにも拘かかわらず、マスターの言った言葉は紛まぎれもない正解……。なんだ、なんだこれは？　俺はどうすればいい？　誰に正解を告げるベルを鳴り響ひびかせてやるべきだ!?　ああ、不ふ思し議ぎだ……不思議で悲しく……そして人生はやはり楽しい！　こんな偶然を俺の前に巡り合わせてくれるんだからな……！」

「あ、あの……？」

　不安げに声をかける店てん主しゆに対し──作業着の男は、安心させるように力強く頷うなずいた。

「なに、安心してくれ、マスター」

　もっとも、その言葉の内容は全く安心できないものだったのだが。




「リブが焼き上がるまでには、終わらせる」




　　　　⇔




同時刻　大陸横おう断だん鉄道　車内




　シカゴへと向かい、力強くその身を走らせる機き関かん車しや。

　それに連なる形で、貨物車を先頭に三さん等とう客車から一等客車まで連なるオーソドックスな列車の中で──今、一つの出会いが起ころうとしていた。




「ラララー♪　ラララー♪　ラララララララララー♪」

　人ひと気けの無い三等客室の中に、若い男の楽しげな歌声が響き渡る。

「ズッタラッタッタチャチャー♪　パパラパーパーパーパラララー♪　ララルルルラララ、チーントンシャーン♪　ズンタッズンタッズンタッ……」

　ドラムの音からトランペット、木もつ琴きんの音まで全て自分の口で演奏するその男は、切きつ符ぷ代の僅わずかな余りで手に入れたカウボーイハットを被かぶり直し、ますます御ご機き嫌げんな声を室内に木霊こだまさせた。

「タララララッ、タララララッタラッタラッタラー♪」

　そして、窓に映る自分の顔を眺ながめながら、そこで初めて歌声（？）を止め、自じ問もん自答の言葉を口にする。

「うーん……もう少し派は手でな方がいいかなあ」

　カウボーイハットに何か飾り付けるべきだろうか？　そんな事を考える男は、窓に映る自分の背後に、誰かが立っている事に気が付いた。

「誰だ!?　俺の友達か!?」

　妙みような事を呟つぶやきながら振り向いた男に、その人ひと影かげ──まだ若い、スーツ姿の男が首を振る。

「いやあ、会ってちゃんとお話しするのは初めてですけど……アイザックさんでしょう？」

「なに……じゃあ、俺の友達じゃないのか……？」

「とりあえず今は」

「よし、じゃあよく解わかんねえけど、今から友達になろう！」

　そんな突とつ拍ぴよう子しもない事を言いながら、アイザック・ディアンは眼前の男に手を差し出した。

　流石さすがに面めんを喰らった男は、苦く笑しようしながらその手を優しく握り返す。

「凄すごいですね。初対面の人と友達になってくれるんですか？」

「嫌なのか？」

「いや、別に……」

「じゃあいいじゃん！　俺は今すっげー気分が良くてさ、今なら世界中の人と友達どころか家族になれそうなんだよ！」

　子供のように笑うアイザックに対し、スーツの男は苦笑しながら手を離し、アイザックの向かいの席にゆっくりと腰を下ろす。

「よろしいですか？」

「よろしいぜ？」

　やはり微び妙みようにズレた答えを返すアイザック。だが、スーツの男は特に気にせず、アイザックに対してゆっくりと話しかけた。

「いやあ、皆さんのおっしゃる通りの方ですね……。ま、今まで見てきた通りとも言えますが」

「ん？　なんだ？　俺の事を知ってるのか？」

「ええ。色々な方から話も伺ってますし、遠とおま巻きに見させていただきましたよ……。早い話が、私は貴方あなたと……ミリア・ハーヴェントさんのファンなんですよ」

「ファン!?」

　驚いて顔をキョロキョロさせたアイザックは、眼前の男をマジマジと見て口を開く。

「俺とミリアの？」

「はい」

　胡う散さん臭くささ極まりない台詞せりふを吐き出す男だが、アイザックは見たこともない蝶ちようを見つけた子供のように、なんの疑いもなくキラキラと双そう眸ぼうを輝かせた。

「そうだったのか！　いや、そりゃミリアはブロードウェイのトップスターぐらい可愛かわいいからファンがいるのも解るな！　……けど、なんで俺も？　ていうか、ファンってその、なんだ？」

　当然の疑問を尋たずねるアイザックに対して、車内の男はどこか温かい調子で言葉を紡つむぐ。

「いえいえ……色々な方から貴方達の話を聞いて、ちょっと羨うらやましく思いましてね」

「色々な人達って？」

　初対面の男と、既すでに長年の友人のように会話するアイザック。

　そんなアイザックの事を優しく見つめながら、スーツの男は少しだけ考えて言葉を紡つむぐ。

「そうですね……例えば、マルティージョ・ファミリーの皆さんとか……あるいは、ジャグジー・スプロットさんとか……ガンドール・ファミリー……チェス君……イブ・ジェノアード嬢じよう……そんな方々からお話を伺ってますよ」

　次々と出てくる旧きゆう知ちの面めん々めんの言葉に、アイザックは不ぶ気き味みがるどころか、逆に感心したような声をあげた。

「へええ！　兄にいちゃん、すげえ顔が広いんだな！　じゃあやっぱり問題無いや。そのみんなと友達なら、全然俺おれと友達でも大丈夫だし、ミリアもきっと喜ぶさ！」

「ありがとうございます」

　少し照れたように苦く笑しようする男に、アイザックは肝かん心じんな事を聞いていなかったとばかりに膝ひざを打つ。

「そうだ。まだ名前を聞いてなかったぞ!?　これじゃ俺がみんなにあんたの事を紹介できねえじゃん！　だから、渾名あだなでもなんでもいいからさ、とりあえず名前を教えてくれよ！」

　ズカズカと聞いてくるアイザックの言葉に、男はまた一いつ瞬しゆんだけ考え──

　やはり困ったように笑いながら、そこで初めて自己紹しよう介かいを開始した。

「ええ、私は、まあ、スパイのような事をやっている人間でして」

「スパイ!?　すごいな！」

　やはりインチキ臭い単語に、子供のように目を輝かせるアイザック。

　そんなアイザックに対して、男は更さらに迷ったような素そ振ぶりを見せ──やがて、溜ため息いき混まじりに自分の名前を口にした。

「まあ、渾名のようなものですが、私の真実の名前でもありますので……」




「シャム……私の事は、そう呼んで頂ければ幸いです」




　　　　⇔




同時刻　シカゴ某ぼう所しよ




　シカゴの町まち中なかには、自動車製せい造ぞう業ぎようで発展した際、いくつもの工場が造られた。

　町中にも点在する様々な工場は、世界が恐きよう慌こうへと突入していく中で、様々なドラマを生み出しては消えていき──そのドラマを終えた工場が、いくつも廃はい工場として町中に点在している状況だった。

　例えばグラハム・スペクターなどもその一つをアジト代わりにしていたのだが──

　この町では、そうしたギャングや愚ぐ連れん隊たいのアジトとなったり、時にはマフィア達の密みつ造ぞう現場となっている廃はい工場が複ふく数すう存在し、やはりそれぞれのドラマを展開させ続けている。

　禁きん酒しゆ法が終わった現在でも、密みつ造ぞうする物は酒だけとは限らない中、多くの裏うら稼か業ぎように携たずさわる人間達が、そうした夢とも絶望ともつかない状況に身を置いていた。

　そんな中、夢も絶望も既すでに知っていた、とある不良の少年少女達の一グループがあった。

　彼らが使っていたその工場跡あとは、幾いくつかの廃工場が連なっている、人ひと気けの少ない場所にあったのだが──数年前、ある殺人事件を最後に不ふ良りよう達は姿を消し、その後、警察の出入りもなくなると、完全なゴーストファクトリーと成り果てた。

　だが、その工場に──実に３年ぶりに明かりが灯ともる。

　戻ってきた住人達を歓かん迎げいする雰ふん囲い気きもなく、工場の中にはただただ錆さび付いた鉄と油の臭においが充満している状態だった。




　そして──その空気を引き裂いたのは、３年前とちっとも変わらぬ、不良少年の涙声。

「あああああああ。ど、どどど、どうしよう……」

「落ち着いて、ジャグジー」

　頭を抱えて工場の壁かべ際ぎわにしゃがみ込むジャグジーに、ニースは優しく手を伸ばす。

　だが、そのニースの優しさが、ジャグジーを逆に悲しい気持ちにさせた。

「僕のせいで……僕のせいでニースが爆ばく弾だん魔まだって疑われちゃったよお……！」

「私は元から爆弾魔だから問題ないよ！　それに、ジャグジーのせいじゃないって！」

「僕のせいだよ！　僕が『逃げよう』なんて言ったから……あそこに残って、お巡まわりさん達にちゃんと説明してれば、誤ご解かいだって信じて貰もらえたかもしれないのに……」

　人生の全てを後こう悔かいしているかのように落ち込むジャグジーに、ニースは諭さとすよう口を開く。

「代わりに、その子を突き出して？」

「うッ……」

　ニースの指さした先には、毛布にくるまれて横たわる少年の姿があった。

　ジャグジー達よりもずっと年下と思われる少年は、痛々しい体中の縫ほう合ごう痕こんを晒さらして寝ね息いきを立てている。

　どうやら命に別状は無いようだが、とりあえず現在はジャグジーの仲間が昔馴な染じみの闇やみ医者を捜しに行っている状況だ。

　謎なぞの少年についての健康状態についても楽観はできないが、それ以上に、現げん在ざい自分達が置かれている状態が非常にまずい。

　本来ならばとっとと少年を医者に置いて逃げればいい話なのだが、そのままではニースに向けられた誤解が残る上に、年とし端はもいかない少年を警察に突き出したという罪ざい悪あく感かんも残る。

　もっとも、この少年があの時点での爆ばく破は犯には違いないので、そこに罪悪感を感じるのは如い何かにもジャグジーらしい悩みと言えたが──それとは別に、残るついでに更さらにもう一つ残る憂うれいがあった。

　それは、このアジトまで戻ってきたニースが、少年の応急処しよ置ちをした後に呟つぶやいた言葉。

「間ま近ぢかで爆発を見て、確信した。ううん、確信はしてたから……確認したって感じね」

「な、なにを？」

「この子がさっき使った爆ばく弾だん……私達が盗んだのと一緒だよ」

「え……？」

　ニースの言葉に、ジャグジーは一いつ瞬しゆんだけキョトンと目を瞬またたかせた。

　だが、その意味に気付いた瞬しゆん間かん、刺青いれずみの周りを一いつ層そう青く染めあげる。

「それって……」

「フライング・プッシーフットから私達が盗んで売りさばいた爆弾と一緒ってことよ……新しく量産された火か薬やくっていうなら、まだ救いはあるんだけど……」

　暗い調子で呟かれたニースの言葉は、ジャグジーに対して『救いの無いケース』というものを想像させた。

　すなわち──この爆弾が、自分達が世に広めてしまったものではないかという事を。

　ジャグジーは顔を青くし、カタカタと小さく震え出す。

　結局トラブルに巻き込まれてしまった事への焦しよう燥そう。

　少年が何者なのか、何な故ぜこの爆弾を使っているのか？　そしてグラハム達が今どこでどうしているのか？　そんないくつかの未知に対する不安。

　ルッソ・ファミリーに対する恐怖と、心の奥底で燻くすぶる、『仲間の仇かたき』への敵意。

　そんな物がグルグルとジャグジーの頭の中で渦うず巻まき、震えと共に涙まで湧わき出し始める。

　ただ怯おびえ続ける臆おく病びような男の耳には、まだ届いていなかった。

　ここからそんなに離れていない場所にある、一つの店から湧き立つ喧けん噪そうを。







　今は、まだ。




　　　　⇔




『ドルチェ』店内




　店内は、乱れていた。

　別に椅い子すや食器が乱舞し、破壊の爪つめ痕あとが続いているというわけではないが──現在の状況と比べれば、まだその方が安心できたかもしれない。

　言うなれば、殴なぐり合いではなく、ガンマンが互いに実じつ弾だんを撃うち合う寸前のような緊きん張ちよう感かん。

　綺き麗れいな段階を経て緊きん迫ぱくしていく空気の中で、まったくその空気を読まない男達が二人だけ。

　そして、その二人こそが、この緊迫した空気を生み出している張ちよう本ほん人にん達だった。

「おやおや、誰かと思えば助すけっ人と君かぁ。えーと、大体35時間と24分ぶりぐらい？」

　クリストファーはレンチを受け止めて痺しびれる腕を振るわせながら、顔では冷静を装って言葉を紡つむぐ。

　対するグラハムも、やはり余よ裕ゆうの笑えみと共に答えを返す。

「いいや……36時間と59分23秒だ」

「そうだったっけ？」

「嘘うそだ。適当な事を言った」

「僕もさ！」

　ハッ！　と笑いながらレンチを上に放り投げるクリストファー。

「ともあれ、リブを焼いてるみたいだから、僕も対抗しなきゃね」

　投げたレンチを目で追わずに、落ちてきた所を綺麗に受け止めようと格かつ好こう良く手を伸ばす。

　が、そのままレンチは後ろにズレ、ガランと大きな音を立てて床に落ちる。

「……もっかい」

　特に照れた様よう子すも見せずにレンチを拾い上げ、クリストファーは言葉の続きを口にしつつ、レンチを手の中で回し始めた。

「ふふ、店てん主しゆさん。僕にもバーベキュー・リブを一つ！　メンフィス・スタイルで」

「えッ!?　は、はい！」

　勢いに押されるように返事をした老ろう店主は、逃げ出すように厨ちゆう房ぼうの奥へと駆けて行く。

　そんな店主の背中を見送りながら、クリストファーは改めてレンチを上に投げた。

　全く意味の無い行動だが、それが最も重要であるかのように酒場の空気が緊張したのだが──それを打ち破るべく、空気を読まない三人目が声をあげる。

「オレの分は注文してくれないの？　クリス」

「あッ」

　それまで余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったクリストファーの顔面が驚きに歪ゆがみ、店内から注そそぐ視線を全て無視して店の入口を振り向いた。

　同時に、その頭に放り投げたレンチが落下する。

　ボグンという鈍い音と、クリストファーの「グッ！」という呻うめきがシンクロし、彼の頭をクッションにしてゆっくりと落ちたレンチを、眼前にいたリカルドが受け止める。

「……何やってるの？　クリス」

「イッタァー……。いや、ちょっと、食前の運動をね」

　頭をさすりながら再び店内を振り返り、リカルドから受け取ったレンチをグラハムに向けて誤ご魔ま化かすように差し向けた。

「やるねえ、君」

「……流石さすがだな。俺は今、悲しんでいいのか笑っていいのか解わからない状況だ……」

「ええい！　ふざけてる場合か貴き様さまら！」

　二人の間で、完全に蚊か帳やの外に置かれていたシックルが激げつ昂こうする。

『詩し人じん』はいつの間にかその三人を結ぶ直線から離れており、被害を受けないように柱の陰に隠かくれるように背をもたれかけていた。

「状況を説明しろ！　クリストファーとあの化ばけ物もの作業着は知り合いなのか？　その後ろにいる小こ僧ぞうは何者だ！　そして、レイルとフランクは何ど処こに行った！」

「んー。説明したいのは山やま々やまなんだけどね。彼がそれを許してくれないみたい」

　クリストファーの視線の先にいる作業着の男は、クリストファーが手にしているものの五倍はあろうかという巨大なレンチを手に、パシパシとそれを回転させながら凶きよう器きに酔った狂気の瞳ひとみをまっすぐこちらに向けている。

　そして、レンチを回したまま、クリストファーに向かって長い台詞せりふを吐き出した。

「悲しい……そして残念な話をしよう」

「へえ。聞こうじゃないか。いや、寧むしろ聞かせておくれよ」

「俺はさっき、約束してしまった。店てん主しゆを安心させる為ためにただ一言、『リブが焼けるまでに終わらせる』ってな。そう、約束しちまった。安心させる為に述べた言葉は、決して裏切ってはならない。だから、俺はたった今から──全力で相手をしようと思う。誰の為に？　そう、店主と、腹の空すいた俺の為に！」

「正論だね」

　苦く笑しようしながら答えるクリストファー。その言葉を聞いたグラハムは満足そうに笑い、奇き妙みような事を口にする。

「解ってくれたなら……お前、もうちょっと左に寄ってくれ。俺から見てだ」

　一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめたクリストファーだが、すぐに「ああ」と頷うなずき、ゆっくりと店内を歩み始めた。

「こう？」

「もうちょい……。ああ、そうだ、そこでいい」

『？』

　──何をやってるんだ、こいつら？

　店内にいるほぼ全ての人間が、同じ疑問を感じていた。

　理解しているのはどうやら当人達だけらしく、他の者はどうすればいいのかも解らず、ただ固唾かたずを呑んで場を見守っていたのだが──

　答えは、これでもかという程ほどストレートに、狂気に歪ゆがんだグラハムの口から語られる。

「そこなら、リカルドの坊ぼつちゃんも緑みどり色いろの姉ねえちゃんも巻き込まない」




　同時に──あり得ない程ほどの速度で、巨大なレンチが水平に宙を舞った。

　円えん盤ばんのように華か麗れいに、そして、砲ほう弾だんを思わせる勢いで。

　ただ純じゆん粋すいに破は壊かいのみをもとめる銀の塊かたまりが、クリストファーの体へと吸い込まれていった。

　そして──




　迫る銀色の塊を見つめながら、クリストファーは『うわあ、リーザのチャクラムよりずっと殺さつ傷しよう力が高そう』と、いつも通りの調子で考えていた。

　同時に、長年培つちかった殺し合いの経験は『まともに喰らったら死ぬよ』と冷静に警けい報ほうを発している。

　時間にして僅わずか１、２秒。

　だが、その一ひと呼吸の間はクリストファーにとっては実にゆっくりと感じられ、多くの事を考えられそうな気もしたが──『なんだか走そう馬ま燈とうになりそう』と思い、とりあえず何も考えずに本能で避ける事にした。

　瞬しゆん時じに地を蹴けり、そのまま横に飛ぼうとするクリストファー。

　しかし、余よ裕ゆうを持って回かい避ひする程の時間は既すでにない。

　回転するレンチの風圧が脇わき腹ばらを掠かすめ、『死』が真ま横よこを通り過ぎる感覚が、クリストファーの体中の神経を強こわばらせた。

　しかし、文字通りタダでは転ばない。

　横に飛び伏せながらクリストファーは勢いよく足を振り上げ、回転して円盤状になったそのレンチの中心を勢いよく蹴り上げた。

「……ッとぉ！」

　想そう像ぞう以上の衝しよう撃げきが足に加わるが、革かわ靴ぐつの爪つま先さきが捉とらえたレンチは回転を崩し、グラグラと揺らぎながら勢いを殺され上じよう方ほうに弾はじかれる。

　それを成し遂とげた男は、そのまま地面に倒れる事なく、腕の力で体を支え──鞍あん馬ば上の体操選手のような動きを見せて体勢を整えた。

　同時に、巨大なレンチが音を立てて壁にぶつかり、勢いを更さらに緩めながら天てん井じよう近くまで跳ね上がる。

　咄とつ嗟さの行動とはいえ、クリストファーは充分に人間業わざを超えるマネをしてのけたのだ。

　そのままグラハムの最大の武器である巨大レンチを奪い、状況を有利に進めようとしたのだが──

　クリストファーの赤い眼球が、視し界かいの隅すみで宙を舞う青い影を捉える。

「……！」

　周囲で見ていた者達も、全員が巨大レンチの動きに目を取られていた。当然ながら、それを蹴けり上げたクリストファー自身も。

　だが、唯ゆい一いつそれを最初に投げ放った男だけは、既すでに行動を起こしていた。

　レンチを投げるや否や店の中を跳ちよう躍やくしたグラハムは、彼とクリストファーの間にあった椅い子すとテーブルを階段のように蹴り、そのまま自分もレンチの後を追っていたのだ。

　当然ながら、自分で投げた物を追い越せる筈はずもないが──

　壁に跳ね返った巨大なレンチを手にしたのは、巨大な鉄てつ塊かいを蹴り上げたクリストファーではなく、三個目のテーブルを蹴って天てん井じよう近くまで跳躍した、グラハム・スペクターの方だった。




　グラハムはレンチを手にするとそのまま前方の壁を蹴り、一いつ瞬しゆんだけ方向転てん換かんの為ために足に力を込め、そのままクリストファーへと向けて落下する。

　無む論ろん、手にしたレンチを大きく振り下ろしながら。

　グラハムの仲間達はおろか、シックルや『詩し人じん』さえも、クリストファーの頭ず蓋がい骨こつが砕ける音を想像した。それ程ほどまでに見事な──たった一人による連れん係けい攻撃だった。

　しかし、響ひびいた音は空気を切り裂く金きん属ぞく音。

　火花が散る。

　クリストファーは先せん刻こく受け止めた小さい方のレンチを咄とつ嗟さに両手にもち、振り下ろされた凶きよう器きを受け止めていた。
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「はッ！」

　グラハムは驚きに目を見開くが、その口元からは心地好さそうな笑えみが零こばれている。

「ま、この一いち撃げきは止めたか……止めたよなあ。ああ、良く止めた！」

　ハイテンションな賞しよう賛さんの声とは裏うら腹はらに、手に込められた力はますます強くなっていく。

「そりゃどうも……ッと！」

　対するクリストファーも、全身の筋きん肉にくを総そう動員して相手の力を押し返す。

　ギリギリと拮きつ抗こうしながら、やがて二人の目め線せんが同じ高さに揃そろう。侍さむらい同士の鍔つば迫ぜり合いを思わせる状態だが、得え物ものの大きさの差から言えばさながら十じつ手てと薙刀なぎなたの争いだった。

「正直に言おう！　凄すごいと思うぜ実際！　俺のこのレンチをここまで完全に受け止めたのは、お前で二人目だ！」

　そう叫びながら、グラハムは以前に一度だけあった緊きん張ちよう感かんを思い出す。




　今は弟おとうと分ぶんとして可愛かわいがっているジャグジー・スプロット達がＮＹに来た時、グラハム達は彼らをルッソ・ファミリーに突き出して賞金をせしめる予定だった。

　だが、行き違いと勘かん違ちがいからシャーネ・ラフォレットを攫さらう事となってしまい、その際にシャーネとも刃やいばを合わせる事となった。もっとも、正確には刃と工こう具ぐだが。

　その時、まるで『カピストラノの疫病神怪傑ゾロ』のように颯さつ爽そうと現れた赤あか毛げの男。

　フェリックス・ウォーケンと名乗ったその男は、全力で投げ放ったグラハムのレンチを受け止め、そのまま速度を上げて投げ返してきたのだ。




　予よ断だんを許さぬ状況の中で過去の光景を思い出していたグラハムだが、その忌いま々いましい赤毛の男の顔を振り払うと、ジャグジーやニースといった、つい先せん日じつ別れたばかりの弟分の面々が思い浮かんできた。

　──そういや、ジャグジー達は元気にやってるかな。

　彼らが現在この店の傍そばにいる事など知らないグラハムは、苦く笑しようしながら思う。

　──こんな所で、負けちゃいられねえな。

「悲しい……ああ、そうだ！　俺にとって悲しい話をしてやろう！」

「ハハッ！　言ってみなよ！」

　ガキリという音がして、それぞれのレンチが弾はじけ合う。

　互いに飛び退のき、間を置かずに再びぶつかり合う二人。喋しやべる余よ裕ゆうなど無い筈はずなのだが、グラハムの言葉は止まらない。

「前は赤毛野や郎ろう──今度は赤あか目め野郎が止めたってわけか！　なんだ？　これは何だ？　赤は俺にとってアンラッキーカラーなのか……？　だとすれば俺の体中を巡る血の全てが俺にとってアンラッキーって事になる……不幸を身の内に抱えながらも強く生きる俺。カッコイイか？　カッコイイだろう！」

「その台詞せりふ自体はかっこ悪いっすよ！」

「シャフトは黙ってろ！」

　首を勢いよく回し、離れた場所からツッコミを入れる仲間に叫ぶグラハム。

　致ち命めい的な隙すきと言えたが、同時にクリストファーもシャフトの方に首を向けていた。

「僕はカッコイイと思うよ？」

「ありがとよ！　だが壊す！」

　クリストファーに礼を言うが早いか、グラハムは再びテーブルに飛び乗り、間かん髪はつ入れずに跳ちよう躍やくする。

　相手を飛び越し様ざまに前ぜん方ぼう回転。

　回転する勢いを殺さぬまま、レンチをクリストファーの背骨に叩たたき込まんとする。

　だが、クリストファーが前に飛ぶのが一いつ瞬しゆん早かった。

　背中に凶きよう悪あくな風圧を感じたクリストファーは、上う手まく避けられたという事実に感謝しながらテーブルの下に潜もぐり込む。

　そのまま椅い子すを蹴けり飛ばし、着地したグラハムの足に激げき突とつさせんとするが──及ばず。

　椅子を蹴る音を聞いたグラハムは、一瞬早く飛び上がり、その椅子を踏み台にして前に飛び、レストランのテーブルをレンチで叩たたき割ろうとする。

　──ああ、弁べん償しようしなきゃな。

　と、そんな暢のん気きな事を思いながらも容よう赦しやなくレンチを振り下ろしそうとしたが、その刹せつ那な、テーブルがこちらに向かってくる事に気が付いた。

「!?」

　クリストファーが下から蹴り上げたテーブルの体当たりを喰らう形となり、僅わずかに後方に吹き飛ぶグラハム。

　体勢を立て直した瞬しゆん間かん、こちらに迫る赤く朱あかく紅あかい輝きを見つけ、咄とつ嗟さにレンチで身を守る。

　だが、それを見越したクリストファーが放ったのは、自らの手に持つ小こ振ぶりの鈍どん器きではなく、先せん刻こくテーブルを蹴り上げた屈くつ強きような足だった。

　地面を蹴った勢いで突進した膝ひざが、グラハムの脇わき腹ばらに躊躇ためらいなく叩き込まれる。

「……ッッッ」

　全身の血が湧わき立つような衝しよう撃げきと痛みを感じたグラハムは、反射で丸まった体を奮い立たせて背を反らす。そして、頬ほおに脂あぶら汗あせを流しながら──前まえ髪がみで隠かくれた額ひたいを勢いよくクリストファーの顔面に叩き込んだ。

「……ッ！」

　互いに一歩ずつ距離を置き、痛みを和らげる為ために動きを止めて呼吸を整える。

　そして、互いに呼吸が整わぬうちから、どちらともなく笑い始めた。

「はッ……」

「ハハハハ……ッ！」

　そこでようやくグラハムも無む口くちになり、二人は息を大きく吸い込んで次の『一いつ瞬しゆん』に備えたのだが──

　突然、二人の足あし下もとに衝しよう撃げきが走ったかと思うと、ほぼ同時にバランスを崩して床に尻しり餅もちをついてしまった。

　何事かと思い、同時に視線を巡らせるクリストファーとグラハム。

　彼らの目に移ったのは、緑みどり色いろのドレスを揺らめかせる女の姿だった。

　シックルは振り子のように軽やかな動きで、足払いの体勢から立ち上がる。

「黙って見てれば……これ以上、貴き様さまらの漫まん才ざいに付き合ってる暇ひまはない」

　淡たん々たんと男らしい言葉を紡つむぎ出すシックルに、赤あか目めの青年は困った顔で首を振った。

「手を出しちゃ駄だ目めだよシックル。これは僕と彼の──」

「心配するな」

　シックルは無表情のまま、瞳ひとみにのみ怒りを赫かがやかせてクリストファーの言葉を抑え込む。

「両方とも、蹴けり倒す」




　数年ぶりの再会も何ど処こへやら。

　完全に三みつ巴どもえ状態となって暴れる仲間と敵を見やり、柱の陰で『詩し人じん』は疲れきった調子で溜ため息いきをつき、長く無意味な独り言を呟つぶやいた。

「混乱とは──神が我々に与えた一いつ時ときの試し練れん。同時に幻げん想そうでもあるのです……試練そのものが幻まぼろしであるならば、そこでついた疵きず痕あとも乗り越えた時に得た精神の穂ほ孕ばらみも、全ては暗あん澹たんたる生いけ簀すに撒まかれた餌えさにすらならない影かげ法ぼう師しだとでも言うのでしょうか……」

　その言葉の羅ら列れつに意味がない事を知りながらも、『詩人』の狂きよう言げん綺き語ごは止まらない。

　ひたすら口を動かしつつも、『詩人』はこの混乱が一秒でも早く収まる事を望んでいた。

　──せめて、リブが焼き上がるまでには何とかして欲しいものだ。

　しかし、『詩人』にすぎない自分には何もできないと理解しているので──

　結局のところは、祈る事しかできなかった。

　あとはただ、偶ぐう然ぜん巡り会ってしまった不幸と幸福に気分を巡らせるのみとなる。

　ただ、一つだけ──拭ぬぐい切れぬ疑ぎ念ねんが『詩人』の心を惧おそれさせていた。

　それは単なる予感に過ぎず、しかしとても重要な疑念。

　作業着の青年と自分達だけならともかく、クリストファーまでもがこの場所に集まった。

　広いシカゴの中で、この日のこの時間に巡り会ったという事実。

　そこから生まれた単純にして明快な問いかけを、『詩人』は再び心しん中ちゆうで繰り返す。




　──本当に、偶然なのか？




　と、ただ一言繰り返す。

　もっとも、今の彼にはそれ以外にできる事はなかったのだが。




　　　　⇔




厨ちゆう房ぼう兼けん事務所内ない




　ホール内でそんな喜劇じみた凶きよう行こうが繰り広げられる中、厨房の奥では老ろう夫婦が互いに頭を抱えていた。

　店の外観と比べると、些いささか広く感じる厨房。

　部屋の半分が薄うす壁かべで仕切られており、奥には事務所と生活スペースが合わさった空間が存在していた。

　決して衛えい生せい的ではないが、相手が潔けつ癖ぺき性しようでもなければ主だった不衛生さも感じさせない構造となっており、寧むしろ厨房自じ体たいはよく磨みがき込まれて黴かび一つ見あたらない。オーブンの前には様々な味付けを施ほどこされた豚ぶたのリブが並んでおり、竈かまどの中では既すでに最初に注文された肉が焼かれている最中だった。

「……だから言ったじゃないの、貴方あなた……嫌な予感がするって」

　店を開いて僅わずか10分。

　店の中ではレンチが舞い。それを契けい機きとして喧けん噪そうと何かが壊れる音が聞こえ始めている。

「お、起こってしまったものは仕方がない。とりあえず、私がなんとかあの人ひと達たちをなだめてくるから、お前はここで調理を続けてくれ」

「貴方！　正気なの？」

　こんな訳の解わからない状況でまだ料理を続けろという夫に、妻は驚いたような顔をして見せたが──店てん主しゆはそんな妻を安心させるように無む理り矢や理り微笑ほほえみ、大きく深しん呼吸をしてみせた。

「なに、大丈夫、いざとなったら電話はそこにもあるから、警察に電話すればいいさ。なにもショットガンを持った強ごう盗とうが暴れてるってわけじゃない。ただ、御お客きやく様さま同士が喧けん嘩かを始めそうってだけだろう？」

「喧嘩ってレベルで済めばいいわね……」

　疲れたように呟つぶやく妻の肩をそっと抱き寄せ、夫は静かに語りかけた。

「店を開けてしまったのは私の責任だ。今はとにかく、巻き込まれないようにここでじっとしていてくれ」

　夫はそう言って調理場を後にする。

　長年連つれ添った夫の言葉だが、やはり不安の方が勝ったのか、妻は警察に連絡しようと手を伸ばした。

　──ごめんなさい、貴方あなた。やっぱり凄すごく嫌な予感がするの……。

　騒ぎを起こしている客か、それともそれを遠とお巻まきに眺ながめている者か、どちらかは解わからない。だが、今いる客の中に、彼女は先せん刻こく感じたものと同じような『嫌な予感』を感じ取っていた。超ちよう能力でもなんでもない、長年生きてきた経けい験けんが告げる、ただの勘かんに過ぎなかったのだが──

　彼女は、その予感を信じる事した。

　──あの客の中に……何か……普通じゃない人がいる気がする……。

　ホムンクルスであるクリストファー達の事か、精神的にどこか他人とズレているグラハムか、あるいはその両方か──とにかく、彼女は客に感じた嫌な予感から逃れる為ため、受話器を取ろうとした。

　刹せつ那な──

　また、彼女の頭に『嫌な予感』が湧わき起こる。

　これは経験に基づいたものですらなく、本当にただの『勘』に過ぎなかった。

　何か、何か受話器に嫌な予感がある。取ってはいけないような気がする。

　その電話自じ体たいに、嫌な予感がした。

　先刻から感じたのと同じような、とてもとても嫌な予感が。

　だが、妻は迷いながらも受話器を手にし──

　やはり自分の予感が当たっていた事を実感する事となった。

　受話器を取っても、交換手に繋つなげる為ための通信音すらせず、無音が耳に消えゆくのみ。




　電話は──不ふ通つうとなっていた。













間章Ⅲ　鍊金術師は淡々と







アルカトラズ刑けい務む所しよ地下　特別独どく房ぼう




「イヤぁ……いやあっぁぁぁぁあああぁっぁぁぁぁっぁぁぁああああぁっぁっぁあぁぁ！」

　その絶ぜつ叫きようは、この男だん性せい用よう刑務所ではあり得ない声だった。

　女性のものであるというだけではなく──悲鳴の声こわ色いろは、明らかに年とし端はの行かぬ子供のもの。

　しかし、その声は厚い壁や天てん井じように阻はばまれ、アルカトラズの上層にまでは届かない。

　代わりに──様々な女性による同じ内容の悲鳴が、アメリカの各地に響ひびく事となったのだが。

「ヤァアア……イヤ、イヤアァっ！　お父とうさんが……目っ…お父さァァァァあああぁぁぁ……」

　泣き叫ぶ少女の前には、一人の男が片かた膝ひざをついていた。

　その左目の部分には、瞼まぶたの隙すき間まから赤黒い空間が覗のぞいており、その下に本来ある筈はずの眼球が損失している事を表していた。男はうっすらと微笑ほほえんでいるが、少女の目にその微笑みは映らない。ただ、目の前の男が傷ついているという単純な事実に、自分の世界を否定されたかのような焦しよう燥そうを叫び狂っている状態だ。

「どうしてぇえっぁぁぁぁっ！　どうし……───────────────────」

　だが、次の瞬しゆん間かん──室内に木霊こだまする絶ぜつ叫きようが唐とう突とつに霧む散さんする。

　全身を震わせていた少女の体を、『お父とうさん』と叫ばれた男が優しく抱きしめたからだ。

「大丈夫ですよ、リーザ」

「あ……あぅ……ぅぅ……」

「落ち着いて下さい。少し視し界かいが狭くなっただけですから」

　その後も少女は暫しばらく震えていたが、彼女の震えが止まるまで、男──ヒューイ・ラフォレットはただ口を閉じて微笑ほほえむのみ。

　だが、彼の微笑みは娘に向けられているというよりも──

　まるで、現在の状況を楽しんでいるかのようだった。




　ようやく落ち着きかけた少女をベッドの上に座らせて、ヒューイは暫しばし辺りを見回し、他ひ人と事ごとと言った調子で言葉を紡つむぐ。

「単に片かた眼めを瞑つむっただけとは違うんですね……。なるほど。興味深い体験です」

「どうして……お父さんの左目……何ど処こに行っちゃったの……？」

　なるべく父親の顔を見ないようにしながら、ヒューイの『娘』であるリーザが小さく呟つぶやいた。

　ヒューイは困ったように笑い、ここでどう答えるべきか考える。




　普通に『あの時部屋にいた誰かに抉えぐられた』と答えるべきだろうか？

　それとも、何か適当な理由をつけてはぐらかすべきだろうか？

　仮にあの中の誰かが──恐らくはフィーロだろうが、彼が自分を傷つけたと知ったら──

　恐らくリーザは、自分の立場も危険も顧かえりみずに、奪われた眼球を取り返しに行くことだろう。

　そして、取り返した後も許さずに、あの時あの部屋にいた人間達たちを皆みな殺ごろしにしようとするかもしれない。

　──それも、面白そうではありますけどね。

　もしも相手がフィーロだけならば、彼は自分と同じ『不ふ死し者』であり、リーザを殺し返す可能性はまずありえないだろう。

　だが──他の『元フェリックス・ウォーケン』を名乗った面めん々めんや、あのラッドという男が出てきた場合には、話が全く変わってくる。

　ラッド・ルッソという男は、恐らくリーザのような少女だろうが簡単に殺す事ができるだろう。事前に得ていた情報からも理解していたことだが、実際に見た瞬間にその理解した事実を『納なつ得とく』する事ができた。

　あれは、狂人は狂人でも理性的な狂人だ。

　自分が何をしているのかを、全て理解した上で自分の信しん念ねんに従っている。

　凶きよう暴ぼうな性格で誤ご解かいを与えている可能性もあるが、あのラッドという男の本質は、実に冷静で計算高い所にある。だが、衝しよう動どうがその計算を上回ってしまうのだろう。その衝動が怒りなのか純じゆん粋すいにサディスティックな欲望なのか、あるいは他の何かなのか、それはまだ判はん別べつがつかないが、とにかく、あの男ならばリーザを殺す事になんの躊躇ためらいも持たないだろう。

　──それは、少し困りますね。

　──この子は、まだ研究したい事がいくつかありますし──

　──少なくとも、ここを脱獄でるのに役立って貰もらわないと困りますからね。




　そんな親らしからぬ事を考えたヒューイは、娘の頭を静かに撫なでる。

「大丈夫ですよ、このぐらいなんともありません」

「駄だ目め……駄目だよ、駄目だよ！　お父とうさんが、お父さんが傷つくなんてありえない……ありえないもん……！　お父さんが、お父さんが……。誰が、誰がそんな事をしたの!?　殺すから、殺すから駄目だよ傷ついたら駄目だよお父さん！」

　心配しているのかどうか解わかり辛づらい口く調ちようだが、ヒューイはそれが、それこそがリーザだと理解している。

　リーザ・ラフォレット。

　正しよう真しん正しよう銘めいヒューイの娘である彼女は──同時に、もう一つ別の名前を持っていた。

　更さらにその別名は、何百人という別の名を共有している。

　ヒルトン。

　シャムと同じく、複数の体を一つの共きゆう有ゆう意識で支配する存在。

　元は、セラード・クェーツの研究していたものだが──ある鍊れん金きん術じゆつ師しがセラードの研究を盗み、それを完成させた上に応用していた技術を、更にヒューイが手に入れた。組織の多くの者はヒューイが盗んだと思っているようだが、大おお元もとの盗人ぬすつとはその鍊金術師である。

　ある液体を人間に飲ませれば、その液体自体に宿る『何か』の意志と、本人の意識の奪い合いが起こる。そして、その奪い合いを液体が制した場合──相手の知識も経けい験けんも全て己おのれの物とし、新しい手足として動かす事ができる。逆に支配し返したならば、人間は相手の記き憶おくだけを得て、あとは自由な生活が待っている。

　毒や自じ白はく剤などとは違い、純粋に『意い思し』同士による奪い合いである。

　それが一体どういうものなのかはヒューイも実じつ体験はしていないが──したとしても、万まんが一いち意識を全て奪われては、それは彼にとって『喰われる』事と同どう義ぎだった。

　──そう言えば……『奴やつ』は結局喰われたのだろうか？

　何度か『リズム』の研究施し設せつに顔を出し、シャム達を生み出す為ための技術や、様々な情報や噂うわさを提供していった男。しかし、彼は暫しばらく前から完全に消しよう息そくを絶ってしまっていた。

　セラード・クェーツはフィーロの手によって喰われ、その中に彼の名前は果たして入っていたのだろうか？　それとも、別の誰かの手によって喰われてしまったか──あるいは、ヒューイからも姿を隠かくしてしまったのか。

　──まあ、『奴やつ』の事は今はいいでしょう。

　余よ計けいな事を考えた自分に苦く笑しようしながら、ヒューイは目の前の少女に言葉を紡つむぐ。

「誰が取っていたとしても、今は些さ細さいな事です。ゆっくりと取り戻せばいい事です。それよりも今は、ＮＹの計画と、この島を出る方が大事ですからね」

「そんな……だって！　でも……でも」

　本人が『気にするな』と言っているのに、リーザはやはり納なつ得とくいかないと首を振る。

　勿もち論ろん、家族が傷つけられた者ならば普通の反応だろう。

　しかし、ヒューイは知っていた。

　リーザのそれは、家族愛あいというよりも──信しん仰こうに近いものがあると。

　そして、そう育てたのは間違い無く自分自身だという事も理解している。

　生まれたばかりの娘に最初になんの知識も経験も得ていない『液体』を飲ませ、それを丁てい寧ねいに丁寧に育て上げてきた。

　彼女にとって、この世の全ての中心はヒューイ・ラフォレットであり、情報収しゆう集しゆう係の『ヒルトン』あるいは現場指し揮き担当の『リーザ』として世界中に広がる彼女達だが、全ては父親であり彼女の世界にとっての神でもあるがヒューイ・ラフォレットを中心に回る世界だと言えた。

　通常の人間よりも多くの知識と経験、視し野やを持ちながらも、尚なおも彼女にとってはヒューイという男の価か値ち観かんが絶対的だったのだ。

　そして、ヒューイは現在リーザが思っているであろう事を推すい測そくする。

　神が傷つけられた。

　自分の世界が、侮ぶ辱じよくされた。

　取るに足らぬ存在である筈はずの、父親以い外がいの虫けらのような存在によって！

　──私は別に虫けらなんて思ってないんですけど、リーザにはその節ふしが昔からありましたからね。困ったものだ。

　自らは世界を『実験材料』と考えている事を棚たなにあげ、ヒューイは淡たん々たんと娘の考えを推測し続ける。

　リーザ……ヒルトンの中でも最初の祖そとなったこの個体は、不ふ思し議ぎな事に『この個体は特別である』という意識を持っているらしい。

　シャムが最初の個体をとっとと使い棄すてたのとは対たい照しよう的であり、一つの同どう一いつ意識の筈はずなのに、彼女にとってはこの血の繋つながった肉体という者は、自分自身の無数の手足の中でも特別に選ばれた存在らしかった。

　普通の人間で言えば、『私はこの右手小こ指ゆびの形が一番好き』と言っているようなものなのか、あるいは自分自身で言えば心しん臓ぞうや脳のように重要な器き官かんだとでも考えているだろうか。

　そこまでは完全に推すい測そくしきれないが、リーザが本来の子供らしい言葉で話すのはこの個体のみであるし、他の個体は実にぞんざいに利用している節ふしさえあった。

「お父とうさん……私……私許せないよぉ……誰なの？　あのラッドって奴やつ!?　それともフィーロって奴!?　私、今すぐに追いかけて、その取った奴を切り刻むよぉ！」

　すねた子供丸まる出だしの叫びだが、話している内容は全く子供らしくない。

　そんなリーザの頬ほおに手を添え、ヒューイは左瞼まぶたを瞑つむって疵きず痕あとを隠かくしながら──

「リーザがこれ以上危あぶない目に遭あう必要はありません。何分ぐらい意識を失っていたのか解わかりませんが、彼らの目的が私の目め玉だまなら……とっくにあの刑けい務む官かんを通じて島の外に持ち出されてるでしょうから」

「刑務官……看かん守しゆの誰かが犯人なの!?」

「話すと長くなります」

　今にも島中の刑務官を殺すと言い出しかねない勢いのリーザの頭を撫なで、ヒューイは横よこ目めでチラリと入口付ふ近きんに倒れる看守──シャムを見やり、静かに静かにこの部屋の中で起こった事を語りだした。

「順を追って説明しますから……だから落ちついて下さい、リーザ」

　その目には先せん刻こくとは違う類たぐいの色が宿っており──

　彼は、心の中で僅わずかに軽い欲望が湧わき起こった事に気が付いた。

　──仮に、この個体を失ったら……『ヒルトン』全体にどのような影えい響きようが及ぶだろう？

　そんなことを一いつ瞬しゆんだけ考え、ヒューイはクツクツと息を漏らし──

　やはり自分は、娘でさえも研究対たい象しようとしてしか捉とらえていない事を改めて理解した。

　──もしもこの世界に『死んだ後』というものがあるのならば──

　──私はやはり、ダンテが描いたような……九階かい層そうの地じ獄ごくに落とされるのでしょうかね。

　ヒューイは娘の髪かみをもう一度撫なで、自分と似た少女の瞳ひとみと今の自分について考える。

　どちらがこの世界からより『ずれた』存在なのか──そして、自分や娘のような存在は、死んだ後に待っているものが無なのか有なのか、そもそも、人間と同じような『死』を迎える事ができるのか。

　──それを知るのも、また楽しみですが……

「リーザ、私だって左目を放ってこの先の永い時を過ごすつもりはありません。ただ、それを取り返す為ためには、まずはリーザに私の左目の代わりをして貰もらわなくてはならないかもしれません。貴方あなたの自由を奪う事になってしまいますが……」

「そんなの全然いいよ！　私の自由にしていいって言われても、私がお父さんの左目の代わりになるもん！」

　力強く頷うなずく娘の顔を見ながら、やはり──やはりヒューイは薄く微笑ほほえむだけだった。

　──とりあえず、今はまだこの世で知らなければならない事が山のようにありますからね。




　そしてヒューイは、ゆっくりと語り始める。

　できるだけリーザの怒りを刺し激げきしないように。

　それでいて、心の中にフィーロに対するわだかまりは残るように。

　ゆっくりと、ゆっくりと言葉を紡つむぎながら──

　彼は一人、永遠に続く孤こ独どくな実験を再開する事にした。




　　　　⇔




数十分後




　涙で腫はらした瞼まぶたを閉じ、少女は静かに寝ね息いきを立てている。

　そんな娘に毛布をかけ、ヒューイは部屋の中央にある椅い子すに静かに腰をかけた。

「……おや、リーザは寝たんですか、ヒューイ様」

「ええ、ようやく寝かしつけられましたよ」

「……その左目は？」

「些さ事じです。気になさらずに」

　電球の明かりも既すでに消えた室内。廊下側から光とともに声が響ひびいてきて、ヒューイは特に驚いた様よう子すも無く言葉を返す。

「しかし、ようやく目が覚めましたか。死んでいたらどうしたものかと思いましたよ」

「その場合は、また別の私が体を回収に来るまでです」

「シャムにとって、個体の死というものは気にならないのですか？」

「いいえ。手足をもがれたような感覚に近いでしょうか」

　部屋の入口でゆっくりと起きあがったのは、先せん刻こくラッドに二度目の気き絶ぜつをさせられた刑けい務む官かんだった。




　──さてと。

　シャムはヒューイの方を見ながら静かに今後の事を考える。

　ヒューイは、まだ自分が裏切った事を知らない筈はずだ。

　──ここからは……本当に慎しん重ちように動く必要がある。

　──特に、ヒューイ様の前では。

　裏切っておきながら、心しん中ちゆうで未だに『様さま』をつけて呼こ称しようするシャム。

　その真意を心の奥底に仕舞い込み──彼はただ、淡たん々たんと言葉を紡ぎ出す。

「報告します。『吸ラ血ミ鬼ア』の面々がシカゴにおいてルッソ・ファミリーと交戦。その際、ルネ・パルメデス・ブランヴィリエが現れ、ネブラの面々がフランクを銃じゆう撃げき、回収しました。生死は不明ですが、すぐに『ネブラ』内部の私で確認に向かいます」

　おかしな言い回しの言葉を使いながら、シャムは静かにヒューイの言葉を待った。

「……」

　暫しばし沈ちん黙もくしていたヒューイだが、やがて返した言葉は──

「大丈夫ですか？」

「は？」

「いえ、あの人ひと達たちにやられた傷ですよ。背後から殴なぐられたようですが。……それと、私が意識を失う前と比べて、体たい勢せいが少し変わっていましたが……もしかして一いち度ど目覚めたんですか？」

「……」

　唐とう突とつな言葉だった。そんな疑問を投げかけてくるのは予想外だったのか、シャムはできるだけ冷静に首を振り、再び自分の言葉を紡つむぎ直した。

「いえ……恐らく、この部屋から出る時に蹴け飛とばすか何かしたのでは？」

「そうですか。いえ、もしも目覚めて彼らの会話でも聞いていれば、と思っただけですよ」

「はあ……」

　生なま返事をしながらも、シャムの内ない心しんは穏おだやかでは無かった。何しろ相手はヒューイ・ラフォレットなのだ。自分の裏切りを全て看かん破ぱしていた上で、からかいの言葉をかけているという可能性もある。

　だが、ここで動どう揺ようを見せては相手が勘かん付づいていなかっとしても勘付いてしまう。

　できるだけ自然に動くように努めて、いつもの調子で報告を続けて行った。

「そして、今……レイルから『フランクを助ける為ために協力しろ』と」

「ほう。レイルから協力を申し出るとは珍しい」

　ルッソとの交戦や攫さらわれたフランクの事よりも、レイルの行動の方に意識を移すヒューイ。

　半分以い上じよう裏切っている状態とはいえ、自らの主あるじである男の「ずれ」をより強く感じて身震いをしたシャムは、首くび筋すじに嫌な空気を感じ取りながらも会話を続ける事にした。

「どうしましょう」

「ええ、協力してあげて下さい」

「は、はい」

　──何を協力するのかも聞かないのか。

　呆あきれるシャムの心を読んだかのように、ヒューイは軽く自じ嘲ちよう気味の笑いを浮かべて見せた。

「私もね、万能というわけではないんですよ。こういう時に困らない為ために、ロニー・スキアートのような存在になりたくはありますけどね。とりあえず、シカゴでの実験は継続ですが、具体的な指示は暫しばらく出せないと思いますので」

「はあ……」

「私もフランクの事は心配していますよ。面めん倒どうなので顔に出さないだけです」

「それは何ど処こから何処までがジョークなのですか？」

「フランクを心配している、までが本気で後半がジョークです。フランクの事は心配ですが……私が誰かに対する悲しみの感情は持たない類たぐいの悪人である事はご存じでしょう？　サロメあたりなら、実験体が撃うたれたとなれば泡あわを吹いて卒そつ倒とうするかもしれませんが」

　直ちよく属ぞく研究班の主しゆ任にんである男の名前を出した後、ヒューイは暫しばし沈ちん黙もくする。

　そして、先せん刻こくの短い報告から何かを考えながら、詳しよう細さいを聞く前に一つの言葉を口にした。

「ルネ・パルメデス・ブランヴィリエ……」

「はい。彼女が動いた事は間違いありません。実際に確認しています」

「予想していたとはいえ、やはり動いてきましたか……」

「ええ、『上じよう院いん議員』と『捜査局』はＮＹの方に意識を向けていましたが、彼女の場合は、ルッソ・ファミリーとの繋つながりと、幾いくつかの偶然もありまして」

　その後も淡たん々たんと詳細を報告するシャムの言葉を聞きながら、ヒューイは静かに目を細めた。

　暫しばし今後の事について話した後、ヒューイはゆっくりと椅い子すから立ち上がり、とりあえず目の前のシャムの個体に対して指示を下す。

「では、先せん刻こくこの部屋にいた……フィーロ・プロシェンツォを始めとした囚しゆう人じん達を警けい戒かいしておいて下さい。部屋に現れた看かん守しゆは……私は顔から名前は判はん別べつできませんが、ラッド・ルッソに顔面を殴なぐられていたので疵きず痕あとで解わかるかと思いますので、その調査も」

「了りよう解かいしました」

　深々と頭を下げて立ち去ろうとする背中に、ヒューイは静かに声をかけた。

「明日中に、私も外に出ますので……そしたら、現地で私が直接指し示じを下します」

「……了解しました」

　シャムはリーザを起こさないように音を立てずに扉とびらを閉め、暗い廊下を歩きながら大きく息を吐き出した。

　──気付かれていなければいいが。

　ヒューイの鋭さを知っているだけに、安心や油ゆ断だん等という言葉はここでは無む縁えんとなる。

　だが、彼は吐いた息を大きく吸い込み、ある種の決意と共に刑けい務む官かんの帽ぼう子しを被かぶり直した。

　──仮に気付かれていたとしても──




　──俺は、俺を貫つらぬくだけだ。




　　　　⇔




　シャムがそんな事情の見えぬ覚かく悟ごをしている一方で、ヒューイもまた、事情の見えぬ薄うす笑わらいを浮かべていた。

「ルネ・パルメデス・ブランヴィリエ……」

　先せん刻こくの報告に出てきた名前を呟つぶやきながら、ヒューイは何かを懐なつかしむように天てん井じようを眺ながめやる。

　──相変わらず、呼びにくいフルネームだ。

　──エルマーが毎日違う渾名あだなで呼んでたのも解わかる。

　彼がその瞬しゆん間かん浮かべた笑顔は、打だ算さん的なものでも周囲を冷れい笑しようするものでもなく、普通の人間が浮かべるような自然な温かさのあるものだった。

　その記き憶おくは、自らが不ふ死し者になる以前にまで遡さかのぼり──

　長い長い人生の中で、一番楽しかった頃を思い出していた。

　──ルネって呼び捨てにできれば、一番呼びやすかったんだろうが……。

　彼は自分がまだ幼かった頃の彼女を思い出し、その当時の年齢差から、どうしても彼女を名前で呼ぶ事が躊躇われた。

　──再会したら、敵対しているとはいえ……やはりいつも通りに呼ぶべきだろうか。

　そんな事を考えながら、ヒューイは静かにその呼び名を口にした。




「……パルメデス先生」




　そして、そのままヒューイは夢の中へと落ちていく。

　懐なつかしき日々の記憶。

　この刑けい務む所しよに入るよりも昔。

　リーザやシャーネが生まれるよりも昔。

　不ふ死し者になるよりも昔。

　マイザー達と出会うよりも更さらに昔の──

　エルマーと二人で、鍊れん金きん術じゆつとも魔ま術じゆつともつかない奇き妙みような授業を受けていた、懐かしき日々を。

　その夢の中に出てきた、彼らの鍊金術の師し匠しようは──今と全く変わらぬ姿で、今と同じように実験用具をひっくり返して泣きそうになっている。

　野や暮ぼったい眼鏡めがねを掛けた、モデルのようなスタイルの若い女性の姿だった。







[image: 第四章　狂言回し、狂言を回す]






















シカゴ　ネブラ本社ビル




「ミッ！」

　突然奇き妙みような声が響ひびいたのは、ネブラの地下にある研究施し設せつ。

「どうしたんですか、部長。変な声を出して」

　書類を整理していた男が、目の前で奇き声せいを上げた女に訝いぶかしげな目を向ける。

　部長と呼ばれた女──ルネ・パルメデス・ブランヴィリエは、顔を真まっ赤かにして周囲の視線に愛想あいそ笑いを返していた。

「え、ええっと。くしゃみを我が慢まんしたら、変な声になっちゃいまして……。きっと、誰かが私の噂うわさをしてたんですよう」

　眼鏡めがねを掛けた大人おとなしい顔の下で、これでもかという程ほどに凹おう凸とつのハッキリとしたボディラインが地じ味みな白はく衣いに隠かくされている。

　そんな魅み力りよく的なのか地味なのか解わからない上じよう司しに対し、書類整せい理りの部下は露ろ骨こつに疲れた表情をして首をふった。

「誰も貴女あなたの噂うわさなんかしません。身の程ほどを弁わきまえて仕事してください、部長」

「酷ひどい!?」

　いつも通り、なごやかな空気が包み込む研究室だが──

　厚いガラスで隔へだてられた隣りん室しつ。特殊な薬品など処理するための研究室の中では、異い様ような光景が繰り広げられていた。

　部屋の中央には、羆くまのように巨大な体がデン、と横たわっていた。

　だが、服の袖そでから覗のぞく肉体は柔らかそうな肌はだ色いろをしており、それがれっきとした人間である事を示している。

　麻ま酔すいでも打たれているのか、それとも既すでに息すらしていないのか──数台並ならべたベッドに寝かされた巨大な少年は、全く動かぬまま研究者達たちに取り囲まれていた。

　大きなガラス越しにその『実験体』の様よう子すを見て、ルネは思い出したように呟つぶやいた。

「そういえば、昨日きのうの爆発事件、大変だったみたいですねー」

「死人が出なかったのが幸いですが……恐らく犯人は例の少年かと」

「ここにいる友達を助けようと必死なんですね！　ちょっと感動しそうです」

「……部長が中ちゆう途と半はん端ぱに手を出したせいで、うちの部署と関係ない施設まで物もの凄すごく被害を受けているわけですが、その辺は如何いかがお考えで？」

　コメカミをぴくつかせながら話す部下の言葉を聞き、ルネは頬ほおに浮かんだ冷ひや汗あせを誤ご魔ま化かすように、遠くを見ながらブツブツと言葉を漏らす。

「あれは私とは関係ない、ただの通りすがりの爆ばく弾だん魔まの仕し業わざって事でどうにかなりませんか？」

「なるわきゃないでしょうがぁーっ！　警察は誤魔化せても、今け朝さなんかカル会長から直接『おお、好き勝かつ手てやるのはかまわんけどな、余よ所その部署に迷めい惑わくかけたらあかんで。とっととその爆弾の童わつぱに謝ったれや』って言われたんですよ!?　もう何もかもがダダ漏れです！」

「ひえっ？　か、会長がどうしてレイル君の事とか知ってるんですかぁ？」

　今ひとつ緊きん張ちよう感かんに欠けた焦り方をして『どうしましょう、どうしましょう』と思し案あんする。

　そんな行動と雰ふん囲い気きがまるで一致しない女を見て──周囲にいた研究者の一人がヤレヤレといった表情で口を開いた。

「部長部長。さっきの話ですけどね」

「さっきの話？　えっと……なんでしたっけ？」

「ほら、通りすがりの爆弾魔の仕業にできないかって。それならなんとかなりますよ」

「ええっ？　なんですか？　通りすがりの爆弾魔でもいるんですか？」

　あり得ない事を呟くルネに対し、その部下は──やはり、あり得ない事を口にした。

「いるんですよ。それが」

「ええっ!?」

　自分で言っておきながら、相手の肯こう定ていに驚きを見せるルネ。

　そんないかんともしがたい上じよう司しに対し、その研究員は淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぐ。

「つい今し方がたの休きゆう憩けいの時、総そう務む課の知り合いから聞いたんですがね……さっき警察が──」




　　　　⇔




　噂うわさ好ずきの研究員が、上司に『ニース』という少女の情報を流していたのと同じ頃──

　情報を扱うスペシャリストである男は、両側に女性を携たずさえ、柔らかいソファーに腰をかけていた。

　ただし、女性のうち一人は娘のようなもので──

　もう一人は、服ふく役えき中の殺人鬼の婚こん約やく者だったのだが。




ネブラ本社　会長室




「ま、ゆっくりしてったらええわ」

「感謝いたします、カル殿」

　対面の椅い子すに座る男の声に、『情報屋副ふく社長』こと、ギュスターヴ・サンジェルマンが深々と頭を下げる。

「ほんな堅かた苦くるしくならんでええて。今日はこの前と違って仕事とちゃうんやからな」

　恭うやうやしく礼をする副社長に対し、初しよ老ろうの男──コングロマリット『ネブラ』グループの会長であるカル・マイブリッジは、ケラケラと笑いながら手を振った。

　鋭い顔つきのギュスターヴとは対たい照しよう的に、実に柔にゆう和わな印いん象しようを与える表情で答える全ぜん米べい有数の企業力を持つ『成功者』。

　そんな彼を前に、カメラを抱えてソファーの端はしに座っていた少女はカタカタと震え続けており──ソファーの反対の端はしに座る長い髪かみの女は、状況を呑み込めていないのか、穏おだやかな視線で周囲の様よう子すを眺ながめていた。

「おう、カメラの嬢じようちゃん。キャロルちゃんゆうたっけか？　もう会うのは二回目やし、そんな緊きん張ちようせんでもええやろ。こないだは吐きそうになっとったけど、大丈夫かいな？」

「ひっ!?　あ、ありがとうございます！　す、すいません！」

　名指しで気き遣づかわれた事で、ますますガチガチに震えるカメラマンの少女──キャロル。

　そんな様子を横よこ目めに、長い髪の女、ルーア・クラインは柔らかい微笑ほほえみを向けていた。




　キャロルとルーアは、副社長ことギュスターヴに連れられて、銃じゆう声せいが高らかに鳴り響ひびくプラチド邸ていから逃げ出した。

　その後、ルーアの為ために安全な隠かくれ家がを捜す事にしたのだが──ホテルにも駅にも見張りがいるに違い無いと不安がるキャロルの声に、副社長が『ふむ……車も無しでシカゴから出るわけにも行くまい。ならば……』と思し案あんした結果────

　こうして、キャロル達は『ネブラ』の会長室のソファに座る状況になったのである。

　昨日きのうはわけの解わからぬままネブラ内の客用寝しん室しつに泊められたキャロルだったが、こうしてネブラの会長を目の前にしてようやく事態を理解し、歩いてでもシカゴから逃げておけば良かったと後こう悔かいする事となった。




「しっかし、あれやな。そっちの長い髪かみのお姉ねえちゃんは、プラチドの奴やつに軟なん禁きんされとったんやって？　難なん儀ぎやなあ。なんもされんかったか？」

「カル殿」

「っと、すまんすまん。野や暮ぼ天てんな質問やったな。まあ、あの爺じじいにそんな度ど胸きようはないやろ。あんた、あいつの甥おいっ子の……ラッド君やっけか？　その彼女やん？」

　唐とう突とつに出てきた恋人の名に、ルーアはドキリとして眼前の老人に目を向けた。

　薄く驚いた表情を見せるルーアに、会長はカッカと笑いながら言葉を紡つむぐ。

「いやー。あいつはうちの社内じゃちょっとした有名人やで？　あいつがまだケツの青いガキの頃、一人でこの会長室まで乗り込んで来た事があってのぉ。殺される所やったで、ワシ」

「ほほう、それは危ない所でしたな」

　表情を変えずに呟つぶやくギュスターヴに、会長は自分の白髪しらが頭をペチリと叩たたき、苦く笑しようを返した。

「ホンマやで。せやけど、なんや『オッサン……いつ死んでもいいって口か。つまらねえ。帰る』とか抜かしよってな、聞いてみたら仲間と賭かけしとったらしいわ。ワシっちゅーか、このネブラに喧けん嘩か売れるかどうかってな。どうせやったらルードん所とかベリアムんところとか、他の金持ちの所に行って欲しかったわ。カカっ」

「そ、それって笑って話すような事なんですか？　じょ、冗じよう談だんですよね？」

　怯おびえながらもツッコミを入れるキャロルだが、横の方でルーアが、

「あの人らしいです……」

　と頬ほおを赤らめるのを見て、少女はカメラではなく自分の頭を抱え始めた。

「ま、どうでもええがな。とにもかくにも、事情はよっく解わかった！　まあ、三人とも暫しばらくこのビルの中にある社員寮りようにでも籠こもってればええわい。落ち着くまでそんなに時間もかからんやろ」

「ありがとうございます……」

　静かに礼を言うルーアに対し、会長はニヤニヤとしながら口を開く。

「礼ならそこの悪党面づらの片眼鏡モノクルにしといたってや、姉ちゃん。金じゃ手に入らん色んな情報と引き替えって話じゃ、断るわけにはいかんしな」

「商売抜ぬきと言っておきながら、しっかりと損そん得とく計算はしておられる」

　皮ひ肉にくが混じったギュスターヴの返しに、会長はケラケラ笑いながら立ち上がった。

「ま、あとはあそこにおる警けい備び部の奴やつに聞いてくれや。あいつも元々ルノラータ・ファミリーにいたマフィアやし、マフィアからの身の守り方もぎょうさん知っとるやろからな」

　会長が視線を送った先で、柱の陰に立っている黒くろ髪かみの男が一礼する。

　右手には角かく砂ざ糖とうのたくさん詰まった瓶びんを持っており、礼が終わると一ひと粒つぶ取りだして口の中に放り込んだ。

　無表情のまま角砂糖を囓かじる男に、キャロルは不ぶ気き味みな違い和わ感かんを感じていたが──

　会長が去っていった後、副社長が難しい顔をしている事に気付いて一いつ層そう不安を募つのらせる。

「ど、どうしたんですか？　副社長」

「ふむ……キャロルよ。一つだけ確認しておきたい事がある」

「な、なんですか？」

　緊きん張ちようしきった少女に、副社長はただでさえ鋭い目を一ひと際きわ細めて呟つぶやいた。

「私は……そんなに悪党面づらか？」
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ネブラ本社　通路




「どうも、私が皆さんのお世話をすることになったルービックと申します。昨さく晩ばんもお泊まりになられた部屋にご案内しますが、何か不ふ都つ合ごうがあればどうぞ遠えん慮りよ無く仰おつしやって下さい」

　礼れい儀ぎ正しい言葉とは裏うら腹はらに、口こう中ちゆうではしっかり角砂糖を囓り続ける男に連れられ、社内の来客用寝室に案内されるキャロル達。

　キャロルはその男の持つ黒い空気にピリピリと肌はだを震わせていたのだが、そんな男に対し、ギュスターヴはやはり平然とした顔で問いかけた。

「ルービック君……と言えば、我わが社しやの『常じよう客きやく』だったと記き憶おくしているが？」

　平然と。

　あまりにも平然と、ギュスターヴは言ってのけた。

　男は口中に含んでいた角砂糖をガジュリと噛み潰つぶし、歩みを止めぬまま背後の男に問い返す。

「……貴方あなたと直接会った記憶はありませんが」

「副社長としては、得意先さきである取とり引ひき相手の名を覚えるのは必然という事さ」

「……確かに、一昨年おととしぐらいまではそんな事もしてましたね」

　淡たん々たんと答えるルービックの言葉に、尚なおもギュスターヴは問いかける。

「様々な組織に身を置き、そこで得た情報を我々や敵てき対たい組織に売っていた君だが……突とつ然ぜん我々と接せつ触しよくしなくなったようだが、何かあったのかね？」

「別に。ただ、ああいうスパイ稼か業ぎようを続けていく自信が無くなっただけです……こっちは仕事あがったりですよ。あんな奴が商売敵がたきに現れては」

「あんな奴やつ？」

　思わず声をあげたキャロルに、男は静かに息を吐き、やはり振り返らないまま『奴』の名前を呟つぶやいた。

「お嬢じようさんもＤＤの関係者なら知ってるでしょう」




「……『シャム』って名前の、あの何人組かすら解わからない化ばけ物ものみたいな連れん中ちゆうの事を」




　　　　⇔




大陸横おう断だん鉄道　車内




　時速１００キロを超える巨大な弾だん丸がんの中で、アイザックは知り合ったばかりの男と実に気安い調子で会話を続けていた。

　自らをスパイと名のる怪しさ満点の男だが、彼は以前からアイザック達の事を見ていたと言い、その当時を振り返るような会話を続けていた。

「私が最初に貴方あなたを見かけたのは……ＮＹの町まち中なかで、お金をばらまいていた時でしょうか」

「おおー！　懐なつかしいなあ！　シャム、あの時いたのか！」

「恥ずかしながら、私も何枚か拾わせていただきました」

「いいっていいって！　拾ってくれたおかげで、俺とミリアは無事にお巡まわりさんから逃げられたんだからさ！」

　当時を懐かしみながら笑うアイザックに、尚なおもシャムは思い出を紡つむぐ。

「それから一年ぐらいして……あの『フライング・プッシーフット』では大変でしたね」

「ええッ!?　あの列車にも乗ってたのか!?　あー、確かに大変だったなあ。俺はミリアを怖がらせないようにしようと、勇気を出せるように頑がん張ばったけど無理だったよ！」

「……勇気の無い人間に、あの列車の中をうろつくなんてできませんよ」

「そっか？　じゃあ、きっとミリアに勇気があって俺はそれを分けてもらったに違いない！　……っていうか、シャムはどこにいたんだ？　食堂車？」

　当然と言えば当然の疑問に、シャムは首を振りながら答えを返した。

「いえ、私は一いつ等とう客室の方にいましてね」

「そっかー、金持ちなんだなあ」

「はは、金は気き前まえの良い上じよう司しが持ってくれましたから」

　──その後、あの無む賃ちん乗車女おんなに列車から落とされましたがね。

　そんな言葉の続きは口に出さず、シャムは次なる言葉を口にする。

「ジャグジーさん達とも仲がいいですよね」

「おお、あいつはサンゴクシで言えば……えーと……そう、ジャグジーはサンゴクシで言えばアレキサンダー大だい王おうだからな！」

「凄すごい位置づけですね」

「おうよ！　なんせ大王だからな！」

　自分が凄いわけでもないのにフフンと胸を反らすアイザック。

　この辺りの仕し草ぐさは実に子供であり、外見年ねん齢れいからは想像できない幼さを感じさせる。

　だが、シャムはただ目を細めるだけで、アイザックのことを馬鹿にするような仕草は微み塵じんも見せていなかった。
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「アイザックさん……アイザックさんとミリアさんは、色々な事件に巡り会われてますよねえ」

「ん？　そうかな？」

「そうですよ。フライング・プッシーフットの件といい、『ミストウォール』の爆発事件といい……」

「そっかなあ、他の人もみんなこのぐらいだろ？」

　心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに尋たずね返すアイザックに、シャムは逆に何も言い返せなくなった。

　目の前にいる青年からは、本当に『自覚』というものが感じられない。

　自分達が如い何かに多くの事件を動かし、時には何人もの人間を救ったり、あるいは何人もの人間の運命を狂わせているという事の自覚がまるでないのだ。

　意い図と的ではなく、完全なる偶然の結果。

　フライング・プッシーフットでも、この二人がいなかったら、それだけで……大げさな言い方をすれば、このアメリカの運命すらも変わっていたかもしれないのだ。

　それなのに、彼はそれを全て意図してやったことではなく、ただの偶然だと思っている。いや、そもそも自分が他人の運命を変えているという事にすら気付いていないと感じられる。

　──……そうだ。それでこそ、だ。

　シャムが心しん中ちゆうでそんな事を呟つぶやいていると、アイザックはニコニコと笑いながら外の景色に目を向けた。

　時速１００キロを超える速度で疾しつ走そうする機き関かん車しやは、電車よりも速いペースで大陸の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆けめぐる。

　ミリアと再び出会った時の事を思ってトキメキながら、アイザックは嬉うれしそうにシャムに向かって語りかけた。

「到着は明日の昼ひる頃ごろかあ、やっぱり列車は速いなあ。歩くのとは大違いだ！」

「……歩いて大陸横断した事あるんですか？」

「そういえば無いな……今度やってみるべきかと思うんだけど、機関車と比べるにはやっぱり同じだけ車両をひっぱらなきゃ駄だ目めだよな……。どうしよう、俺にできるかな？」

「誰にだってできませんよ」

　呆あきれたように笑う男だが──不意に真ま面じ目めな顔になり、アイザックに向かって奇き妙みような事こと柄がらを問いかける。

「アイザックさん。アイザックさんは……神様とか運命って、信じますか？」

「信じるよ？」

　余りにもあっさりとした答えだった。

　敬けい虔けんなキリスト教徒という情報は得ていない。

　具体的に聞いてみようとするよりも先に、アイザックはスラスラと語り出した。

「これは俺がヤグルマの爺じいちゃんから聞いた話なんだけどさ。世界にはなんか、八百万人も神様がいるらしいぜ！　石ころとか木とか山とか、色んなとこにいるんだってよ！　ムカデだって金の神様なんだぜ！」

「はあ」

　──東とう洋ようの八や百お万よろず信しん仰こうの事だろうか。ムカデが神というのは私の知識の中でも初めてだ。

「だから、色んな神様にお祈りし放ほう題だいだけど、罰ばちも当たり放題だから気を付けなきゃな！　石ころにお供そなえって何をすればいいんだろうってミリアと夜通し語りあって、とりあえず結論は『風か邪ぜ薬』って事になったんだけど……」

「ま、まあそれはそれとして」

　話がずれそうになったと感じ取り、シャムは慌あわてて自分の話題に引き戻す。

「例えば……絶対にどうにもならない状況とかで、人と人とが凄すごい偶然に巡り会ったりして上う手まくいく……そんな都つ合ごうのいい偶然とか運命があるとしたら、どう思います？」

「んー？　よく解わからないけど、上手くいったんだろ？」

「ええ」

「じゃあ、それでいいじゃん。めでたしめでたしだ！」

　何も考えていない、実にアイザックらしい答えだ。

　シャムもその答えを聞いて暫しばし笑っていたのだが──

「じゃあ……こう考えましょう。もしも、もしもの話ですけど、そういう偶然を意い図と的に起こせる、ちょっとした神様みたいな力を持っている人がいたとします」

「う、うん？」

「その力は、例えば食べ物を無限に出せるとかそういう便利なものではないんですけれど……色々な事を知っていて、色々な場所に色々な人を呼び寄せたりして……例えば、会いたがってる二人を出会わせたり、逆に会っちゃいけない人達を出会わせない力がある」

「凄すごいじゃないか。縁えん結むすびの神様……恋のルーレットって奴やつだな！」

　恐らくキューピッドと間違えているのだろうが、別に突っ込む必要はないと判断し、シャムは軽く頷うなずいた。

「でも、その人が助けようとしているのは、その人の知り合いだけ。本当に個人的な感情だけで、その力を使おうとしていたら……それは、どこまで許されると思いますか？」

「えッ……。なんかよく解らないけど……許さない人なんているのか？」

　アイザックからの疑問に、シャムはゆっくりと噛かみ砕いて話を続けた。

「……例えば、少し違った例えですが……。森の中を歩いてたら、目の前で蜘く蛛もの巣にかかった蝶ちようを見つけたとします。そこで、蝶を哀あわれに思って助けるのは自じ己こ満足にすぎませんよね？　それと同じ感覚で……」

「なんで？」

「えッ」

「いいじゃん。蝶を助けても」

　──おいおい、そこから説明しなきゃ駄だ目めなのか？

　子供のような事を言うアイザックに呆あきれて笑いながらも、シャムは静かに話を続けた。

「だってそうでしょう？　その蝶からすれば助かったかもしれませんけど、蜘蛛から見れば食事を失ったわけです。それも、人間の『蝶が可愛かわいいから』という一方的な都合で、その蜘蛛は餓が死ししてしまうかもしれない」

「そうだよ？　蝶ちようはラッキーだったし、蜘く蛛もさんは飯を食い損そこねて運が悪かったって事だな！解わかるよ。俺とミリアも何日も飯を食いそびれる事があってさー。蜘蛛さんは災さい難なんだったよな」

「蜘蛛さんて。……まあ、そうでしょう、だから結局は人の自じ己こ満足なんですよ」

「でも、いいじゃん。助けても」

「……」

「もしかしたら、誰かが助けなくても鳥が来て蜘蛛さんをパクリって食べちゃうかもしれないし、逆に鳥が蝶を食べて、蝶は結局運うんが悪くて、蜘蛛さんも結局お腹なかはぺこぺこですってなるかもしれないじゃん。もしかしたら、頭の上から木の枝が落ちてきて巣が壊れちゃう事だってあるかもしれないだろ？　だから、んーと。そう、人間とかがどうこうじゃなくって、それって運がいいか悪いかなんじゃない？」

　──なんで蜘蛛にだけ「さんミスター」を付けるんだろう。

　どうでもいい疑問を考えつつ、深いのやら浅いのやら解らないアイザックの言葉にシャムは混乱しかけていた。仮にここに『ミリア』という存在がいれば、彼の導き出す結論もまた変わってくるのだろうか、あるいは、違って聞こえてくるのだろうか？

「それは、割り切り過ぎでしょう……」

「そ、そうなのか？　悪いなあ。俺、頭あんまり良くないからさ」

「あ、いえ、そんなつもりじゃ……」

　慌あわてて相手の言葉を打ち消すシャムに、アイザックは『いいっていいって』と笑いながら言葉を続けた。

「でも、そうやって蜘蛛さんのお腹の事とか、自然のことまで全部考えるなんて。人間って神様みたいなんだなあ。やっぱり俺は頭が良くないのかね。だって俺、多分……例えばミリアがでっかい蜘蛛さんとかに喰われそうになってたら、蜘蛛さんの腹の事なんか考えないで助けにいっちまうと思うんだ」

「……」

　──凄すごい飛ひ躍やくの仕方だが、正論といえば正論……いや、やっぱり違う気がする。

「んー、俺は蜘蛛さんの気持ちも蝶の気持ちもわからないけど、多分向こうも人の気持ちってよく解ってないのかな？　俺らにとっての雷かみなりとかと同じように思ってるのかな。どう思う？」

「どうなんでしょうね……」

　言われて見て、シャムは暫しばし考える。

　自分はヒューイに人間として育てられたが、一方では、自分が人間ではないという事も理解している。思し想そう体系などは全く同じだと思ってはいるが、そんな事は確かめようもない。

　ただ、確実なのは──自分が人間ではなく、多くの体を共有する一つの巨大な『意識』であるという事だけだ。

　こうしてアイザックと話している間にも、他の手足はいくつも自在に動き、同時に別々の事を考え、一つの巨大な記き憶おくの中にその情報を蓄ちく積せきしていく。

　そんな特別な存在と言える自分は、果たして人間の気持ちを理解していると言えるのか？

　疑問は尽きないが、今はそれを考えている暇ひまはない。

　確かに、自分は蜘く蛛もにとっての人間……人間にとっての雷かみなりのような存在かもしれない。

　だとしたら、なおのこと思う。

　──雷や地じ震しんが人間に対して悪意であれ好意であれ、何か感情を抱いていたとしたら──、どこまで自分の意い思しを貫つらぬいて良いのだろうか？

　動かし始めた石は、既に転がり始めている。

　自分を貫くとも決意した。

　しかし、まだ何ど処こかに躊躇ためらいがある。

　本当に自分という存在を利用して、人を陥おとしいれたり救ったりしても良いのだろうかと。

　偶然という形で様々な人間達の運命を転がしてきたアイザックと話せば、何か気分転換にでもなるかもしれないと思って話しかけたのだが──

　このままでは、逆に迷いを生む結果となってしまう。

「おっと、悪い悪い。で、縁えん結むすびの神様の話だったな！」

「えッ……あ、ああ。そうですそうです」

「良く分かんないけど、それがどうしたって？」

「そうですね……なら、凄すごくストレートに聞きましょうか」

　やがて腹をくくり、一つ尋たずねてみる。

　自分の迷いを無くす為ために、偶然だけで生き抜いてきた男の言葉を借りてみようと。

「縁結びの神様は、縁結びをしようとしました。でも、その人達をくっつけるには、例えば物もの凄く……偶然とは思えないような事を重ねないといけません。そんなことをすれば、神様はその友達に『お前は人間じゃないな！』とばれてしまうかもしれません」

「うん……？　神様だってバレちゃ駄だ目めなのか？」

「神様だとバレたら、ありがたがられるどころか気き味み悪がられるかもしれないと怖がっています。もう、その友達は友達ではいてくれなくなるかもしれません。だとすれば……その神様はどうするべきでしょうか？」

　これ以上なくストレートに言ってみたつもりだが、シャムはアイザックが理解してくれたのか些いささか不安にもなっていた。

　当のアイザックは、話を暫しばし自分の中で噛かみしめた上で、シンプルな答えを口にする。

「好きにすりゃいいじゃん？」

「……」

　半分予想していたとはいえ、実に単純な答えだ。だが、やはりあまり話を理解していなかったのではないかという不安も湧わき起こる。

「いやー、嫌われるかもしれないとかそういうのは確かにすっげー不安だと思う。解わかる。俺もミリアに嫌われたらどうしようって毎日不安だしな！」

　本気で悩んだ事があるのか、アイザックは珍しく顔に暗い表情を浮かべて考えこんだ。

　だが、やがて口を開くと、少し首を傾かしげながらシャムに向かって疑問を返す。

「……でもさ、その神様の悩みってさー。ええと……その縁えん結むすびして欲しくて困ってる人達？」

「え？　ええ」

「その人達を、助けちゃいけないって理由にはならないよな？」

「……？」

　唐とう突とつなアイザックの提案に、やはりシャムは混乱した。

　沈ちん黙もくの中、列車の音だけがガタガタと腰に響ひびき渡る。

　アイザックの言葉を聞き、先せん刻こくから全く噛かみ合っていないと思われた話が──次にアイザックが口にした言葉を聞いて、僅わずかながらに噛み合ったような感かん触しよくを覚えた。

「嫌われたら嫌われたで、仲直りする方法を後から考えればいいだけじゃん！　それに、助けないで後でバレたら、多分……その方がもっと気まずいだろ？」

　どこまでも子供らしいと言えば子供らしく、大人おとなと言えば大人のようなアイザックの純じゆん粋すいすぎる返答に、シャムは毒どつ気けを抜かれて、

「そうですね。とりあえず、動かなくては良くも悪くもならないですからね」

「よく解らないけど、きっとそうさ！」

　根こん拠きよのないアイザックの返事に、シャムは俯うつむきながら苦く笑しようする。

　──少しだけ、気が楽になりましたよ。

　アイザック・ディアン。この何も考えていない男と話せて良かったかもしれない。

　そんな漠ばく然ぜんとした感想を抱きながら、シャムは先刻と同じように世間話をしながらシカゴに向かう列車に揺られ続ける事にした。

　少なくとも──この『体』に関しては。




　──助けちゃいけない理由にはならない……。

　──なるほど。そういう考え方もあるか。

　──……。

　──もっとも、私の場合は相手を助けるのではなく──




　──利用するんですけどね。




　　　　⇔




同時刻　シカゴ　廃はい工場




　不ふ良りよう少年達たちのアジトは、鬱うつ然ぜんとした空気に包まれていた。

　爆ばく弾だんを持っていた縫ほう合ごう痕こんだらけの少年は、未だに目を覚ます気け配はいはない。

　警察に目を付けられてしまった状態で、迂う闊かつに外を探るわけにもいかないと、色々な事が同時に行き詰まっている状態だった。

　そんな中──喧けん噪そうを破る声が響ひびき渡る。

「ジャグジー！　いるかジャグジー！」

「ひッ!?　い、いるよ！　いるから殴なぐらないで！」

　突然血けつ相そうを変えて駆け込んできた仲間の一人に、ジャグジーの顔が露ろ骨こつに青ざめる。別に普段殴られたりしているわけではないのだが、粗そ暴ぼうな仲間達の声にはいつまで経たっても慣れる事ができなかった。

「馬鹿！　誰が殴るか！　ぶん殴るぞ！」

「ひえぇ！」

「いいから泣きやめ！　見つけたんだよ！」

「ひぃッ……え？　み、見つけたって、何を？」

　興こう奮ふんした様よう子すでジャグジーに話しかけているのは、ＮＹに来た後で仲間になった少年達の一人だ。今回のシカゴの件は、そうした面々には特に関係無ないのだが、面白半分だったりジャグジーを心配したりといった理由で殆ほとんどついてきている始し末まつだった。

　今ジャグジーに詰め寄っているのも、そんな一人だったのだが──。

「グラハムさんだよ！」

「!?」

　唐とう突とつにグラハム発見の報を伝えられ、ジャグジーは顔を青くしたまま目を白黒させている。

　グラハムという名前に、ニースを始め周囲にいた不良達も揃そろって振り向き、工場内の空気をにわかに緊きん張ちようさせていった。

「ほ、本当に!?　良かったぁ……すぐに行かなきゃ！　ど、どこ！　どこにいるの!?」

　嬉うれしそうなジャグジーの言葉に、男は一いつ瞬しゆん躊躇ためらいつつも──

　一刻を争うんだとでも言うかのように、勢いよくその状況を口にした。

「この先の『ドルチェ』って店ぇ知ってるか？」

「い、いや。……あ、入ったことは無いけど、見かけた事はあるかも。そ、そこにいるの!?」

「古い酒場なんだけどよ……。で……なんだか知らねえけど──」

　そして。報告する仲間から全てを聞き終えた次の瞬しゆん間かん──ジャグジーは、浮かべたばかりの笑顔を完全に凍り付かせる事となる。




「そこでグラハムさん、吸きゆう血けつ鬼きみたいな奴やつや緑みどり色いろの女と、店の中で殺し合ってんだよぉ！」




　　　　⇔




同どう時刻　『ドルチェ』




　店内がどうなっているのか。

　それは、ただ一言『荒れていた』と言えば充分な状況だった。

　机の幾いくつかはひっくり返り、椅い子すのいくつかはバラバラになっている。

「あ、あの、皆さん」

　困ったような笑顔を浮かべた店てん主しゆが、疲れたように口を開いた。

「私は信じています。人間というのは、いつか分かり合える存在だと」

　今の彼にとっては精せい一いつ杯ぱいの言葉だが、その声こわ色いろは弱々しく消え入り、誰の耳にも届かない。

　ましては、全力で店内を動き回っている三人の男女には尚なお更さらだろう。

「明日の朝、突然太陽が昇らなくなるかもしれません。それは覚かく悟ごすべきことです。しかし、それでも我々は明日も日が登った時の為ために、未来を築いていかないといけないと思うのです」

　必死になって語るが、やはり誰も振り向かせる事はなかった。

　それでも、店主は言葉を続ける。

　もはや彼らを止める事ではなく、自分自身に理り性せいを保たせる為のまじないの言葉のように。







　──聞こえてる。聞こえてるよ。店主の爺じいさん。

　クリストファーは、心の中でだけ返事を浮かべ、眼前に迫るシックルの足の下を潜くぐり抜けた。

　刹せつ那な、上から迫るのはグラハムの振り下ろした巨大なレンチ。

　──でもなあ、止めてくれって言われてもね、向こうの方が収まらないっぽいし。

　それを横に転がって回かい避ひしつつ、尚なおも心しん中ちゆうで思し案あんする。

　──……。

「ねえシックル、解わかった、解ったよ、謝るから取りあえず足を引いてくれない？」

　立ち上がり様ざまに言い放つが、シックルは無表情のままでグラハムとクリストファーを同時に蹴けり飛ばさんと跳ね回る。

「黙れ。いいから一回蹴り飛ばされろ」

　体を綺き麗れいに回転させながら言うシックルに、クリストファーは大きな溜ため息いきをついた。

　笑いながら。

　──うーん。困ったな。さっきの心を撤てつ回かいしよう。

　──やっぱり、僕自身が楽しいや。

　──そうだ、殺し合いは楽しい。

　──ギリギリのスリルっていうのかな。これがあるからこそ、僕は……死を実感できる。

　──僕が、自然な生き物なんじゃないかって錯さつ覚かくできる。

　──おかしいよね。普通に考えれば、食事以外の殺し合いなんて不自然な行動っぽいのにさ。

　──猿のボス争いみたいなものなのかな。

　仲間からの攻撃を防ぎつつ、強きよう敵てきであるグラハムを相手に立ち回りを続けるクリストファー。

　グラハムの繰り出すレンチの一いち撃げきには、確実な『死』の予感が籠こめられていた。

　それが頭の傍そばを勢いよく通り過ぎる度たびに、彼の心はゾクリと震え、一年前に味わった感覚を思い出す。




　自分をあっさりと返り討うちにした赤あか毛げの男。

　あれは、何もかもが規格外がいだった。

　──あいつこそ、不自然な存在だよ、まったくさ。

　同時に、彼は思い出す。

　あの後、名前すら思い出せない雑ざ魚こに背中を刺されて死にかけた時の事を。

「死にたくない」

　そう呟つぶやいてしまった時の事を。

　忘れたい過去だが、事実として自分の中に刻みつけられている。

　そしてそれは──彼の中に、思わぬ変化をもたらしていた。




　恐ろしい速さで繰り出されるレンチの連れん撃げきを避けながら、クリストファーは考える。

　愛用の銃じゆう剣けんさえ手元にあれば、目の前のレンチ男を黙らせる事はできるだろう。

　永遠に。

　だが、そうする気にはなれなかった。

　仮に手元に銃があったとしても──目の前の男の脳のう髄ずいに、心しん臓ぞうに、どてっ腹に、自分は弾だん丸がんを撃うち込む事ができるのだろうか？

　更さらに後方に飛びすさってシックルの蹴けりを避け、同時に彼は答えを出す。

　──無理だな。

　クリストファーは、その答えが意味する事に少なからず驚いていた。

　──ああ、やっぱりか。

　闘う事は、こんなにも楽しいのに。

　──自分の事とはいえ……嫌な変化だね。

　自分に死が掠かすめる度たびに、生きているという実感を味わえるというのに。

　──やっぱり僕──

　さながら、蟻ありを平気で踏み潰つぶしていた子供が、大人おとなになって何な故ぜか害虫を潰す事にすら躊躇ためらいを覚えてしまうようになる。そんな変化に近いものかもしれなかった。




　──僕……人が殺せなくなってる。




　かつて殺し屋を副ふく業ぎようとして、何十人何百人という数の人間を殺してきたクリストファー。

　きっかけは、人間に負けた事か、それとも初めて死にかけた事か。あるいは何か別の原因か。

　ともあれ、その滑こつ稽けいな事実を確信した瞬しゆん間かん──

　クリストファーは、笑っていた。

　鋭い牙きばの並ぶ口元をこれでもかという程ほどに歪ゆがませて、目の前に迫る銀色の死を避け続ける。

　──楽しいじゃないか。

　自分は殺せないのに、相手からは確実な『死』が迫るという一方的な状況だが、それでもクリストファーの頭の中には心地好い何かが溢あふれ出ていた。

　──それはそれで、楽しい！

「ハハっ……」

　思わず口に出して笑ってしまう。

「ハハハっ！」

　そして、相あい対たいしていたグラハムも派は手でに動きながら笑い返した。

　彼の脳内は脳内で、何か別の楽しさが湧わき上がっているのだろう。

「……何がおかしい」

　ただ一人、シックルだけは無ぶ愛想あいそな顔で二人を交互に睨にらみ付けている。恐らく、小こ競ぜり合いの最さ中なかに笑い出す二人を巫ふ山ざ戯けていると感じたのだろう。

　ともあれ、そこで数分ぶりに三者の動きが止まった瞬間──




　三人の体に、生ぬるい液体がぶちまけられた。




『!?』

　何が起こったのか解わからず、慌あわてて顔を拭ぬぐう三人。

　同時に、その液体がなんであるかを理解する。というよりも、強制的に理解させられた。

　鼻をつく刺し激げき臭しゆうは、間違いなくアルコールそのものだ。

　だが、その匂においが強すぎる。恐らくは、かなり純度の高い種類の酒だろう。

　何事かと周囲を見渡すと──

　そこには、一人冷れい静せいな顔をして立っていた子供の姿があった。

「リカルドぉー。なにすんのさ」

　クリストファーの呟つぶやきに、リカルドは小さく溜ため息いきをつく。

「頭を冷やしなよ。それでもう一回火ひ花ばなを散らせてみな。みんなみんな燃えて終わるよ」

「ちょっ、ちょっと!?」

　店てん主しゆが悲鳴のような声をあげ、店内には先せん刻こくまでとは全く別種の緊きん張ちようが走る。

　小さな男だん装そうの麗れい人じんである彼女の手には、縁ふちがアルコールに濡ぬれたバケツがあり──その横には、店内で一番アルコール度数の高いテキーラの空から瓶びんが数本並んでいた。

　──あれは。

　その空瓶を見て、クリストファーは考える。

　確かに強い酒だが、あの酒のアルコール純度は大体50％前後の筈はず。発はつ火かに至る70％には届かない。

　リカルドはその事を知っているのだろうか？　アルコールの発火条件など、自分も長く生きてきた間の知恵としてようやく知っていたものだ。恐らくはウォッカなどを口に含んで火を吐く大だい道どう芸人を見て『酒は燃える』という事を知っている類たぐいだろう。

　もっとも、それ以下のアルコールでも条件によっては発火するのだが──この状況で火を点つけられて燃えるかと言われれば難しいものだろう。

　ただ、言われた通り、アルコールの気き化か熱ねつで頭と体は冷やされる。同時にアルコールを吸い込んだ鼻や喉のどの粘ねん膜まくがカッカとしてくるので、プラスマイナスゼロと考えるべきだろうか？

　そんな下らない思し案あんを巡らすと同時に、グラハムも何かを思案するように沈ちん黙もくしていた。

　彼は酒の発火についてどれだけ詳しいのだろうか？　もしかしたら燃えるか燃えないかというよりも、既すでに『燃えながら闘うのも面白い』と考えているのかもしれない。

　相手の思し考こうを勝かつ手てに想像するクリストファーだが、この短いやりとりの間で相手の性格を大分掴つかみ始めているようだった。

　シックルも難しい顔をしてその場で動きを止めており、店内には一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪れる。

　だが──その静寂は、カウンターの奥から飛び出してきた店主によって打ち破られた。

「お、お願いです！　もう止めてください！」

　店主は衰おとろえ始めた体に鞭むち打うち、アルコールに濡れるテーブルに手をついて頭を下げる。

「お互いに何か気に入らなかった事があるかもしれません！　過去の因いん縁ねんがあるのかもしれません！　私なんぞの思いも寄らない深い深い事情がおありなのかもしれません！　ですが！　ですが！　どうかここはお納め下さい！　私には無関係な事情かもしれませんが、ここは私の店なんです！　今日はこの店を開いて丁ちよう度ど30年なんです！　あまり儲もうかりませんでしたが、女によう房ぼうと二人だけで精せい一いつ杯ぱいやってきたつもりです！　御客様方にはなんの関係もない事だとは重じゆう々じゆう承しよう知ちですが、どうか、どうか今日だけは……料理の代金はいりませんから、どうか揉もめ事だけは勘かん弁べんして下さい！　せめて、せめて一ひと口くち分ぶんでもいいから、私ら夫ふう婦ふが今日という日にほんの一つだけでも『仕事をした』と納なつ得とくさせて下さい！　私が望むのはそれだけなんです！　だから、だから喧けん嘩かは止めていただきたい！　お願いします！　お願いします……！」

　泣きそうな声の大だい演説に、ようやく店てん主しゆの言葉が周囲に届く。

『今日で30年目』や『女によう房ぼうと二人だけで』といった単語が、シャフトや『詩し人じん』といった、暴れていなかった者達にまで何とも言えぬ罪ざい悪あく感かんを感じさせた。

　その後も必死に『お願いします！　お願いします！』と言い続ける店主の姿を見て、クリストファーは冷めた目のリカルドを見つめ、首を傾かしげながら呟つぶやいた。

「あー、リカルド」

「なに」

「もしかして僕、今すっごい悪者？」

「顔から行動まで全部ね。ついでに言うなら酒を粗そ末まつにしたオレもだよ」

　珍しくバツの悪さを顔に浮かべるリカルド。

　一方で、シャフト達も動きを止めたグラハムに恐る恐る近付きながら言葉をかける。

「あのー、グラハムさん？　流石さすがにグラハムさんが悪いっすよ。せめて店の外でやるとか、そういう気き遣づかいはできないんですか本当に」

「……」

「最初にレンチ投げたのはグラハムさんですからね？　しかも、手配書しよにあったあの緑みどりの女相手ならまだしも、リカルド坊ぼつちゃんの護ご衛えいに投げつけるってなんすか。俺らを普段からガスガスレンチで殴なぐってるからこういう時に制御が利かなくなるんすよ、解わかってるんすか？」

　段々と普段の調子に戻って説教してくるシャフトの声に、グラハムは巨大なレンチでポン、と自らの肩を叩たたき、呟つぶやいた。

「感動……そう……感動した話をしよう」

「はぁ？」

「……今、店主は一度も俺達に『出て行け』といった類たぐいの言葉を言わなかった。これはどういう事だ？　俺達にビビッてるだけか？　だったらとっとと警察を呼んで終わりだろう……それなのに、この店主はわざわざ危険極きわまりない俺達の前に顔を出し、出て行けとも言わず、ただ『自分達に仕事をさせてくれ』と言った。憎くて憎くて仕方ないだろう俺達を、それでも客として扱ってくれてるんだぞ？　これを感動と言わずにどうする？」

「いやあの、それ、グラハムさんが言っていいことじゃないですよね？」

　当然と言えるシャフトの指し摘てきにも、グラハムは全く怯ひるまない。

「ああ、その通りだ！　俺にこんな事を言う資格はない！　感動をぶち壊したのは誰だ？　俺だ！　俺はこの店になんの怨うらみがあった？　怨みなんかない。それなのに、俺は店のテーブルと壁と店てん主しゆの記念すべき日を壊してしまった！　自己嫌けん悪おという形の無いものが目に見えるとしたら、俺はどうすればいい？　そう、鏡かがみを見ればいい！　俺はこの罪をどうやって──」

　まだまだ続きそうなグラハムの戯たわ言ごとを余よ所そに、シックルは冷静な顔をして店主に向かって口を開き、一言だけ告げた。

「すまん、店主。全ては私に責がある。如い何かなる償つぐないも受け入れよう」

　そして、『詩し人じん』のいる方に歩みながら、彼にだけ聞こえるように、小こ声ごえで言葉を紡つむぎ出す。

「自分を律せなかった事を後こう悔かいしている。こんな事だから、師し匠しようは私に真のカポエラを伝習してはくれなかったのだろう」

　あからさまに自分自身に対して苛いら立だっているシックルに対し、『詩人』は敢あえて何も言わない事にした。今なら、『詩人』がどれほど意味のない世よ迷まい言ごとを言おうとも、彼女は黙って聞き入れる事だろう。

　だからこそ、『詩人』は何も口にしない。

　気が狂っている事を示す為ための方ほう便べんに過ぎないとはいえ、あの言葉の羅ら列れつには、彼なりに小さなプライドを持っていたからだ。




　とりあえず三者とも落ち着いたのを見て、店主はただ「あ、ありがとうございます！　今、料理は焼いてますから！」と言い続けた。

　そんな店主の言葉が余よ計けいに周囲の罪ざい悪あく感かんを掻かき立てる。寧むしろ出て行けと怒ど鳴なられた方がマシだったと言える状況に、店内を気まずい沈ちん黙もくが包み込んだ。

「……で、さあ」

　その沈黙を破ったのは、カウンターにちょこんと腰をかけたリカルドだった。

　男だん装そうの少女はグラハムとクリストファーを交互に見て、溜ため息いき混まじりに問いかける。

「クリスに聞きそびれてたけど……喧けん嘩かの原因はなに？」

　それは、単純にして最も重要な問いの筈はずだったのだが──

「えっ」「えっ」

　言われた方は、二人揃そろってハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰らった顔をする。

　殺し合いを『喧嘩』というレベルで語られた事に違い和わ感かんは感じたものの、考えてみれば確かに明確に殺し合う理由などない筈だった。

「二人とも同じ家にいた仲間でしょ。本気でやりあう理由なんてどこにあったのさ」

「いや、そうだけどさ」

「……何な故ぜだ？　自分の行動原げん理りが解わからないというのは中々にミステリーだ」

　どうして最初に対立することになったのか、二人は必死に思い出そうと頭を捻ひねり──

『そうだ！』

　と、二人同時に膝ひざを打つ。

「こいつがなんかあの線路傷きずのガキを庇かばうとか抜かすから」

　グラハムがそう言うと、クリストファーは対抗するように胸を張って答えた。

「こっちだって！　まずは殺し合いのリハビリしとかなきゃと思って。あと、なんか、僕の大事な家族兼けん友人であるシックルとチーが骨を外されたっていうから、その仇かたき討うちをしなきゃと思って！」

「……『あと、なんか』……？」

　とってつけたような後半の台詞せりふを聞いて、店の奥にいたシックルのこめかみがピキリと鳴る。

「私の優ゆう先せん順位はリハビリ以下か……？」

　シックルの怒りの声にも聞かない振りをし、クリストファーは顔を背そむけて頭を掻かいた。

「いやー、まあ、考えてみれば、このお店をここまでして殺し合う理由でもなかったかなーっていうか、その、うん、反省してるよ？」

「反省しても店は直らないけどね」

　リカルドの冷めた言葉に、クリストファーは気まずそうに反対側を向いた。

　そちらにはシックルの顔があったので、困ったクリストファーはそのままクルクル回り出す。

　滑こつ稽けいな回転が生み出す空気の渦うずに引かれたかのように──

『彼ら』は、実にタイミング良く店内に飛び込んできた。




「グラハムさん！」




　気まずい空気を打ち破って現れた刺青いれずみの少年を見て──

「あぁ……？」

「あれれ？」

　やはり、グラハムとクリストファーは二人同どう時じに声をあげた。

「ジャグジー？　お前、どうしてここに？」

「ああ！　良かったぁグラハムさん、無事だったんで……」

　以前と変わらぬグラハムの声に安あん堵どした刺青青年だが──その言葉が、不意に止まる。

　店の中央に立つ、吸きゆう血けつ鬼きのような男を目にしたからだ。

　その赤い目と犬歯の並ぶ口元に、これでもかという程ほどに見覚えがある。

　彼の後からワラワラと店内に入ってくる不ふ良りよう少年達たちの中で、刺青青年はパクパクと口を動かし続けた。

　目を丸くしてカタカタ震えている青年の姿に、クリストファーは一つの確信を持って言葉を返す事にした。

「やあ、久しぶりだね。名前とか知らないけど」

　無む邪じや気きな笑顔を牙きばだらけの口元に浮かべ、悪意の無い残ざん酷こくな一言を────




「ミストウォールの時に、ティムの捨て駒ごまだった人達だよね？」




　　　　⇔




夢の中




『吹き飛ばせ』

　誰かが呟つぶやいた。

　誰かが僕の耳元で呟いた。

『吹き飛ばせ』

　まただ、また呟いた。

　解わかってるよ。言われなくても解ってる。

　僕だって吹き飛ばしたい。何もかも。こんな嫌な世界、全ぜん部ぶ全部吹ふき飛ばしてやりたい。

『違う。違うだろう？』

　えッ？

『吹き飛ばしたいんじゃない。君は、吹き飛ばさなくてはいけないんだ。そうする為ために生まれて来たんだから』

　何を言ってるのさ？

『火か薬やくというのは、輝かしく弾はじけてこそ世界に存在が認められる。人間本ほん意いの考え方かもしれないが、人間がいなければそもそも火薬という概がい念ねん自体生うまれなかったのだから、人間に従うべきだ。もしも火薬を生み出したのがイルカだったならば、火薬はイルカの価か値ち観かんに従って己おのれの役目を果たすべきだ。イルカが火薬を何に使うかは知らないが。君もそれと同じだ』

　……よくわからないよ。

『いいや、解っている筈はずだよ。君の精神年ねん齢れいは確かに12歳さい前後のものだが、言語の読どつ解かい能力と知識だけならばもっと上の筈だ。即すなわち、君は言葉の意味を理解はしているが納なつ得とくができない。それだけだろう』

　……大人おとななら、納得できるの？

『大人の定てい義ぎというのも曖あい昧まいだが、少なくとも受け入れるか抗あらがうか、考えはする』

　そんなの知るもんか。

『まあ、確かに君に当てはまるかは解らないが。君は人間ではなく、我々に作られた存在なのだから。そこでは更さらに【人間とは何か】、という別の命めい題だいが湧わき上がるのだが、それについてはまた別の機会に議ぎ論ろんするとしよう。君がそれまで生き残っていればだが』

　やだよ。ふざけるな。

　よく解わからないけど、これだけは解る。

　僕は、今、馬鹿にされてる。

『侮ぶ辱じよくされた』っていう奴やつだ。

　ああ、そうだ、この声。この声だ。

　聞き覚えがある声だと思ったら、そうだ、顔は見えないけどあいつだ。

　ヒューイ！　ヒューイ・ラフォレット……！

　叫んだら、声は消えた。気け配はいも消えた。

　……。

　ああ、僕は今、夢を見てたみたいだ。

　そうだ、夢だ。実際にヒューイの糞くそ野や郎ろうは、あんな事は言ってないや。

　本当に言ってたのは、『リズム』の研究者の連れん中ちゆうだ。

　言った人をヒューイとすり替えたのは、僕の勝かつ手てなイメージだ。でも、間違っちゃいないって確信はしてる。

　……。

　……。

　ああ、怖い。

　目を開くのが怖い。

　開いた先に、また嫌な世界が広がっているに決まってるから。

　僕はどうしたんだろう。

　……そうだ、変な連中がシャムを連れて行こうとして吹き飛ばして僕も吹き飛ばしてそしたらまた変な奴らが来たから僕の邪じや魔まをすると思ったから吹き飛ばして吹き飛ばして吹き飛ばして吹き飛ばして吹き飛ばして吹き飛ばして……あああああああああああ面めん倒どうくさい思い出すのも面倒くさい考えるのも面倒くさい。

　どうすれば、どうすればいいんだよ。

　やっぱり、吹き飛ばすしかないの？

　目に見える世界を。全ぜん部ぶ全部全部！

　だったら──自分を……僕を吹き飛ばしてしまうのが一番いいのかな。

　そうすれば、全部全部全部消える筈はずだよね？

　……でも、せめて……

　せめてその前に、フランクを助けるか……あの眼鏡めがねの女かヒューイの奴を粉こな々ごなにしてやらなきゃならない……

　……ところで。

　僕は今、どうなっているんだろう？




　　　　⇔




廃はい工場




　レイルが恐る恐る目を開くと、そこは懐かしくも見知らぬ場所だった。

　フランクと共に行動していた間は、廃はい屋おくとなった工場などでよく雨をしのいだりしたものだ。

　そんなその日暮らしとも言える生活の中ですら──自分達は、常にヒューイの手の内だった。

　どこからともなく現れるシャムとヒルトンが、どこに隠かくれようが次の指し令れいを運んでくる。

　そんな事を考えながら、レイルはゆっくりと現在の状況を確認しようと試みた。

　どうやら警察などに拘こう束そくされたわけではないようだ。

　さりとて、病院というわけでもなければ、あの場所でそのまま気き絶ぜつしていたとも思えない。

　そもそも場所が全く違う。

　ここは何ど処こなのだろうか？　それを確認するために周囲を見回した所──

「あッ！　目を覚ましたよ！」

　という、無む邪じや気きな女の声が聞こえていた。

　そちらに目を向けると、赤い服を纏まとった金きん髪ぱつの少女がこちらの顔を覗のぞき込んでいる。

「大丈夫？」

　タオルでそっと顔を拭ふいてくる女の正体を思し案あんするよりも先に、彼女の後ろからワラワラと集まってくる数人の若者達の姿が目に止まる。

「おッ、本当だ。目ぇ覚ましてら」

「大丈夫か？」

「すっげー疵きず痕あとだな。体中そんな感じか？」

「おい、いきなりそういう事こと言うなや！」

「頭とか痛くないか？」「ヒャッハァー」「ひゃっはぁ？」

　──なに？　こいつら？

　レイルは余よ計けいに現在の状況が解わからなくなり、苛いら立だちとも不安とも言える感情が湧わき上がった。

　温かい言葉も冷やかしの言葉も、今のレイルにとっては全て雑音に感じられる。

　──とりあえず……

　吹き飛ばそう、と考えて懐ふところに手を伸ばしたレイルは、そこに本来ある筈はずのものが無くなっている事に気付き、全身を硬く強ばらせた。

　──ッ!?

　爆ばく弾だんが無い。

　卵たまご形がたに加工してある危険極きわまりない凶きよう器き。同時に、レイルにとっては自分を護まもる為ための盾たてでもあり、今は自分を殺す為ための道具になりつつある高性能の火か薬やく玉が綺き麗れいさっぱり無くなっていたのだ。

　慌あわてて普段腰こしに付けていたポーチを見るが、こちらはポーチごと無くなっている。

「……あ……」

　口をパクつかせながら、レイルは全身から汗が噴ふき出すのを感じていた。

　爆ばく弾だんを奪われた。

　周囲に集まるチンピラらしき集団の仕し業わざだろうか？　いや、この際それはどうでもいい。

　レイルは嫌という程ほどに理解し、納なつ得とくしていた。

　自分には、爆弾が無ければ何もできないという事を。

　人を殺す事も、逃げる事も、自ら命を絶つ事も。

　世界を破壊するための唯ゆい一いつの鉾ほこである爆弾を奪われたレイルは、嫌な鼓こ動どうを感じつつ、改めて周囲の状況を見渡した。

　周りにいるのは、まだ二は十た歳ち前と思われる男女の集団。男の方が圧倒的に多いが、何の集団なのか今ひとつ解わからない。敢あえて言うならば不ふ良りよう少年の集まりだが、自分を介かい抱ほうしていた赤いドレスの女からはそうした雰ふん囲い気きは感じられなかった。

　そのドレスの女が、目を開いた自分に再び声をかけてくる。

「大丈夫？　怖くないよ？　今、お医者さんに見て貰もらったけど、軽い打だ撲ぼくとヤケドだって！　寝てれば良くなるから、安心だよ？」

　年ねん齢れいよりも幾いく分ぶん子供っぽい話し方をする女に、レイルはどう答えていいのか迷っていた。

　彼らが何者なのかが解らない。シャムを攫さらった黒くろ服ふく……いや、昨日きのうの白はく衣いの集団の仲間だとは思えない。もしそうだとしたら、今いま頃ごろ自分は研究室のベッドの上に縛しばり付けられている事だろう。

「お姉ねえちゃん達……誰？」

　かろうじて、その言葉だけが吐き出された。

「私はミリアだよ？　よろしくね！　みんなは友達だから安心して大丈夫だよ！」

　全く邪よこしまな色のない微笑ほほえみを見て、レイルは逆に不安になる。あの白衣の女おんな科学者も、こうした全く罪ざい悪あく感かんのない笑いを浮かべていたからだ。

「……僕、どうなったの？　どうして……ここに……？」

　意識を失う前後の事は良く思い出せない。恐らく相当混こん乱らんしていたのだろう。シャムと自分ごと黒服達を吹き飛ばしたのまでは覚えているのだが──

　レイルの疑問に答えたのは、不良少年達をかき分けて現れた人ひと影かげだった。

「君の爆弾が暴発したんですよ。警察に引き渡すわけにもいかない理由があるので、勝かつ手てにここまで連れてきてしまいました」

　丁てい寧ねいな言葉を吐き出すのは、眼がん帯たいの上に眼鏡めがねを掛けている傷だらけの女だった。

　自分のような縫ほう合ごう痕こんとは違い、無数の切り傷が不規則に散らばっており、眼帯をした右目の回りにあるヤケドの痕あとが痛々しい。

　──僕と、同じ？

　傷だらけという事に共通点を覚えるが、そうした考えは一時的に追いやられる事となった。

　眼がん帯たいの女の右手に、爆ばく弾だんの詰まったレイルのポーチが握られているのを見たからだ。

「……ッ！　返して！」

　慌あわてて立ち上がろうとするが、体中から鈍い痛みが鳴り響ひびき、思わず膝ひざを落としてしまう。

「ああッ、無理したら駄だ目めだよ！」

　ミリアと名乗った女が慌てて肩を抱えてくるが、レイルはそれを無視しながら、眼帯の女に対して再び同じ事を呟つぶやいた。

「お願い……返してよ」
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「……勝かつ手てに取った事は謝ります。ただ、気き絶ぜつしている子供と爆弾を一緒に置いておく事もどうかと思いましたから」

「爆弾だって知ってるんだ……」

　──知られてしまった。

　──始し末まつしなきゃ……。

　あっさりとそう決意するレイル。その殺さつ気きを察したのか、ニースは溜ため息いき混まじりに首を振りながら、淡たん々たんとレイルに問いかける。

「質問に答えてくれれば返してあげます。……この爆弾、一体どこで手に入れたんですか？」

「……？」

　何を言っているんだろう。自分達も欲しいという事だろうか？

　こんな人間達に使いこなせるものか。そもそも、手に入れようとしても、既すでに市場には出回っていないだろう。

　そう考え、レイルは渋しぶ々しぶ答えを返す事にした。

「……ハリウッドや工事現場に出回ってる火か薬やくを買い占めただけさ。加工は僕がやったよ」

　加工の仕方を教えたのはヒューイだが、忌いま々いましいのでその名を出す事はしなかった。

　だが、奇き妙みような事に、その瞬しゆん間かん周囲の不ふ良りよう達の空気が変わる。

「やっぱり」「な？　だから言ったろ？」「言ってたのはニースの姐ねえさんじゃねえか」「俺も思ってました」「ヒャッハァ」「つーか、じゃあなに？　やっぱあの爆発の原因は俺らって事？」「いや、この火薬作った奴やつらだろ」「そもそも、ハリウッドに売ろうっつったのはお前だぞ」「うるせえ、売った後の事まで責任とれるか！」「最初に火薬盗ぬすもうって言ったジャグジーが悪い」「いや、最初に欲しいっつったのはニースの姐さんだぜ？」「じゃあ悪くない」「そうだ、誰も悪くない」「あれは事故だ」「不幸な事故だ」「ひゃっはぁ」

　そんなざわめきが一いつ瞬しゆんで駆けめぐったかと思うと、少年達の一人がレイルに向かってコホンと咳せき払ばらいし──

「というわけで、誰も悪くないって事になった。良かったな！」

「……な、なにが？」

「だから、えーと、多分昨日きのうのシカゴのあれもお前がやったんだろ？　あとさっきジャグジーを吹き飛ばしかけた爆発も、お前は何も悪くないことが決まりました……って事だ」

「……なんで？」

　まったく会話についていけない。

　クリストファーや『詩し人じん』と話している時と同じような感覚に陥おちいって、レイルは思わず素すの表情でツッコミを入れてしまう。

　その問いに答えたのは、赤いドレスの女だった。

「んー。よく解わからないけど、誰かが許してくれるって！　誰が許してくれたのかはよく解らないけど、君の好きな人に許してもらったって思えばいいよ？」

「……」

　やはりついていけない。

　ある意味、教会で懺ざん悔げしたら許されると思っている殺人犯よりも質たちが悪い。

　なんなのだ、この集団は。

　心ではそう思いながらも、レイルは今のミリアの言葉に一つの影を思い浮かべる。

　──クリストファー。

　そう考えてみると、確かにクリストファーならばレイルが爆ばく弾だんを暴発させても笑って許してくれそうではある。同じ笑顔を浮かべたまま人を殺したりもするので侮あなどれないが。

「僕を……どうする気？」

　殺気を削そがれてしまったレイルは、肩を静かに落として問いかける。

　考えてみれば、爆ばく弾だんを奪われている以上、自分の腕わん力りよくではこの集団を相手に勝ち目はない。今は取りあえず相手の情報を得て、それから爆弾を奪い返す算さん段だんを立てるべきだろう。

　……と、思っていた矢先に、彼のもとにヒョイ、とポーチが投げられた。

「えッ？」

　慌あわてて爆弾の詰まったポーチを受け取るレイルに、眼がん帯たいの女は笑いながら答えた。

「はい、質問に答えてくれたから、返します」

　ニコニコと呟つぶやく女に、レイルは慌ててポーチを開く。するとそこには、レイルの服に入っていたものも含めて、全ての卵たまご型がた爆弾が揃そろっていた。何発か減っているのは、恐らく自分で使った分だろう。

「……」

　こうしてあっさりと周囲を吹き飛ばす武器を奪だつ還かんしたレイルだが、それが逆に不ぶ気き味みに思えて手が止まる。

　もしかしたら、なにか爆弾に細さい工くをされたのではないだろうか？

　相手を信用しきっていない為ために、逆に迂う闊かつに使う事ができなくなった。

　そんな矛む盾じゆんを抱えたまま、レイルはゴクリと唾つばを呑む。その際、胸や背中に痛みが走ったが、恐らく自分の爆弾が元で負ったケガだろう。

「……これが爆弾だって、知ってるんでしょ？」

「ええ。素す敵てきな爆弾ですよね！」

　──……素敵？

　眼帯女おんなの返答に違い和わ感かんを感じながらも、レイルは更さらに言葉を紡つむぐ。

「子供に爆弾を持たせていいと思ってるのぉ？」

　幾いく分ぶん自分らしさを取り戻した、嘲ちよう笑しようの籠こめられた口く調ちよう。

　しかし、ニースはその嘲あざけりに気を悪くした様よう子すもなく──

「ええ、いいわけはないですけど、私にそれを咎とがめる理由はありませんから」

「？」

　首を傾かしげるレイルに、眼帯の女はやはり淡たん々たんと言葉を返す。

　何かを懐なつかしむように、そしてどこか恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

　そして、続いて吐きだされた彼女の言葉は、ほんの僅わずか、ほんの僅かだけ──

　爆弾魔であるレイルの心を、本人が拒こばむ『世界』の中に引き戻した。




「私だって、君ぐらいの年の時には……湖とかビルとか爆発させてましたから！」




　　　　⇔




『ドルチェ』




「どういう事だ？　また妙みような連れん中ちゆうが増えたぞ」

　顔を濡ぬらす酒の残ざん滓しをハンカチで拭ぬぐいながら、シックルは新たな乱らん入にゆう者達の姿を見渡した。

　顔面に厳いかめしい刺青いれずみをいれた男を先頭に、巨きよ漢かんのメキシコ人や怪しい装しよう束ぞくの東とう洋よう人じんなど、チンピラ紛まがいの面めん々めんがざわめいている。

　最初は刺青の男が中心かと思ったが、今にも泣き出しそうな情なさけない顔でオロオロする様よう子すを見て、シックルはその答えを保留する事にした。

　更さらに妙みような事に、彼らは青い作業着の男ばかりでなく、クリストファーとも面めん識しきがある様子を見せているではないか。

　もっとも、刺青男おとこの怯おびえようから見るに、良好な関係とは言い難いようだが。

「知り合いなのか、クリス」

　シックルがストレートに尋たずねると、赤あか目めの怪かい人じんは困ったように笑いながら──

「んー。僕っていうか、ティム達の友達っていうか、ヒューイの旦だん那なの『実験』の協力者って奴やつかな？」

「……それが、どうしてお前を見て怯えている？」

「昔ちょっと、僕とアデルで殺しそうになっちゃって」

「……もういい、解わかった」

　何かを諦あきらめるような溜ため息いきをつくと、シックルは首をコキリと鳴らして、グラハムの方に向き直る。

「で、どうする。まだやるのか？」

　対するグラハムは、レンチを両手で弄もてあそびながら暫しばし考え、淡たん々たんとした表情で口を開いた。

「そりゃやるさ。だが、今日はこの店の30周年を記念して無しの方向で行きたいと思ってるが、どうする？」

「休戦の条件として、お前達の雇やとい主ぬしを聞きたいものだな。あの白はく衣いの連中は一体何なに者ものだ？」

　冷静さを取り戻し、シックルはやはりストレートに問いただす。

　だが、グラハムはキョトンとした顔で──

「白衣の連中って？」

「とぼけるな」

「？」

　本気で不ふ思し議ぎそうな顔をするグラハムに、シックルは再びコメカミをぴくつかせた。それを見たシャフトが、慌あわててグラハムの傍そばに寄って行って助言する。

「ほら！　あの、一昨日おとといルッソさんとこで銃とか撃うちまくってた連れん中ちゆうですよ！」

「ああ！　あいつらか！　……で、結局あいつらは誰なんだ？」

「なんか、ルッソ・ファミリーの兄にいさんがたはプラチドの旦だん那なの定期検けん診しんがどうこう言ってましたけど、具体的には……ファミリーの人達も今は散り散りになってまして、確認しようがないですよ」

　それはまるで、グラハムというよりもシックルに言い聞かせているようだった。シックルはそんな相手側の意図を汲くんで、どうやらグラハム達が本当に白はく衣いの連中の事を知らない事を確信する。

　グラハムは白衣の面々の謎なぞを暫しばし考えていたようだが、やがて興味が無いというようにレンチをパシリと鳴らし、再びシックルに笑いかけた。

「ま、ともあれだ。手配書しよにあんたらの事が書かれてる以上、俺らの仕事は継続中ってわけだ」

　揉もめ事が続くのが楽しいといった顔で笑う男に、再び店内の緊きん張ちようが高まりかけたのだが──静かながらも凛りんと通る声が、その緊張を緩かん和わする。

「その手配書の事だけどさ」

　グラハム達が振り返ると、いつの間にかクリストファーの横に移動していたリカルドの姿があった。

　それ程ほど深い接点があったわけではないが、一応は雇やとい主ぬしの孫まごである。

　とりあえず話を聞く態たい勢せいになったグラハムに、リカルドはただ淡たん々たんと口を開いた。

「爺じいちゃんと連絡が付かないし、多分もう無効なんじゃないかと思うよ」

「……」

「クリークさん達もどこに行ったのか見当がつかないし……正直、爺ちゃんはもう死んでるような気がする」

　あっさりと──

　あまりにもあっさりと『身内は恐らく死んでいる』と語ったリカルドに、周囲の人々は何とも居い心ごこ地ちの悪い空気を感じ取る。

「……シャフトに尋たずねる」

「何をですか？」

「こういう時は、俺は一人の人間として、どんな話を紡つむぎ出すべきだ？」

「とりあえず何も話さない方が……」

　当然の答えを返すシャフトだが、グラハムの言葉は止まらない。

「悲しい話か？　楽しい話か？　楽しくもあり悲しくもある、俺の淡い初恋の話か？　そう、俺は昔、実の姉から『あんたなんか河原かわらで拾ってきた子なんだからね！』と言われた時、俺は『じゃあ、僕と姉ねえさんは結婚できるの？』と聞き返して、親父おやじの仕事道具であるレンチで思い切り殴なぐられた！　火花が散った瞬しゆん間かんに、俺は本当に姉あね貴きに惚ほれ、そして振られた事を理解した。ほんの一秒未み満まんの恋こい路じだ。だがやはり実の姉弟していだと解わかって、俺は安心してその恋を諦あきらめたわけだが、簡単に諦められるものなど恋ではないと俺は思う！」

「変へん態たいだ……」

　シャフトが顔面を押さえながら呻うめきをあげる。

「とにかく、ここはやり合わない方が得とく策さくすよ！　ただでさえ警察がピリピリしてんすから！」

「警察……そうか……俺と警察との出会いを語る時が──」

「なんだこの人!?　いつもに増して脈みやく絡らくが……。……。ちょッ……まさかグラハムさん、酒ぶっかけられて酔っぱらってるんですか!?　グラハムさん！　顔真まっ赤かですよグラハムさん!?　グラハムさん!?」







「とりあえず、うちの組の人を捜せば事情は掴つかめるけど……今ここで揉もめ合っても、互いに損するだけだよ」

　シャフトとグラハムのやりとりを完全に無視して、リカルドは自分の言葉を続けていた。

「僕はあの作業着の彼と喧けん嘩かしてるだけで結けつ構こう充実してたんだけどね？」

「クリスは最初から数に入れてないよ」

「あれあれ？　友達なのに数に入ってないって事は、僕はもう君と一いつ心しん同どう体たいぐらいの心持ちで扱われてるのかな？」

　クリストファーの下らないジョークを完全に無視し、リカルドは物怖ものおじする事こと無なくシックル達に向けて言葉を紡つむぐ。

「よく解わからないけど、オレ達は凄すごく凄くやっかいな流れに巻き込まれてる気がする。このままじゃ互いに破は滅めつして終わりだから──互いに情報を整理するべきだと思うんだけど」

「……異い存ぞんはない。あの作業着の男はともかく……クリスからは、レイル達の話を聞く必要があるからな」

　リカルドの提案に頷うなずきながら、シックルは己おのれの身から殺さつ気きを完全に消し去った。

　横で『詩し人じん』が何やら難しい表情をしているのが見えたが、どうせ次に紡ぐ戯たわ言ごとでも考えているのだろうと思い、シックルは特に気にせず会話を続ける事にした。




　その一方で、取り残された不ふ良りよう達たちは、オロオロとしながらグラハムの方に歩み寄り──

「あの……その、グラハムさん、話がちっとも見えないんですけど……」

「おお、ジャグジー……。……ああ、酔いが冷めた。……そうか、そうだな。お前達をないがしろにして済まなかった。何な故ぜお前らがここにいるのか問う前に、まずは謝しや罪ざいだ。謝罪の言葉を今こそ紡ごう！」

　──あ、長くなりそう。

　ジャグジーはグラハムの長い独り語りが始まる事を覚かく悟ごしたのだが──

　当の本人はレンチをグルグルと回転させながら、首もグルリと回転させる。

　そして、その視線が店てん主しゆの所でビタリと止まったかと思うと──ジャグジー達に、神しん妙みような調子で言葉をかけた。

「っと……。ジャグジー。その前に手伝って欲しい事があるんだが」

「えッ？」

　珍しくローテンションとなっているグラハムは、前まえ髪がみの中に完全に両目を隠かくし、口元だけで申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「この店を直すのを……手伝ってくれないか？」







　混乱している若い不ふ良りよう集団を遠とお目めに眺ながめながら、『詩し人じん』は独り思し案あんする。

　──また、妙みようなのが増えたな……。

　──あの刺青いれずみの青年は、偶然というよりも……グラハムを捜していたようだが。

　──いくら喧けん噪そうがあったとはいえ、こんなにも早く、この店にやってこれるものなのか？

　──何か、奇き妙みようだ。

　──ヒューイ殿の実験の内容も知らされぬまま……状況だけが収束していく。

　──なんだというのだ。

　──誰かに良いように操あやつられているような……この不ぶ気き味みな感覚は一体なんだ？

　──この違い和わ感かんは、まるで……シャムかヒルトンの……

　そこまで考えた所で、『詩人』は静かに首を振った。

　──……やはり、囚とらわれのアリスは我々というわけか？

　──ならば……時計兎うさぎは……誰だ？

　今やすっかり人口密みつ度どが高まった店内を見渡し、『詩人』は誰にも聞こえぬように、ただ一言だけ呟いた。




「誰が……誰を裏切っている？」













間章Ⅳ　娘は父親を狂信し







アルカトラズ刑けい務む所しよ　食堂




「さーて。俺らはこれからどうなるのかねえ」

「……」

　小こ声ごえで呟つぶやかれたラッドの楽しげな言葉に、フィーロは黙ってパスタを口に運ぶ。




　フィーロが目め玉だまを抉えぐってから一夜が明けた。

　結局あの後、『シャム』の一人である看かん守しゆが、

「お前らは上に戻す。これ以上ヒューイと接せつ触しよくされても困るのでな」

　と言ってきて、朝の内に独房棟ブロードウエイへと身み柄がらを戻されたのだ。

　隣となりの房ぼうには既すでにドラゴンと名乗る東とう洋よう人じんの体を持つ『シャム』も戻されており、どうやらヒューイの眼球は既に外部に運び出されているようだった。

　ラッドとは独どく房ぼうが離れている為ため、あの後は会話する事もなかったのだが──

　昼食の時間を迎え、食堂の中で二人は再び巡り会う。




　相変わらず無む機き質しつな空間が広がる食堂だったが、地下房ぼうに比べれば天国のようだった。

　それに加え、鼻に届くスープの匂においが世界を鮮やかに塗り替える。

「俺の今の気分を教えてやろうか？　新しい玩具おもちやを与えられたガキの気分どころじゃないぞ。踏み潰つぶしやすそうな虫を大量に見つけたガキ大だい将しようの気分だ。『この虫を潰したら何色の汁しるが出るのかな』って気分に近くてよ。とても眠れなかったぜ」

「飯めし時どきに何て例えを出しやがる……」

　うんざりした顔をしつつも、童どう顔がんの青年は黙もく々もくと食事を口の中に押し込んでいく。

　数日ぶりにラッドと食事をするフィーロだが、以前と違って間にアイザックの姿は無い。今け朝さ方がた出しゆつ所しよしたらしいと聞いたが、フィーロは彼が無事に解放されているか心配だった。

　ヒューイか、あるいはヒューイの目め玉だまを持って来いとか指示した連れん中ちゆうに拘こう束そくされている可能性も考えられる。

　──それ以前に、ヴィクターが簡単に解放するとも思えないがな。

　実際はＮＹで起きたトラブルによって、ヴィクターの指示もろくに行き来せぬままアイザックは解放される事になるのだが──現げん時点のフィーロにそれを予測する術すべも知る術も存在しない。ただ、ヒューイが自分達に何かをしてくる可能性だけは常に頭の隅すみに入れていた。

　溜ため息いきをつくフィーロを見て、ラッドがニヤニヤと笑いながら声を掛ける。

「溜息は感心しないねえ、フィーロ。百万回断だん言げんしてもいい！　溜息は何も生まないし、心を退たい屈くつに染め上げちまう。退屈は人生を腐くさらせる毒どく薬やくだぜ？」

「退屈を楽しむ努力ぐらいしろ」

「ああ、俺も二は十た歳ち前ぐらいにゃ、仲間連れん中ちゆうと退屈しのぎに色々やったもんだ。ネブラって会社の会長室に殴なぐり込みをかけた事もあったな」

「……ネブラって、あのネブラか？」

　適当に聞き流すつもりだったが、ラッドの口から出てきた単語に、フィーロは思わず問い返してしまう。

　ネブラと言えば知らない者は殆ほとんどいない巨大な複合企業体コングロマリツトだ。

　フィーロ達のような社会の裏側に生きる者でもその名は一つのビッグネームであり、アメリカンドリームの代名詞の一つであることは変わりない。

　その名前を、ラッドは何と言うことも無いといった表情で淡たん々たんと口にした。

「ああ、ちょいとした賭かけでな。昔からの仲間に『気に入らない奴やつはどんな野郎だろうとぶち殺すさ』って言ったら『じゃあ、あのデカいビルのてっぺんにふんぞり返ってる奴とかどうよ？』とか抜かすから、あとは売り言葉に買い言葉でな」

「……だが、会長が殺されたなんてニュース聞いたことねえぞ」

「乗り込んだまでは良かったけどよぉ。俺が殺しても一番つまんねえタイプ……いつでも死んでいいってタイプの爺じじいだったからな。そのまま帰って……」

　更さらに話を続けようとするラッドだったが、その言葉が不意に止まる。

「いよう。盛り上がってる所、悪いな」

　そう言いながらフィーロの隣となりに座ったのは、ドラゴンだった。

　鋭い八や重え歯ばを覗のぞかせて笑う東とう洋よう人じんに、フィーロは迷い無く沈ちん黙もくを返す。

　ラッドは微び妙みような表情を浮かべていたが、彼が何か言い出す前にドラゴンの方が口くち火びを切った。

「一つだけ、忠ちゆう告こくしておいてやるよ」

「忠告だぁ？」

「俺達はもうお前らにちょっかいを出す気はない。ぶっちゃけ、痛い目を見たかないんでな」

　顔面に残る生々しい疵きず痕あとをさすりながら、シャムの一人である東洋人は上うわ目め遣づかいでラッドを睨にらむ。

　フィーロはラッドが突然殴なぐり出すのではないかとハラハラしていた。だが、何か考えがあるのか、ラッドは食事を口に運びながら相手の話に無言で耳を傾けている。

「しかしヒューイの方は別だろうよ。……ヒューイっつうよりも、リーザだな」

「……」

「あのガキは、ハッキリ言って異常だ」

　──何を言ってんだ？　こいつ。

　唐とう突とつな事を言い出すシャムに、フィーロは思わず鼻はな白じろむ。

　──どの口が言ってるんだ？

　確かに、こんな刑けい務む所しよの中に少女が一人でいる事は異常としか言いようが無いが、それでもシャムのような存在と比べれば充分許きよ容よう範はん囲いであろう。少なくともフィーロはそう思っていた。

　だが、ドラゴンはククッと小さな笑いを漏らし、フィーロに向かって淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「今に解わかるさ。まあ、不ふ死し者のあんたが殺される事はないだろうが……それだけに、殺され続けないように気を付けな」

「……」

「あのガキ……リーザは狂きよう信しん者だ。親父おやじこそが世界の全てで、あんたにとっての『エニス』とか『マルティージョ・ファミリー』とか『ＮＹの町並み』とか……そういうもんが全部あのヒューイ・ラフォレットっつー一人の中に凝ぎよう縮しゆくしてるのさ」

「何が言いたい」

　最後の一口を食べ終わったフィーロが問うと、ドラゴンは不意に顔から笑いを消した。

「その世界の一部を、あんたや俺らは奪ったわけだ。直接抉えぐったのはフィーロだからな……例えばあんたなら、仮にエニスを奪った野郎がいたとしたら……どうする？」

「……」

　考えるまでもない問いかけだった。

　だが、フィーロはあくまで気き絶ぜつした状態の少女しか知らない。リーザという名前にどこか聞き覚えがあるような気がしないでもないが、思い出せないのでこの際さい気にしない事にする。

「あのガキにとって、親父おやじこそが信仰すべき神だ。それを奪おうとする奴やつは……」

　更さらに不安を煽あおるように話しかけるドラゴンだったが──

　その言葉は、ラッドによって遮さえぎられる。

「……どっかで聞いた話だな」

「え？」

「あのガキ、そういや面つらが似てると思ったが……」

　何かを思い出すようにギリ、と歯を食いしばりながら、ラッドは凶きよう悪あくな笑えみをその目に浮かべて問いかけた。

「やっぱ、シャーネって女の妹なのか？」

「……。クク！　ククハハハハハ！　ああ、その通り。見たままさ！」

「あん……？」

　──シャーネ。シャーネ……。

　どこかで聞いたことのある名前だと暫しばし考え──

　フィーロの頭の中に、不意に赤あか毛げの幼おさな馴な染じみの姿が過よぎる。

　──あれ？

　──そういや、たまにあいつと会う度たびに、一緒にいる無口な女の名前が……

　刹せつ那な、フィーロの中に電流が走る。

　──似てる。

　クレアの恋人になるなど、なんと物好きな女だろうと興味深ぶかく思ったのでよく覚えているが、あの女の顔が、余りにもヒューイ・ラフォレットに似ている事に気が付いた。

「ちょっと待て。そのシャーネって女について質問しても……」

　フィーロが詳しく問いかけようとした途と端たんに、食事の終了を告げるベルがなった。

　──糞くそ。……まあ、どうせ隣となりの独どく房ぼうだ。後で聞くとしよう。

　とりあえず疑問を心の奥に飲み込んだフィーロ。

　そんな彼とは対たい照しよう的に、ラッドは食器を運びながらドラゴンの背に問いかけた。

「で、ゆうべの答えがまだだぜ」

「昨日きのう？」

「ルーアの事だ」

　珍しく笑顔の無いラッドの問いに、同じように珍しく、困ったような笑顔を見せるドラゴン。

「ああ……残念な知らせだ」

　一いつ瞬しゆんラッドの周囲の空気が鋭く冷え込むが──それも、一瞬の事だった。

「逃げられちまったよ」

　苦く笑しよう混じりに首を振りながら、彼は蛇だ足そくとも言える一言を付け加えた。




「プラチドの旦だん那なも……多分死しんだっぽいぜ」




　　　　⇔




同どう時刻──地下特別房ぼう




「……どうして……？」

　幼さの残る少女の声が、広い独どく房ぼうの中に響ひびき渡る。

　彼女の声は、聞いた者の運うん気きを奪いとりそうな程ほどの『絶望』に満ちており、疑問と怒りと焦しよう燥そうが混こん濁だくしている状態だった。

「何が……起こってるの……？」

「どうしました？　リーザ」

　ベッドから跳ね起きた少女に、椅い子すに座ったヒューイの声がかけられる。

「悪あく夢むにうなされた、というわけではなさそうですね」

　看かん守しゆの体を持つシャムに持ち込ませたのか、彼の手にはデイリーデイズという奇き妙みような名前の新聞が広げられており、興味深ぶかそうに様々な記事に読みふけっている所だった。

「お、お父とうさん……」

　愛する父の言葉にも、少女の絶望は消え去らない。

　寧むしろ、更さらに深く落ち込んだ表情となって、目に涙を浮かべて首を振る。

「私が、私が……いやあ……いやああぁぁあ……」

「落ち着いてください。大丈夫ですよ」

　ヒューイは娘の様よう子すがただごとではないと判断し、新聞を畳たたんでそっと彼女の傍そばに歩み寄った。そして、その細い肩をそっと包み込んで──抱きしめる。

「私がついています。安心してください」

　ヒューイの根こん拠きよの無い一言に、リーザは少しだけ絶望の色を薄めつつも──やはり泣きそうな声のまま、悲鳴に近い言葉を絞しぼり出した。

「お父さん……お父さん……！　私が、私が……シカゴの私が、たくさんどこかに連れていかれっちゃったよう……っ！」







　リーザの報告を聞いて、しばし思し案あんを続けるヒューイ。

　娘はベッドに蹲うずくまって落ち込んでおり、そちらはそっとしておいてやることにしたようだ。

　ヒルトンという名前を与えて、シャムと同じように全ぜん米べいに散らばらせているリーザの意識。正確に言えばリーザの意識ではなく、リーザの記き憶おくと知識を乗っ取った『液体』の意識なのだが、ヒューイはその二つに差を求めるのは無意味だと考えていたので、あくまでリーザ・ラフォレットとして育て続けていた。

　ともあれ、そうしてシカゴに特に多く配置していた『ヒルトン』の個体が、黒くろ服ふくを着た謎なぞの集団によって拉ら致ちされているという。

　──恐らくは、パルメデス先生の手によるものでしょうが……。

　眼鏡めがねを掛けたかつての師の姿を思い浮かべていた所で、廊下から足音が響ひびき渡り、看かん守しゆ姿のシャムが部屋の中に入って来た。

　いつもより若じやつ干かん乱暴に鍵かぎを開けたかと思うと、シャムは開かい口こう一番──

「ヒューイ様、問題が」

　と、冷静な声こわ色いろのまま報告を開始した。

「どうしました？　またレイル君が『死ね』とでも？」

　つい小こ一時間程ほど前の常に反はん抗こう期きであるレイルのことを思いヒューイは静かに苦く笑しようする。

「いえ、それが、レイルは現在見み失うしなっています。先せん刻こくの爆ばく破は作業の後……少々シカゴの方でトラブルが発生いたしましたので、御報告を」

「トラブルとは？」

「シカゴにおける私の体が、何者かの手によって次々と拉致されています」

　リーザと全く同じ内容でありながら、シャムの言葉は冷静そのものだった。

「シャムも!?」

　淡たん々たんとしたシャムの報告に、リーザは思わずベッドから顔を浮かせて声をあげる。

　シカゴでレイルが画かく策さくした爆破作業。レイルを嫌うリーザ、シャムにその作業を任せていたのだが──互いの行動に関係なく、それぞれの個体が次々と拉致されている事になる。

「どうやら、シカゴの町も……本気で動き出したようですね」

　──ルネの仕し業わざだという事は間違い無いのですが……。

　──如い何かにしてシャムとヒルトンの個こ体たい情報を得ているのか、ですね。

　基本的に、シャムとヒルトンがどの人間の存在を乗っ取っているかという情報は、ヒューイと『リズム』の面めん々めん、あとは本人達しか知らない筈はずだ。

　ルネはシャム達の『性質』を知り、ヒューイすら知らない見分け方でも見つけたというのだろうか？　それとも……

　様々な仮定を思し案あんするヒューイだったが、やがて薄い微笑ほほえみを浮かべると──

「シャム。一つ指令を。以前にも話しましたが、コード23の計画通りに、ヴィクター達をＮＹに足止めしておいて下さい。行動開かい始しのタイミングは、事件の報道もしくは彼の耳にその事実が入った瞬しゆん間かんからです」

「了りよう解かいしました」

　機械的に返事をするシャムに、ヒューイは尚なおも思し案あんし、更さらに言葉を付け加える。

「実行前まえに、ヴィクターにはこう伝えて下さい。『君に迷めい惑わくをかけることになって済まないね、ヴィクター』と」

「了解しました」

「あとは……そうですね。『迷惑ついでで悪いけれど……今、私とネブラとの関係に君を巻き込むわけにはいかないから──もう少しだけ、足止めさせてもらうよ』と付け加えておいて下さい。ここまで言えば彼も理解してくれるでしょうから」

　そして、慌あわてふためくであろうヴィクターの姿を想像して、ヒューイはクスリとした笑いを漏らす。

「まあ、『理解』はしても……『納なつ得とく』はしてくれないでしょうし……」




「絶対に、『許し』はしてくれないでしょうけどね」




　　　　⇔




　そんな父親とシャムの会話を聞きつつも──

　リーザの心は、すでにその内容には向けられていなかった。

　彼女の心はただただ己おのれの世界だけを見つめ、深いのか浅いのか解わからぬ場所を行き来する。







　どうして？

　どうしてこんな事になったの？

　どうしてお父とうさんが困らなくちゃいけないの？

　お父さんは凄すごいのに。

　お父さんは完かん璧ぺきなのに。

　お父さんはお父さん以外の世界の全部よりずっとずっと素す敵てきなのに。




　何かおかしい。

　ここ数日、何かが、私の世界の何かがずれてる。

　どこで、どこでずれたんだろう。

　どこから糸が綻ほころんだんだろう。

　ついこの前までは、全部が上う手まくいってた筈はずなのに。




　お父とうさんの左目が無くなった時から？

　ラッドって奴やつが私の事を思いきり殴なぐってから？

　グラハムって奴がシカゴの私達の邪じや魔まをした時から？

　今までは全ぜん部ぶ全部上手くいってたのに。

　この刑けい務む所しよの中で、私とお父さんはなんでもできたのに。




　……。




　あいつ。

　あいつだ。

　あいつのせいだ。

　あいつがこの島に来てから、何かが確実にずれ始めた。

　あいつがこの島に、何か嫌な空気を連れてきたんだ。

　あいつがこの島に毒を流し込んだんだ。

　あいつが来たせいで、お父さんは悩んでるんだ。

　あいつが何かをそそのかして、ラッドが私を殴ったんだ。

　あいつがラッドの鎖くさりを外したのかもしれない。




　そして、何よりも何よりも何よりも許せない事に──

　あいつは、私のお父さんを傷つけた。

　お父さんから左目を抉えぐり取った。

　私のお父さんの私だけのお父さんの私だけを見てくれるお父さんの目を、私を見てくれる目を、私がいつも見つめる目を、あいつが奪ったんだ。汚けがしたんだ。侮ぶ辱じよくしたんだ。

　あいつは、お父さんに逆らった。

　あいつは、お父さんを侮辱した。

　あいつは、お父さんの好意を踏み躙にじった。

　あいつは、お父さんを見み縊くびった。

　あいつは、私の世界を否定した。




　私の世界を、お父さんを壊したんだ。

　だからだからだから、早く私の世界を直さなきゃ。

　お父とうさんは手を出す必要はないって言ってたけど……

　必要なくても、やらなきゃいけない事ってあると思う。

　それが、今だと思う。私が、私の意い思しで選ばなくちゃいけない事だと思う。

　私の世界を取り返すだけじゃ済まさない。

　絶対的な後こう悔かいの中で苦しめてやる。

　あいつの大事な人を全部この手で殺してやる。

　その悲鳴を、あいつの耳元で一字一いつ句く間違いなく伝え聞かせてやる。




　フィーロ・プロシェンツォ。

　あいつだけは──絶対に絶対に許さない。

　絶対に絶対に、絶対に




　絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に──

　絶対に、泣かせてやるんだから。







[image: 第五章　ピーターパンとアリスは惑わし合う]






















金曜日　夜半過ぎ　シカゴ　廃はい工場




　すっかり日の暮れたシカゴの町。

　ドラム缶の中にくべられた火の明かりに包まれた工場内に、楽しげなニースの声が響ひびき渡る。

「それで、その時には流石さすがに私も死ぬかと思いましたけど、間かん一いつ髪ぱつで導どう火か線せんを辿たどる火が間に合ってくれて────」

「……」

「そうそう、ジャグジーがマフィアの人ひと達たちの死体を『動くかもしれない』って怖がるから、死体を爆ばく弾だんで吹き飛ばしてあげた事もありました。あの時のジャグジーの顔ったら──」

　相変わらず沈ちん黙もくを続けるレイルに対し、ニースは寧むしろ自分が楽しむかのように、過去の『爆ばく破は話』を語り続けた。

　正気とは思えない爆破譚たんをいくつも耳にしながら、レイルは思し案あんを続けていた。

　──吹き飛ばさなきゃ。

　──でも、何を？

　レイルの心の中には、繰り返し繰り返し、『吹き飛ばさなくてはならない』という強きよう迫はく観かん念ねんのような物が渦うず巻まいている。だが、何を吹き飛ばさなくてはならないのか、それは解わからない。

　目的があるとすれば、フランクの救出だ。だが、その目的と自分の衝しよう動どうが完全に別の所にあるのも理解していた。

　──爆ばく破はしろ爆破しろ爆破しろ爆破しろ爆破しろ爆破しろ爆破しろ爆破しろ吹き飛ばせ吹き飛ばせ吹き飛ばせ吹き飛ばせ吹き飛ばせ燃やせ燃やせ燃やせ砕け砕け砕けグチャグチャにしろ全部グチャグチャにグチャグチャにグチャグチャグチャグチャグチャあああグチャグチャ気持ち悪い気持ち悪い吹き飛ばせ吹き飛ばせ吹き飛ばせ爆破しろ爆破しろ爆破しろ……

　だが、同時に少年の心にはそれを止める言葉も浮かび続ける。

　──駄だ目めだ駄目だ駄目だ駄目だここでそんな衝動に身を任せたらヒューイの奴やつの思う壺つぼじゃないか僕は爆ばく弾だん発射装置なんかじゃない僕は火か薬やくは大好きだけど決してあいつの道具じゃないあいつの思い通りに爆発なんかしない、僕はちゃんと僕の目的を持って……

　そんな思いの繰り返しの中、レイルは横よこ目めでニースの顔を覗のぞき込んだ。

　──この人が……伝説の爆弾魔ま。

　最初はとても信じられなかったが、彼女の語る火薬と爆弾に対する知識は、レイルをも圧倒する勢いであり──

　なによりも、彼女の言葉の端はし々ばしからは、爆弾に対する愛情めいた物が漏もれだして、時とき折おり爆発した瞬しゆん間かんの事を思い出すのか、言葉を止めて実に恍こう惚こつとした表情を見せるのだ。その表情から嘘うそは感じられないが異常性は感じられ、レイルは目の前の少女が、自分とは全く別種の『爆弾魔』である事を確信しつつあった。

　──でも、遅かったね。

　──せめて、一昨日おとといのうちに会えてれば……僕は凄すごく凄く喜んだかもしれない。

　──このお姉ねえちゃん達と、仲良くなれたかもしれない。

　──爆弾の話で凄すごく盛り上がれたかもしれないし……

　──……友達に、なれたかもしれない。

　──だけど、今は……なにも感じないんだ。

　──このお姉ちゃんは、人間だから。

　──所しよ詮せん、僕とは違うんだ。

　──……違う。

　──僕の方が違うんだ。

　──……僕は一いつ体たい何なんだろう？　人間でもない。不ふ死し者でもない。

　──それでいて、爆弾が無ければ何もできない。フランクみたいな力もないし……

　──クリストファーみたいに、開き直る事もできない。

　──狂いたいのに、狂いきれない。

　──でも、多た分ぶん今の僕は……まともでも、ない。

　レイルの心の中には、やはり絶え間ない破壊衝しよう動どうが襲おそい続ける。それはいつしか頭痛となって、レイルの心を深く静かに蝕むしばみ続けた。

　周りに見えるのは、ニースと名乗った爆ばく弾だん魔まの女と、ミリアと名乗った赤いドレスの女。あとはチンピラ風ふうの男が数人残のこっているだけである。

　先せん刻こくまではもっと大おお人数が残っていたのだが、誰かが『手が足りない、手伝ってくれ』と呼びに来て、そのままワラワラとどこかに出かけていってしまった。

　爆弾を手にしたレイルならば、今ここに残っている人間を全て吹き飛ばして出て行く事ができるだろう。しかし、そんなことをせずとも──『行く』と言えばそのまま行かせてくれそうな雰ふん囲い気きでもあった。

「そうそう、とりあえず……何か困った事があるんだったら相談して下さいね。同じ爆弾使つかいとして放って置けませんし……」

　ニースが不意にそんな事を言ってくるのを聞いて、レイルはプイ、と横を向く。

「……大きなお世せ話わだよ」

「私達のリーダーがおせっかい焼きですから、影えい響きようを受けてしまってるんです」

　傷だらけの顔に柔らかい笑えみを浮かべるニースをチラリと見やり、レイルの心しん中ちゆうに響ひびく破壊衝動がますます強くなる。

　以前の自分だったら、縁えんも無いのに優しくしてくれる彼女達に心を開いていたかもしれない。

　だが、現在のレイルには、そんな余よ裕ゆうは欠片かけらも無かった。

　吹き飛ばせと響き続けるレイルの心に、不意に一つの言葉が甦よみがえる。




『ただ……誰かまだ壊れてない人が、レイルの事を引き戻してくれればって思う』

『そうすればきっと──レイルは人間として生きていけると思うから』




　クリストファーの言葉を思い出しながら、レイルは静かに首を振る。

　──無理だ、無理だよ、クリストファー。

　恐らくは、爆弾魔という異常性はあるものの──ニースやミリアといった女達は、充分に壊れていない人達なのだと理解する。

　──だけど、だけどクリストファー。届かないんだよ。

　──もう、僕の心に……『壊れてない人』の言葉は届かない。

　──だから、だから僕には……もう。

　──僕にはもう、吹き飛ばすしかないんだよぉ。クリスぅ……。

　──完全に僕が壊れたら、その時は、その時はさ……

　──また……僕の手を取ってくれる？

　──お願いだよ、クリス……。

　──お願いだよ……

　レイルの願いは、声に出る事すらなく、空むなしく心しん中ちゆうに消え失せた。




　そして──現実は、更さらに追い打ちを掛ける。




「キャッ!?」

　突然、ミリアの悲鳴が工場内に響ひびき渡った。

　──……？

　何事かと工場内に残っていた数人がそちらに目を向けると──

「こんばんは」

　背広を纏まとった男が二人、ミリアの両腕を押さえ込んでいる姿が見えた。

「……ッ！　何するの!?　離して！　嫌ッ……！　はーなーしーてー！」

　ミリアがバタバタと暴れるが、男達は微び動どうだにせず──その手に拳けん銃じゆうを握って周囲を見渡し言葉を紡つむぐ。

「っと、動かないでくれよ……もっと大おお人数だと聞いたが、とりあえず、ここにいる連れん中ちゆうには動かないで貰もらおうか」

　──シャムを攫さらった奴やつらの仲間!?

　黒くろ服ふくではないが、突然人ひとを拘こう束そくする姿に昼間の事を思い出し、レイルの背中に冷たい汗がジワリと滲にじむ。

「はい、動かない動かない」

　男達は銃をちらつかせながら淡たん々たんと周囲を見渡した。

　そして、レイルとニースの方に目を向け──

「いたぞ、傷だらけの奴だ」

「ん……？　二人いるぞ？　どっちだ？」

　全く種類は違うが、どちらも傷だらけの顔をしている事には違い無い。

　男達は何事かささめきあった後、ミリアの頭に銃じゆう口こうを突きつけながら、ニース達に向かってゆっくりと口を開いた。

「どちらにしろ、爆ばく弾だん魔ま以外にも事情を聞く奴が一人は必要だ。とりあえず両方来て貰おうか」

「……貴方あなた達は一体……」

「質問は後で受け付ける。とりあえず今は、こちらの命令とこのお嬢じようさんの命を優先して貰おうか」

　特に凄すごみをきかせたわけでもない、実に淡たん々たんとした喋しやべり方だったが──それが逆に、簡単にミリアに弾だん丸がんを撃うち込むのではないかという恐怖を感じさせる。

「いいから逃げて！　私は……大丈夫だから……！」

　ミリアは叫ぶが、ニースは抵抗を諦あきらめ、そのままゆっくりと両手を上げた。

　一方のレイルは、その光景を眺ながめながら、既すでに手をポーチの中に伸ばしている。

　──そっか……人ひと質じちか。

　──僕とニースのお姉ねえちゃん、どっちを狙ってきたんだろう。

　──多分、僕だろうけど。

　──だけど、残念だったね……

　──僕には、吹き飛ばせるよ……

　──ここにいる、みんなごと。

　寧むしろ、心しん中ちゆうの『吹き飛ばせ』という衝しよう動どうに対して正当な理由ができたとばかりに、少しだけ嬉うれしそうに爆ばく弾だんを取りだした。




　その刹せつ那な──レイルの首くび筋すじに、チクリとした鋭い痛みが走り抜ける。




「……ッ？」

　次いで、何かが押しつけられるような鈍い痛み。

　それは、昔に嫌と言うほど感じていた痛みだった。

　──これって……

　ヒューイの子飼いである研究機き関かん『リズム』の手により、あるいはヒューイ本人の手により、幾いく度どとなく味わわされた感覚。

　──注射器きの痛みじゃな……な……あれ……ん……ぁ……

　自分の意識が急速にどこかに落ちていくのを感じながら、レイルはビクリと体を震わせ──そのまま深いに眠りの中に落ち込んでいく。

　そんなレイルの体を後ろから抱え込む三人目の男を見て、ニースは「いつの間に……！」と唇くちびるを噛かんだ。

　レイルをゆっくりと抱えながら、三人目の男は注射器を懐ふところにしまい込み──

「自じ爆ばく覚かく悟ごの犯はん行こうには一番気を付けろって言われてたからな。ま、注射は嫌いだったかも知れないが、悪く思わないでくれ」

　そして、男は懐から何かの瓶びんを取りだしながら、無表情のまま指示を出す。

「その女は先に連れて行け」

　男達が頷うなずき、藻も掻がき続けるミリアの口を押さえて工場の外へと歩き出した。

「やめて！　離して！　助けて……助けてアイザック……！　むぐぅ……」

　声をふさぎ込まれたミリアを見て、ニースはレイルを抱えた男を睨にらみ付ける。

「……!?　彼女は関係ありません！　抵抗はしませんから、離してあげて下さい！」

「……あんた一人に銃を突きつけたところで、途中で自じ爆ばくされたらかなわんからな。……なに、心配するな。用が済めばすぐに解放するさ」

　男は冷れい酷こくに呟つぶやきながら、瓶びんの中の白い物体を取りだし、口の中に放り込む。




　それは──小さな角かく砂糖だった。




　　　　⇔




ネブラ　本社内ない




「むッ……？」

　客室の廊下に飾られた美術品を眺ながめていたギュスターヴは、エレベータを降りてきた物もの々ものしい集団に目を向ける。

　一見すると弁護士か何かの集団のように見えた。

　身なりは実にしっかりとしたものであるが、帽ぼう子しの下から覗のぞく目には暗く張りつめた色を讃たたえており──要するに、堅かた気ぎの人間とはとても思えない集団と判断できる。

　そして、その中心にいた一人の人物を見つけ──ギュスターヴは鋭い目を更さらに細めながら、小さく独り言を呟いた。

「彼は……。何な故ぜここに？」




　情報屋の副社長は廊下の反対側に去っていく集団の背を見送りながら、フム、と一人思し案あんに耽ふけり──一いつ旦たん本社と連絡を取る為ために、電話のある、割り当てられた客用寝しん室しつへと足を向ける。

　その為、彼は気付かなかった。

　自室の扉とびらを閉めた直後。

　通路の奥にある非常階かい段だんから、角砂糖を囓かじるルービック達が現れた事に。

　そして、その肩に、副社長が先せん日じつ出会ったばかりの──

　全身に縫ほう合ごう痕こんを巻き付けた子供が抱えられていた事に。




　　　　⇔




『ドルチェ』店内




「楽しい……楽しい話をしよう」

　壁かべ紙がみをレンチで器き用ように張り替えながら、グラハムが淡たん々たんと独り言を呟つぶやき続けた。

「アイザックとかいう、あの良くジャグジー達と一緒にいた軽やかなカップルの片割れが出しゆつ所しよしたらしい。明日の朝には着くそうだが……それをわざわざ迎えに来たというじゃないか。実に美しい愛の形だ。司し法ほうによって引き裂かれた二人の絆きずなは、耐え難い孤こ独どくの中でも決して壊れる事は無かったわけだ……壊れる事の無い物か……素晴らしい、実に素晴らしい！　しかも形が無いからこの俺のレンチをもってしても壊す事は不可能！　ＹＥＳ！　完かん璧ぺきすぎる！　そんなものがこの世にあっていいのか!?　いいじゃないか！　俺が許そう！　人間の愛というものを俺は信じるぞ！　疑う奴やつは俺がレンチで関かん節せつを外す所しよ存ぞんだが宜よろしいか！」

「まずはグラハムさんが他人に愛を持って優しくなって下さいよ……ったく」

　相変わらずのテンションのグラハムに、シャフトはブツブツ文句を言いながらも店内の修しゆう復ふく作業を手伝っている。




　その一方で、ジャグジー達が不ふ良りよう少年達と共に店の中をせわしなく働き回っていた。

　不良集団の何人かは後から呼びつけられた上に店の修復を手伝わされている状態で、ぶつくさと文句を言いながらジャグジーと共にテーブルなどを運んでいた。

「なんで俺らまで……」

「しょうがないよ、一いつ刻こくも早く終わらせて、グラハムさんをＮＹに連れて帰らなくちゃ！」

　仕方が無いと言いつつも、ジャグジーは割と積極的に作業を手伝っている。

　もう半日ほど作業しているが、その目に苛いら立だちなどは見られない。恐らくは店の事情を聞いて、30周年という日にこんなトラブルに巻き込まれてしまった店てん主しゆに同情したのだろう。

「そういえば、あの男の子、目を覚ましたんだっけ？」

「おお。俺らが呼ばれる直前にな。まあ、ダンマリを決め込んでたが、ニースとミリアが付きっきりで優しくしてやってるから、そのうち口も開くだろうよ」

「へえ……」

　珍しく素そっ気けない返事を返すジャグジーに、仲間達はニヤニヤと笑いながら言葉を返した。

「お前、まさかあんなガキに嫉しつ妬としてやがんのか？」

「なッ！　そ、そんなことないよ！」

　どうやら図ず星ぼしだったのか、顔を真まっ赤かにして否定するジャグジー。

「俺のニースを取るなー……ってか？」「流石さすがだな、ジャグジー」

「熱いな」「燃える男め」「ま、これで後は、明日アイザックを迎えに行ってそのままみんなで帰ればＯＫじゃねえの？」「ヒャッハァ！」

　ニコニコといつも通りのテンションを続ける仲間達だが、ジャグジーは少しだけ顔色を曇くもらせながら、店の反対側、カウンター付近で作業をしている人物達に目を向けた。

　赤い瞳ひとみにサメのように並んだ鋭いキバ。

　かつて自分を殺しかけた集団『吸ラ血ミ鬼ア』の一人だというクリストファー・シャルドレード。

　１年前の事件を思い出しながら、ジャグジーはここに来る前、ティムに言われた事を思い出す。そう言えば、グラハムは確かにティムの仲間達と揉もめていると言っていた。

　だからこそ慌あわててここに来たのではないか。立て続けの混乱からすっかり忘れてしまっていた自分が情なさけなくて涙が出てくる。

　ジャグジーはそう思いながら深い溜ため息いきをつき、改めてクリストファーの方を見やったのだが──当の怪かい人じんは、金きん髪ぱつの少年と何やら楽しげに話し込んでいる。もっとも、無ぶ愛想あいそな顔をする少年に対して一方的に笑いかけているだけなのだが。

　──なんだろう。前に会った時よりは随ずい分ぶん柔らかくなった感じがするけど……。

　しかし、やはり怖い事は怖い。

　ジャグジーは目があったら大変だとばかりに顔を逸そらし、自分の仕事に専せん念ねんする事にした。

　──まあ、よく解わからないけど、グラハムさんとの喧けん嘩かは止まったみたいだし、あとはきっとティムさんが上う手まく纏まとめてくれるよね。

　他人任まかせな安心に身を委ゆだね、ジャグジー達は自分達とは何の関わりもない破は壊かい活動の修しゆう復ふくに明け暮れる。

　廃はい工場に残してきた者達に、何が起きているのかも気付かずに────







「そうなの……電話はもう直ったんだけど……この人達は電話線なんて知らないって言うし」

「お前の気のせいさ。見ろ、ちゃんと話せば解ってくれる人達だったろう？　しかもこうして店を直してくれてるんだ。電話線を切る理由なんかあるもんか」

「……そうねえ……」

「きっと電話会社の方のトラブルだよ。直ったんだから問題ない」

　そんな老ろう夫婦の会話を聞きながら、『詩し人じん』は相変わらず沈ちん黙もくを続けていた。

　──どうやら電話が不ふ通つうだったようだが……本当に事故だろうか？

　──何者かが意図的にこの状況……つまり、事件の関係者の殆ほとんどが集まるという状況を創つくり出す為ために、警察を呼ばれてはまずかったという事ではないのだろうか？

　──だとすれば、誰がいつ電話線を切った？　そして直した？

　──この場にいる誰かが抜けだして、とは思えないが……外に協力者が？

「どうした、『詩人』。黙っているなんて気持ち悪いぞ」

　沈黙を続けながら店の清せい掃そうを手伝う『詩人』に、シックルは静かに尋たずねかける。

　そんな彼女に、『詩人』はチラリと顔を向け、ブツブツといつもの調子で言葉の羅ら列れつを吐き出した。

「……矛む盾じゆんとは、遙かなる時じ空くうの彼方かなたより聞こえる鳥達の囀さえずりなのです。神が定めた数すう列れつを拒否する言葉を口にするは、朽くち葉ば色の瞳ひとみの娘。彼かの者はかつて己おのれが他者に与えた定めすら忘ぼう却きやくし、同じ喉のどから異なる数列を吐き出すのです！　まるで、己がこの世界の全てを生み出した創造主しゆであるとでも言うかのように！」

「……確かに以前『黙れ』とは何度も言ったが、その矛盾をそういう風ふうに……いや、やっぱり暫しばらく黙っていろ」

　蹴けりを我が慢まんしながら呟つぶやき、シックルはそのまま自分の話を紡つむぎ出す。

「クリスに聞いた話が本当だとすれば、フランクはあの白はく衣いの連れん中ちゆうに攫さらわれたというわけだ。レイルがそれを救おうとしているのならば、逆に人ひと質じちとして利用される恐れがあるな……」

　忌いま々いましげに歯を食いしばり、シックルは瞳に怒りをたぎらせる。

「くそ、シャムもヒルトンもリーザもいない。この状況では情報すら手に入れられない私が歯がゆくて仕方ない」

　その怒りは白衣の集団に対するものか、あるいは無力な自分達に対するものなのか。『詩し人じん』は恐らく後者だと判断したが、相も変わらず自分の考えを巡らせ続けた。

　──だが、ここで我々を集めて何がしたい？　この店ごと爆ばく破はして纏まとめて消すか？

　──いや……ならばとっくに実行していてもおかしくはないだろう。ならば……この店に来て起こった事と言えば……

　──……抗こう争そうの一時的な収しゆう束そく？

　──……まさかな。

　自分でも知らぬ内に、シックル、クリス、作業着の男の三みつ巴どもえ状態が終わった事を安あん堵どしていたようだ。『詩人』は軽く笑いながら、彼らに酒をぶちまけた少年に感謝する事にした。

　そこに一いち抹まつの違い和わ感かんを感じはしたのだが──結局『詩人』は、その正体に気が付く事はなかった。

　数秒後、新しい顔が店内に飛び込んで来るまでは。







「ジャグジー！　ジャグジーは居るか！」

　大声を上げて店内に飛び込んできた男に、店中の視線が集まった。

　彼は、ニース達と共に廃はい工場に残った不ふ良りようの一人だ。それを確認したジャグジーが、相手の剣けん幕まくに怯おびえながら声を上げる。

「ど、どうしたの？」

「やべえ……やべえよ、糞くそッ！」

　顔を真まっ青さおにしながら息を切らせている少年に、店内の誰もが『ただごとではない』と理解し、和やかだった店内が再び緊きん張ちように包まれた。

「ニースが……ニースと、ミリアと、あのガキが……」

「どうしたの!?　喧けん嘩かでもしたの!?」

　ミリアはともかく、ニースと爆ばく弾だん魔まの少年が喧けん嘩かしたとなれば町が一つ吹き飛ぶかもしれない。そんな光景を頭の中で掻かき消しながら、ジャグジーは泣きそうな顔でオロオロし始める。

　だが、事態はそんなジャグジーの想像を超えており──

「その三人がよ……せッ……背せ広びろ着た妙みような連れん中ちゆうに、攫さらわれちまったんだよぉ！」




　刹せつ那な──

　店内に、異い変へんが起こった。

　不ふ良りよう達は仲間が攫われたという状況に息を呑んでいたのだが──

　それとは明らかに別種の『驚きよう愕がく』を浮かべた者が数名おり、彼らは同時に『なんで』『まさか』と言った言葉を呟つぶやいたのだ。

　何な故ぜ攫われたのか？　という疑問の呟きではなく──

　自分の立てた完全な計画が突然破は綻たんしたような、そんな呟きが──

　そして、『詩し人じん』はそれを決して見逃さなかった。

　一人は、グラハムという作業着の男の仲間で、シャフトと呼ばれていた男。

　一人は、ジャグジーと呼ばれた少年の仲間で、彼らをここに連れてきたと思おぼしき青年。

　更さらに、もう一人──

　この人物については、一番変へん化かが顕けん著ちよだった。

　先せん刻こくまで何が起ころうとも、シックル以上の無ぶ愛想あいそを貫つらぬき通すだけだったのだが、今の瞬しゆん間かんだけ、あからさまな動どう揺ようをその顔に浮かべていたからだ。

　それは、クリストファーをこの店へと導いた──




　リカルド・ルッソという、プラチドの孫まごだと名乗った少年だった。




　　　　⇔




大陸横おう断だん鉄道　列車内ない




「なんで……」

　シカゴに向かう深夜特とつ急きゆう内ない。

　アイザックの対たい面めんに座っていたシャムは、目を見開きながら思わず口を開いていた。

「ん？　どうしたんだよ、シャム」

「い、いえ、何でもありませんよ」

「そっか？　ならいいや」

　明日が楽しみで寝ることができず、窓の外の景色を眺ながめていたアイザックは、月明かりの中を飛ぶ影を見つけて、子供のようにハシャぎ出す。

「お、見ろよシャム。こんな夜だってのに鳥がたくさん飛んでるぜ！」

「……アマツバメなんかは、寝ながらでも飛べるといいますからね……」

「そうなのか!?　働き者なんだなあ、すげえや！」

　アイザックと共に、列車よりも速く飛ぶ鳥の群れを見つめながら、シャムは暫しばし思し案あんする。

　──何な故ぜ……だ？

　──私は、知らない。

　──ミリアとニースとレイルを攫さらった……？

　──それは、私の計画には無い。

　自分の『ネットワーク』の中にジワリと響ひびいた不ふ確かく定てい要素に恐怖しながら、今、この瞬しゆん間かん、全ぜん米べいに散らばるありとあらゆる『シャム』は、背中に薄く汗を掻かいていた。




　　　　⇔




アルカトラズ刑けい務む所しよ　独どく房ぼう内




「だから、シャーネってのは……。……。…………」

「どうした？」

　昨日きのう聞きそびれた『シャーネ』という女性について詳しく聞こうとしていたフィーロ。

　話の途中、隣となりの房ぼうにいるドラゴンが突然黙だまり込んだので、心配して声をかけたのだが──

「い、いや、なんでもねえよ……。悪いな、今日はもう寝るわ」

「……？　余所で何かあったのか？」

「……心配するな。事が終われば、あんたの仲間には一いつ切さい手を出さねえよ。約束する」

「だといいんだが。だが、それで手前てめえらの事を許すわけじゃないからな……覚えておけ」

　声を低くするフィーロの言葉に──ドラゴンは、終しゆう始し無言のままだった。




　　　　⇔




シカゴ　ネブラ本社地下　製せい薬やく部ぶ門もん第六開発室




「……」

「どうしたんですか？」

　突然動うごきを止めた研究員の一人に、ルネが心配そうに声をかける。

「い、いえ。ちょっと立ちくらみが」

「もー、徹てつ夜やでもしたんですか？　出来損そこないの不ふ死し者でも、血液の体たい内ない移動による一時的な不調とかはあるんですから気を付けて下さいね？」

　何か講こう義ぎするような口く調ちようでペラペラと語るルネに、研究員はいつも通りの苦にが笑わらいを返して見せた。

　研究員の一人に扮したシャムは、自分の正体を悟さとられぬように、極めて冷静にいつも通りの自分を演じていた。

　ルネは間ま抜ぬけだが鋭い女だ。ヒューイと同じ類たぐいの危うさを持っている。

　多くの自分を『乱して』しまった事を反省しながら──シャムは即そく座ざに『計画』を修正するための情報を集める事にし──とりあえず、すぐ傍そばにいる個体を動かす事にした。

「ところでルネさん」

　声を上げたのは、部屋の隅すみの椅い子すに座る一人の男。

　これといった特とく徴ちようもない、単なる会社員の一人と思おぼしき男だったが──

「なんですか？　シャムさん」

　そちらの男に対して、ルネはあっさりとシャムと呼んだ。

　──気を付けねばならないのは、ここでうっかり『研究員の個体』で返事をしてしまわない事だ。

　シャムは気を張りつめながら、会社員風ふうの個体を使ってヘラヘラと言葉を紡つむぎ出す。

「俺の情報、少しは役に立ったんですかね？」

「ええ！　とっても！　貴方がヒューイさんを裏切ってくれたおかげで、フランク君っていう貴き重ちような個体も手に入りましたし、この町にいるヒルトンさんも、全部こちらで確保する事ができました！」

「まだヒューイにバレるわけにはいかないんで、私も一緒に確保された、という形で報告してありますけどね……」

　クツクツと意地の悪い笑えみを浮かべながら、心しん中ちゆうでシャムは考える。

　何百何千という個体ごとに同時に思し考こうを繰り出しながら、大おお元もとである『意識』は──改めて、現在の状況を整理する事にした。




　　　　⇔




　シャムとヒルトン。

　同じ鍊れん金きん術じゆつの副ふく産物であり、それによって生み出された二つの巨大な『意識』の塊かたまり。

　シャムは男の体を、ヒルトンは女の体を乗っ取りながら、その意識のネットワークを広げてきたのだ。

　今回の『計画』を実行するにあたり、まずは──ヒューイを裏切る事が前ぜん提てい条件だった。

　ヒルトンの個体は、ヒューイと『リズム』の手によって厳げん重じゆうに管理されている。そもそもヒルトンは自分の意識を増やす為ための『水』を持っていないのだ。

　そして、それはシャムにとっても同じ事だったが──シャムは隙すきをついて、『リズム』の一人に『水』を呑ませ、その意識を乗っ取る事に成功したのだ。

　あとは簡単だった。

　水を培ばい養ようし、ヒューイの知らぬ所で他者の意識を乗っ取り続け──ついには、ヒューイの知りうる五倍の数の『個体』を得ることに成功した。

　次に、その非ひ公式な個体を一人、ルネの元に向かわせる。

　ルネの元では既すでに研究者の意識を一人乗っ取っているが、そちらについてはルネもヒューイも知らない筈はずだ。『リズム』の研究者は最初からルネの元に潜もぐり込ませる事を提案していたが、ヒューイが『逆に利用される可能性がある』と反対していたのだ。

　だが、一度禁きんを破ったシャムにとって、そんなヒューイの提案などを聞く必要はない。

　彼はただ、自分の思うままに──自分の体を増やし続けた。

　そして、裏切者のシャムとして、ルネに多くの情報を流した。

『吸ラ血ミ鬼ア』を始めとした、ヒューイの子こ飼がいの組織の覚え書き、そして、シャムとヒルトンの『公式の個体』の情報を。

　ルネもネブラの研究チームも完全にこちらを信じたわけではないだろうが、疑いながらも、その情報を利用してくれた。

　結果として、ヒューイの実験開かい始し直前となって『吸ラ血ミ鬼ア』の手配書しよが出回る事となり、ヒルトン＝リーザは一時的に町から姿を消す事になったのだ。

　レイルの前で攫さらわれる一ひと芝しば居いをうって見せたのは、シャムもヒルトンと同じように攫われたという事を印いん象しよう付づける為ためだったが──まさかシャムも、レイルがあそこまで狂っているとは思っていなかった。

　だが、自らの『計画』は続ける必要がある。

　その為に今日も様々な『偶然』を装い、アイザックと接せつ触しよくして自分の行動にある程度の納なつ得とくと覚かく悟ごを持たせ、転がり始めた石の上に乗ったつもりだったのだが──

　──何な故ぜ、ここに来てレイルとニース、そしてミリアが攫われる？

　完全に、全てを把は握あくしている筈だった。

　慢まん心しんが招いたミスだ。あの廃はい工場に、自分の個体を残すべきだった。

　だが、ジャグジーのチームには一人しか個体を用意していない。

　その個体はジャグジー達をグラハムの待つ『ドルチェ』に呼び込む必要があり、あの状況から自分が廃工場に残るという選択肢しを考える事はしなかった。

　──くそ。せめて、見張りをやっておくんだった……。

　意識は忌いま々いましく舌した打うちしながらも、彼の手足となっている４桁けたに及ぶ個体の数々は、それぞれの状況に従った感情と計算を打ち出している。

　普通の人間と比べれば、自分はまさに万ばん能のうとでも言うべき存在なのだろう。

　だが、自分が万能に近づくに従って、逆に怖くなる事もあった。

　例え万ばん全ぜんを尽くそうが、どうしても『不ふ測そくの事態』というものは起こりうる。それが人じん為い的なものか災さい害がいなどによるものかは解わからない。

　それこそ、全ぜん人類を自分で統一したところで同じ事だろう。

　そもそも、全てが自分である等という退たい屈くつな世界は御ご免めんなので、シャムとしてもこれ以上個体数すうを増やす事はしないように努めているのだが。

　少なくとも、現げん時点では。




　そしてシャムは、あらゆる個体の中から、現在の状況に繋つながる情報が無いか漁あさり始める。

　数千の個体が、同時に現在の状況の原因を探る。後の世で言えば、まるで情報の網あみの中で一つの単語や画が像ぞうを検けん索さくするかのような感覚で。

　──……。

　そして、彼は見つけた。

　確定ではないが、一つのヒントとなりうる情報を。

　──まさか……。

　──まさか、あんな奴がここに……関わってくるのか？

　あくまで現時点では可能性の段階だが、確認する事もままならない。

　その『人物』は、ネブラの上じよう層そう部や合がつ衆しゆう国こくの議会のように、単純に入り込む事が難しい場所と言えた。水を飲ませて意識を乗っ取る事ができたとしても、僅わずかな違い和わ感かんを持たせただけでその個体は周囲から排除されてしまう。アルカトラズ刑けい務む所しよもその一つで、現在のように数名潜もぐり込ませるだけでもかなりの骨であり、長くとも数ヶ月毎ごとに配置換がえさせられてしまう状況だった。

　仮に大だい統とう領りようの意識を乗っ取ったとしても──直ぐに何者かの鋭き意識によって看かん破ぱされ、即そく座ざに解かい任にんされてしまうような気がする。これは数千の人間の経けい験けんと知識を積み重ねた結果による勘かんのようなものだったが──恐らく、間違ってはいないだろう。

　だが、それはヒューイ相手とて同じ事だ。

　ヒューイを出し抜くなど、普通は考えられない。だからこそ、今の自分はあらゆる裏うら技わざを講じ、あらゆる卑ひ怯きような真ま似ねでも涼すずしい顔で実行する必要がある。

　このような一時的な障しよう害がいで崩れるようではどうしようもないのだ。

　彼は焦しよう燥そうする気持ちを数千の混こん沌とんとした感情で無む理り矢や理り封じ込め、再び冷静な『意識』を取り戻す。




　今の自分にできる事は──ただ、自分の信しん念ねんを貫つらぬき通す事だけだと理解していたからだ。




　　　　⇔




『ドルチェ』店内




　ジャグジー達が慌あわてて店を去り、大分寂さびしくなった酒場の中。

　店の修しゆう復ふくは殆ほとんど終わっており、残されたのは最初の三みつつ巴どもえの面めん々めんだけだった。しかも、グラハムは仲間に『あとは任せた！』と、珍しく短い言葉を吐いてジャグジー達と共に去って行ってしまい、残されたシャフト達は途と方ほうにくれながら店の修復を進める次第だった。

　もはや、修復というよりもちょっとした改かい装そうと言えるだろう。古ぼけた調子だった店内は、店の雰ふん囲い気きはそのままに、今ではまるで新築のような空気を醸かもし出している。

　最初は人生最さい悪あくの日になるかもと思っていた店てん主しゆ夫婦だったが、終わってみれば人生の中でも良い記き憶おくとして残る一日となった。

　一日の前半の印いん象しようが悪かっただけに、後半の出来事がより煌きらびやかに感じられたのだろう。

「さあさあ、皆さんお疲れ様でした、大変遅おそくなりましたが、どうぞお召し上がりを！」

　ニコやかに笑いながら、老ろう店主が大おお皿ざらに盛った様々な味付けのバーベキュー・リブを運んでくる。

　様々なスパイスの匂においと肉にく汁じるの匂いが合わさって、働いた後の面々の食欲をこれでもかという程ほどに掻かき立てた。

　誰ともなく手を伸ばし、クリストファーも自分が望んでいた味付けのリブを口に運ぶ。

　鋭く並ぶ八や重え歯ばで噛かんだ瞬しゆん間かん、肉の間に閉じこめられた肉汁が溢あふれ出し、濃く味付けされたスパイスソースと混じり合う。

「へえ……美お味いしいや」

　珍しく素直な感想を口に出し、クリストファーは暫しばし無言でその料理を味わい続けた。

「美う味めぇ」

「凄すげえや」

　シャフト達も口々に賞しよう賛さんの言葉を上げながら、テーブルの上の肉を次々と自分の皿へと盛りつけていく。

　リカルドは暫し無言でそれを眺ながめていたが──

　帽ぼう子しを被かぶった男がこちらに顔を向けているのを見て、沈ちん黙もくを誤ご魔ま化かすかのように自らも肉へと手を伸ばした。

「ところで、これからどうするのさ？」

　とりあえず一本食べ終えたクリストファーが、少しずつ肉を口に運んでいたシックルに声をかける。

　対するシックルは、一いつ旦たんフォークとナイフの手を止め、静かな口く調ちようで言葉を紡つむぎだした。

「とりあえずは、シャムとヒルトン、リーザの指示が当てにならん以上……独自にフランクを探そうかと思っている。そこにレイルも来るだろうからな。……そもそも、貴き様さまはどうするつもりなのだ」

「んー。未定。聞いた話だと、ＮＹに行ったチーが戻ってくるのはまだ先だろうし、シャム達を通じた指示がない以上、僕の友達兼けん御主人様さまはリカルドだからねえ[image: かお]　あれ？　友達も合わさってる分、もしかしてヒューイの旦だん那なより優ゆう先せん順位が上かもよ？」

「貴様……くそ、まあ、貴様らしいと言えば貴様らしいが……少しはレイル達が心配にはならないのか？　先せん刻こくの話を聞く限り、貴様がレイルを拘こう束そくしてでも連れてきていれば、こんな事にはならなかったものを……」

　あからさまな抗こう議ぎの声に、クリストファーは静かに首を振る。

「……一年前の僕なら、そうしてたかもね」

「？」

　シックルは眉まゆを顰ひそめるが、クリストファーはそれ以上何も言わなかった。

　これ以上は何を言っても無む駄だと判断したのか、続いてシックルはリカルドへと視線を送る。

　その視線の意味を即そく座ざに察し、リカルドは暫しばし考え込み、自分の思いを正直に口にした。

「とりあえず……オレも情報を整理したい。また明日どこかで落ち合って、その時とき改めてって事で構わないかな？」

　その意見に何の反対意見も無い事から、シックル達がいかに袋ふくろ小こう路じに陥おちいってるかが嫌という程ほどに理解できた。

　気まずい沈ちん黙もくが訪れる中、シャフトを始めとしたグラハムの舎しや弟てい達だけが、美う味まい美味いと肉を貪むさぼる音を店内に響ひびかせている。

　美味そうに美味そうに、実に実に美味そうに────







　とりあえず互いの連れん絡らく手段や待ち合わせ場所などを伝えた後、リカルドとクリストファーは一いつ旦たん店を後にする事にした。

　店てん主しゆが深々と謝しや辞じを述べたのを逆に申し訳なく思いながら車に乗り込み、とりあえず今晩の宿へと車を走らせる。

「……クリスの家族、凄すごくまともな人達じゃないか」

「そうかな？　ああ、まあ、なんだか知らないけど今日は『詩し人じん』の旦だん那なが無む口くちだったからね。あとチーの素す敵てき過ぎる程ほどにオリエンタルな格かつ好こうを見てないからそんな事が言えるんだ」

「……どのみち、クリスより変って事は無いと思うよ」

「あれ？　ここは僕、ショックを受けるところ？」

　ケラケラと笑いながらハンドルを握るクリストファー。その車内に流れる空気は、至っていつも通りの二人のものだった。

　そんな雰ふん囲い気きの中、やはりいつも通りの軽い調子でクリストファーが問いかける。

「ところでさ、リカルド、一ついいかな？」

「何？」

「君さ、どっち？」

「？」

　突然妙みような事を言い出すクリストファーに、リカルドは眉まゆを顰ひそめながら問い返した。

「何の話？」

「いや、だからさ……」

　アクセルを軽く踏み込みながら、リカルドの友達であるその男は、赤い眼球を爛らん々らんと輝かせながら、決定的な問いを口にし──その瞬しゆん間かん、リカルドの顔に一ひと筋すじの汗が伝う事となる。




「リカルドは、『シャム』と『ヒルトン』、どっちなのかなーって思ってさ」

[image: ]




「……ッ」

　リカルドは、暫しばし無言。

　車のエンジン音だけが二人の周りに響ひびき渡り、歪いびつな沈ちん黙もくが周囲の空気を包み込んだ。

　永遠にそのエンジン音だけが回り続けるかと思われた頃──リカルドが、いつも通りの表情に戻って口を開く。

「なんの話？　シャムとヒルトンって、さっきの話に出てきた連絡係の人達だろ？」

「んー……？」

　明らかに誤ご魔ま化かす為ための言葉だったが──クリストファーはその反応に暫し迷った後、やはり笑いながら自分の推すい測そくを吐き出した。

「いやいや、別に隠かくす必要ないよ。別に怒ってないし、リカルドがシャムだろうがヒルトンだろうが僕の友達って事には変わりないしね」

「……何を根こん拠きよに、そんな事を言うのさ？」

「色々あるけど……そうだね、最初におかしいと思ったのは──レイルを見つけた時さ」

　数日前の事を思い出しながら、クリストファーは笑顔を薄めて淡たん々たんとした調子で語り出す。

「僕はね、結けつ構こう耳がいい自信があった。だけど……君は、僕が全く気付かなかった爆ばく弾だんの音を聞いたって言う。一度目はともかく……二回目は、僕はかなり警けい戒かいして、集中もしてた。なのに……君はまた爆発を聞き取った。この音が反はん響きようするビルだらけの町まち中なかで、方角と距離まで正確にね」

「……」

「それに君が車を運転して僕を助けに来た時。アクセルとブレーキを知ってるだけで、あれだけスムーズな運転ができる程ほど、この車の運転は易しくないよ」

「……」

　その後もいくつかの『違い和わ感かん』を上げていくクリストファーだったが、対するリカルドは終しゆう始し無言のままでその言葉に聞きいっていた。

「ま、最大の違和感は、今日かな」

「……やっぱり？」

　諦あきらめたように呟つぶやかれた一言。

　それは、クリストファーの発言を認めるかのような響ひびきだった。

「そりゃ、ね。あそこまで都つ合ごう良い事なんて、滅めつ多たにあり得ないさ。この広いシカゴの中で、あの古めかしい店にみんなが一いつ斉せいに集まるなんてあり得ないし……何より、僕がグラハムやシックルと喧けん嘩かしてる間、外のドアが開けられた様よう子すはなかった。窓には日ひ除よけのカーテンが掛かってたしねえ」

「なのに、ジャグジー・スプロット達がその事を知っていた」

「……ついでに言うなら」

「オレが、ジャグジー・スプロットっていう本ほん名みようを聞いてないのに知ってる、って事だね」

　先読みするように答えたシャムに、クリストファーは声こえ高たかく笑い出した。

「アハハハハハハッ！　その通り！」

　キバが並ぶ口をニパァと開き、不ぶ気き味みな形ぎよう相そうのままアクセルを更さらに踏み込んだ。

　車のスピードは上がるが、同時に笑いは抑え込むクリストファー。

　彼は言葉の調子を落ち着かせ、尚なおもリカルドの姿をした何かに問いかける。

「おかしいなと思うのは、君がシャムかヒルトンなら、とっくに僕にヒューイの指示を伝えるか、少なくともさっきシックル達に伝えてる筈はずなんだけど……」

　そしてクリストファーは、やや真剣な表情になって、言葉の続きを吐き出した。

「もしかして、君……」

「……」

「ヒューイの旦だん那なを裏切ってる？」

　再び沈ちん黙もくが訪れ、エンジン音が狭い車内を支配する。

　リカルドは既すでにいつも通りの無ぶ愛想あいそに戻っており、リカルドらしい言葉で相あい棒ぼうに問い返した。

「だとしたら、殺す？」

　下へ手たすれば、この時点で頭を撃うち抜かれてもおかしくはない言葉。

　だが、クリストファーは苦く笑しよう混じりに首を振り──

「一年前の僕ならね。……ああ、そうだ。チーに同じ事を聞かれた事があったけど、あの時は僕、迷い無く『殺すけど、なんで？』って答えてたなあ。懐なつかしきかな、若き日の僕」

　と、それだけ言うと後はいつも通りの薄うす笑わらいを浮かべるだけだった。

　リカルドは静かに目を伏せると、声こわ色いろをいつもより重くして、言った。

「……明日、落ち着いたら全部話すよ」

　逆ぎやく説せつ的に『今は話さない』と断だん言げんしたリカルドだが、その言葉には強い覚かく悟ごを感じさせる。

「だから、それまで……信じて」

「うん、いいよ」

　都つ合ごうの良さ極まりない申し出に対し、クリストファーは化ばけ物ものの顔のまま無む邪じや気きに笑う。

　化物の子供は、凶きよう悪あくなまでに純じゆん粋すいな笑顔を浮かべて──照れるように呟つぶやいた。




「リカルドは友達だから……って言いたいけど、やっぱり簡単に友達だって言う奴やつはあれだよねえ」

「……」

「だから、軽くじゃなくてしっかりと言うよ」

「えっ」

「リカルドは、例え正体がなんであろうと──今の僕をここに支えてくれた友達だよ？　だからさ……仮に裏切られても──僕は笑って許す事にするよ。……言ったろ？　友達は利り害がい関係でもいいって」




「心の安らぎの為ために……精せい一いつ杯ぱい利用するといいさ」




　　　　⇔




　夜が明ける。




　まずはシカゴの町に。

　数時間遅おくれて、アルカトラズを暁ぎよう光こうが包み込む。

　赤く焼けるその光は、それぞれの地を美しく彩いろどり、いつもと変わらぬ朝の訪れを伝えていた。




　そして──『彼ら』にとっては、節ふし目めとなる朝を迎える。

　この事件に関わった者達たちにとって──ある者は一つの結末となる朝を。

　またある者は、そこに新しい道を見出す、大きな節目となる朝を────




　　　　⇔




アルカトラズ刑けい務む所しよ




　朝食後の運動時間、フィーロはブラブラと運動場を歩き回る。

　アルカトラズ刑務所には比ひ較かく的てき広い運動場が存在し、普段押おし込められている彼らのガス抜きをする絶ぜつ好こうの場となっていた。

　週に二回。土曜と日曜の２日間だけ、彼らは一日５時間だけ運動場の使用が許される。

　長いとも短いとも言える自由時間の中、多くの者はハンドボールに興きようじていた。

　ある者はドミノゲームやトランプに興じ、またある者は、階段状になっている運動場の側そく部ぶに腰掛け、外の空気と日光を存ぞん分ぶんに満まん喫きつしている姿が見受けられる。

　実に和やかな風景に見えるが、看かん守しゆ詰つめ所しよの窓からはライフルを持った看守が厳きびしい顔をして運動場を見下ろしており、ここが刑務所の中であることを強制的に思い出させていた。

　フィーロが運動場をこうして自由に歩き回るのは初めての事である。

　何度か清せい掃そう作業の時に出たことはあるが、その時は作業に集中したり、すきっ歯の男がドラゴンに肉を食いちぎられたりで、フィーロは外の空気を存分に吸う暇ひまさえ無かったのだ。

　こうして初の自由時間を満まん喫きつする事になったのはいいのだが──フィーロはこれといってやりたい事も無く、頭の中では現在の地下深くにいるであろうヒューイ・ラフォレットの事について思し案あんを続けていた。

　──あれから２日経たつが……あの野や郎ろう、特に何も仕掛けて来ないな。

　フィーロとしては、向こうから何らかの接せつ触しよくを図ってくるか、最悪ヒューイが直接自分の房ぼうに乗り込んできて頭に右手を乗せてくる事まで考えていたのだが──そうした緊きん張ちよう感かんは全て空から振りに終わってしまった。

　──アイザックは、無事に解放されたのか？

　刑けい務む所しよから姿を消した友人の姿を思い浮かべ、フィーロは自由時間を満喫する囚しゆう人じん達の間で空を見上げ──ふと、運動場の奥、塀へいを隔へだてた場所に建つ給水塔とうに目を移した。

　──へえ、ハヤブサか。こんなとこにもいるんだな。

　給水塔の上を舞う無数の鳥の姿を見つけ、ゆっくりとそちらに足を近づけて行った。

　──大きさからして……全部メスか。

　美しく舞うハヤブサの群れを見ながら、フィーロは自分の中にある鳥の知識が、本来の自分のものではない事に気付き、複雑な気分となる。

　──……まあ、このぐらいならいいか……。大切に使わせて貰もらうよ。

　その知識の本来の持主──セラードに喰われた鍊れん金きん術じゆつ師しの一人に感謝しながら、フィーロは更さらに足を近づけていった。

　こちらには囚人の数も少なく、潮しお風かぜの冷たさが一ひと際きわ強く感じられる。

　だが、空を舞うハヤブサ達はフィーロが近づいても逃げる事はなく、我わが物もの顔がおで給水塔を占せん拠きよしていた。

　──にしても、多いな。

　フィーロは給水塔の上に巣すでもあるのかと思い、暫しばらくハヤブサの様よう子すを観察しようとしていたのだが──

　その耳に、あり得ない言葉が浴びせかけられる。




「……見つけた」




　──えっ？

　近くから響ひびいた言葉に、フィーロは思わず周囲を見渡した。

　今の声は、明らかに女性の者だった。

　エニスやミリアのものより大人おとなびた、艶つやのある色っぽい声。

　刑務所の中で幻げん聴ちようでも耳にしたか？　それとも塀の向こうで看かん守しゆがラジオでも聞いているのだろうか？

　どうせ幻げん聴ちようならエニスの声が聞きたかったと思うフィーロの耳に、先せん刻こくよりもはっきりとした言葉が染しみわたる。

「よく……外に来てくれたわねえ」

「……っ！　誰だ？」

　明らかに自分に向けられた言葉だと察したフィーロは、再び周囲を見渡した。

　だが、女性の姿は疎おろか、囚しゆう人じんの姿もすぐ傍そばには見あたらない。

　ふと──嫌な感覚がフィーロを襲おそう。

　──……暗い……？

　急に朝日が遮さえぎられたかのような感覚に陥おちいり──フィーロは、勢いよく空を見上げ──

　そこに、異常な光景を見た。

　先刻までは十数羽わだったハヤブサの数が──

　今は、百羽を下らない数となり、給水塔とうではなくフィーロの上空をグルグルと飛び回っているではないか。

　──っ!?

　明らかに不自然なその鳥達の数と動きに、フィーロは暫しばし呆あつ気けにとられる。

　だが、その耳には相変わらず容よう赦しや無く、艶なまめかしい女の声が響ひびき続けた。

「よくも……よくもヒューイ様の……お父とうさんの目を……っ！」

「なんだと？」

　明らさまな憎しみの籠こめられたその言葉を聞き──フィーロは、その声を発しているモノの正体に気が付いた。

　──まさか……このハヤブサ……が……!?

　それに気付いた瞬しゆん間かん──

　ハヤブサの一羽が勢いよく急きゆう降下し──




　フィーロの顔面に、その鋭い爪を容よう赦しやなく突き立てた。




　　　　⇔




シカゴユニオン駅




「ミリア……！」

　愛いとしい人の名前を呟つぶやきながら、軽やかに駅に降り立つ影が一つ。

　その声は駅えき舎しやの雑ざつ踏とうに掻かき消されるが、当のアイザックはまるで気にせず目まぐるしく首と視線を動かしていた。

「どこだろう？」

　列車での長なが旅たびを終え、ようやくシカゴへと辿たどり着いたアイザック。

　今日の午前中という漠ばく然ぜんとした待ち合わせだったから、まだミリアは来ていないのだろうか。

　そわそわしながら周囲の様よう子すを見るアイザックの周りを、他の乗じよう降こう客きやくがせわしなく往おう来らいする。

「そういや、シャムは何ど処こに行っちゃったんだろうな？」

　列車が駅についてから姿が見えない友人の事を思い、自分が相手の事を何も知らない事に気が付いた。

「せめて、ＮＹの住所とか聞いておけば良かったなあ。まあいいや、今こん度ど会った時に聞くか！」

　何の迷いもなく、広いＮＹの中で再び会えると信じて断だん言げんするアイザック。

　一人になったところで彼らしさはまるで変わらず、クルクルと回りながら愛いとしいミリアの到着を待ち続けた。

　直後──彼は、後ろに立つ一つの人ひと影かげに気付き、ミリアだろうかと笑顔と共に振り返る。




　そして、そこに立っていたのは──────




　　　　⇔




10分後




　駅の中に、息せき切って駆け込む影が二つ。

　ジャグジーの仲間である、ニックとジャックだ。

　ＮＹに向かう為ために発車の準備を整えている列車を見つけ、慌あわてたようにニックが叫ぶ。

「ああ、もう列車着ついてるじゃねえか！」

「ていうかよぉー。アイザックの奴やつになんて言やいいんだ？　ミリアは誰かに攫さらわれました、なんて言ったら発はつ狂きようしちまうんじゃねえか？」

「いやあ、それは無いと思うけどよ……助けにいくとか叫んで闇やみ雲くもに飛び出して車にはねられるぐらいはしそうだからな」

　好き勝かつ手てな心配をしながらアイザックを捜す二人だが、ホームの中に相手の姿は見られない。

「……？　次の列車か？」

「まあ、もう少し捜してみようぜ」

　そして、彼らは次の列車が来るまでホームを探たん索さくしたのだが──

　結局、彼らの前にアイザックが姿を現す事は無かった。

　次の列車の中からも。その次の列車の中からも。




　　　　⇔




　時間は、暫しばし遡さかのぼる。




ネブラ本社ビル　客室階かい　通路




　豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされた、まるでホテルか美術館と見まごう廊下。

　ネブラを訪れた様々な客を迎える部屋の中には、それこそホテルのスイートルームのような高級客きやく室しつも存在しており、主に取とり引ひき先さきの重じゆう役やくや他国の政治家などが使用する為ための部屋だった。

　その部屋の扉とびらの一つが開き、一人の男を中心として、堅かた気ぎとは思えない男達の集団が現れる。

　身に纏まとっている服と相そう対たい的に、険しい気け配はいが男達の周囲を包み込んでいた。

　廊下にいた清せい掃そう係がかり等も思わず息を呑み、何も言われずともその集団に道を空あける。

　ただそこに居るだけで空間を支配する威い圧あつ的な集団は、音もなくネブラの内部を歩み進んでいたのだが──

　ふと、その前に一人の男と、カメラを構えた小こ柄がらな少女が立ち塞ふさがる。

　余りにも堂どう々どうとその『威圧感かん』の壁の前に現れた男は、鋭い視線で男達を睨ねめ付ける。

　一方の少女は、カメラを握り締めてガタガタと震えている。

「誰だ？」

「待て、こいつは……」

　そんな事を呟つぶやきながら、男達は歩みを止めた。

　ピリピリとした空気が廊下に膨ふくれあがる中、対たい峙じした男は──モノクルレンズをクイ、と指で押し上げながら、相あい対たいする男達の中心人じん物ぶつに言葉をかける。

「……御ご無ぶ沙さ汰たしておりますな」

　その一いち礼れいに対し、人の壁の中心に居た男が音も無く右手を挙げた。

　すると、波が割れるように人の壁が左右に開き、中央から壮そう年ねんの男が顔を出す。

　年ねん齢れいは50を超えたあたりだろうか、刻まれた皺しわは浅いとも深いとも取れず、威い厳げんのある顔の上に理り知ち的な眼鏡めがねを装そう着ちやくしている。

「久しぶりだな。情報屋ギユスターヴ。こんなところまで新聞の勧かん誘ゆうか？」

　皮ひ肉にくげな言葉だが、その口く調ちようには嫌いや味みは籠こめられていない。

　対するギュスターヴも、特に表情を変えずにいつも通りの調子で語りかける。

「昨日きのうたまたまこのフロアで見かけましたので、挨あい拶さつをと思いましてね」

「ふん……詳しい話は昼食の時にでも聞くとしよう。我々は、これからちょっとした商しよう談だんがあるのでな」

「委い細さい承しよう知ち致しました」

　そのまま廊下の端はしに身を引き、背せ広びろの集団を先に進ませるギュスターヴ。

　更さらにその陰に隠かくれるようにして震え続けていたキャロルは──男達が廊下の角を曲がるのを見て、息を大きく吐き出した。

「静せい虚きよたれ。……だが、顔を見て悲鳴を上げなかったのは30点程ほど加点する価か値ちがあるな」

　珍しく褒ほめるギュスターヴに、キャロルは小こ刻きざみに震える唇くちびるを開き──

「い、今の、もしかしなくても堅かた気ぎの人ひと達たちじゃないですよね？　ね？」

「む？」

「あ、あの、今の人って、一体どなたなんですか？」

　怯おびえ続けるキャロルの顔を見て、ギュスターヴはフム、と顎あごに手を当て──

「知らずに雰ふん囲い気きだけで怯えていたのか……これは５２７点ほど減げん点てんせねばなるまい」

「無くなっちゃう!?」

　悲鳴を上げる助じよ手しゆを余よ所そに──

　ギュスターヴは古い友人を紹介するような気軽さで、今しがたの人物の名を口にした。




「知っておくといい。今のが、ＭＲ．バルトロ……。東部でも有数の力を持つ、ルノラータ・ファミリーの最高権けん力りよく者しやだ」




　　　　⇔




数分後　ネブラ本社　某ぼう会議室内ない




「……話せる事は、昨日きのう全て話したと思いますが」

　椅い子すに座らせられたニースは、眼前に居い並ならぶ男達に毅き然ぜんとした態度で言い放つ。

　だが、彼女の背には薄く汗が滲にじんでおり、内ない心しんに湧わき上がる『恐怖』を抑えるのに精せい一いつ杯ぱいでもあった。

　ルッソ・ファミリー相手に幾いく度ども立ち回りを続けてきた。

　フライング・プッシーフットの事件を始めとして、いくつもの死し線せんを乗り越えて来た。

　それなのに──ニースの心しん中ちゆうは、今、あり得ない程ほどのプレッシャーで押し潰つぶされそうになっている。

　──この人達……多分マフィアだけれど……

　──ルッソ・ファミリーなんかの比じゃない……！

　何か暴ぼう行こうを加えられたわけではない。

　脅おどしをかけられたわけでもない。

　それでもニースは、痛い程ほどに感じ取っていた。逆に、ルッソ・ファミリーを手て玉だまに取り、いくつもの死し線せんを潜くぐってきたからこそ感じ取る事ができたのかもしれない。

　今、目の前に並ぶ男達が、どれ程までにどうしようもなく凶悪でヤバい存在かという事を。

　不ぶ気き味みさで言えば一年前に出会ったロニー・スキアートという男の方が上だが、危険度で言えば目の前の男達の方が数すう倍ばい上うえであるように感じられる。

　テーブルを挟んで、居い並ならぶ男達の中央に座る初しよ老ろうの男。眼鏡めがねを掛けて落ち着いた雰ふん囲い気きの身なりをしているが、その眼鏡の奥に光る眼光の鋭さは、目を合わせる事を無意識の内に拒否させる程ほどだった。

　バルトロ、と名乗った初老の男は、身なり通りの落ち着いた声で、ゆっくと語りかける。

「ああ、今日は君ではなく──隣となりにいる子と話をしようと思ってね」

　そして、視線をニースの隣──椅い子すに縛しばられた状態のレイルに向けた。

　ミリアは現在別べつ室しつに隔かく離りされており、仮にニースが隠かくし持った爆ばく弾だん等で騒ぎを起こせば、ミリアの命が危なくなる。彼女が『不ふ死し者』である事を知らないニースは、ギリ、と歯を食いしばりながら状況を打だ開かいする方法を考え続ける。




　その一方で、爆弾を全て奪われているレイルは──自分に視線を向ける老ろう齢れいの男を見て、得えも言われぬ不安を感じ始めていた。

　──なんだ、なんだよ、こいつら……。

　──こいつらは、不死者じゃない。ただの人間だろ？

　──なのに……なんでっ……なんでこんなに……

　──なんでこんなに……怖い？

　やはり、具体的に何かをされたわけではないのに──喉のどの奥から焼け付くような熱さがこみ上げてくるのが解わかった。

　老齢の男だけではない。その両側に並ぶ一いち卵らん性せい双そう生せい児じと思おぼしき双ふた子ごの青年を始めとして、部屋の中に放射状に散って自分達を取り囲む男達は、皆なんとも言えない奇き妙みような違い和わ感かんを感じさせていた。

　脅おどしというものは、ただ、そこにいるだけで成立する。

　立ち位置。

　挙きよ動どう。

　視線。

　息づかい。

　そうした細かい動作の全てが複雑に絡まり合い、その網あみの内部に閉じこめられたニースやレイルに圧倒的な圧あつ迫ぱく感かんを与えてくる。

　ただ一人──部屋の隅すみにいる、ぼさぼさの髪かみと髭ひげを蓄えた顔色の悪い男だけは、体を小こ刻きざみに震わせているだけで、さしたる恐怖を感じさせてはいなかった。だが、恐らく本来ここにいるべき人間ではないのだろう。その男がいる事によって、場の空気が和らぐ事などは欠片かけらもなかったのだから。

　どのみち何も答える気の無かったレイルだが、その圧倒的な空気の重さに、息をする事すら苦しく感じられるようになっていた。

　──吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃいけないいけないんだあああああああああ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ吹き飛ばさなきゃ……

　──でも……駄だ目め……駄目だ。

　心の中ではいつもの衝しよう動どうが顔を出すが、その狂気すらも、目の前に広がる現実に封ふう殺さつされようとしていた。もっとも、衝動が恐怖に勝ったところで、今のレイルには爆ばく弾だんは残されていないのだが。

　と、次の瞬しゆん間かん。

　レイルが欲していた爆弾入りのポーチが、ドン、と机の上に載せられた。

「……！」

「私が聞きたいのは……、この、君が持っていた花火についてだ」

　その中身を知っているレイルとニースは、互いに別々の思おも惑わくをもって目を細める。

　同時に、なんとなく、この火か薬やくにまつわる『繋つながり』のようなものを勘かん付づき始めていた。

　そして──まさにその想そう像ぞう通りの事が、眼鏡めがねの老人の口から淡たん々たんと語られる。

「率そつ直ちよくに言おう。この花火は──元は、私の友達が貰もらう筈はずだった物だ。それが、運の悪いことに、運んでいる間に泥どろ棒ぼうに取られてしまってね」




　子供相あい手てだからか、威い圧あつ感かんとは裏うら腹はらに幾いく分ぶんフランクな老人の口く調ちよう。

　だが、ニースの背中には大量の汗が噴ふき出していた。

　昨さく晩ばんの内に彼らに話した事は、自分達が出しゆつ所しよする友人を迎えに来ただけで、たまたまケガをしていたレイルを見つけて介かい抱ほうしていたという事だけだ。彼を警察に突き出さなかった理由の一つである『爆弾の出で所どころが自分達かもしれない』という話は一切していない。

　だが、もしも……自分達がその『泥棒』だと知られたら──恐らく、ルッソ・ファミリーを相手にするのとは段だん違ちがいの苦労と恐怖を背負う事になるだろう。それをジャグジーに伝えるまで生きていられる可能性もゼロに近い。

　無事な方の眼球を抉えぐられて、そこに手紙を詰められてジャグジーの元に運ばれる自分の死体を想像し、ニースは震えを通り越して吐き気すら催もよおしてきた。

　絶望を必死に隠かくそうとしているニースを余よ所そに、老人はゆっくりと立ち上がる。




　そして、レイルの方に少しずつ近付きながら、淡たん々たんと言葉を続けていく。

「まあ、一番欲ほしがっていた人間が遠い所に行ってしまったので、我々もそこまで強くそれを欲しがっていたわけではないのだが……我々の依頼した筈はずの品で、シカゴの町が破壊されたとすれば話は全く変わってくる。例え、どのような経緯いきさつで君がそれを手に入れたとしても、だ」

　言葉の調子を強めることもなく、絵本を聞かせるよりも丁てい寧ねいにレイルに対して言葉を染しみこませる初しよ老ろうの男。

「取りあえず、君と取引がしたい。フェアな取引だ。君の持つ、残りの爆ばく弾だんの全てを──私達に返して欲しい。それだけだよ。君が、どこかに大事にしまっている分も含めてね」

「……！」

　彼らはどうやら、爆弾の総そう量りようを知っているようだ。

　先日ネブラの施設を爆ばく破はした量では、レイルが保ほ管かんしている総量には及ばない事を理解し、更さらにテーブルの上にある爆弾を加えても全く追いつかない事を理解している口ぶりだった。

　こちらが過去にどれだけ使ったかという事までは知らない筈なので、誤ご魔ま化かしようはいくらでもある筈だった。普段のレイルならば、上う手まく誤魔化す方法を思し案あんしている事だろう。

　しかし、狂きよう的てき衝しよう動どうに浸しん食しよくされつつある今のレイルには、『爆弾が奪われる』という単純な恐怖の感情ばかりが心の中にせり上がる。

　また、通常の火か薬やくに戻せば済む話なのだろうか？

　以前よりも弱くなる自分に、果たして価か値ちなどあるのだろうか？

　そして何より、自分は──

　──僕が、人間に屈くつする？

　──不ふ死し者でもホムンクルスでもない、ただの人間の……こんな年とし老おいた男に？

　──不ふ老ろうである自分達と違い、放っておけば寿じゆ命みようで死ぬような、より不完全な存在に？

　──嫌だ！

　──そんな事を認めたら……認めたら……

　──クリスが……また……遠くなる！

　自分の尊そん敬けいする存在である赤あか目めの怪かい人じん。彼と同じホムンクルスであるという事を誇りにも思っていた彼だが──このまま人間にすら屈し、爆弾を奪われ、何もできないただの子供と成り下がった時──果たしてクリスは、まだ自分の事を見てくれるのだろうか？

　論ろん理り的にそう考えたわけではないが、彼の複雑な感情は一いつ瞬しゆんで『なんとなく』その考えに辿たどり着いた。

　このまま人間にすら見み下くだされる存在になるぐらいならば。

　フランクを助けることすらままならないぐらいならば──

　──それなら、僕はここで死のう。

　──そこまでどうにもならない世界なら、僕は、僕を消し飛ばそう。

　決意でもなく、自や棄けを起こしたわけでもない。

　ただ、体の中から起こる『何もかも吹き飛ばせ』という衝しよう動どうが、周囲からの恐怖に煽あおられ、一気に自分自身へと矛ほこ先さきを向けたのだ。

「どうかね？　もちろん、タダでとは言わないさ」

　優しげな問いかけと共に、レイルに顔を近づける初しよ老ろうの男。

　そんな男に対し──レイルはただ一言分だけ口を開く。

「……嫌だ」

「ほう、何な故ぜかね？」

「お爺じいさん達に……人間なんかに……屈くつしたくないからさ」

　年ねん齢れいよりも、僅わずかに大人おとなびた物もの言いいだった。

　老人は特に焦った様よう子すも怒った様子も見せず、薄い笑えみを浮かべて語りかける。

「なるほど。何かトラウマめいた信しん念ねんを持っていると見える。些いささか安いが、君の年齢からすれば充分すぎる程ほどの信念なのだろう」

　更さらに一歩レイルに近付き、互いの顔の距離が50センチ程に狭まった。

　そして、目を僅わずかに見開き──人形を思わせるレイルの大きな瞳ひとみを覗のぞき込む。

「君は──この状況に恐怖を感じている」

「……」

「下へ手たをすれば命を失う事も理解していると見えるが……それでも敢あえて、我々とは取引をする気すらなく、死よりも信念を取ると、こう言っているのだね？」

　答えの代わりに、レイルは老人の顔面に向かって唾つばを吐いた。

　レイルは死ぬ事を既すでに決定していた。生き延びて『人間も不ふ死し者も見返し──クリスにも自分を認めさせる』という信念を為なすという選択肢しもあったのだが、レイルの中に響ひびく怨えん嗟さのような声が、その選択肢を覆おおい隠かくしている。

　唾を吐いた瞬しゆん間かん、レイルは逆に気が楽にすらなったのだが──

　吐いた唾は、老人の顔には届かなかった。

　老人の横に立っていた護ご衛えいらしき男が、瞬しゆん時じに手を差し伸べてそれを受け止めたからだ。

　子供の唾を手の平に受け、そのまま拭ふき取る事もせずに握り締める男は──全くの無表情。

　それが逆に不ぶ気き味みさを感じさせ、それが当然だとばかりに表情を変えない老人の姿も含め、ニースとレイルの背中に凄すさまじい寒さむ気けをこびり付かせた。

「この年になると、唾を吐かれたぐらいで怒る程の元気は無くなってね」

　首を振りながら笑い、ゆっくりと自分の席へと戻る老人。

「正直な話をすると、君の正体を少しだけ知っている」

「……！」

「？」

　レイルとニースで、それぞれ違った反応を見せる。レイルは相手を睨にらみ、ニースは「正体？」と言いたげに眉まゆを顰ひそめていた。ニースとしては、レイルの正体は自分と同じ爆ばく弾だんマニアの類たぐいだろうという事で半分完かん結けつしていたのだ。他の仲間から見れば『ニースみたいなのがポンポンいて堪たまるか』と言われるだろうが、ニースにとって『爆弾を持つ』というのは割とポピュラーな子供の望みらしかった。

　無む論ろん、彼女の世界の中でだけ。

　ともあれ、殺される事すらできなくなったレイルは、ならば舌を噛かもうか、いやそれよりは一いちか八ばちかでこの縄なわを抜け、あのバッグに手を伸ばそうか……等と思し案あんを続けていたのだが──




　不意に部屋の扉とびらが開き、新しく中に入ってきた男がカラカラと笑いながら空気にそぐわない声を響ひびかせた。

「よう、すまんね、バルちゃん！　久しぶりやねえ。孫まごのカッツェ君は元気しとる？」

　余りにも場ば違ちがいな声に、護ご衛えいと思おぼしき男達は不快そうに眉まゆを顰ひそめ、『バルちゃん』と呼ばれた老人は溜ため息いきをつきながら首を振る。

　だが、そんな無言の抗こう議ぎも聞かず、部屋の圧あつ迫ぱく感かんをぶち壊した男は飄ひよう々ひようと語る。

「なんやこっちの会議が長引いてなあ。……おっ。この子が例の爆弾魔かいな？　……ん？　両方傷きずだらけやけど、どっちがそうなん？　……っと、すまんね、傷の事を気にしてたら堪かん忍にんしてや。でも、おいちゃんはその傷、カッコイイと思うで。二人とも」

　年ねん齢れいは、眼鏡めがねの男よりも幾いく分ぶん高いだろうか。

　同じ老人でありながら、『バルちゃん』と呼ばれた男とは一八〇度違う空気を醸かもし出している。

　人が良さそうというよりも、垢あか抜ぬけた悪戯いたずら小こ僧ぞうのような微笑ほほえみを浮かべる男の登場に、ニースはポカンと口を開け、レイルは張りつめていた空気を一いつ瞬しゆんだけ緩めさせられた。

「カル……空気を読め」

「硬い事言いうなやバルちゃん。またこないな大おお人数で女おんな子供を脅おどかしよってからに。あー、姉ねえちゃんも坊ぼつちゃんもそう硬くならんで、取りあえず茶ぁ飲みや。おーい、茶」

　カルと呼ばれた男がそう言うと、一緒に部屋に入ってきたと思しき男が恭うやうやしく頭を下げた。

　──あっ。

　レイルは顔を見ていないようなので気付いていないようだったが──それは、昨さく晩ばんニース達を攫さらいに来た角かく砂糖の男であり、ニースはますます現在の状況に混乱していった。

　──……どういう事……？　この人達はマフィアだろうけど……このビル……『ネブラ』の本社よね？　じゃあ、カルって？

『ネブラ』の会長がそんな名前だったような気もするが、ニースは『まさか』と否定して首を振る。

　混乱するニース達を前に、カルは楽しそうな笑えみを浮かべたまま言葉を紡つむぐ。

「いやー、ええね！　面白くなってきたわ！　まさかバルちゃん達が来るとは予想外がいやったけどな！」

「……ベリアムの奴やつがうるさくてな。こっちこそ、ルービックから事情を聞いて驚いていたところだ。ついでに探させていた爆ばく弾だん魔まが、同じビルの中にいるというのだからな」

「なんや、ベリアムの青あお二に才さいなら一昨日おとといぐらいまでこの町におったぞ？」

　──ベリアムって……まさか、ベリアム上じよう院いん議員？

　相手の会話の中に出てきた単語にますます混乱するニースだが、隣となりに縛しばられたレイルは、この隙すきに縄なわを解ほどこうと必死に手足をもぞつかせている。

「あっ、あかんがな」

　それに気付いたカルが、慌あわてて駆け寄ってきて──

　レイルの手足を縛る紐ひもを、あっという間に全て解いて見せた。

「えっ……？」

　訳の解わからぬうちに解放されたレイルは、余りにも突然の事に動きを止め、数メートル先にある爆弾入いりポーチに手を伸ばす事さえ忘れてしまう。

　そんなレイルの傍そばの椅い子すにドシリと座り、カルはニコニコしながら呟つぶやいた。

「さて……まずは、すまんかったと謝っておかんとな」

「？」

　更さらに混乱するレイルに、カルは自分勝かつ手てに話を紡ぐ。バルちゃんと呼ばれた老人は静かに窓の外を眺ながめており、護ご衛えいの男達も一時的に威い圧あつの態度を緩めている。

「ほれ、君にはわしの部下が色々と迷めい惑わくをかけてもうたからな」

「？　？　？」

「まあ、それは後で詫わび入れさせるとしてやね……どや？　ヒューイの奴に見切りつけて、わしの会社で働かんか？」

「……!?」

　──今、何て言った？

　相手の言葉が理解できず、縫ほう合ごう痕こんの走る顔を完全に固まらせる。

　そのまま酸さん欠けつの金きん魚ぎよのように口をパクパクさせていたのだが、その間に、レイルは相手の正体について考える。

　──このお爺じいさんの部下って……誰？

　最さい近きん迷惑を掛けられたといえば──もはや迷惑というレベルではないが──

　レイルがそれに思い至る直前。

　答えの方が、先に部屋の中に入ってきた。




　ノックもせずに開かれた扉とびらの奥から現れたのは──

「社長、用事ってなんですか？　私、これでも忙しいんですよう？　色々と攫さらったりしなきゃいけな……」

　白はく衣いを纏まとった、スタイル抜ばつ群ぐんの眼鏡めがね美女。

「……」

　眼鏡の女の後ろには、五、六名の研究員達が続いており──気のせいか、その内の一人が誰よりも先にレイルの顔を見て『あっ』と言葉を上げていた。

「え？」

　続いて、眼鏡の女──ルネと、その視線の先にいたレイルが互いの事を認にん識しきし──

　こうして、余りにも唐とう突とつに──馬鹿騒さわぎの幕が開かれた。
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　　　　⇔




シカゴ某ぼう所しよ




「見つけた……」

「ん？　どうしたのさ、リカルド」

　遅めの朝食を摂とっていたクリストファーは、突然声こえをあげたリカルドに顔を向ける。

「レイル君、やっぱり……ネブラ本社の中にいた……！」

「……」

「今、あの白はく衣いの連れん中ちゆうと再会して、一いつ触しよく即そく発はつの状態みたいだよ」

　何か電波でもキャッチしたとしか思えない程ほどに唐とう突とつな言葉だったが、クリストファーはその言葉を疑いはしなかった。

「で、どうするのさクリス。この前みたいに、また見捨てるの？」

「そうだねえ」

　やけにのんびりとした声で答えるクリスだが。手焼きのマドレーヌを一気に口の中に押し込み、牛乳で押し流すのと同時に立ち上がる。

「こないだのは、『選ばせた』だけだから。見捨てたってわけじゃないよ」

　シックル達との待ち合わせにはまだ時間がある。

「それにさ、僕、シックルとかの仕返しだーってグラハムと喧けん嘩かしたじゃない？」

「ついでみたいな言い方だったけど……そうだね」

　余よ計けいなツッコミを入れながら頷うなずくリカルドに、クリストファーはいつもの調子で言葉を返す。

「だったら……レイルとフランクの仕返しも、白衣の連中にしてあげなきゃねえ」

　迷い無く言い放ったかと思うと、クリストファーは車の鍵かぎを手に、宿の外へと足を向けた。

　そんな彼の背を追いながら、リカルドは静かに呟つぶやきかける。

「クリスってさ……この一年で、ちょっと性格変かわったよね」

　背後からの声に、クリストファーは暫しばし一年前の自分を考え──

　確かに、と頷いた後、ケラケラと笑いながら言葉を返した。




「多分、君が変えた」




　　　　⇔




シカゴ某ぼう所しよ




　シックルと『詩し人じん』は、待ち合わせの時間まで町まち中なかで情報を集める事にした。

　ネブラの関連施し設せつだけで爆発が起こった事から、レイルと『ネブラ』になんらかの接点がある事までは解わかっている。

　さりとて、『詩人』の眼がん力りきで進むにせよ、シックルの力ちから業わざで進むにせよ、『ネブラ』本社に乗り込むには無む茶ちやがありすぎる。

　待ち合わせしている面子めんつの中に『ネブラ』とコネがあるような人間がいるとは思えず、やはり自分達は八はつ方ぽう塞ふさがりなのかと思いながら雑ざつ踏とうを歩いていると──

　不意に、シックルの肩が叩たたかれた。

「ん……？」

　殺さつ気きは感じられないが、彼女は警けい戒かいしながら振り返り──

　そこで、体を強ばらせる。

「む？」

　突然硬こう直ちよくしたシックルに驚き、『詩し人じん』も慌あわててそちらに目を向けた。




　そして、彼がそこで見たものは────




　　　　⇔




シカゴ某ぼう所しよ　廃はい工場跡あと




『ネブラ』本社にニース達がいるらしい。

　その情報がもたらされたのは、余りにも唐とう突とつの事だった。

　グラハムの舎しや弟ていであるシャフトが、町まち中なかでルッソ・ファミリーの残ざん党とうを見つけて話を聞くことができたらしい。

「ええ……なんでもあの白はく衣いの連れん中ちゆうが手配書しよを持ってきたらしいっすよ。なんでも、ネブラの地下にある製せい薬やく開発部の奴やつらだそうで……ですから、そこに行けば少なくともあのレイルって小こ僧ぞうの情報は解わかる筈はずっすよ！」

　その報告を聞いて、ジャグジー達は色めき立ち、今すぐに様よう子すを見に行ってみようという話になっていたのだが──

　ただ一人、グラハムだけは何かが喉のどに引っかかったような表情を見せていた。

　そして、ジャグジー達が『ネブラ』本社に向かって走り出した後を追って、グラハム一行も廃工場を後にする。




「……」

「どうしたんすか、グラハムさん。珍しくローテンションじゃないですか。ありえませんよ。気持ち悪い」

　無む茶ちや苦く茶ちやな事を言うシャフトの声に、グラハムはチラリと視線を送り──

「一つ……お前の為ためだけの話をしよう」

　パシリとレンチを鳴らしながら、小さな声で呟つぶやいた。

　それこそ、隣となりを歩くシャフトにだけ聞こえるように。

「俺の俺による、シャフトの為ためだけの話だ。他の奴やつに言う必要の無く、世界にとってはあまり意味がない、閉へい鎖さ的な話だ」

「なんすか、グラハムさん。こんな時に」

「シャフト……お前な」

　ジロリと舎しや弟ていの顔を睨ねめ付けながら、グラハムは更さらにパシリとレンチを回し──呪のろいのような声で呟つぶやいた。

「俺の目を……節ふし穴あなだと思うなよ？」

「……なんの事すか？」

「昨日きのう、お前があの店に連れて行った時といい……単なる偶然で俺が済ますと思ってたのか？」

「……」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　そして、シャフトは何か言葉を返そうと口を開くのだが、それを抑え込むようにグラハムの声が被かぶさった。

「何も言うな。今は、ニース達を助けに行くのが先だ。恐らく……いるんだろう？　ネブラの本社によぉ」

「グラハムさん……」

「節穴じゃない、と言ったろう」

　グラハムは楽しそうに笑いながら──巨大なレンチでシャフトの背中をコツリと叩たたく。




「節穴じゃねえ俺の目は、お前の事を信じろだとよ。良かったな」




　　　　⇔




アルカトラズ島　運動場




　鋭い痛みの後に、嫌な生なま暖あたたかさが顔面を包み込む。

　自分の血の温ぬくもりだというのは、確認するまでもない。

　痛みが熱さに変わり始めた頃、顔から滴したたる液体が蠢うごめき出すのを感じていた。

　手に零こぼれた血が、滑なめらかな動きで傷きず口ぐちに戻っていく。

　フィーロは暫しばし傷口を手で押さえ、蠢きが完全に止むまで上空を舞う鳥の群れに警けい戒かいを続けていた。

　──まさか……

　──まさか、シャムの奴と同じ理り屈くつなんだろうが……

　──鳥の意識を乗っ取る可能性なんざ、セラードの知識にもなかったぞ？

　血の蠢うごめきが止まったのを確認し、フィーロは手を離すのだが──何な故ぜか痛みは止まず──

　左目が、見えない。

「……っ！」

　──こいつ……っ！　俺の左目を……！

　何が起こったのか理解し、フィーロは残された右目で上空を睨にらみ付ける。

『まずは……お返しよ……』

　女の声が何ど処こからともなく響ひびき渡る。上空を舞う鳥の内の一羽が、急速にその場から離れていく事に気付き、フィーロがそちらを睨にらみ付けると──

　そのハヤブサの足には赤と白の入り混じった『何か』が握られていたような気もするが、片かた眼めではうまく焦点を合わせられず、それがなんであるのかを確認することはできなかった。

　もっとも、確認できなかっただけで確信はしていたが。

　あれが、自分の左目であるという事を。

　ギリ、と歯を食いしばると同時に、右目の視し界かいの隅すみで影が動くのを捕らえた。

　慌あわてて後ろに飛ぶと──直前まで自分の頭があった場所を、50センチ近い影が突き抜けた。

　そして、地面にぶつかる寸前で軌き道どうを変え、見事な弧こを描きながら上空へと舞い戻る。

　──速っ……！

　獲え物ものを狙った際のハヤブサの飛ひ行こう速度は、時速２００キロを超えるという。

　地面への激げき突とつを避ける為ために、フィーロにその爪つめが届く前には減げん速そくしているのだろうが──それでも、殺さつ意いを持って人を襲おそうには十分すぎる速度だった。

　嫌な予感がして、フィーロはそこで立ち止まらず、続けざまに横へと飛んだ。

　次の瞬しゆん間かん──やはり今まで自分がいた場所に、何羽もの影が矢や継つぎ早ばやに通過する。

　風を切る音が聞こえてきそうだ。

　慌てて走り出すフィーロだが、その行き先を狙ったかのように、新たな影が急きゆう降下を開始。フィーロの肩に正確にその爪を突き立て──返す勢いで、そのまま肉の一部を引きちぎる。

「っ……」

　悲鳴を喉のどの奥に押し込み、そのまま横に転がり、運動場の壁を背にして立ち上がった。

　不ふ死し者といえど、肉の一部を持ち去られてはどうしようもない。今の一いち撃げきでは爪の間から肉がこぼれ落ちたようだったが、このまま肉だけを抉えぐられた上に持ち去られ続けては、意識の無い白はつ骨こつ死体の出来上がりである。

　──まずいな……。

　片眼を失った影えい響きようは想そう像ぞう以上に大きかった。

　距離感かんが取れないだけではない。

　単純に視界の半分を失ったという状態で、ほぼ全ぜん方ほう位いから来る刺し突とつとも斬ざん撃げきとも言える殺意の塊かたまりを避け続ける事などできるのだろうか？

　そして、徐じよ々じよに収まりつつはあるものの──断だん続ぞく的な痛みが冷静な思し考こうを奪いさる。

　──軍用のマシンガンに囲まれた方が百万倍マシだな、畜ちく生しようめ。

　数々の不安要よう素そに襲おそわれるフィーロだが、それでも悲鳴は上げなかった。

　──恐くは……ある。

　──認めろ。俺。

　──俺は今、ビビってる。

　──だが……飲み込めれば……乗り越えられる。

　悲鳴を上げたい。逃げ出したい。

　衝しよう動どうは起こるが、フィーロはその感情と理性を分離し──口からは敢あえて冷静な言葉を紡つむぐ。

「なあ。これでおあいこ……ってわけにはいかないか？」

　空に向かって呟つぶやかれた言葉に、鳥の群れが巨大なスピーカーのように、フィーロの体に女の声を浴びせかけた。

『……おあいこ？』

　次の瞬しゆん間かん、艶なまめかしかった女の声が激げき情じようを伴った怒りの声に塗り替えられる。

『馬鹿な事を言わないで！』

「……」

『おあいこ？　おあいこですって!?　汚けがらわしい！　貴方あなたとお父さんの間に、そんな単語はありえないわ！　例え貴方の両目と心しん臓ぞうを抉えぐって全身の皮を剥はいでも、お父さんの眼球にも、髪かみの毛け一本にすら値しない！　貴方は存在してはいけないだけじゃない、ゼロすら許さない！　マイナスの彼方かなたにまで追い込まないと気が済まないわ！』

「……イカれた白人至し上じよう主義者が黒人を殴なぐる時より酷ひでえ理り屈くつじゃないか？　それ」

　言葉を返しながらも、フィーロは周囲の様よう子すに目を向ける。

　鳥の群れの異常には他の囚しゆう人じん達たちもとっくに気付いているようだ。

　それどころか、ハヤブサの群れの一部が他の囚人達にも襲おそい掛かり、刑けい務む所しよの中へ誘ゆう導どうするように追い立てている光景が見えた。

　囚人達は慌あわてて自由時間を放ほう棄きし、我われ先さきにと建物の中に避ひ難なんする。

　一部の囚人達は果か敢かんにも鳥を撃げき退たいしていたが、入口付ふ近きんにいた看かん守しゆに『早く避難しろ』とせかされて扉とびらの中へと消えていく。

　だが──運動場にいる看守達は、何な故ぜかフィーロの事は無視しているように見受けられた。

　恐らくは、ここから見える数人の看守は全員シャムなのだろう。

　これが、女の声の意識──恐らくは数日前にラッドが引き摺ずっていたあの少女だろう──と打ち合わせての結果なのかどうかは知らないが、とにかく、助けてくれない事は確かなようだ。

　もっとも、フィーロもシャムの助けなど欠片かけらも期待していなかったのだが。

「うああああっ！　なんだ、なんだこいつらぁっ！」

　と、その時、聞き慣れた声の悲鳴が耳に入り、フィーロの傍そばの壁まで転がってくる影が一つ。

　ドラゴンだ。

　龍りゆうの刺青いれずみが入った両腕を血に染めながら、ドラゴンは呻うめくフリをしてフィーロにそっと耳打ちをする。

（……リーザは、この体もシャムだって事を知らないんでね）

「……」

（頼むぜ？　俺はあくまで、ただの殺し屋って事でな）

　──たわけた茶ちや番ばんだ。

　フィーロは呆あきれながらも、相手の言い分を理解する。

　見ると、遠くでは黒人の大おお男おとこと白人の小こ男おとこが集中的に襲おそわれている姿が見えた。他の囚しゆう人じん達とは違って、彼らに対しては建物から遠ざけるような襲しゆう撃げきが続けられている。

　恐らくは、あの部屋にいた者を全員始し末まつするつもりなのだろう。

　──ラッドはどうした？

　上空の鳥に警けい戒かいしつつ周囲を見渡すが、あの暴力魔ま神じんの姿は見あたらない。先せん刻こくから姿を全く見かけなかった事から、彼は最初から中庭に出てきていないと考えられた。

　──さて、どうするか……とりあえず、流石さすがに壁に向かっては突っ込んで来ないようだが。

　壁の上には脱だつ走そう防止の有ゆう刺し鉄てつ線せんが張り巡らされており、最上部は運動場の内側にせり出している形となっている。これならば、上部や側そく部ぶからの急きゆう降下は防げるし、有刺鉄線を避けるように飛んできたら壁と激げき突とつする事になる。

　とりあえず時間は稼かせげそうだと、フィーロは僅わずかに安あん堵どしたが──

『……甘いわよ』

　ハヤブサの一羽が、獲え物ものを嬲なぶる為ための陰いん惨さんな声を響ひびかせる。

「な、なんだ!?　女の声!?」

　ドラゴンがとまどいながら周囲を見渡すが、事情を知っているフィーロからすればわざとらしさ極まりない演技に感じられた。

　だが、無む論ろんそれを指し摘てきできよう筈はずもなく──また、その暇ひまも与えられなかった。

　リーザの言葉が示したように──フィーロは自分の甘さを痛つう感かんする。

　──おいおい、マジか？

　彼の視し界かいに映ったハヤブサのうち数羽が、爪つめに何かを掴つかんだまま勢いよく上空を旋せん回かいする。

　それが、鋭く輝く刃やいばのリングだと気付いた時には既すでに遅く──




　慌あわてて眼前に交差させたフィーロの腕に、銀色の輪刃チヤクラムが勢いよく突き刺さった。










　　　　⇔




ネブラ本社　会議室前　廊下




「……あの、副社長……何がどうなっているんですか？」

「不ふ明めい瞭りような言葉で質問をせん事だ。相手に自らの焦しよう燥そうを悟さとらせる事になるからな」

「そりゃ焦ってますよ！　本当にわけが解わかりませんよ！」

　柱の陰に身を潜ひそめていたキャロルは、泣きそうな眼めをして小さな悲鳴を口にした。

　対するギュスターヴは、威い風ふう堂どう々どうとした佇たたずまいで廊下に飾られた絵画を眺ながめている。

「ふむ。これもカルナルドの作品だな。正面玄げん関かん前まえの彫ちよう刻こくといい、随ずい分ぶんご執しゆう心しんのようだ」

「話を逸そらさないでください！　と、とにかく！　なんであの何か凄すごいマフィアの人達が入っていった場所に会長さんが入っていって、その後にルネさんまで入ってったんですか!?」

　先せん刻こくから続く光景を、ただ口をパクパクさせて見ていたキャロルは、圧あつ迫ぱく感かんと不理解による不安が爆発しそうになっていた。

　だが、同じ光景を見ていた筈はずの副社長は至って冷静に言葉を返す。

「大おお方かたの予想はつくが、ルネ嬢じようとルノラータ・ファミリーには繋つながりがなかった。恐らくはこれから繋がるのか、あるいは何らかのトラブルを起こして、その後あと始し末まつか……」

「え……ル、ルネさんがどうして？」

　先日ホールで会話した暢のん気きな女性とルノラータ・ファミリーの接点が全く想像できないキャロルは、それでも考えた末に言葉を繋ぐ。

「ま、まさか、麻ま薬やくを作ってるとか……」

「１２９７点。中々にいい線だが、ルノラータは既すでに一流の調ちよう合ごう師しを抱えている」

「じゃあ、どうして……」

「ふむ……それを語るには長い時間を必要とするのだが、ＭＲ．バルトロとの昼食の時間までには話しておいた方がよいだろうな」

　極めて自然に話された台詞せりふを聞いて、キャロルの顔面はみるみる青くなっていった。

「あの……その昼食って……私も一緒に……ですか？」

「頼んではみよう」

「何で!?　頼まなくていいですから！　私は今日お昼抜ぬきますから！」

「？　この旅の目的はキャロルを取とり引ひき先さきに紹介する目的もあると言った筈だが」

　淡たん々たんとした副社長の言葉に、少女はカメラを握る手をカタカタと震わせていると──




　その震えを引き替えにしたかのように、広大なフロアの中に銃じゆう声せいが響ひびき渡る。




　合がつ奏そうだとでもいうかのように、激しい爆発音も伴って。




　　　　⇔




数分前　会議室




　お互いに全く想そう定てい外がいだった顔合わせに、レイルと白はく衣いの研究者達は互いに時間を凍らせる。

　暫しばしの沈ちん黙もくが続いた後──

　白はく衣い集団の中心にいる女が、空気を読まずに暢のん気きな声で呟つぶやいた。

「あれあれあれ？　えーと……レイル君がどうしてここにいるんですか？」

　キョトンとした眼めで尋たずねる女に、ニースは『誰？』といったように眉まゆを顰ひそめ、カル会長はニコニコと笑っており、マフィア達は表情一つ変えずに沈黙を保っている。

　そして、レイルは──反射的に動き出していた。

　──吹き飛ばしてやる。

　自分の世界よりも優ゆう先せん的に吹き飛ばすべき相手の登場に、まさしく『後あと先さきを考えず』に、レイルは椅い子すから飛び跳ね、テーブルの上に置かれたポーチに手を伸ばす。

　──こいつだけは、こいつだけは……！

　本来ならば、レイルの手が届く前にマフィアの護ご衛えいによって取り押さえられて終わりとなる筈はずだった。

　ところが、白衣の男の一人が懐ふところから拳けん銃じゆうを取りだしてレイルに向けた為ために、運命は大きく変化する。

「動くな」

　銃を取りだした瞬しゆん間かん、白衣の男のコメカミには別の銃が突きつけられていた。

　マフィアの護衛らしき男達の一人が、突とつ然ぜん銃を出した人間を見て、驚きよう異い的な反はん射しや速度でその動きを封じにかかったのだ。

　他の護衛達も、一いつ瞬しゆんだけ銃を出した男に視線を向ける。

　その為──届いた。

　届いてしまった。

　レイルの右手がポーチの口の中に滑り込み──護衛の一人がその腕を止めようとする。

　だが、それを妨害したのは、やはり白衣の男だった。

　動くなと命じられたにも構わずに、男達は引ひき金がねを引いたのだ。

　指がピクリと動いた瞬間に、先にマフィアの男が白衣のコメカミを撃うち抜くも──指は停まらず、そのまま引金を振り絞しぼる。

　銃で頭を撃うたれた為ために狙ねらいが逸それ、レイルの鼻先を通り過ぎ、ポーチを押さえようとしていた護ご衛えいの腕を擦かすって行った。

「……ッ」

　弾だん丸がんに皮を抉えぐられ、反動で僅わずかに腕と体を後ろに反らす。

　その隙すきに、レイルは素早く爆ばく弾だんを取りだし──ピンを外す動作と合わせて、白はく衣いの集団に向けて勢いよく投げつけた。

　だが、勢いが強すぎたのか、爆弾は白衣集団の間を通り過ぎ──

　廊下にまで転がった所で、派は手でな轟ごう音おんをネブラのビル中に響ひびかせた。




　　　　⇔




廊下




「ヒャウッ!?」

　突とつ然ぜん廊下の奥で起こった爆発に、キャロルはカメラを庇かばいながら転がった。

　熱ねつ風ぷうが届く中、ギュスターヴはキャロルの襟えり首くびを掴つかんで柱の陰に引きずり込む。

　それから僅か数秒、熱ねつ波ぱが通り過ぎた後に──少女は涙ぐみながら、ゆっくりと柱から顔を出し、何が起こっているのか確認しようと眼めを向けた。

「な、何が……なんなんですか一体ぃ！」

　悲鳴を上げたキャロルは、立ち籠こめる煙の奥に、奇き妙みような影が走っていくのを見つける。

　その内の小さい影は、遠とお目めにも解わかる縫ほう合ごう痕こんを顔面に走らせており──

　キャロルは、その正体を一ひと目めで看かん破ぱした。

「……レイル君!?」




　　　　⇔




某ぼう客室




「なんだ……？」

　ビル内に響き渡る銃じゆう声せいと爆音を聞いて、背広姿すがたの男が椅い子すから立ち上がる。

　そして、懐ふところに手を伸ばしながら、急いで部屋の外に向かいながら、部屋の隅すみに向かって声をかけた。

「悪いな、少し席を外すが、逃げようとは思うな……つっても無理か」

「ムー！　ムー！」

　男の視線の先には、手足を縛しばられた上に猿ぐつわを噛かまされているミリアの姿があった。

「普ふ通つう銃で脅おどしたらビビるだろうによお……」

　脅しで静かにならなかった為ために、このような古こ典てん的な喜き劇げきに出てくるような格かつ好こうをさせられる事になってしまったようだ。『ネブラ』側の人間も本当に撃うつ気はなかったのだが──それにしてもここまで暴れるとは思わなかったと、見張りの男はブツブツ言っていたのだが──続いて更さらに複数の銃じゆう声せいが響ひびいてきたのに慌あわて、そのまま駆け出すように部屋の外へと出て行った。

　ドアを開けた瞬しゆん間かん、更に銃声が聞こえてきたので、男は慌てて廊下を駆けていく。

　部屋の隅すみから入口の様よう子すは見えないが、見張りが鍵かぎを掛けずに出て行った音を確認するミリア。彼女は「あいあっう……」と呻うめいたかと思うと、次の瞬間には、何としてでも縄なわを解ほどこうと、その場で身を捩よじって暴れ始めた。

　その最中に室内の棚たなや椅い子すなどがバタバタと倒れたが、それらの音は続けざまに聞こえる銃声に掻かき消され、部屋を出た見張りの男に届く事はなく──




　代わりに、隣となりの部屋にダイレクトに騒そう音おんを響かせる。




　　　　⇔




某ぼう客室




　遠くからの爆発音や銃声を聞きつつも、一人で部屋に残されていたルーアは不ふ思し議ぎと落ち着きはらっていた。

　何度も死を間ま近ぢかに見てきた経験からだろうか、彼女は特に怯おびえる事も無いまま──響き渡る銃声の中に、かつてのフライング・プッシーフットでの事件を思い出す。

　赤い化ばけ物ものに殺されそうになった瞬間、ラッド・ルッソは自分を助けに列車から飛んでくれた。

　それでも尚なお、自分を殺すと約束し続ける愛いとしい男の事を思い出し、ルーアは不健康そうな顔に少しだけ柔らかい微笑ほほえみを浮かべる。

　銃声の聞こえる状況には何とも似に合あわぬ笑顔であったが、その表情はすぐに疑問のそれへと変わる事になる。

　ドン、と何かが倒れるような音が部屋の中に響いたからだ。

　明らかにその音は壁から響いて来ており、銃声や爆ばく音おんの喧けん噪そうとはまた違った場所──要するに、すぐ近くの部屋から響いている物と思われた。

「……？」

　壁に耳を当ててみると、何かドタバタと蠢うごめく音と、「ムー、ムー」といううなり声のような物が聞こえてくる。

　──病気の人とかが苦しんでいるのかも。

　流石さすがにただごとではないと判断したのか、ルーアは怖れる事なく部屋から一歩踏ふみ出すと、音がしたと思おぼしき隣りん室しつの扉とびらをノックした。

　しかし返事はなく、少し迷った後、ドアノブにゆっくりと手を伸ばす。

　鍵かぎは掛けられていないようで、扉は拍子抜ぬけする程ほどにあっさりと開く。そして次の瞬しゆん間かん、ルーアの耳に何かが暴れるような音と、呻うめき声のような声が聞こえてきた。

　彼女はそっと部屋の中に踏み入り、奥の部屋を覗のぞき込む。




　するとそこには、手足を縛しばられた赤いドレスの女が一人──

　手足を縛る縄なわを解ほどこうと、必死になって藻も掻がき呻いている姿があった。




　　　　⇔




10分後　ネブラ　本社ビル前




「さて……集まったのはいいけど、これからどうしよう……」

　絢けん爛らんという単語を塗り固めて作ったような巨大なビルの前に、その雰ふん囲い気きとは一八〇度違ちがった若者の集団が集まっていた。

　どう見ても職を持っているようには見えず、解かい雇こされた人間がデモを行うにしては、あまりにも若すぎる面子めんつだった。

　その不ふ良りよう集団の中心にいる刺青いれずみの青年──ジャグジーは、横で威い風ふう堂どう々どうとレンチを回すグラハムに問いかける。

「ねえ、グラハムさん。な、なんとか中の様よう子すを探る方法って無いんですか？」

　集まったばかりでまだ内部の喧けん噪そうを知らない彼らは、どうやって中に入り込もうか迷っている状態だった。とりあえずそろそろアイザックも駅に着く頃だ。ニックとジャックを迎えに行かせてはいるが、再会までになんとしてもミリアとニース、そしてあの傷きず痕あとだらけの少年を助けねばならない。

　そんな事を心に誓いながら、ジャグジーは相手の反応を窺うかがったのだが──

「……俺に妙みよう案あんがあるわけじゃないが、ヒントだ。ヒントとなる話をしよう」

　対するグラハムは、背後にシャフトを始めとした舎しや弟ていを数名従したがえているのみだ。彼は白い摩ま天てん楼ろうを見上げ、恍こう惚こつとした表情で語り出す。

「俺の尊そん敬けいしてやまないラッドの兄あに貴きは、昔このビルに一人で乗り込んで、警備の人間を全員殴なぐり倒して会長室にまで突とつ貫かんしたそうだ……会長に気に入られてその時はお咎とがめ無しだったという……。素晴らしきはラッドの兄貴の行動力、そして会長の器の大きさだ……。そして、会長は当時から変わっていないという……」

「い、色々と突っ込みたいんですけど。つまり、どういう事ですか？」

「少数精せい鋭えいで会長室まで突とつ貫かんして、会長に気に入られるという作戦を立りつ案あんしたいんだが」

「ああああぁ、絶対駄だ目めですよそんなの！」

　涙を流しながらグラハムの襟えりを掴つかんでブンブンと前後に振る。

　そんないつも通りの空気が包んでいた彼らだが──にわかに、周囲が何やら妙みような喧けん噪そうに包まれつつあった。

「……？」

　何やらビルの内部から、人がワラワラと駆け足で出てき始めている。

　そう言えば、来る途中に何か銃じゆう声せいや爆ばく音おんのような物が微かすかに聞こえた気がするが──ジャグジーはそれよりもネブラ本社ビルに来る事を優ゆう先せんして、結果としてここに立っていた。

「なんだろう？」

　ジャグジーがその空気に不ふ穏おんな物を感じていた所──

　背後からエンジン音が響ひびき渡り、一台の高級車が本社の傍そばの道に停止した。

　そして、中から現れたのは──

「……赤あか目め野郎か」

　車から降りてきたクリストファーとリカルドを見て、前まえ髪がみの下で眼めを細めるグラハム。

　珍しく足早に駆けてきたリカルドが、ジャグジー達の前に現れて言葉を紡つむぐ。

「ニースさん達は、ビルの中にいます！」

「えッ……？」

　突然何なにを言い出すのかと思い、ジャグジーはリカルドの前で眼を白黒させた。

「き、君は？　どうして、ビルの中って……」

「30階の会議室から、今いま屋上に移動してる！　急いで！」

　まるでその場の光景を見てるかのように、リカルドは切せつ迫ぱくした顔でニース達の居場所を叫ぶ。

　その勢いに押され、不ふ良りよう達がネブラのビルを見上げた瞬しゆん間かん──

　数分ぶりの銃声が、シカゴの空から響いてきた。

　それがビルの上部から聞こえてきたのだとすれば。

　周囲の喧噪の正体を悟さとった時には、ビルから出てくる人々の数は先せん刻こくよりも大分膨ふくれあがっており、口々に『爆発が……』等という言葉を漏らしているのが耳に入ってきた。

「おい、ジャグジー！　これって……」

　仲間の一人が慌あわててリーダーの元を振り向くと、そこに既すでにジャグジーの姿は無かった。

「ああッ!?」

　銃声に逃げ出したと思ったのは、クリストファーのみ。

　少しでもジャグジーの事を知っている人間は、彼の行き先であろう方向に眼を向け、実際、ジャグジーの姿はそこにあった。

「ニース……！」

　情なさけない表情で泣き出しながらも──ジャグジーは、真っ先にビルの入口へと向かって駆け出していた。

　ビル内から逃げ出してくる人々の波を逆ぎやつ行こうしながら、ビルの中へと吸い込まれるジャグジー。

　それを見た不ふ良りよう集団は、普段の喧けん噪そうをピタリと止め、一いつ瞬しゆんだけ互いに顔を見合わせた。

　彼らは誰ともなくニヤリと笑いだし、『しゃあねえなあ』と誰かが呟つぶやいたのをきっかけとして、次々とビルの回転扉とびらに吸い込まれていった。

　出る勢いと入る勢いが等しくなり、回転扉が目まぐるしく回り続ける。

　残されたグラハムと舎しや弟てい、そしてクリストファーとリカルドは、やはり互いに視線を交わし合う。

　最初に沈ちん黙もくを破ったのはクリストファーで、リカルドの頭にポンと手を置きながら、グラハムに対して笑ってみせた。

「じゃ、取りあえず今日は喧けん嘩かは無しで……って事でいいかい？」

「今日は、な」

「銃じゆう声せいって事は、中になんか危ないのがいるって事かい？」

　クリストファーの言葉に、リカルドが迷いもせずに言葉を返す。

「あの、昨日きのうの白はく衣いの連れん中ちゆうがマフィアっぽい人達と揉もめてる。白衣の連中は拳けん銃じゆうしか持ってないけどね」

「そっかぁ。……じゃあ、ちょっとレイルとフランクの仕返しをしてくるかな！」

　背伸びをしながら、散歩にでも行くかのような調子で言うクリストファー。

　横にいたグラハムは、ニヤリと笑いながら巨大なレンチをパシリと回す。

「さて……楽しい話をしつつ、ジャグジー達を助けに行くか」

　そして、背後にいるシャフト達に、極めていつも通りの調子で語り出した。

「共きよう闘とう……今まで敵同どう士しだった者達が協力して一つの巨大な敵に立ち向かう……それはつまりカッコイイ事だと思うが、安あん易いにそんな考えを受け入れてしまっていいものか？　そもそも、俺の本ほん音ねを言えば物もの凄すごく限界まで最高にこれでもかという程ほど、この赤あか目めとケリをつけたい気持ちで一いつ杯ぱいだ！　あの赤あか毛げ野郎はラッドの兄あに貴きに譲ゆずったからな、せめて赤目は俺の方で決けつ着ちやくをつけておきたい……だが、そんな自分の感情よりはやはりジャグジー達を助けに行って自分自身の運命にケリをつけるべきなんじゃあないのか？　俺は今、正しい事を言ったか？　どうだ？」

「とっとと助けに行きましょうよ」

　シャフトが当然のツッコミをする横で、クリストファーが僅わずかに首を傾かしげて問いかけた。

「昨日から、気になってたんだけどさ」

「……なんだ？　もう行くぞ？」

　既すでに歩き出しているグラハムと歩ほ調ちようを合わせながら、互いに眼めをあわさずにビルへと向かって進んでいくクリストファー。

「君が言ってる赤あか毛げの人って、なんか凄すごいワガママで……んー、なんていうか、どっかイっちゃってる感じの人かな？」

「……知り合いか？」

「いや……詳しく知りたくもない奴やつさ」

　クリストファーは苦にが笑わらいしながら首を振り、何かを吹っ切るように両手を広げて高らかに言葉を紡つむぎ出す。

「さて、歌を唄うたおう！　この素晴らしき混こん沌とんに！　混沌こそは人間が意図的に為なし得る完全なる『自然』の行為だ！　さあー進めよ僕らー♪　混沌の山を越えルラララララー♪」

　楽しそうに歌う赤あか目めの怪かい人じんを見て、グラハムは珍しくローテンションに呟つぶやいた。

「……お前、歌のセンスは最悪だな」




「わあ、ありがとう。君と喧けん嘩かする理由がまた一つ増えた！」

　と笑いながらビルの中に消えていくクリストファー。その背に付き従いながら、リカルドも危険なビルの中に身を投じる。

　だが、ただ一つ。

　一つだけ、その場に小さな『違い和わ感かん』があった。

　ビルに向かう直前、リカルドがシャフトの方を見て複雑な表情をしたのだが──

　それを『違和感』として感じられる人間は、誰もそれに気付く事はなく──彼らビルの中へと完全に姿を消していった。




　　　　⇔




アルカトラズ島　運動場




「……まいったな」

『あらあら、降こう参さんする？　命いのち乞ごいする？　私、不ふ死し者の命乞いって聞いてみたいわ』

　脂あぶら汗あせを頬ほおに垂らすフィーロに対し、艶なまめかしい声が空から響ひびく。

「あいにく、鳥には命乞いをしない主義なんでね。今、そう決めた」

　右腕にざっくり刺さった銀ぎん輪りんを抜きながら、半分強つよがりの苦にが笑わらいを浮かべるフィーロ。

　その両足にもそれぞれ銀輪が突き刺さっており、正面から見れば磔はりつけにしているようにも見て取れる。

　当然足あしを貫かん通つうはしていないのだが、脛すねに食い込んでいる一本は確実に骨まで達していた。

「……ッ！」

　悲鳴を上げないようにしながら体を前に曲げ、両足の銀ぎん輪りんを同時に引き抜く。

「……ッッ！」

　激げき痛つうが走り、傷とは関係ない背骨や脇わき腹ばらにまで激しい痛みを感じ取り、その衝しよう撃げきで治まりかけていた目の痛みまでがうずき出す。

　そして、その隙すきに新たなる銀輪が飛ひ来らいし、フィーロの肩へと突き刺さった。

　どうやって鳥の足で回転を加えているのか、囚しゆう人じん服ふくは全く鎧よろいの役割を果たさない。元からそんな役割はないのだが、フィーロはせめてコートを羽は織おってくるべきだったかと後こう悔かいする。

　傷はすぐに再生するが、チャクラムは次から次へと襲おそい掛かってきた。

　お返しとばかりに銀輪を空に投げ返すが、慣れぬ手つきで上う手まく投げられる筈はずもなく、ただ

「ど、どうなってんだよ！　んだよこれ！」

『ああ、そうそう……貴方あなた達たち全員に聞いておきたい事があるのよ……』

「ひッ!?」

　わざとらしく怯おびえるドラゴンに対し、鳥の声は全く疑問を持たずに、圧倒的な優ゆう位いに立っているという余よ裕ゆうを見せていた。

『貴方達に、お父様の眼めを持ってくるように命じたのは誰？　看かん守しゆの一人はもう本ほん土どに戻って行方ゆくえ知れずだっていうし……。あとは、貴方達四よ人にんに聞くしか無いわよねえ？』

「し、知らねえよ！　俺らはただ、看守役やくの兄あに貴きから指示されただけで……」

　──ったく、腐くされ役者が。

　シャムの事情を知っているフィーロからすれば、とんだ茶ちや番ばんだ。

　だが、この茶番によってリーザが吐かせようとすれば、その拷ごう問もんで時間を稼かせいでなんとかこの場を切り抜けられる可能性がある。

　恐らく今は、中に入っていった囚人達が騒いで、シャムではない看守が上に報告に向かっている事だろう。

　そしてシャム以外の刑けい務む官かんがここに集まれば、現在は傍ぼう観かんしている看守の体を得たシャム達も動かざるを得ない筈だ。そうすれば、彼女も退ひかざるを得まい。

　フィーロはそんな事を考えて、事態を見守る事にしたのだが──




『じゃあ、お前らはとっとと死んじゃえ』




　実に、無む邪じや気きな声だった。

　それまでは艶なまめかしい声に合わせた口く調ちようだったのだが、徐じよ々じよに子供っぽさを増していくのが感じ取れた。それが一気に膨ふくれあがったのと同時に──低い男の悲鳴が、運動場の反対側から響ひびき渡る。

　見ると、そこではフィーロと同じように手足にチャクラムを撃うち込まれた白人の小こ男おとこの姿があった。それに続いて、黒人の大おお男おとこの体にも幾いく本ほんもの銀ぎん輪りんが生はえ、ドラゴンにも複数の銀輪が同時に襲おそい掛かった。

「ひぃッ!?」

　何とか横に飛んで避けたドラゴンだが、体力的にそろそろ限界かと思われた。

　最も、精神的にはそれ程ほど苦痛ではないのだろうが。

　──それにしても……駆け引きすら無しかよ。

　フィーロがハヤブサの群れに向かって眼めを見開くと、その表情を見て、リーザは艶つややかな子供の声をフィーロの頭上に響ひびかせた。

『あれ？　意い外がいだったの？　私がこんなにあっさりと話を切るなんて』

「……ああ、ここまで短たん慮りよだと、お前の父とうちゃんに怒られるんじゃあないのか？」

『大丈夫だよ？　だって、お父さんには内ない緒しよにしておけばいいだけだもん』

「……」

　色っぽい声で子供の言葉を紡つむぐ鳥の群れ。

　心底不ぶ気き味みな光景に寒さむ気けを感じつつも、フィーロは皮ひ肉にくの言葉を吐き出した。

「俺らだけにピンポイントって事は、よっぽど親父おやじの事が大好きだと見える」

『うん。でも、私も残念なんだよ？　私を殴なぐったあのラッドっていう男も、私が虐いじめ殺してやりたかったけど……あいつは、お姉ねえちゃんと【葡萄酒ヴイーノ】が始し末まつしてくれるから、我が慢まんする！』

「は？」

　──待て待て待て。ちょっと待て。

　この島に来てから、妙みように知り合いの名前が出ると思っていたが、流石さすがにこれには混乱を隠かくせない。確かにラッドからもクレアの存在は示し唆さされていたが、なぜリーザまでその名前を知っていて、しかもラッドを殺すという話に繋つながるのか。

　──お姉ちゃん、ってのは……やっぱり、あのシャーネって女か。

　──もしかしてあの馬鹿、女に利用されてるって事は無いよな？

　シャーネという女性について殆ほとんど知らないフィーロは、幼おさな馴な染じみがヒューイの身み内うちによって利用されているのではないかと一いつ瞬しゆん心配になったが──

　──まあ、あいつならなんとかするだろ。

　──つーか……今の俺の方が何倍もヤバそうな状況だしな。

『それにね、私には時間が無いから……』

「？　時間が……無い？」

　次の瞬しゆん間かん──鳥達が大きく動いた。

　隊列を組むように二ふた手てに分かれ、刑けい務む所しよの屋根を左右からグルリと囲むように旋せん回かいする。

　そして、フィーロは見た。

　無む機き質しつな直線で構成された刑けい務む所しよの屋根の上に、小さな人ひと影かげが佇たたずんでいる姿を。

　白い服を纏まとったその少女は、フィーロにとって見み覚おぼえのある姿だった。

『この格かつ好こうで会うのは……私が寝てた時とき以来、なのかな』

　──直接……出てくるだと？

　屋根の上の少女は不ふ敵てきに笑うが、声はやはりハヤブサの群れの何ど処こからか聞こえてくる。

　フィーロが睨にらみ付けると同時に、少女は少しばかり残念そうに首を振った。

『会ったばかりで残念だけど……私……もう、この島から出なくちゃいけないの』

「なんだと？」

『だから、私、もうこの島を出るの』

　淡たん々たんと紡つむがれる言葉に、フィーロは一つの状況を推すい測そくする。

　彼女がこの島を出るという事は──ヒューイも共に脱だつ獄ごくする可能性がある。

　方法は解わからないが、看かん守しゆ達を何人も身内に引き込んでいる状態だ。シャムが何食わぬ顔で脱獄を手伝えば、簡単に島から出る事ができるだろう。

　……そうなったら、俺の任務は失敗ってわけか？

『それじゃ、続きは、お兄にいちゃんが脱獄してからゆっくりとやるとして……今は取りあえず、体中の肉を抉えぐるだけで許してあげるね。そのまま暮らすのは大変だろうけど……いい気味！』

　無む邪じや気きな調子で語るリーザは、徐じよ々じよに声の調子を重くしながら脅おどしの言葉を紡ぎ出す。




　言葉を紡ぎ出した。




　少女がしたことは、ただ、それだけだった。

　少なくともその瞬しゆん間かんまでは、彼女は完全な優ゆう位いに立っている筈はずだった。

　フィーロ自身も、自分が圧倒的不ふ利りな立場に居ることを理解していた筈だった。

　同じ言葉を、シャムもフィーロに対して言った筈だった。

　だが、彼女は、極めて本気で、本当の殺さつ意いと共に、その言葉を呟つぶやいてしまった。

　決して言ってはいけない、その一言を。




『抵抗してもいいけど……その時は……お兄ちゃんの大事な人達に同じ事をしてあげる！』




「……」

　刹せつ那な──

　フィーロは、自分の心が驚く程ほどに落ち着いて行くのを感じ取った。

　まるで、頭の中に一いち陣じんの風が吹いたように、余よ計けいなモヤモヤが全て取れ去ったような感覚に包まれる。

「おい……ガキ」

　驚く程ほど、静かな声だった。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、リーザの心に、正体の解わからない寒さむ気けが走った。

『な……に……？』

　明らかに、眼下に見下ろす男の気け配はいが変わった。

　残された片かた眼めでこちらを睨にらむでもなく、かといって命いのち乞ごいをするわけでもなく、ただ、ただ冷めた瞳ひとみで、相手を凍らせるような冷たい瞳を暗く輝かせているだけだった。

「俺は……少なくとも自分の喧けん嘩かで人ひと質じちを取る事は、腐くさった行為だと思ってる。上からの命令ならそういう事をやるかもしれねえ。組織の抗こう争そうなら流す血を少なくする為ためにそういう事をするかもしれねえし、例え利益の為だろうが、自分の手を汚す事も覚かく悟ごの上だ。だが、自分の喧嘩でそんな真ま似ねをするのは、俺おれ自身を貶おとしめる腐った行為だと思ってる」

『な、なによ……私は別にどう思われようが……』

「だが、だがな」

　リーザの言葉を完全に無視して、フィーロは淡たん々たんと己おのれの言葉を紡つむぎ出す。

　その声に迷いはなく、リーザは強制的に理解させられる。恐らく、今、フィーロが紡ぎ出している言葉はどうしようもない程に真実なのだろうと。

「もしも、お前が俺の家族に手を出すなら、俺は、いくらでも腐ろう」

『……』

　完全に気け圧おされた形となったリーザは、そこで初めて気がついた。

　自分の感じているものが、恐怖だという事に。

「手を出した瞬間から──俺は、決意する」

　絡から繰くり人形のような表情をするフィーロに、リーザは自分が心の通っている人間と会話しているのか疑問に思う。それ程までに、フィーロの顔からはあたら感情らしい感情が消え去っていた。

　ただ一つ、ある衝しよう動どうだけを除いて。

「俺は……ヒューイ・ラフォレットに痛みを与える事を、決意する」

『……ッ！　そ、そんな事させ……』

「汲くみ取とり便所の底に隠かくれようが、どんな手を使ってでも見つけ出して……１０００年かけてでも１万年かけてでも追いつめて、痛みを与える」

　更さらにフィーロは、残された眼球で静かに己の右手を見つめ──消え入るような声で断言する。

「そして、喰う」

　と、ただ一言。

　脅おどしにも何もなっていない、ただ、純じゆん粋すいな一言だった。

　しかし、そこには疑いようもない、恐ろしいまでに混じり気の無い『殺さつ意い』があった。

『……い、嫌いや……駄だ目め……そ、そんなの……許さないん……だから』

「お前の許しは、必要ない。俺にそれを決意させたら、全部、そこで終わりだ」

　交渉にしても言葉が足りない会話だったが──リーザは、今のフィーロが放つ空気に圧倒的な恐怖を感じ取っていた。

　この男は、絶対に始し末まつしなくてはならない。

　だが……だが、できるのか？

　もしもしくじれば、しくじってしまっては。

　ここでこの男を止められなければ、恐らくこの先、永遠に止める事はできないだろう。

　リーザの魂たましいがそれを理解し──完全に、動きが止まる。

　もはや余よ裕ゆうの笑えみが無くなったリーザは、何もできずに暫しばし沈ちん黙もくを見せるばかり。

　フィーロの真ま横よこにいたドラゴンを始め、囚しゆう人じんや看かん守しゆ達たちに取り憑ついたシャムの意識も、何も言えなくなり硬こう直ちよくするだけだった。




　ほんの十数秒の沈黙が、何時間にも感じられる。

　リーザが耐えきれなくなって何か言葉を紡つむぎだそうとした時、運動場に一つの変化が訪れた。

　閉じられていた刑務所内への扉とびらがゆっくりと開き、中から一つの影が現れる。

「……自由時間だろ？」

　その男は、硬直していた看守に一言告つげ、ゆっくりとした口く調ちようで扉を更さらに開け広げる。

「……出るぜ」

　男が完全に顔をだした瞬しゆん間かん、上空を飛ぶハヤブサの群れがざわめいた。

　クツクツと笑いながら、男は鉄の義ぎ手しゆをぶらつかせて外にでる。

　そして、周囲で呻うめいている白人と黒人の姿と、鳥の群れ、片かた眼めを失っているフィーロと横で怯おびえているドラゴン、そして、屋根の縁へりに立つ少女の姿を順々に確認していった。

「なるほど……」

　男──ラッド・ルッソは凍り付いていた空気を存ぞん分ぶんに楽しみながら、その冷たさが楽しいとでも言うかのような、凶きよう悪あくな笑顔を顔面に貼はり付ける。

　鳥の群れと少女に照しよう準じゆんを合わせたラッドは、現在のフィーロとは違った、冷たくも煮にえたぎる殺さつ意いを全身に漲みなぎらせて、やはり単純な一言を呟つぶやいた。

　笑いながら、笑いながら────




「こいつぁ……殺しがいがありそうだ」




　　　　⇔




ネブラ本社　会議室




　部屋の中には、浅くではあるが、爆発の爪つめ痕あとが確実に残っていた。

　最初の爆発で白はく衣い達が伏せたり吹き飛んだりした直後、混乱からいち早く立ち直ったニースが、レイルの手を引いて部屋の外へと駆け出したのだ。

　白衣の集団はそれぞれ銃を手にしたまま追って行き、ルネは暫しばらく経たってからおたおたと後についていった。

　そして──部屋に残されたのは、二人の老人と堅かた気ぎとは思えない男達。そして、こめかみを撃うち抜かれた白衣の男だけとなった。




「どういうつもりだ？」

　ヒビの入った窓硝子ガラスを背に、バルトロ・ルノラータは抑よく揚ようの無い声で呟つぶやいた。

　一部の窓を開けて換気していたせいか、窓硝子は奇き跡せき的にヒビだけで済んでいるし、酸さん欠けつで倒れた者も見あたらない。

　レイルが爆ばく弾だんを投げた瞬しゆん間かん、護ご衛えいを務めていた男達が机つくえを蹴けり上げ、瞬間的にバルトロを爆ばく風ふうから護まもる盾たてを造り上げた為ためか、彼らには傷きず一つ付いていなかった。

　とはいえ、間ま近ぢかで殺さつ傷しよう力のある爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたにも拘かかわらず、眉まゆ一つ動かしていないバルトロに、護衛団だんの男達は改めて敬けい意いの眼めを向ける。

　一方、同じ防ぼう護ご壁へきの奥に立っていたカル会長もやはり無む傷きずで、ニコニコと笑いながら「いやあ、死ぬかと思うたわ」と呟いている。

　そんなカルに、バルトロは抗こう議ぎとも取れる問いかけをしたのだが──

　カルは大おお仰ぎように手を振りながら、今いまし方がたの事態を口にする。

「やー、すまんのお。うちの社員が勝かつ手てに銃なんか持ちだしたもんでエラい事になってしもうたなあ。腕を怪け我がした兄にいちゃんの慰い謝しや料りようはなんぼでも出したるわ。化か膿のうするといかんから、すぐに医い務む室に行った方がええよ。医務室は一階にあるから、連絡しとこか？」

「誤ご魔ま化かすな。一歩間ま違ちがえれば、俺はともかく、大事な部下を失う所だったんだぞ？」

「……自分よりも、部下の方が大事なん？」

「死ぬ気は無いが、俺が死んだ所で跡あと継つぎの心配はしていない。だが、こいつらの後あと釜がまはまだいないのでな」

　淡たん々たんと自分を棄すてた発言をするバルトロに、カルは笑いながら言葉を返す。

「かかッ！　もう死ぬのは怖くない言うんか？」

「……俺も貴き様さまも、もはや死ぬ事に覚かく悟ごすら必要としない口だろうが」

「なるほどねえ。まあええわ。いや、本当にすまんね。今のは本当に予想外がいやったが、埋め合わせはする。もちろん、あんた程ほどの人間を危険に晒さらしたもんに見合う埋め合わせをな。わしの命で済むなら、今すぐ撃うち殺してもろても構わんわ」

　笑いながら言ってはいるが、最後の言葉だけは真剣な眼と共に語られる。そんなカルの言葉に嘘うそがないことを、バルトロは良く理解していた。

　眼前の享きよう楽らく主義者を昔から知っているが、この享楽主義者は自分の人生をチップにしたギャンブルでここまでのし上がってきた男であり、種たね銭せんなど既すでに使い果たしている。命を使い果たした後のオマケに過ぎない人生を送っていると自覚している男にとって、そのオマケがいつ尽き果てようが大して痛いた手でにはならないだろう。

　もっとも、ただで引き下がってはバルトロの株を下げる事になる。

　見逃すという事は、この業界では決して器の大きさを表す事とイコールにはならないのだ。

　例え先せん刻こくのトラブルが、実際にはなんら命の危機になっていなかったとしても。

「……貴様の粗そ末まつな命など何もならん。それに、貴様を殺せばこの状況を隠いん蔽ぺいするのが面めん倒どうになるのでな。貴様の誠せい意いは──今後の取引で存ぞん分ぶんに見せて貰もらうとしよう」

　襟えりを直しながら呟つぶやくと、バルトロはそのまま部屋の外に足を向ける。

　と、その入口付ふ近きんで、一人の男が起きあがりかけていた。

　最初に護ご衛えいがコメカミを撃うち抜いた筈はずの白はく衣いの男だ。

　それを間ま近ぢかで観察していた髭ひげ面づらの男がいるが、特に驚いたような顔はしていない。バルトロもまた、無む傷きずで立ち上がる白衣の男を見て──やはり表情を変えずに、髭面の男の名を呼んだ。

「ベグ」

　そう呼ばれた男は、途と切ぎれ途切れの声を出して呟つぶやいた。

「……間違、い、ない。こい、つ、ら。不ふ死し、者、だな。だ、が、恐ら、く、できそこない、と、いう、奴やつの方、だ、ろう」

「そうか」

　返事は、それだけだった。

　白衣の男は周囲の状況を見るなり部屋から逃げ出して行ったが、誰もその後を追いはしない。

　特に興味がないとでも言いたげに、バルトロはそのまま静かに足を踏み出した。

　周囲の護衛達がそれを囲むように歩み出し、一つの城じよう壁へきを造り出す。

「では、今日の所は商しよう談だんどころではないな。これで失礼させていただこう」

「なんや、もう行くんかいな？　さっきの小こ僧ぞうっ子この事だけで来たんとちゃうやろ？」

「警察がここに踏み込む前に、ビルから離れていたいのでな。それに……」

　堅けん固ごな人ひと壁かべの中央に立つ王は、終しゆう始し表情を乱さぬままで混乱の場から去っていった。

　最後に一言だけ、苦く笑しよう混まじりの言葉を残して。




「この後、昼食の約束があるのでな」
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ネブラ本社




「放して……！　放してよぉ……！」

　ニースに引き摺ずられながらビル内を駆けるレイルの眼めには、もはや何も映ってはいなかったのかもしれない。

「放しません！　……くッ下からもですか……」

　背後から追いすがる白はく衣いの集団。気付けば、階下から新たな影が差し迫る。

　自分の爆ばく薬だんを殆ほとんど回収されていたニースは、靴くつの踵かかとに隠かくしておいた発はつ煙えん筒とうを投げ、その隙すきに身を隠かくす事にした。

　正直、あの白衣の集団がなんなのか、レイルが反応を示した眼鏡めがねの女が何者なのか、ニースには全く見けん当とうもつかないし、推すい理りするつもりもない。

　ただ、躊躇ためらいもなくレイルに銃を向けた事から、どうしようもなく危険な集団という事は解わかる。あの部屋にいたマフィア達とはまた違った方向の危険な匂においが、あの白衣の集団から確かに感じられた。

　彼らの狙ねらいは、恐らくレイル一人だろう。

　レイルを置いて逃げれば、あるいは生きてジャグジー達と再会できるかもしれない。

　だが、ニースはその選択肢しを一いつ瞬しゆん考え、そんな選択肢を選んでしまってはジャグジーに顔を合わせる事ができなくなる。想像してしまった事すら恥ずかしいと感じていた。

　そんな事を考えながら逃げ続けるニースに、背後のレイルは、

「僕は……僕は……やらなきゃいけない事があるんだ！」

　言いながら、レイルの心の中に、酷ひどく冷静な声が浮かび上がる。

　──やらなきゃいけない事？　……そんなの、無いだろう？

　──フランクを助ける？　あの眼鏡の女を吹き飛ばす？　人間達を見み下くだす？

　──嘘うそだね。そんなこと、今の僕にはどうだっていいはずだ。……いいはずなんだ。

　──……どうだっていいんだ……今の僕には、フランクさえどうだっていい……なんて……おかしい……おかしいよ……。

　──やだ、やだよ。僕、こんな僕やだよぉ……。

　自分の意識が緩やかに狂っていく。

　レイルはそんな自分の状態を確信しながら、必死にそれを否定する。

　こんなのは嘘うそだと、こんな自分は嘘だと、こんな世界は嘘だと。

　再び全てを吹き飛ばせという衝しよう動どうが襲おそい掛かる。

　自分の意識すらも確認できなくなったレイルは、クリストファーが愛しているという『自然』について思い出す。

　──僕達は、作られた存在。不自然な存在。居てはいけない。

　負の方面の単語だけが思い出される中──レイルは全身に強い風を感じ、上空から強い日差しを感じ取った。

　一いつ瞬しゆん我に返り、目の前に広がったのは──自然を思わせる緑の木々。

　ニースとレイルは、がむしゃらに逃げ回った挙あげ句く──このビルの最上部へと辿たどり着いてしまっていたようだ。




　そこは──屋おく上じよう庭園だった。
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アルカトラズ島




　不ぶ気き味みな光景だった。

　屋根の上に立つ少女と、空を埋め尽くす勢いで広がるハヤブサの群れ。

　その全ての視線が、たった一人の男に注そそがれていたのだ。

　鳥の群れが飛びながら一つの点を凝ぎよう視ししているだけでも充じゆう分ぶん不気味だというのに、更さらに気味が悪いことに──その視線の先にいる男は──笑っていた。

　楽しそうに楽しそうに、上空を舞う鳥の群れを、まるで御ご馳ち走そうを見るかのように。

「らッ……ラッド・ルッソ……」

　少女の脳のう裏りに、数日前の記き憶おくが甦よみがえる。

　なんの容よう赦しやも躊躇ためらいもなく、鎖くさりで自分の事を殴なぐりつけた『殺人鬼』。

　多くの女性の意識を乗っ取ってきたリーザだったが、その知識全すべてを見渡しても──初めての経けい験けんだった。

『死』というものを感じる必要の無い自分だが、あれほどあからさまな『恐怖』を感じた事はない。

　自分にその恐怖を与えた男が──完全にリーザの空間と化している運動場の中を、自分が王であるかのように歩み続ける。

　──ば……馬鹿にしないで！

　先せん刻こくといい、今といい、どうしてこの状況で自分が怯おびえなくてはならないのか。

　それが許せなかったリーザは、先せん刻こくフィーロ達にそうしたように、ラッドに対してもハヤブサの体を用いて攻撃を加える事にした。

　ラッドの方は不ふ死し者ではない。目め玉だまの一つでも抉えぐれば大人おとなしくなるだろう。

　──そのまま、死んじゃえ。

　冷たくそう意識すると、ハヤブサの一羽が勢いよく旋せん回かいする。

　ハヤブサは時速１５０キロにも及ぶ鋭き砲ほう弾だんと化し、ラッドの顔面に勢いよく襲おそい掛かった。

　ジャチリ

　肉の砕ける音がして、ラッドの周囲に血の飛沫しぶきが舞い散った。

　だが──その血はラッドのものではなく、優ゆう雅がに飛び上がる筈はずだったハヤブサが、勢いよく運動場の地面に転がった。

　フィーロとドラゴンが眼めを向けると──

　そのハヤブサに、首から上が無い事に気が付いた。

「おいおい……そいつは俺の専せん売ばい特とつ許きよだろ？」

　皮ひ肉にくげに笑うドラゴンの頬ほおに、冷ひや汗あせが走る。

　フィーロも凍るような表情を僅わずかに緩め、ラッドの異常さを改めて確認していた。

　ラッドは顔面に襲い掛かったハヤブサから身を引くこと無く──逆に勢いよく体を前に伸ばし、そのままハヤブサの首に噛かみ付いたのだ。

　そんな反応ができるのならば、明らかに避けた方が楽だろう。

　しかし、ラッドは安全に避ける事ではなく──

　ハヤブサの一部を、殺す事を選んだのだ。

「この鳥ども……普通とは違うな？　手前てめえが死ぬなんて考えてねえ……温ぬるい考えしてやがらぁ」




「ひッ……」

　一いつ瞬しゆんにして意識を共きよう有ゆうする一羽が殺された。

　単に操あやつっているわけではなく、今のハヤブサもれっきとした自分の一部である。

　意識を断ち切る間もなく、鳥一羽分ぶんの『死』を体験したリーザは、明らかに自分が恐怖している事に気が付いた。

「う……うああぁあぁぁぁぁぁ！」

　その恐怖を払ふつ拭しよくするために、リーザは何本ものチャクラムを同時にラッドへと撃うち放つ。

　全ぜん方向からの攻撃ならば何とかなったのだろうが、焦ったリーザのチャクラムは、全てラッドの前方から放たれた。

「……」

　ラッドは無言で足を高くあげると、最初に迫った一本を無む理り矢や理り足で踏み落とした。そして、残りは足を踏み出した勢いで鉄の左手を振り回し、器き用ように全て跳ね返す。

　跳ね返った内の一本がハヤブサの一羽に直ちよく撃げきし、バランスを崩して運動場に墜つい落らくした。

　人間離ばなれした技をやってのけたラッドは、首をコキリと鳴らしながら独り言を紡つむぎ出す。

「シャーネって奴やつの投げナイフよりゃ、よっぽど遅いな」

「いや……いやぁあぁ！」

　リーザは頭を抱えてその光景を見下ろしていたのだが──

　その悲鳴を聞きつけたのか、ラッドがリーザを見上げてにやりと笑い──呟つぶやいた。

「悲鳴をあげちゃあいるが……今、自分は高い所にいるから安全だって、そう思ってるだろ？」

「……え？」

　何を言っているのか解わからず、思わず疑問の声を上げたリーザだが──

「そうだって言えよ」

　ラッドは理り不ふ尽じんな事を呟きながら、勢い良く体を捻ひねりあげ、そのまま巨大な機械のように回転し、鉄の左腕を思い切り刑けい務む所しよの壁に叩たたき込んだ。

　壁の一部が砕け、刑務所の中に居た囚しゆう人じん達が地じ震しんと勘かん違ちがいするほどの衝しよう撃げきが響ひびき渡る。

「え……」

　ラッドが何をしたのか解わからず、縁へりから下を覗のぞき込んでいたリーザは──

　最初、自分がめまいを起こしたのだと勘違いした。

　それがどうやら、下から瞬しゆん時じに伝わってきた振しん動どうであると理解した時には、既すでに体勢を保てぬ程ほどにバランスを崩しており──

「ひッ……あ……あ……いやぁッ！」

　次の瞬しゆん間かん、彼女の体は運動場に向けてまっさかさまに落下する。

　時間がゆっくりと感じられ、全てを理解した瞬間に少女が見た光景は──

　今と同じ拳こぶしを繰り出そうと体を捻っているラッドの姿だった。




　落ちる自分の体を、壁に咲く赤い染しみとする為ために。
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ネブラ本社　屋おく上じよう庭園




　ネブラ本社の屋上は、当時の高層ビルとしては珍しく、芝生しばふと植しよく林りんを施ほどこされた空くう中ちゆう庭園となっていた。それ程広ひろいスペースではないが、池や遊歩道まで作り込まれた様よう子すは、小さな公園を想像させる。

　ビル風と日光に挟まれた生ぬるい気候の中──

　この場所で、一つの結末が訪れる。




　喧けん噪そうの中を駆け、ジャグジーがようやくの思いで屋おく上じよう庭園に辿たどり着いた時に見たものは──実に奇き妙みような膠こう着ちやく状態だった。

　まだグラハムや不ふ良りよう仲間達は追いついてきていない。自分一人ひとりが三十階直ちよく通つうのエレベーターに滑り込めたのは、この場合幸こう運うんなのか不幸なのか。

　しかし、どうやらそんなことを考えていられる状況ではないようだ。

　それ程ほど高いとは言えない屋上のフェンスの前に、ニースとレイルが追いつめられている状況であり──拳けん銃じゆうを片手に追いつめている集団は、医者か研究者を思わせる白はく衣いの集団。

　そして、白衣の集団の先頭にいるのは──およそ場の雰ふん囲い気きにそぐわない、眼鏡めがねを掛けた若い女の姿だった。




「ええっとぉ、レイル君を渡して欲しいんですけど」

　四人ほどいる部ぶ下か達が銃を対たい象しように向ける中、ルネは暢のん気きな声で眼がん帯たい少女に声をかけた。

「……いきなり銃で撃うってくるような人達には渡せません」

　眼帯少女の答えに、ルネは困ったように口元を押さえながら、横にいる部下に尋たずねかけた。

「どうしましょう。あの女の子が誰なのかよく解わかりませんけど、会長のお客さんみたいだったから……やっぱり勝かつ手てに取り押さえたり撃ったり殺したりしちゃったらまずいですよね？」

「多分、凄すごくまずいです」

「ていうか、もうさっきの爆発の時点で最高にまずいです」

「困りましたねえ。クビになっちゃうと困るんですけど……」

　緊きん張ちよう感の欠けた調子で困こん惑わくするルネに対し、周囲の男達は次々に悪い情報を口にする。

「ていうか部長、さっきの部屋にいたのって、どう考えてもマフィアですよ」

「しかも、明らかにルッソなんざとは格かくが違う連れん中ちゆうですよ部長」

「ヤバイですよ部長」

　数々の不ふ安あん要素を前に、ルネは『どうしましょう、どうしましょう』と頭を振るだけだった。

「困りましたねえ……ええっと……とりあえず、レイル君を確保してから考えます！」

「堂どう々どう巡めぐりです、部長！」

　部下の一人が叫ぶのと、背後から二つの叫び声が聞こえたのは、ほぼ同時の事だった。

「ニース！」

「ニースゥ！」

　白衣の集団がレイル達にも警けい戒かいしつつ振り返ると、そこには屋上と階下を結ぶ二つの入口があり、そのそれぞれから別の人間が登ってきた所だった。

　一方からは、顔に刺青いれずみをいれた青年。

　もう一方からは、二人の若い女の姿。

　女のうちの一人は赤いドレスを纏まとっており、もう一人はどこか顔色の悪いのが特とく徴ちようだった。




　ニースかレイルのものであろう爆音を頼りに走り回っていたミリアと、それになんとなく付き合っていたルーアは、ようやく屋上でその人物の姿を見つける。

　──あら？　あの子……あの列車の……？

　眼がん帯たいに眼鏡めがねという特徴的な姿を見て、ルーアは３年前の事件を思い出したが──どうやら、今はそんなことを懐なつかしんでいる状況ではないようだ。

　白はく衣いの集団に銃を向けられている姿を見つけたミリアは、思わずニースの名前を叫び──

　全く同時に、反対側の階段から叫んでいるジャグジーの姿に気が付いた。




「あれあれ？　またお客さんが増えちゃいましたね？」

　立て続けに現れた闖ちん入にゆう者しやに、白衣の集団は再び惑まどう。

「どうします、部長」

　ルネは屋上内ないをグルリと見渡し、暫しばし考え続けていたのだが──不意にポン、と両手を合わせると、無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべて嫌な事を口にした。

「んー。そうですねえ……試しに、あの刺青いれずみの子を人ひと質じちにしてみましょう！」

　その声は、ジリジリと距離を詰めていたジャグジーの耳にも響ひびき──

「えッ……？」

　不安を顔に浮かべた瞬しゆん間かん、銃じゆう口こうの一つがジャグジーの方に向けられる。

「……ッ！」

　──せめて、全部こっちを向いてくれれば……ニースとレイル君は逃げられるのに！

　そんな事を一いつ瞬しゆんだけ思ったが、現実は容よう赦しやなくジャグジーとニースに襲おそい掛かり──

　次の瞬間には、もう一つの現実が容赦なく白衣の集団を打ちのめした。

　小さな銀の円えん盤ばんが飛んだかと思うと、銃をジャグジーに向けていた男の腕を直ちよく撃げきし、短い悲鳴と共に拳けん銃じゆうを取り落とす。

　そして、ジャグジーの背後から巨大なレンチを持った男が現れ──何よりも心強い壁となって、刺青の青年の前に立ち塞ふさがった。

「悲しい……悲しい話をしよう……」

「グラハムさん！」

「ただし……白衣の連れん中ちゆうにとっての悲しい話だ……。俺は別に、お前らに怨うらみは無い筈はずだった。話し合いで済むなら、それはそれで素晴らしい事だと人間愛あいに目覚め始めていた俺の前で……俺の！　大事な！　弟分と妹分に！　命を奪う為ために作られた凶きよう器きを差し向けた！　そして今、俺は一階からここまで駆け上がった俺自じ身しんを褒ほめると共に！　お前らにこの疲労を痛みに変えて分けてやりたいと考えるがＯＫか！　よし、ＯＫだな！」

　パシリパシリと軽快な響ひびきと共に紡つむがれるグラハム独特の呟つぶやきも──今ではとても頼りがいのある言葉となって、ニース達を一つの『安あん堵ど』に包み込む。

　ただし、それは──

　ニースの後ろにいる少年にだけは、全くの逆ぎやく効果となって響ひびき渡った。
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　ああ……あいつだ。

　あの、化ばけ物ものだ。

　なんだろう。どうしてあいつが？　あいつはこの白はく衣いの連れん中ちゆうの仲間じゃないの？

　仲間割われ？　それとも……あいつが僕を助けるの？　まさか。じゃあ、どうして？

　爆ばく弾だん魔まのお姉ねえさんも、あの刺青いれずみの人も、みんなみんなあの青い作業着の化物の仲間なのかな。

　やっぱりみんな、僕を捕まえる為ために優しくしてくれたのかな。

　どうだろう。そうかもしれないし、違う気もする。

　解わからない。何も解らないよ。

　あああ、ああああああ、解らないんだよおぉぉおおおぉ。ああ、ああ、ああああぁぁぁああぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああ……




　レイルの心に湧わき上がるのは、再さい三さん響く『吹き飛ばせ』という衝しよう動どうの声。そして、自分を否定する世界と、その世界に『自然な存在』として生きる人間達への嫌けん悪お。

　──そうだ、そうだ、そうだ……

　もはや今のレイルにとって、白衣の集団の会話も、グラハムの呟つぶやきも、ジャグジーの泣き声も、全て全て雑音に過ぎなかった。彼の憎む不ふ死し者と、彼が蔑さげすむ人間の声に過ぎなかった。

　グラハムとその舎しや弟てい達が屋上に乗り込み、銃を持った白衣の集団に躍おどりかかる。

　その隙すき間まを縫ぬって、ジャグジーがこちらに向かってかけてくる。

　だが、そんな光景など、レイルにとってはもはやどうでも良い事だった。

　──もう、嫌だ。聞きたくない。聞きたくないよ……。

　少年の手は、自然とニースの持つポーチへと伸びていた。

　ここからピンを一つ抜けば、あとは中の爆弾が全て誘ゆう爆ばくを起こし、この屋上にいる人間も不ふ死し者も全て吹き飛ぶ事だろう。無む論ろん、自分自身も含めて。

　それを知っているレイルは、寧むしろ好こう都つ合ごうだとばかりにピンを抜こうとしたのだが──

「レイル君！」

　声が、聞こえた。

　自分の世界の全てを吹き飛ばす直前、ほんの数日前に『世界』の記き憶おくに加わった少女の声が。

　雑音だらけとなった世界の中で、その声はやけにハッキリと聞こえたような気がする。

　レイルがそちらを振り向くと──そこには、確かにカメラを胸に抱く少女の姿があった。

「キャロル……」

　ぼんやりと呟つぶやきながら、レイルは数日前の出来事を思い出す。

　自分世界が壊れ、全てが狂い始める直前──最後に楽しく笑った瞬しゆん間かんだったような気がする。

　初めて、人間と楽しく話せたような気がする。

　フランクと共にホットドッグを食べた時、自分達のような奇き妙みような存在に忌き憚たんなく笑いかけてくれた少女の姿を確認して──レイルは、ピンを抜くのを中止した。

　代わりに、ポーチの中から爆ばく弾だんを一つ掴つかみ取り──幻げん覚かくかもしれない少女に向かって、僅わずかばかりの言葉を紡つむぐ。




「ありがとう」

「えッ……？」

　レイルの姿を捜し続けたキャロルは、副社長と共に屋上にたどり着いたのだが──

　名前を呼んだ瞬間、レイルはうっすらと微笑ほほえみながら、奇妙な謝しや礼れいを口にした。

「キャロルのおかげで……ちょっとだけ、人間も好きになれたかもしれないや」

「レイル君……？」

「だから──僕だけ消えるね」




　キャロルとの短い思い出。

　彼が唯ゆい一いつ『人間』に対して抱いた思い出は、かえってレイルに死を決意させる事となった。

　死ぬ事は怖くない。消え去る事は怖くない。

　ただ、痛みだけが怖い。

　しかし、その痛みすらも、ヒューイ達の手によって消されてしまった。

　ああ、そう考えると、痛みが無いっていうのは幸せな事なのかな。

　そんな事を考えながら──レイルは己おのれの心の衝しよう動どうを、躊躇ためらいなく行動に移す事にした。




　そして少年は、フランクはクリスが助けてくれるだろうと、身み勝がつ手て極まりない事を信じ──

　屋上が喧けん噪そうに包まれ、レイルは爆弾を握り締める。

　そのまま、自分の身長ほどの柵さくを乗り越え──

　レイルは薄く微笑みながら、静かにピンを抜きはなった。

　果たしてその笑えみが縫ほう合ごう痕こんに引きつられたものなのか、それとも死ぬ事に何か希望を見ていたのか──

　その答えは、レイル以外には誰にも解わからなかった。
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アルカトラズ島　運動場




　落下していく自分を認にん識しきすると同時に、リーザは全ての時間が停まったように感じられた。

　しかしそれはやはり錯さつ覚かくで、確実に地面はこちらに向かって迫ってくる。

　だが、この体は恐らく地面に辿たどり着く事は無いだろう。

　途中でラッドの鉄の拳こぶしに撃うち抜かれ、壁の染しみとなるのが運命らしい。




　死ぬのは、いい。

　ここでこの体が死んでも、自分の意識は別のヒルトンの中に残り続ける。

　ただ、失う事が──怖い。

　父とうさんの血を完全に受け継いだこの体を、肉を、瞳ひとみの色を肌はだの色を髪かみの色を顔立ちを声を骨こつ格かくを失うのが怖い。そして何よりも、一時的とはいえ父さんと離ればなれになってしまうのが怖くて怖くて仕方がない。




　そうした恐怖を感じながら、気が付けば、リーザは泣いていた。

　だが、その涙が地面に届くよりも先に──

　ラッドの拳が、あまりにも無む慈じ悲ひに撃ち放たれた。
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　そして──レイルは自らの重じゆう心しんをゆっくりと後ろに向かって傾け──次の瞬しゆん間かんには、自分の体が落ちていくのが感じられた。

　脱だつ力りよくした手からは爆ばく弾だんがこぼれ落ち、一ひと足あし先さきに地上に向かう。

　だが、今いま落ちれば──恐らく、途中で共に爆ばく散さんする事になるだろう。

　ビルから落下する自分の中に確実な『死』を感じながら──

　やけにゆっくりと感じられる世界の中で、レイルは静かに空を見上げる。

　その空は何ど処こまでも青く、青く──その余りの空の高さに圧倒され、思う。

　この空を見て、ちょっとだけこの世界が好きになれたかもしれないと。

　──もう、遅いけどね。




　そして、レイルは──
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数日後──サロメ・カーペンター曰いわく




　全く、悲しい話だ。

　レイルは愚おろかな事をしたよ。

　自らの命を捨てるなど、なんの解決にもならぬというのに、彼はその身を爆ばく風ふうに委ゆだねたのさ。

　爆発の威い力りよくは推おして知るべし。レイルの体を即そく座ざに粉こな々ごなにする事はなかったものの、勢いよく膨ふくらんだ空気に押され、ビルの屋上から身を投げる形となったわけだ。

　私がその場にいたら、彼は助かっていただろう。いや、少なくとも、自らの人生の成果を私に記録させて有ゆう意いぎ義な死を迎える事ができただろう。

　だが、運が悪かった事に──あの場にいたのは、何も考えない不ふ良りようどもの集団だった。

　本当に、何も考えない無む駄だな連れん中ちゆうだよ。

　だからこそ、私はレイルを失った！
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　時は、爆発の瞬しゆん間かんに戻る。




　彼らは──少なくとも、ジャグジー・スプロットは、何も考えていないわけではなかった。

　彼が考えなかったのは──『後あと先さき』であり、彼の心の中は一つの思いで埋まっていた。

「危ない」

　という、ただ一つの単純な考えのみで。

　それだけで、彼の体は自然と動いていた。後あと先さきは考えていないからこそ、彼はその場から飛び出す事ができた。

　レイルがフェンスを乗り越え始めたのを見ると同時に、彼もそのフェンスに飛びついていた。

　即すなわち、落ちるレイルの体に飛びつくという、それこそ後先を考えていない行動を起こし──────

　結果として、彼はレイルと運命を共にする結果となった。

　柵さくの外側に降り立ちながら、ジャグジーは、傾きかけたレイルの腕を掴つかみ取る。

「え……？」

　声を上げたのは、レイルだった。

　ゆっくりと落ちていくように感じられたのではない。実際に落ちるのを引き留められていたのだ。

　レイルは一いつ瞬しゆん、自分の手を引いたのがクリストファーなのではないかという幻げん想そうを抱いて眼めを見開いたが──そこに居たのは、クリストファーとは似ても似つかない、刺青いれずみの入った顔面を泣きそうに歪ゆがめている青年の姿だった。

「なん……で？」

　疑問に思った刹せつ那な──先に地上に向かっていた爆ばく弾だんが、勢いよく炸さく裂れつする。

　その爆ばく風ふうは屋上にまで届き、圧力のある風がレイルとジャグジーに襲おそい掛かり──余りの圧力に、体が浮き上がりそうになったジャグジーの左手が、少しずつ柵さくから剥はがれていく。

　──落ちる！

　ジャグジーとレイルが、同時にそう判断した直後──

　柵の上から半分だけ乗り出したニースが、ジャグジーの腕を思い切り掴つかみ取る。

「ニース！」

「くッ……」

　眼がん帯たいの少女は必死にジャグジーの腕を引き寄せるが、二人分の体重を引き寄せるには些いささか不利な体勢だった。

　このままでは三人とも落ちてしまうかもしれない。

　そんな予感を振り払うかのように──フェンスを乗り越える新しい影が一つ。

「レイル君！　掴んで！」

「み、ミリア！」

　迷う事なく柵を乗り越えたミリアが、ギリギリまで腕を伸ばしてレイルの体を掴もうとする。

　レイルは一いつ瞬しゆんだけ迷った。

　自分にこの手を掴む権利はあるのだろうかと。

　だが──気付けば、手は自然と伸びていた。

　痛みすら無くしたレイルだが──意識と体が完全に離れた状態で、生物としての本能が、自然と生き延びる道を選んでいた。

　ミリアとジャグジー、二人の手によって支えられる形となり、レイルの体は徐じよ々じよに上に引き込まれていった。

　だが──爆発によって乱れた気流は、再び強いビル風を巻き起こす。

　予よ想そう以上に強い風がミリアの体を打ち付け、手の平に汗を掻かいていた彼女は──先せん刻こくのジャグジーと同じように、少しずつ指が滑り始めるのを感じていた。

「ぅ……ッ！」

　ミリアが落ちれば、流石さすがにニース一人で三人分の体重は支えられないだろう。そもそも、レイルが片手でミリアを支えられるかも解わからない。そんな状況に、キャロルと副社長、更さらにはルーアまでもがミリアに手を伸ばそうと駆け寄ったのだが──

　その合間を縫ぬうように──一つの影が、猛もうスピードでミリアの元に駆け寄った。




　指が剥はがれる直前──ミリアは、想い人の名前を呟つぶやいた。

　ただ一つの奇き跡せきを信じて。

「アイザック……！」




【人の子らよ。今度は願いを叶かなえましょう】




　シカゴの青空は、まるでそう呟つぶやくかのように──ミリアの前に、一つの声を響ひびかせ──

「おう！」

　続いて、ミリアの眼前に一人の男の顔を照らし出す。

　男はテンガロンハットが落ちるのも気にせず、ニースと同じような体勢で、柵さくから滑りかけていたミリアの腕を力強く握り締めた。

『!?』

　ジャグジーもニースも、その男の顔を見て同時に眼めを見開き──錯さつ覚かくかもしれないが、確かに二人とも、希望の光のようなものを感じ取った。

　そして、ミリアは──気が付けば、涙をボロボロと流していた。

　自分の腕を掴つかむ手から、幻げん覚かくでも妄もう想そうでもなく──確実に、愛いとしい人の温ぬくもりが伝わってくるのを感じて──

「アイザック……アイザックぅ！」

　ミリアは子供のように泣きながら、その名前をシカゴの空に響ひびかせた。
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アルカトラズ島　運動場




　リーザは恐怖に身を固まらせたまま──自分の体が衝しよう撃げきに揺れるのを感じ取った。

　だが、それは想像していたよりもずっと小さいもので──壁の染しみになるどころか、地面に落ちる事にも遙かに満たない衝撃だと気が付いた。

「……？」

　恐る恐る眼めを開くと──

　そこには、父の体を傷つけた、憎むべき仇かたきの姿があった。

「ふぃ、フィーロ！」

　先せん刻こくの殺さつ意いを思い出し、慌あわてて離れようとするが、体が上う手まく動かない。

　そこでリーザは、自分がフィーロに抱えられている事に気が付いた。

「は、はな……」

　放して、と叫ぼうとしたリーザは、不意に違い和わ感かんに気付き──フィーロの体に視線を動かして、再び体を強こわばらせる。

「どういうつもりよ。フィーロ」

　その違和感を生み出した男であるラッドは、不満そうな顔で呟つぶやいた。

「お前よ、不ふ老ろう不ふ死しだかなんだか知らないけどよお」

　赤く染まる鉄の義ぎ手しゆ。その義手の先の血液が、滴したたり落ちた先から蠢うごめき始めてフィーロに向かう光景を見て、呆あきれたように溜ため息いきをつく。

「ぶっちゃけた話、痛いだろ、それ」




　ラッドとリーザの視線の先。フィーロの脇わき腹ばらでは──落下した少女を抱え止める代わりに、ラッドの鉄の拳こぶしをその身に受けた結果が刻まれていた。

　骨も肉も区別なく、ラッドの拳が突き抜けた形で肉が抉えぐれ──その空くう洞どうを修しゆう復ふくしようと、肉の断面が血を纏まとって蠢いている。

　不ふ死し者じゃ無ければどうみても致ち命めい傷しようの疵きずを負いながら、フィーロは落下するリーザを受け止めたのだ。

　そして、先せん刻こくまで凍るような冷たさを瞳ひとみに湛たたえていたカモッリスタは、精せい一いつ杯ぱいの強がりと共に、顔に脂あぶら汗あせと笑顔を浮かべてみせる。




「……大した事ぁ……ねえさ」
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シカゴ　ネブラ本社　屋おく上じよう庭園




「アイザック……アイザックぅ！」

「おお、ミリア！　大丈夫か!?　どこも怪け我がしてないか!?」

　無事に柵さくの内側に引き戻されたミリアは、大おお粒つぶの涙を流してアイザックの胸に飛び込んだ。

　そこにいるのは紛まぎれもなくアイザック本人で、状況を全く理解していない筈はずだが、妙みように達成感のある顔で佇たたずんでいた。




　そんな様よう子すを見ていたルネは、唐とう突とつに現れた抱き合う男女を微笑ほほえましく思いながらも、白はく衣いの部ぶ下か達に冷れい酷こくな言葉を紡つむぎ出す。

「えっと……感動の再会のところを悪いんですけど……。もう、とりあえずレイル君くん以外は正当防ぼう衛えいって事で足とか撃うっちゃってもいいんじゃないですか？」

「部長……あのレンチで暴れてる奴やつはどうします？」

　現在、三人がかりでなんとか渡り合っている状態のレンチ男を見て、ルネはうーんと考えながら、やがて思い出したように言葉を紡ぐ。

「ああ、あの人達、もしかしてルッソ・ファミリーの人達じゃないですか？」

「え？　……ああ、そういえば、この前ルッソの屋や敷しきで見かけたような気もします」

　部下の言葉に、ルネはポン、と手を合わせ──残ざん酷こくな言葉を口にする。

「あのレンチの人は、友達思おもいなタイプみたいですから……お友達の足でも撃てば、きっとすぐに言う事を聞いて殺されてくれますよ？」

「……仰おおせのままに」

　やれやれと言った調子で呟つぶやいた白衣の男が、銃を握り直してグラハムの元に向かい、その銃じゆう口こうをシャフトの足に向けたのだが──

　その銃を握る手が何者かに掴つかまれたかと思うと、勢いよく捻ひねり上げられる。

「ぐぁッ!?」

　関かん節せつごと捻ひねられた銃じゆう口こうは、そのまま持主の顔面を向き──そのまま銃じゆう弾だんが発射され、男の後頭部から血を噴ふき飛ばす。

「!?」

　男の悲鳴混まじりの銃じゆう声せいに、白はく衣いの集団を始め、屋上中じゆうの人間が眼めを向けると──

「こんにちは」

　そこには、赤い目をした吸きゆう血けつ鬼きが、これでもかという程ほどに日光を満まん喫きつしている姿があった。




「クリス！」

　疲労により朦もう朧ろうとしていた意識の中で、レイルが思わず声を上げた。

　クリストファーはそんなレイルに「やあ」と手を振りながら、散歩するような足取りで白衣集団の方に歩み寄る。

「ああッ！　ミリア！　去年ＮＹにいた手て品じな師しの人だぞ！」

「ええッ！　じゃあ、今のも手品!?」

　いつも通りのアイザックと、僅わずかに涙なみだ声ごえのミリアがはしゃぎ出し──ニースとジャグジーは表情を僅わずかに緊きん張ちようさせる。

「遅いぞ、赤あか目め野郎」

　笑いながら抗こう議ぎするグラハムに、クリストファーは肩を竦すくめながら言い訳を。

「エレベーターが混んでてね」

　下らないジョークに一人で笑いながら、クリストファーはいましがた死んだ筈はずの男を覗のぞき見る。見ると、血が蠢うごめいており、みるみる内に男の頭に吸い込まれていった。

「ほらみろミリア！　やっぱり手品だ！」

「時間逆ぎやつ行こうショーだね！」

　そんなカップルの声を聞いて、クリストファーは苦く笑しようしながら両手を広げて声を出す。

「ああ、良かったよ。……君きみ達たちが不ふ死し者で、本当に良かった」

「？」

　顔を見合わせる白衣の男達の中に、クリストファーはあくまで手ぶらで歩み寄る。

　警けい戒かいはするものの、相手が何をするつもりなのか解わからず、ルネはどういう指示を下したものか迷っていた。

　だが──結果として、その一いつ瞬しゆんの隙すきがあろうが無かろうが、彼にとっては全く関係の無い事だった。




「さあ、クリストファー・シャルドレードのマジックショーを御ご覧らんあれ！　今日はちょっとばかり、派は手でな人じん体たい再生ショーの始まりだよ！」

　両手をパンと打ち鳴らし、唐とう突とつにそう叫んだかと思うと──クリスは踊るように白衣の男達との距離をつめる。そのまま相手の銃を向けた手を取り、ダンスを踊るようにその銃じゆう口こうを他の白はく衣いの体に向ける。

　花火のような音が鳴り響ひびき、硝しよう煙えんの臭においと血の飛沫しぶきでそのショーは幕を開け──

　グラハムも加わっていたそのショーは、あまりにも一方的なまま白衣の集団を蹂じゆう躙りんしていく。

　アイザックとミリアはキャアキャア言いながら拍手を送り、ジャグジーとニースは呆あきれた顔で立ちすくみ──

　そしてレイルは、眼めを輝かせながら、クリストファーと作業着の化ばけ物ものの共きよう演えんを眺ながめていた。

　自らの心に、もはや『吹き飛ばせ』という声が響ひびいていないと気付く暇ひまもなく──

　レイルという名のホムンクルスは、心の中に不ふ思し議ぎな安らぎを感じていた。

　ゆらゆらと、ゆらゆらと──
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アルカトラズ島




「おいおいおい。フィーロちゃんよぉ。なーんで自分を殺そうとしてた相手を助けてんのよ。ある種のマゾか？」

　徐じよ々じよに巨大な空くう洞どうが塞ふさがっていく中、フィーロは気き絶ぜつしそうな痛みに耐えながら口を開いた。

「俺は……女とガキは殴なぐらない主義でね」

「なるほど。そういや前にも言ってたな」

　クツクツと笑いながら、ラッドは右手を高く広げて、運動場に朗ろう々ろうと声を響ひびかせる。

「だが……今、俺の命を狙ったその女を見逃して……俺になんの得がある？　フィーロの信しん念ねんが女おんな子供を殴らない事だとすりゃ、俺の信念は女子供でも殺せるって事だぜ？　とりあえず俺が飯よりも大好きな殺しを止めて、一体どんなプラスを与えてくれるんだ？」

　無む茶ちや苦く茶ちやな事を言うラッドに対し、フィーロは暫しばし何かを迷っているようだったが、やがて諦あきらめたように頷うなずき──リーザに聞こえないように、そっとラッドに耳打ちをする。

「後で……不死者を殺す方法を教えてやる」

「乗った！」

　０・５秒で即そく答とうすると、ラッドは凶きよう悪あくな殺さつ気きを己おのれの内に押し込めると、フィーロの肩をパンパンと叩たたきながら皮ひ肉にくの言葉を投げかけた。

「ピーターパンも、子供達を護まもんのは大変だな？　ええ、おい？」

　その皮ひ肉にくに対し──フィーロは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら、皮肉になっていない言葉を返す事が精せい一いつ杯ぱいだった。

「時計を吐き出す方法でも考えてろ。ワニ野郎」




　ラッドが上じよう機き嫌げんでドラゴンを蹴けり倒している中──リーザは、鳥とり達たちを操あやつる事を中断し、単純にして重要な疑問を投げかける。

「どうして……助けて……くれたの？」

「今、女とガキは殴なぐらないっつったろ」

　止とどめを刺し損そこねたラッドが呆あきれたように呟つぶやき、止めを刺されずに済んだリーザは、フィーロの腕の中でカタカタと震えながら呟いた。

　先せん刻こくの一いつ瞬しゆんに感じたあの恐ろしく冷たい殺さつ気きを思い出すが──今のフィーロからは、その気け配はいは感じられない。

　そんなフィーロの言葉では納なつ得とくできず、

「私……貴方あなたを殺すって言ったのに……貴方の……友達を殺すって言ったのに……それなのに、それなのにどうして助けて……くれたの？」




　　　　⇔




ネブラ本社　屋上




「どうして……？」

　再会を喜び合うアイザックとミリアの傍かたわら。

　レイルは暫しばしクリストファーの闘いに見とれていたが──不意に、何かを思い出したようにジャグジーに向かって尋たずねかけた。

「えッ？」

「どうして、会ったばかりの僕を……まだ何も知らない僕なんかの為ために……あんな……危ない事ができるのさ……？」




　　　　⇔




　西の果ての刑けい務む所しよで、一人のカモッリスタが答えを返す。

「理由なんざあるか。つーか、ガキが屋根から落ちかけてたら、普ふ通つう考える前に助けるだろ？」




　　　　⇔




　ほぼ同どう時刻──

　湖の畔ほとりの町で、一人の泣き虫が答えを返す。

「り、理由なんか無いよ。きがッ……気が付いたら、とび、飛び出してててててああああああ思い出したら怖くなってきたたたたたたたた」




　　　　⇔




ネブラ本社　地下




「ふぇぇえ、あんなに強い化ばけ物ものを作るなんて、やっぱりヒューイさんは流石さすがですねぇ」

　暢のん気きに怯おびえた声を出しながら、ルネはパタパタとネブラ本社の地下を走っていた。

　クリストファーの圧倒的な闘いを見た彼女は、これは手も足も出ないと判断し──あとは部ぶ下か達に任せて、自分は素早く屋上から撤てつ退たいしていた。

　地下三階は殆ほとんど製せい薬やく部門の第六開発室に与えられた空間で、ルネの持つちょっとした城じよう砦さいとも言えた。地上への避ひ難なん路ろも近く、彼女には幾いくつかの選択肢しが与えられている。

「でも、なんとかしないと……。残ってるみんなに応援を頼むべきですかねー。それとも、逃げちゃった方が……。あ、そうだ。フランク君を人ひと質じちに使えばいいじゃないですか！」

　そんな冷れい酷こくな事を気の抜けた声で呟つぶやきながら、ルネは研究室の扉とびらを開け放ち──

　そこで、信じられない光景を眼めにした。

「え……？」

　首を傾かしげる彼女の前に広がっていたのは──これでもかという程ほどに荒らされた室内と、床に倒れる研究員達。

　明らかに気き絶ぜつしている研究員達の傍そばには、緑みどり色いろのドレスを纏まとった女が。

　意識はあるようだが虚うつろな眼をして動かない数名の前には、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった男が。

　確認するまでもなく、『シックル』と『詩し人じん』の二人であろう。

　ただ、そんな二人よりも、ルネの心を強く捉とらえたのは────




　　　　⇔




同どう時刻　シカゴ　ネブラ本社　屋上




「それにしてもアイザックさん……どうしてここに!?」

「も、もしかして、ニックとジャックがここに連れてきたんですか？」

　ミリアとの間を邪じや魔まするのも野や暮ぼだと思ったのだが、ニースとジャグジーが勢いで思わず問いかける。だが、アイザックはミリアを強く抱きしめたまま、不ふ思し議ぎそうな顔で首を傾げるだけだった。

「えッ？　別にニック達には会わなかったぞ？」

「ええッ!?　じゃ、じゃあどうしてここに!?」

　──まさか、愛の奇き跡せき!?

　ジャグジーは一いつ瞬しゆんそんな馬鹿な事を考えたのだが──アイザックは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を広げ、単純極きわまりない答えを返す。

「おお、列車の中で知り合った親切な人と……」




「あと、刑務所の中で仲良くなった人とバッタリ会ってさ、ここまで案内してくれたんだ！」




　　　　⇔




同時刻　シカゴ　ネブラ本社　地下




「え、ええっと……？　え、あれ？　え、ええー？」

　ルネは、目の前の光景が信じられなかった。

　彼女の目の前、『詩し人じん』とシックルの間に立つ男は、ニッコリと笑いながら一いち礼れいをした。

「お久しぶりです……パルメデス先生」

　彼女の知る限り、その名で自分を呼ぶ人間は限られている。

　そして、その男は──紛まぎれもなく、彼女の知っている男だった。

「どうして……どうしてヒューイさんがここにいるんですかぁ!?」

　ヒューイ・ラフォレット。

　ルネの古い知り合いであり、現在はアルカトラズ刑けい務む所しよの地下特とく別べつ房ぼうに収しゆう監かんされている筈はずの鍊れん金きん術じゆつ師し兼テロリスト。

　だが、現在は囚しゆう人じん服ふくではなく、政治家を思わせる程ほどにキチンとした身なりをしている。

　ただ、顔面には左目を覆おおうように包ほう帯たいが巻かれており、不ふ死し者である彼がそんな格かつ好こうをしていることから、ルネは自分が『元フェリックス・ウォーケン』に依頼した仕事が達成されている事に気が付いた。

　──じゃあ、どうして……どうしてフェリックスさんより先に!?

　一昨日おとといの深夜の時点で、ヒューイ・ラフォレットは未だに刑務所にいるという連絡を受けていた。脱だつ獄ごく後ごすぐに列車に乗ったとしても、とてもこの時間、ここに居る事は不可能だ。

　それが何な故ぜ、ここにいるというのだろうか？　可能性があるとすれば航空機だが、どうやって空港まで脱獄を実行できたと言うのだろう？

　驚いた表情で眼めをぱちくりさせるルネに対し──ヒューイはクスリと笑いながら口を開く。

「パルメデス先生の驚く顔も暫しばらくぶりに見ますね。貴女あなたの弟で子しだった頃は、エルマーの悪戯いたずらで毎日のようにそんな顔をしてましたけどね」

「……ええっと……その、何をしに来たんですか？」

「何だと思います？」

「ええっと……昔むかし話ばなし？」

「先生は相変わらずですねえ。私ではなくエルマーだったら、多分その答えで合ってますけど」

　困ったように笑って首を傾かしげるルネに、ヒューイは苦く笑しようしながら答えを返す。

「そう……エルマーだったら、例え自分の眼めが抉えぐられても……昔話の方を優ゆう先せんしそうですね」

「エルマーさんは暢のん気きですからねえ」

「はははは……」

　とろくさい笑顔で別の教え子の顔を思い出すルネに、ヒューイは静かに笑い返すと──

　その爽さわやかな笑顔を貼はり付けたまま、ヒューイが右手をゆっくりと前にかざす。

　刹せつ那な、その手の先から、勢い良く炎ほのおが噴ふき出した……ように見えた。

　それがヒューイの袖そでに伸びた小型火か炎えん放ほう射しや器きのチューブによるものだと気付く間もなく、ルネは肌はだが焦こげる事を怖れ、両腕で顔を庇かばって飛び退のいたのだが──

「いやッ……あッ……きゃぁッ！」

　次の瞬しゆん間かんには、ヒューイが眼前に迫っており、壁かべ際ぎわで体を押さえこまれてしまう。

「先生が私の左目を何に使うのか、それは楽しみにしておきます」

　いやらしくも受け取れる体勢だが──ヒューイはその手でルネの眼鏡めがねをそっとずらし──

「ただ、代わりに──私も、研究材料が欲しくなりまして……」

　レンズという防具が無くなった右目の瞼まぶたに、そっと人ひと差さし指ゆびを這はわせていく。

「これで、おあいこという事に」

「……片方だけですよ？」

　自分が何をされるのか理解したのだろう。

　ルネは諦あきらめたように大きく息を吐くと、口元を僅わずかに微笑ほほえませて呟つぶやいた。

「……痛くしないで下さいね？」

　素すなのかワザと言っているのか解わからない言葉に、ヒューイはジョークとも嫌がらせとも取れる言葉を返す。

「残念ながら、麻ま酔すいがないので」

「ひッ!?　ええっと、そ、そっちの研究室に麻酔ならあああいいいやひぇぇえヒューイさん落ち着いてくださいもっと優しくあッ……あああぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁああああぁっぁ……ッッ……っぁあああっぁぁぁぁっぁぁぁぁッ！」




「さて……フランクも返して貰もらいますよ」

　痛みで気き絶ぜつしたルネを横たわらせ、ヒューイは研究室内ないにあった瓶びんを一つ拝はい借しやくし──

　その中に、今いまし方がた抉えぐり出したルネの右目を放り込んだ。

　眼球はすぐにルネの体に戻ろうとするが、その前に手て際ぎわよく蓋ふたをする。

　ヒューイは気き絶ぜつしたルネを一いち瞥べつすると、クスリと笑いながら淡たん々たんとした別れを告げる。

「それじゃあ先生、片かた眼めだと今まで以上に人や物にぶつかりやすくなると思いますが──」




「せいぜい、お大事に」




　　　　⇔




同どう時刻　アルカトラズ島




　医い療りよう棟とうに運ばれる白人や黒人と共に、フィーロとラッド、ドラゴンもそれぞれ刑けい務む官かんに連れん行こうされる。彼らがどう処分されようが、再びこの運動場に出てこようが、リーザには彼らに対して何か働きかけようという気分にはなれなかった。

　心を抑え込まれた彼女には、もはや何もできる事など無かったのだから。




　……うそだ。

　嘘うそだ。嘘だ嘘だ嘘だ。

　ウソだウソだウソだ。

　違うよ、違うもん。

　こんなのは間違いだよ。

　あいつは、フィーロはお父とうさんを傷つけた悪い奴やつ、私の敵、敵なんだ。

　さっきだってお父さんを殺すって言ってた。喰うって言ってた！

　なのに、なのに……駄だ目めだよ、こんなの違う。

　さっき、私があいつに殺されかけた時、どうしてあいつは助けてくれたの？

　理由が無いなんてあるわけない。あるわけないよ。

　あいつが、あいつがあんな事、あんな事するから……!!




　リーザは自分の内にある衝しよう動どうの理由が解わからずに、ただ呆ぼう然ぜんと立ち続けた。

　刑務官達がやって来て、シャムである者も含めて口々に『どうして女の子が!?』『君、どこから来たの!?』『なんだこの鳥の死体は……』『大丈夫か！』と叫んでいる。

　これは計画通りだ。自分は何な故ぜここにいるのか解らないと言い張り、本ほん土どの施設に保ほ護ごされた後に、他の個体を使ってヒューイの元に向かうつもりだったのだから。

　だが、今のリーザの中からは、そんな台だい本ほんなど消え去り──

　ただ、一つの疑問と複雑な感情だけが心の中を支配する。




　──あいつは、お父とうさんなんかじゃないのに。

　──どうして私は……あいつを……




　──あいつを、『かっこいい』なんて思っちゃったんだろう……




　　　　⇔




10分後　シカゴ　ネブラ本社　屋上




　馬鹿騒さわぎの後が残る屋上で、カル・マイブリッジは愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「いやあ、ええねえ、ええねえ。この年になって、こないに興こう奮ふんするとは思わへんかったよ」

「社員は良い迷めい惑わくです」

　角かく砂糖を囓かじりながら、ルービックが気けだるげに呟つぶやいた。




　クリストファーとグラハムが、白はく衣いの集団を全員昏こん倒とうさせた後、屋上にどやどやと不ふ良りよう少年達が現れた。どうやらグラハムを追って階段を上ってきたのはいいが、殆ほとんどが途中で力尽つきていたらしい。

　更さらにタイミング悪く、パトカーが大量に本社前まえに到着し──不良少年達は、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出してしまった。

　もっとも──最後にやってきたリカルドが、社員でも殆ど知らない裏口まで案内した為ため、結果的にジャグジー達は全員無ぶ事じに社しや外がいまでたどり着けたのだが。




　そんな喧けん噪そうの後で黄昏たそがれに浸ひたりながら、大だい損害を負うことになったネブラの会長は、カッカと笑いながら今回の事件に想いを馳はせる。

「さて、今日の騒ぎは、この先どういう風ふうに転がっていくんやろなあ」

「どっちにしろ、今回の件……我々は完全にいい迷惑ですよ」

「確かになぁ。だが、これでヒューイとその周りの状況がかなり把は握あくできたわ。その辺はもうけもんやし……寧むしろ、全体では得かもしれんよ？」

「下らない。不ふ死し者だかなんだか知りませんが、たった一人の人間に振り回されて何が楽しいんですか」

　至し極ごく正せい論ろんである言葉を紡つむぐルービックに、カルは両手を大きく広げながら声を上げた。

「人生とは常に馬ば鹿か騒ぎや！　平和やろが戦争やろが、人がそこにおる限り、常に運命は絡んで混じり合うもんや！　これはもう、しゃあない事やろ！　たった一人だろうが、一度絡からんだからには……本気で喧けん嘩かを売られたからにはもう、人生をかけて全力で相手をするのが礼れい儀ぎっちゅうもんやろ。だってその方が楽しいやん？」

「賭かけるのは自分の人生だけにして下さい」

「残念やけどな……もうベリアムの小こ僧ぞうっ子ことバルちゃんも昔っから絡んでもうてるし……わしが作った会社やし、みんなで幸せ目指して突っ走ろうやん！」

　──……この腐くされ享きよう楽らく主義者が。……なんで退たい陣じんに追いやられないんだ？

　やってられないと言いたげな表情で首を振り、ルービックは瓶びんの中から更さらに複数角かく砂ざ糖とうを取りだし、貪むさぼるように噛かみしめた。

　その様よう子すを横よこ目めで見ていたカルは、物もの欲ほしそうな眼めで瓶の中身を見つめ、およそ大会社の会長とは思えない言葉を口にする。

「……ところで、その角砂糖美う味まそうやん？　一つ頂ちよう戴だいや」

「絶対に嫌です」




　　　　⇔




シカゴ某ぼう所しよ




　警察から逃れる為ため、駅に向かって走り続ける不ふ良りよう集団。

　体中がボロボロだったレイルは、不良達の一人に背負われている状態である。

　──情なさけないなぁ……僕。

　ここで安あん堵どしているヒマは自分にはない。

　衝しよう動どうが消えて冷静になった今、やるべき事は一つだけだ。

　この不良集団を利用してでも、すぐにフランクを助けにいかなければ……

　そんな事を考えていたレイルの耳に、小さな囁ささやき声が響ひびき渡る。

「安心していい。フランクは、無事にヒューイ様達が助け出したよ」

「……！」

　自分を背負う男の言葉に、レイルはその男がシャムである事を瞬しゆん間かん的に理解した。

「……本当に、どこにでもいるんだねぇ」

　口では皮ひ肉にくを告げるが、心の中では、フランクの無事を聞いて劇げき的てきに生せい気きが蘇よみがえる。

　声に張りが出たことを確認した不良──シャムは、皮肉を返すように呟つぶやいた。

「で、どうする？　このままヒューイ様の所に戻るか？」

「……」

　当然といえば当然の問いかけに、レイルは暫しばし考え込み──フランクに会いたいとは思ったが、それは後で遠くからでも確認できれば良しとしようと考えた。

　今はなにより、ヒューイに一つの宣言をしてやりたくて仕方がなかったのだ。

「ヒューイの奴やつには……『僕は自由だ、糞くそ野郎』……って伝えておいてよ。あと、フランクには『すぐに迎えに行くから』って」

「……そんな叛はん意い丸まる出だしの言葉を伝えるとでも？」

　シャムが苦く笑しようと共に問いかけるが、背中からの返事はない。

　どうやら眠ってしまったようだと確認すると──シャムは苦笑しながら、ルートを変えることなくジャグジー達の後を追い駆けていった。

　そして、眠りの中に落ちながら──レイルはぼんやりと、この場にいないクリストファーに語りかけていた。




　ねえ、クリス。

　やっぱり、僕は無理だったよ。

　まともな人は、僕をひっぱってくれなかった。

　代わりに僕の手を引いてくれたのは──クリスとは違う壊れ方をした人ひと達たちだったよ。

　会ったばかりの僕を助ける為ために、なんの理由もないのに、ビルの屋上から身を投げ出すような……本当に狂った人達さ。

　ねえ、クリス。僕も狂った側に来たよ。

　だから……だから今度は──

　僕が、クリスの手を引きに行くよ。

　壊れたまま戻って来られないクリスの手を、僕が絶対に掴つかんでみせる。




　その時まで……僕、頑がん張ばって生きてみるよ。

　この、壊れきった人達と一緒にね。

　フランクやシックル、チーやアデルや『詩し人じん』さんも迎えに行って……

　ヒューイとリーザの奴に、一緒に一ひと泡あわ吹ふかせてやろうよ。

　楽しそうだろ？

　楽しそうだろ……クリス……




　夢の中に落ち込みながらも、クリストファーの名を呟つぶやき続けるレイル。

　彼の微笑ほほえみを祝福するように、シカゴの町の空は温かい輝きを見せていた。

　あるいはその輝きは、町から町へと帰る人々の姿を送り出すかのように──

　摩ま天てん楼ろうの影の合間に、美しい光の道を造り出していた。

　善人も悪人も区別無なく、

　次なる舞台へと人と思いを送り出す為ために────




　　　　⇔




　その光から身を隠かくすように、ネブラの地下駐ちゆう車しや場じようから走り去るトラックが一つ。

　フランクの巨体を積んだトラックには『詩し人じん』とシックル、数人のシャムが乗り込んでおり、このまま近郊の医い療りよう施設に運ばれる事になっていた。

　そのトラックを見送りながら、ヒューイ・ラフォレットは隣となりにいる人物に話しかける。

「さっきから、黙ってばかりですね。久しぶりの再会だというのに」

「ふん。きさ、ま、は、エルマー、が、いな、け、れば、ただ、の、狂人、だか、ら、な」

「麻ま薬やく中ちゆう毒どく者しやの言葉とも思えませんが……否定はしませんよ」

「どう、やって、刑けい務む、所しよ、から、ここまで、来、た？」

「ちょっとだけバラバラになって……実の娘の群に運んでもらっただけですよ」

　ベグの言葉にクスクスと笑いながら、ヒューイは背後に立つ別の男に声をかける。

「さて……ＭＲ．バルトロ。昼食にお誘い頂いただいたのは非常に光栄なのですが……一体、この一いつ介かいの不ふ死し者に過ぎない私に何の御ご用ようですか？　貴方あなたも永遠の命をお望みで？」

「そんなものに興味は無いな」

　双ふた子ごの護ご衛えいに挟まれた老人は、冷めた表情で葉は巻まきをふかす。

「ただ、ベリアムの若わか造ぞうが執しゆう心しんしてるテロリストとやらが、どんな面つらをしているのか見に来ただけだ」

「ほう……それで、東部の雄ゆうたるＭＲ．バルトロは、私にどのような印いん象しようを抱かれました？」

「餓が鬼きだな」

　ストレート極まりない感想に、ヒューイは嬉うれしそうに言葉を返した。

「褒ほめ言葉です」

「褒めたつもりも貶おとしたつもりもない。餓鬼は良かれ悪かれ、世せ相そうを動かすからな」

　淡たん々たんと答えながら、バルトロは自らの数倍の時を生きる男に問いかける。

「それで……これからどうするつもりだ？」

「さて。シカゴでの実験は難しくなりましたのでね……少々ぶらつきながら次なる場所へと向かうつもりですが……」

　そしてヒューイは、言われた通りに子供っぽい笑いを浮かべながら──慇いん懃ぎんな態度で、マフィアのボスに対して恭うやうやしく一いち礼れいしてみせた。

「まずは約束通り……昼食にご招待あずかると致しましょう」




　日の光の届かぬ場所で、新たな邂かい逅こうが生まれては消えていく。

　彼らもまた、闇やみの中に道を造り出す。

　次なる舞台に、野や心しんと狂きよう気きを送り出す為ために──




　こうしてこの日──

　ヒューイ・ラフォレットという毒どく薬やくが、馬鹿騒さわぎの渦うずの中に静かに解き放たれた。

　その毒がどのような影えい響きようを与えるか、ヒューイ本人すらも知り得ぬ中──

　渦は──静かに回り続ける。







[image: エピローグ　奴らは時々帰っていく]






















同日午後　アルカトラズ島




「まいったねえ。どうもよ……」

　約束通り、フィーロから『不ふ死し者を殺す方法』を聞き出したラッドだが──なんとなく、フィーロに騙だまされたような気がしていた。

　無む論ろん、実際には騙されていない。フィーロが嘘うそを言っていないだろうという事は感じられたし、こんな所で嘘をつく程ほど安い男だとも思わない。

【不死者を殺すには、別の不死者が頭に右手を置いて『喰いたい』と願うだけでいい】

　何とも単純な答えだった。そんなに簡単に殺されるのならば、確かにフィーロは常に警けい戒かいしている筈はずだ。傍そばにヒューイという不死者がいる状態ではなおさらだ。

　だが──不死者をこの手で殺すには、自らも不死者にならねばならないとは。

　しかも相手の記き憶おくと経験が、その後ご自分の中で生き続ける事になろうとは。

「それは本当に殺したって言えんのかね？　記き憶おくと経験が他人の中に入るってこたぁ、その他人の中で生き続けるって事なのかねぇ」

　答えの出なさそうな問題以い上じように、ラッドにとっては更さらに大きな問題があった。

「俺に……この俺に、死から最も遠ざかる『不ふ死し者』なんて存在になれってのか？」

　死を感じずに生きる者に殺さつ意いを覚えるラッドとしては、自らがそんな存在になるのは全くもって論ろん外がいだった。

　結局どうすることもできず、ラッドは独どく房ぼうの中で狭い天てん井じようを仰いで考え続ける。

　──俺とルーアで、一緒に『不死者』って奴やつになって……

　──何百億おく年ねんかかってでも、他の人間と不死者を全部ぶち殺して……その後に、俺がルーアを喰ってやるっていうのはどうよ？

　──あ、駄だ目めだ。フィーロの奴は仲間だから殺せないやな。

　妙みような所で几き帳ちよう面めんな事を考えながら、その後も『誰か他の奴がフィーロを喰えば……』等と今ひとつ仲間と言えないような想像を繰り返した。

　だが、結局答こたえは出ず──罪の多くを曝あばかれなかった殺人鬼は、間ま近ぢかに迫った刑けい期きの終了まで、模も範はん囚しゆうとして過ごす事を決意した。

　──とりあえず、とっととここを出て、愛するルーアに相談してみるか。

　シャムとかいう看かん守しゆが、何な故ぜか『ルーアにはもう手を出さない』と言い出した。

　完全に信じるわけにはいかないが、どちらにせよ、脱だつ獄ごくするよりは現実的だろうと考える。

　脱獄が不可能だと思っているわけではない。

　だが、その際にはライフルを持った看守達を何人か殺さざるを得なくなるかもしれない。

　ラッドは命を張って任務に当たるこの島の刑けい務む官かん達が好きだった。ある種の敬意すら払っていた。

　──そんな奴ら、殺せねえよなあ。

　──ああ、早く外に出て、温ぬるい奴らを適当にぶち殺してぇ。

　極めて歪ゆがんだ信しん念ねんに身を委ゆだねながら、ラッドは強く握った拳こぶしを眺ながめ、笑う。




　その拳の先に、新たな血の臭においを感じさせながら────




　　　　⇔




同日午後　シカゴ　ガンスラークホテル




「ふむ、中々に美味であったな。私個こ人じんの基準では上位７％に入る満足感だ」

「……よく、あの空気の中で普通に御飯が食べられますね……」

　げっそりとした顔で呟つぶやくキャロルに、副社長は冷れい然ぜんとした視線と共に言葉をかける。

「マフィアも駄だ目め、実じつ業ぎよう家かも駄目、政治家も駄目。一いつ体たい誰となら緊きん張ちようせずに相あい対たいできるのだ？」

　ホテルのロビーでくつろぐ副社長とキャロルは、束の間の平和を堪たん能のうしていた。

　列車の切きつ符ぷは明後日あさつてのものを予約してある。社長に連絡した所、シカゴの情勢を暫しばらく探ってから帰き還かんして欲しいとの指示を受けた副社長は、キャロルと共に更さらに数日滞たい在ざいすることにしたようだ。

　バルトロと約束していた昼食を終え、高級レストランの個室から出た情報屋達は、今だに警察車しや両りようが行き来する中を歩いてこのホテルまで辿たどり着いた。

　緊張で一口も料理を食べられなかったキャロルは、ロビーの中でひもじい顔でぼやき続ける。

「その誰とでも平へい然ぜんと話しできる副社長がおかしいんですよう……」

「ならば、誰とならば話せるというのだ」

　副社長の言葉に、キャロルは暫しばし迷った挙あげ句く──急に顔を輝かせながら言い放つ。

「あ、あの人……テーブルの奥にいた、眼めをケガして包ほう帯たいしてた人……あの人ならきっと二人っきりでも話せますよ！」

「……」

「格かつ好こう良かったですよね、包帯が逆に影を誘ってて色っぽいっていうか」

　耳みみ年どし増まな意見を言うキャロルに対し、その包帯の人物の正体を知っているギュスターヴは、ただ眼を細めながら沈ちん黙もくするのみだった。

　そんな副社長を余よ所そに、キャロルは同席した『かっこいい人』に対する妄もう想そうを際さい限げんなく膨ふくらませる。

「私の新聞記者としての勘かんが言ってるんです！　あの人はきっと大おお物ものになるから、追いかけて特ダネをものにしろって！」

「……マフィアの昼食に同席するような人間だぞ。危険は考こう慮りよしないというのか？」

「うッ……。で、でも、凄すごく優しそうな人でしたよ？」

「ふうむ……まあ、大物になる、という鑑かん定てい眼がんはある意味で的まとを射いているが……」

　冷静に視線をキャロルに向けた後、副社長は諦あきらめたように首を振った。

「止めはすまい。キャロルの恋こい路じは実に難なん儀ぎな道となるだろうがね」

「こッ……！　恋路って、そんなんじゃないですよう！　た、確かにカッコイイ人でしたから、ライバルとか多くて私なんかじゃ難かしいでしょうけど！」

　──そういう意味ではないのだが。

　包帯男おとこの情報を伝えるべきか迷ったが、今はこれ以上不ふ安あんにさせない方がいいだろう。

　そう判断した副社長は、腹ごなしとばかりに頭の中で情報を整理する。

「……今回の件は、シャム君かヒルトン嬢じようが大だい分ぶ目まぐるしく動いていたように感じるが……」

　確信をついた独ひとり言ごとを呟きながら、副社長は苦く笑しようしながら更に一ひと言こと呟いた。

「まあ、数日の内には『シャム』君の方から連絡がくるかもしれないがな」

　副社長の独ひとり言ごとはキャロルの耳に届く事はなく──

　ただ、彼女の腹の音だけがけたたましく周囲に響ひびき渡るだけだった。




　　　　⇔




リカルドの意識内ない




　シャムが本当の意味で自由を得たのは、初めて『支配』に失敗した時だったかもしれない。




　それまでは、多くの『意識』をねじ伏せて自分の者にしてきたが、例えその支配した相手がどのような知識や過去を持っていたとしても、自分のスタンスが揺らぐ事はあり得なかった。

　どれだけ力を得ようとも、自分はヒューイ・ラフォレットの道具に過ぎず、それ以上の存在に成りえるなど考えようもなかったし、ヒューイの指示を疑う事すらしなかった。

　そんな自分に異い変へんが起きたのは、やはり『あの時』だろう。シャムはそう考える。

　唯ゆい一いつの失敗にして、完全なるイレギュラー。

　とあるマフィア組織の中に入り込もうと、そこの跡あと継つぎである、ボスの孫まごの少年の意識を乗っ取るつもりだったのだ。

　まだ幼さの残る少年だが、人生と意識を奪う事になんの罪ざい悪あく感かんも感じられなかった。

　だが──

　いざ乗っ取っらんとして意識を共有した瞬しゆん間かん、自分にとって全く想そう定てい外がいの事が起こった。

　彼、いや、彼女はリカルド・ルッソなどではなく──本名をリディア・ルッソとする、完全な女性だったのだ。

　冗じよう談だんではない、自分に与えられた役割は『男』だ。女の体を使うのはリーザの役割であり、それを違たがえる事はヒューイに対する裏切りではないか。

　即そく座ざにそう思い立ち、自分はその意識の『支配』を諦あきらめた。知識は流れ出てしまうが、邪じや魔まになれば殺せばいい。そう考えていたのだ。

　だが、ここで再び想定外の事態が起きる。

　自分が意識の権利を放ほう棄きしたように──彼女もまた、自分の意い思しを放棄していたのだ。




　　　　⇔




シカゴ郊外　自動車内




「それから、オレとシャムの奇き妙みような共同生活が始まった。お互いに支配を放ほう棄きした結果さ。オレは自由を保ったま……頭の中で、シャムと知識だけを共きよう有ゆうする事になった」

「なるほどね……。当時の君は、本当に世の中がどうでも良かったんだねえ」

「まあね」

　シカゴの郊外を当てもなく走る中、リカルドはクリストファーに対し、約束通り自分の全てを話していた。

「で、シャムの目的ってのは結局なんだったのさ？」

「……それがね」




　　　　⇔




　こうして一人の少女……自分以い外がいの誰かと知識を共有する事になったシャムは、初めて他者の意識という者を客観的に見る事ができるようになった。

　そして、今までに手にしてきた人々の人生と過去──そうしたものを改めて見つめ直した結果──ある日突とつ然ぜん、彼の中にどうしようもない『不安』が溢あふれ出してきた。

　今まではそれが当然と思い、ヒューイ・ラフォレットの道具として生きてきた人生だったが、初めてそれに疑問を持ってしまったのだ。

　更さらに客観的に『世界』そのものを見つめ直すにつれ──

　シャムは、ヒューイがどれ程ほど異常な存在であるかを理解した。




　　　　⇔




「それからシャムは、ヒューイって人の指示から解かい離りして、独自に自分のネットワークを増やし始めたんだ。より世界を広く知る為ためにね」

「へえ、人を殺す事には罪ざい悪あく感かんを持ってないんだ？」

「うん……シャムは意識を乗っ取る事を『殺す』とは考えてないみたいだから……だけど、最近は少し罪悪感を感じてるっぽくて、新しく増えるのを控えてるみたい」

　淡たん々たんと話すリカルドだが、こうした会話やリカルドの考えも、全てシャムに対して筒つつ抜ぬけになっているという事だ。普通なら発はつ狂きようしてもおかしくない状況なのではなかろうかと思いながら、クリストファーは黙って続きを促うながす事にした。

「それで、今回の件は？」

「……シャムは、ヒューイを超える存在になって、ヒューイを超えたいみたいだよ。凄すごくストレートに言うと……ヒューイの今回の実験を止めたがってたみたい。今度詳くわしく話すけど、とにかく人がたくさん死ぬかもしれない実験みたいだったから……」

「そりゃ楽しそうだ」

　ケラケラと笑うクリストファーに、リカルドは首を振って溜ため息いきを返す。

「シャムがそういう性格だったら、もしかしたらシカゴの町は全部レイルの爆ばく弾だんで吹っ飛んでたかもね」

「なら、君はシカゴを救った英雄かな？」

「やめてよ、気持ち悪い。でも……皮ひ肉にくだとは思う。そもそも、オレがこんな世界要いらないって思ってたから、シャムとオレの知識共きよう有ゆうが始まったわけだからね……」

　眼めを伏せながら呟つぶやくリカルド。

　暫しばし沈ちん黙もくが続き、エンジン音だけが車内を埋め尽くした。

　思えばこのエンジン音漏もれの静せい寂じやくも、何度も何度もクリストファーとの間に体験した事だ。

　リカルドが物もの思おもいに耽ふけって窓の外を眺ながめていると、いつもの調子でクリストファーが呟いた。

「今でも、世界が要らないって思ってる？」

　唐とう突とつといえば唐突な問いに、リカルドは暫し考え、必要最さい低てん限げんの言葉を選び出す。

「今は……少しだけ、大事かな」

　照れているのか、外を向いたまま呟く少女に対し、クリストファーは楽しそうに笑いだす。

「そりゃいいね！　自分の命を大事にするのは実に自然な考えだよ。変わってなによりだ！」

　自分の事のように喜ぶクリストファーに、リカルドは更さらに顔を窓に寄せながら、エンジン音にかき消える程ほどの声でちょっとした本ほん音ねを吐き出した。

「……クリスが、変えてくれたのかもね」

「え？　何？　良く聞こえなかったからもう一回言ってよ」

　間かん髪はつ入いれずに聞き返すクリストファー。

　チラリと横よこ目めに見て、明らかに『実は聞こえていました』というニヤツキであると気付き、リカルドは普ふ段だん以上に仏ぶつ頂ちよう面づらをしながら言葉を返す。

「耳はいいんだろ。……馬鹿」







「で、これからどうする？」

「とりあえず、ルッソ・ファミリーの再さい興こうかな」

　リカルドにとって一方的に気まずい沈黙が続いた後、再開された会話はそんな内容で幕を開けた。

「おや、意い外がいすぎる答えだね」

「とりあえず、自然に優しくなって歌でも練習するよ。……空を飛ぶのは無理だけどね」

　懐なつかしい会話に対する答えに、クリストファーは思わず苦く笑しようする。

　そんなクリストファーをワクワクさせるかのように、リカルドは僅わずかに微笑ほほえみながら、今後の計画を口にした。

「シャムの知識の中で、ＮＹの中に面白い組織があるみたいだから……まずはそこの組織の下した請うけでもやろうかと思ってる」

「へえ。興きよう味みあるね」

「一緒に来てくれるかい？　もしかしたら、レイルや『詩し人じん』さん……グラハムさんともそこで再会できるかもよ？」

　その言葉は単なる予感ではなく、シャムの知識を元に言っている確かな推すい測そくなのだろう。

　クリストファーは暫しばらく考えるフリをした後に──最初から決まっていた答えを口にした。

「せいぜい、心の平へい穏おんの為ために利用させてもらうよ」







　車を東に向かわせた所で、クリストファーが再びレイルの名前を口にした。

「そうだ、どうせならレイルもルッソ・ファミリーの一員にしちゃおうよ」

「クリスがそういうならいいけど……やっぱりオレは、レイルとは気が合わないと思うけど」

「そんなことないよ。お互いの気持ちはバッチリだと思うよ？」

「何を根こん拠きよに」

　またクリストファーの妄もう言げんだと斬きり捨てようとするリカルドに、クリスはおやおやと首を振りながら、悪戯いたずら小こ僧ぞう特有の笑えみを浮かべて見せる。

「だって、君とレイルには、大きな共通点があるじゃん」

「共通点？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねるリカルドに、クリストファーは心しん中ちゆうで親おや指ゆびを立てていた。

　そして、人の手て品じなの種たね明あかしをする無ぶ粋すい者ものような表情をして────




「ああ……やっぱり気付いてなかった？」




　　　　⇔




大陸横おう断だん鉄道　ＮＹ行き列車内ない




「そこで俺は言ってやったね！　『南な無む三さん』ってな！」

「アイザック、凄すごぉい！」

「その話、何年か前にも聞いたような……」

　ジャグジーのツッコミに対し、アイザックが胸を張って言葉を返す。

「おう！　前にも言ったぜ！」

「凄すごい記き憶おく力だね！」

「え、えええ？」

　ＮＹへと逃げる三さん等とう客車の中、アイザックとミリアは清すが々すがしい程ほどにいつも通りだった。

　特に再会の喜びを長く語り合うでもなく、一人で勝かつ手てに捕まったアイザックをミリアが責めるわけでもなく──出会った瞬しゆん間かんから、完かん璧ぺきなまでに今までの二人に戻ってしまったのだ。

　──本当に、パズルのピースみたいにピッタリな二人なんだなあ。

　──……いいなあ。

　ジャグジーは、そんな二人を羨うらやましく思いながら……

　ふと、少し離れた席に座っているニースに眼めを向ける。




「へえぇ……、本当にたったそれだけの火か薬やくでビルを崩せたのぉ？」

「ええ、その分、爆発の方向を慎しん重ちように調整する必要がありましたけど……」

「そう言えば、やっぱり水道管かんよりも×××に××を詰めた方が……」




　何やらジャグジーにはついて行けない爆ばく弾だん談だん義ぎに花を咲かせているようであり、ニースの笑顔が普ふ段だん自分が話している時よりも眩まぶしく感じられるのは気のせいだろうか。

　──気のせいさ。きっと気のせいだ……よね？

　不安丸まる出だしの表情でオロオロとニースを見つめていると、不ふ良りよう仲間達たちがゾロゾロとジャグジーの席の周りに集まり、面白い玩具おもちやを見つけたという表情で騒ぎ始めた。

「おいおい……ジャグジーよぉ。お前まさか、あんなガキに嫉しつ妬としてんじゃねえだろうな？」

「そっ……そんな事ないよ！」

　慌あわてて首を振るジャグジーに、仲間達はいつも通りにはやし立てる。

「これでもかってぐらい図ず星ぼしって反応しやがって」

「泣きそうだぞ。お前」「その涙を乗り越えて立りつ派ぱな男になれ」「涙を真しん珠じゆに変えるんだ」「そして俺に寄よ越こせ」「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁー」

「や、やめてよみんなぁ！」

　顔を真まっ赤かにして首を振るジャグジー。

　そんな彼に、仲間の一人がふと気付いて──眉まゆを顰ひそめながら語りかける。

「……いや、ていうか、マジで嫉妬してるのか？」

「う、だから、そんなんじゃ……」

「いや、だから……あれ？　お前に言ってなかったっけ？」

「？」

　奇き妙みような事を言い出す仲間に、ジャグジー達が疑問符ふを浮かべた顔を向ける。

「いや、ほら、闇やみ医い者しやの旦だん那なが来て、レイルの体を診しん察さつしてから言ってたんだけどよ」

　そして、次の言葉を聞いた瞬しゆん間かん──ジャグジーを始め、事情を知らなかった者が全て──自らの時間を凍らせた。




「レイルって……女の子だぜ？」




　　　　⇔




自家用車内ない




　クリストファーの話を聞いたリカルドは、無ぶ愛想あいそな表情のまま、僅わずかに眼めを見開いた。

　ほぼ同時に、シャムの知識からもレイルが女の子だという情報が手に入る。

　だが、シャムもどうやら今知ったばかりのようで、驚きを隠かくせないでいる様よう子すがダイレクトに感じられた。

「……全然、気付かなかった……」

「ああ、これは多分、僕とヒューイと、レイルの実験を担当してたサロメ達の研究班はんしか知らない事だろうからね。僕としては、レイルがシャワーを浴びてる所に君が間違って入って行った時、レイルが悲鳴をあげるかどうか見てみたかったんだけどねえ」

「変へん態たいめ……」

　一転して両眼を細めながら、リカルドは趣味の悪い友人を睨にらみ付ける。

　だが、クリストファーは欠片かけらも反省した様よう子すを見せず、ケラケラと笑いながらアクセルをふかし込む。

「世の中って、まだまだ知らない事だらけだろ？」

「……」

「絶望するにも、もうちょっとばかり先を見てからでいいって事さ！　僕も、今いま気付いた！」

「そっか……。確かに、そうかもね」

　そして、再び沈ちん黙もくが訪れるかと思ったが──

　何かに耐えきれなくなったかのように、リカルドが小さく息を噴ふき出した。

　クリストファーがその笑いを増ぞう幅ふくさせるように笑い、車内にはエンジン音ではなく、二人の楽しそうな笑い声が響ひびき渡る。

　車は東へ、日は西へ。

　楽しげな笑い声を乗せた高こう級きゆう自家用車は、迷い無く次の目的地へと走り行く。

　ただ一いち路ろ──ＮＹへ、ＮＹへ！




　　　　⇔




大陸横おう断だん鉄道　三さん等とう客車




　ジャグジー達と同じ列車の、違う車しや両りようの中。

　それほど広くないスペースの中で、グラハムが小さい方のレンチをパシパシと回している。

　流石さすがに巨大な方のレンチをここで回す程ほどに無む神しん経けいではなかったかと思いながら、隣となりに座ったシャフトが思い出したように語りかける。

「そうそう、これは聞いた話っすけどね」

「なんだ」

「あのリカルドって小こ僧ぞう、なんかＮＹでルッソ・ファミリーの後を継ぐらしいっすよ」

「……」

　それは、ついさっきリカルドが決めた事なのだが──さも以前から知っていたかのように語るシャム＝シャフト。

　そんな言葉を聞いたグラハムは、パシリ、と一いつ旦たんレンチの回転を止め、暫しばし何かを考えた後──口くち元もとに凶きよう悪あくな笑えみを貼はり付けた。

「……楽しい、楽しい話をしよう」

「始まった……!?」

「確かにプラチドの旦だん那なは相変わらず行方ゆくえ不明だ……だが、それにも関わらず後を継ぐなんて陰いん謀ぼうの匂においがするが、果たしてあの年でそんな度ど胸きようと脳のう味み噌そがあるもんなのか？　確かに、リカルドの坊ぼつちゃんには何か不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きを感じてはいたが、どうする俺？　俺は果たしてどうするべきだ……？　決まっている！　俺が今やるべき事は、もうすぐ出しゆつ所しよするラッドの兄あに貴きの為ために『帰る場所』を用意してやることだ！　もしもリカルドの坊ちゃんが下らない奴やつなら、俺らがルッソ・ファミリーを乗っ取って兄貴の為に取っておくもよし……大した奴ならそのままラッドの兄貴に判断を任せるのも良し……おお、可能性が広がるぞ！　見えた……見えたぞ。世界は全て波でできてるに違いない！　可能性の波だ！　乗り遅れた奴は他人の波に溺おぼれて死ぬ定め、ならば、俺達はモーゼになってその荒あら波なみを割るべきだろう、そうだろう!?」

「まず俺が言葉の波に溺おぼれそうです」

　相変わらずの冷たい眼めでツッコミを入れてくるシャフトを余よ所そに、グラハムは再びレンチを回し始めながら──前の席に座っていた女に声をかけた。

「ま、これで姐ねえさんも、そこで安心してラッドの兄貴を待てるってわけだ」

「……」

　声をかけられた女は、いつも通りの生せい気きの薄い顔で微笑ほほえむだけだけだったが──

　その頬ほおは朱しゆに染まり、その虚うつろな眼めは既すでにこの場所を見ていない。

　彼女はただ──自分を殺しに来る愛いとしい愛しい婚殺約人者鬼に、一人想おもいを馳はせ続けた。

　そんな想いを乗せたまま、列車はただひたすらに突き進む。

　ＮＹへ、ＮＹへ────




　　　　⇔




１９３５年　１月　ＮＹ　グランドセントラル駅




「……さて、と」

　彼は、戻ってきた。

　左目に眼がん帯たいをした青年は、ＮＹの空気を思い切り息に吸い込んだ。

　僅わずか２ヶ月の別れだったというのに、全ての風景が懐なつかしく感じられる。

　あの後、ヒューイの脱だつ獄ごくを知ったヴィクターは、怒り狂いながらもフィーロを釈しやく放ほうした。シャムとリーザの秘密を報告した事から、取りあえず仕事は果たしたと判断してくれたらしい。

　──まあ、俺が左目を抉えぐった事は黙っておいたが……別にいいよな。

　ヒューイに出し抜かれて悔くやしがるヴィクターの姿を思い出し、少しだけ愉ゆ快かいな気分で駅のホームを闊かつ歩ぽする。

　が、駅えき舎しやから一歩踏ふみ出した途と端たん、懐なつかしさが不安に変わってフィーロの心にのし掛かる。

「……なんて言やいいんだ」

　みんなを人ひと質じちにヴィクターの手て駒ごまになってましたなどと、情なさけないにも程ほどがある。死を宣せん告こくされる可能性だってある。

　──その時は俺、誰に喰われる事になるのかな。

　不ふ死し者である自分を処しよ刑けいするとすれば、誰かに喰わせるしかないだろう。できることならエニスに喰われて、彼女の命を継けい続ぞくさせてやりたいと考えていたが──それは甘い考えだろう。

　自分のいる社会は、そこまで甘いものではない。そう理解しているフィーロは、吐き気の催もよおすような不安と恐怖を乗り越え、覚かく悟ごを持って町まち中なかに一歩踏ふみ出した。

　と、その時、彼の背にかけられる声が一つ。

「フィーロさん！　フィーロさんじゃないですか！」

「えッ？」

　振り返ると、そこには紙かみ袋ぶくろを持った一人の少女が立っていた。

　まだ18歳さい前後だろうか、どこかあどけなさを残した娘の顔を見て、フィーロは頭の隅すみから一つの記き憶おくを呼び戻す。

「アニーちゃん……だっけか？」

　彼女はフィーロ達『マルティージョ・ファミリー』の本ほん拠きよ地ちであるバー『蜂の巣アルヴエアーレ』で働いているウエイトレスの一人だ。確かまだ働き始めてから半年にも満たない筈はずだが、様々な事に気の付く働き者だったので、記き憶おくの中にはバッチリと刻まれていた。

　──なんてこった、帰る前に知り合いに会っちまうとは。

　幸さい先さきの悪さを感じながら、フィーロは強こわばった笑顔を浮かべてみせる。

　一方のアニーは、無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべてフィーロの手を握ってきた。

「わー、何ど処こに行ってたんですか？　みんな心配してたんですよ！」

「い、いや、ちょっとな……」

「あ、そうだ！　私、フィーロさんに渡す物があるんです！」

「は？　なんだよ、急に」

　──ん？

　そこでフィーロは、急きゆう激げきに違い和わ感かんを感じとる。

　まずは自分が戻ってきた事に驚いたのは解わかる。

　だが、この左目の眼がん帯たいについて一言も触れないのはどうしてだ？

　──気を遣つかってくれてるのか？

　一いつ瞬しゆんそう考えたが──それが間違っているという事に気付いたのは、少女が紙かみ袋ぶくろの中から一つの瓶びんを取りだした時だった。

「あぁ……？」

　フィーロがその瓶の中に蠢うごめく物を見て、残された右目を見開いたのと同時に──少女が躊ため躇らいなく、その瓶を開けて見せた。

　次の瞬しゆん間かん、瓶から飛び出した白と赤の丸い塊かたまりが、フィーロの顔面に飛びつき──そのまま包ほう帯たいの下に潜もぐり込む。

　強い違和感が自分の顔面の空くう洞どう内で蠢いたかと思うと──

　フィーロの左目に、失った暗くら闇やみが戻ってきた。

　今までの完全な喪そう失しつとは違う、単に眼めを塞ふさいでいる事から来る暗闇だ。

「……！」

　フィーロは慌あわてて眼帯を外すと──痛みを感じる程ほどの光が、左眼の中に飛び込んでくる。

　光と共に、様々な考えが脳の中を弾はじけ回り、フィーロは瞬しゆん時じに眼の前の少女に眼を向けた。

「お前……」

「あ、勘かん違ちがいしないでね。ウエイトレスの子の意識を奪ったんじゃなくて、何年も前から奪ってた子で働き始めただけだから」

「同じだ馬鹿野や郎ろう……。いや、待て、それよりも……なんで俺に目め玉だまを返す？」

　当然と言えば当然の問いかけに、アニー……ヒルトンでありリーザでもある少女は、クルリと後ろを向きながら、何処か口ごもるように言葉を紡つむぐ。

「……あの時……私の体を助けてくれたから……返してあげます」

　──……あぁ？　な……なんだ？

　何ど処こか照れているような感じにも受け取れたが、フィーロには何な故ぜ彼女がそんな仕し草ぐさをするのか全く理解できていなかった。

　彼女に何らかの感情の変化があったと見るべきなのだろうが、フィーロの頭の中で、彼女の本ほん体たいはあくまでも小さな子供だ。エニスもそうした機き微びには鈍い方だが、フィーロも自分の感情以い外がいにはそうした機微に全く鈍どん感かんな部ぶ類るいの人間である。

　そして──フィーロが気付くよりも前に、アニーはその感情を完全に仕舞い込む。

　彼女は一いつ旦たん沈ちん黙もくしたかと思うと、フィーロの方を振り返りながら、幾いく分ぶん声を重くして呟つぶやいた。

「それにね……もう、貴方あなたを恨うらんでるヒマはないの」

「なんだと？」

「私は今……裏切者をどうやって排はい除じよするか考えてる所だから」

　その言葉は、先せん刻こくの照れを誤ご魔ま化かすような意味合あいで紡つむがれた言葉ではない。その証しよう拠こに──彼女の言葉からは刑けい務む所しよ内で自分に向けられた以上の憎しみを感じ、フィーロは背中に薄ら寒い汗が流れるのを感じていた。

「裏切り者って……」

「いずれ解わかりますよ。さッ、早くお店に帰りましょう！」

　この瞬しゆん間かんには既すでに『アニー』の仮か面めんを被かぶり直していた少女に、フィーロは混乱しつつも──今の自分にできることは、それこそ『帰る』事だけだと判断し、その懸け念ねんは一いつ旦たん後あと回まわしにすることにした。




バー『蜂の巣アルヴエアーレ』




「みんなぁ！　フィーロさんが！　フィーロさんが帰ってきましたよ！」

「ばッ……」

　店の前に着くや否いなや、アニーが叫びながら店の中へと駆け込んでいった。

　覚かく悟ごを決めるヒマすらない。

　もしかしたら、いきなりナイフが飛んでくるのではないか、あるいはただ皆の冷たい視線が突き刺さるのではないかと、重い想像ばかりしていたが──

　最初に店内から飛び出してきた人物を見て──吹き飛んだ。

　それらの想像も覚悟も、全て全て吹き飛んだ。

「フィーロさん……！」

「エニス……」

　相変わらず女性用のスーツを着こなす彼女の姿を見て──

　フィーロは暫しばし口を金きん魚ぎよのようにパクつかせていたが──やがて、覚かく悟ごを決めて、困ったような笑顔と共に、一番言いたかった言葉を告げる。

「……ただいま」

　エニスは少し涙ぐみながら、フィーロが一番聞きたかった言葉を口にした。

「おかえりなさい……ッ！」

　と、ただ一言──

　フィーロは、それだけで満足だった。

　続いて飛び出してくるアイザックとミリア、マイザーやチェスの姿を見ながら、フィーロは確かに感じていた。この後にどんな苦しみが待ち受けていようとも、

　今、この瞬しゆん間かんだけは──

　自分は確かに、幸せなのだと。




　こうして、馬鹿騒さわぎの役やく者しや達たちは帰ってきた。

　彼らにとって始まりであり終わりでもある町へ。




　ＮＹの喧けん噪そうの中に、新たな物語を紡つむぎ出す為ために──
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余章　警察は遅れて到着す







　時間は、再び半月前まえに遡さかのぼる。

「出遅れた……出遅れたぞ畜ちく生しよう！」

　シカゴに到着した列車から降り立ち、眼鏡めがねを掛けた役人風ふうの男が力強く言い放つ。

　捜査局の幹かん部ぶである不ふ死し者、ヴィクター・タルボットは、ヒューイの罠わなに嵌はまって完全に出遅れる状態となってしまった。

「だがこここまでだ。俺が来たからには何もさせん！　ヒューイの奴やつは自らの無力さを刑けい務む所しよの中で噎むせび泣く事になるだろう。あいつが噎び泣くとこ、ちょっと本当に見てみたいな……」

　眼鏡を颯さつ爽そうとかけ直し、無む駄だに高いテンションで駅の中を闊かつ歩ぽする。

　まるで、この町の全てを逮たい捕ほせんとばかりの勢いで。




　ちなみに、彼がヒューイが脱だつ獄ごくしたという報告を受けるのは30分ばかり後の事であり、その後ご彼は酒に悪わる酔よいして部下の前でむせび泣く事になるのだが──

　それはまた、別の話。




　　　　⇔




ＮＹ　某ぼう所しよ




「なるほど……シカゴの方ではそんな動きがあったか」

「どうしますかぁ、ボス？」

　カーテンの締め切られた薄うす暗ぐらい室内の中で、距離を置いて三つの影が言葉を交わし合う。

　とはいえ、影の一つ──元フェリックス・ウォーケンの一人である『名な無なし』は、殆ほとんど無言のままで、喋しやべっているのは他の二人──マンフレッティ・ベリアム上じよう院いん議員と、雇やとわれ狙そ撃げき手しゆであるスパイクだけだった。

「俺らもこれからシカゴに向かいましょうか？」

　淡たん々たんと呟つぶやくスパイクに、ベリアムは間かん髪はつ入いれずに首を振る。

「いいや、今から行っても無む駄だだろう」

「は？　はあ」

「ヒューイはＮＹを囮おとりにして、シカゴで大だい規模な『実験』を行う予定だったのだろう。だが……今回の喧けん噪そうで、それを諦あきらめた可能性もある」

　灰皿に葉は巻まきを押しつけながら、ベリアムは重みのある声を口にする。

「先回りや罠わななど必要ない。奴やつらがどんな手を使ってこようが……我々はその挑ちよう戦せんを受け……叩たたき潰つぶす。それだけだ」

　ベリアムは何ど処こを見ているのか、眼めを細くして虚こ空くうに視線を彷徨さまよわせ──政治家としての言葉かどうか判断しかねる事を呟いた。




「……これを機きに、ＮＹのダニどもを一いつ掃そうできればいいが」




　　　　⇔




大陸横おう断だん鉄道　二に等とう客室




「シャム……皆さんに通達を。『現げん時点をもって、シカゴの実験を一時的に凍とう結けつする』と」

「かしこまりました。ヒューイ様」

「年が明けたら──実験を再開しましょう」

　彼の言葉を待ったかのように、列車は静かに動き出す。窓から移りゆくシカゴの景色を名残なごり惜おしそうに眺ながめながら、ヒューイは自らの左目が疼うずくのを感じ──静かに笑う。

　獄ごく中ちゆうと娑しや婆ばで起きた事件を置き去りに、彼の右目は、既すでに次の実験しか見ていなかった。

　移動するホームの景色の端はしに、肩を怒らせながら歩くヴィクターの姿を見て、彼は愉ゆ快かいそうに言葉の続きを呟つぶやいた。

「ＮＹの灯ひの下で……盛せい大だいにね」

　そして、ヒューイは右手の中で小さな瓶びんをくゆらせる。

　中に転がるのは、一つの眼球。ただし、自分のものではない。

　つい先日、意い趣しゆ返がえしとして手にした眼球と目を合わせ、ヒューイは静かに語りかける。

　物もの言いわぬ目め玉だまに対し、二人の娘の顔を思い浮かべ────




「パルメデス先生も、たまには……自分の娘に会いたいでしょう……？」




　そして、列車は勢いよく走り出す。

　ＮＹの町に向かい、人々の夢と希望、あるいは野や心しんといった様々な想い、




　そして、僅わずかばかりの毒を乗せ──
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成なり田た良りよう悟ご

昔何かのお祝いでおかゆさんに頂いたブランドもののフェイスマスクを身につけながら。おかゆさん並びに撮影者のＭさん、どうもありがとうございました……！　一方で、この写真を見る度に「そろそろ人間的に落ち着かなきゃいけない時期かしら」と迷う日々。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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